
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　contents









第五章　きっと正義はどこにでも　Black_to_Light.

第六章　怪物、怪物、怪物、怪物　All_Bad_Stars.

第七章　主人公である必要はない　Girls_Battle_Talk.

第八章　この世で最も単純な構図　One_on_One.

終章　次の喧嘩を始めましょう　Release_Monster.












？？？









　悪を総すべる魔ま王おうを倒すための力。

　そんなものを持った勇者は多分幸せだろう。

　特別な力を持って生まれてきた事が、ではない。

　自分の持っている力は何のために使うものなのかを知っており、また、それが世間に広く認められているからだ。

　故ゆえに、彼または彼女が道を間違える事はない。どれだけ強大な力を持っていたとしても、魔王のように恐れられる事もない。たとえ道を間違えようとしても、別の生き方を歩もうとしても、大多数の民衆がガイドレールのようにそれ以外の生き方を許さない。それはとても窮きゆう屈くつだけど、同時に安定した成功の道のりを約束してもらっているとも言える。

　一方で。

　そういう風に都合の良いお膳ぜん立だてをしてもらえる人間の、なんと少ない事か。才能はある。それを開花させるための条件も整っている。だがしかし、大抵の力持つ者はそれが何のために、どこに向かって振るわれるべきかを教えてもらえないものなのだ。

　目的はない。

　ただ力がある。

　そんな存在が、外界へ放たれたらどうなるだろう。

　指向性も方向性も持たず、それでいて魔王を瞬しゆん殺さつさせるほどの力が無む秩ちつ序じよに振るわれるとしたら。




　結局、今回の話はそこに帰結する。

　これは、自分が力を持ってしまった理由すら知らない者を中心に、広く深く拡散していく闘とう争そうの物語だ。








前夜祭









　学園都市を挙げて行われる最大規模の文化祭、『一いち端はな覧らん祭さい』。その準備で賑にぎわう街中で、上かみ条じよう当とう麻まは目を覚ましていた。

「……バゲージシティから、オッレルスや右方のフィアンマが……？」




　魔ま神じんになるはずだった男、オッレルスは、上条に向かってこう告げる。

「『グレムリン』は戦争の勝者が科学サイドだというのを認めない集団だ。彼らの理屈で言えば、幻想殺しイマジンブレイカーは邪じや魔ま者ものでしかない」




　激戦の覚悟を決めようとする上条に、忍び寄る影が一つ。その少年は、自みずからを『グレムリン』の直接戦せん闘とう担当、雷神トールと名乗った。

「オティヌス率いる『グレムリン』も、オッレルス率いる怪物軍団もろくなもんじゃねえ。ヤツらが狙ねらうフロイライン＝クロイトゥーネを、俺達で助けちまおうぜ」




　過去の記録はこう告げる。

「フロイライン＝クロイトゥーネは三〇八回もの神しん明めい裁判において、一切傷がつかなかった正体不明の人物。しかし当時の司法システムは、皮肉にもこう判断せざるを得なかった。傷がつかなかったという事は神様が助けてくれたという事。つまりフロイライン＝クロイトゥーネは一切の咎とがのない、ただの人間である」




　麦むぎ野の沈しず利りは義手のメンテナンスのため、様々な動きや力加減を必要とする料理を定期的に行っていた。

　そんな彼女は、見覚えのない段ボール箱に入っていたお菓子作りキットに従って、いつものようにメンテナンスを行っていたのだが……。

「アンタは何なんだ？」

「サンドリヨン。過去に肉体を破は壊かいされたり元に戻されたりしたおかげで、私は私の分解と再組み立てを可能とした」




　爆弾を積んだ遠えん隔かく操作の保冷車、『新入生』の母体となった暗部組織の秘密拠点、ベルシ……木き原はら加か群ぐんが事前に残しておいたバックドアなどを利用し、上条と雷神トールはフロイライン＝クロイトゥーネの幽ゆう閉へいされている、難攻不落の『窓のないビル』へ立ち向かう。

　しかし……。

「何だ……？　俺達じゃない。装甲板が内側から破は壊かいされたぞ……っ!?」

「……あれは、フロイライン＝クロイトゥーネ……？」




　正体不明の攻こう撃げきで上かみ条じようと雷神トールを昏こん倒とうさせたフロイライン＝クロイトゥーネは夜の学園都市へと消えていく。

　一方その頃ころ、迷子になったフレメア＝セイヴェルンと打ち止めラストオーダーが不思議な合流を果たしていた。

「子供め!!」

「何だとこのお子様め!!　ってミサ」




　フロイライン＝クロイトゥーネの起こす騒そう動どうは瞬またたく間に広がり、じきに『グレムリン』とオッレルス側の双方も動き出す。

　上条達にできる事は、

「この情報は罠わなだっていう風に誘ゆう導どうしよう。双方が勝手に警戒してくれれば、フロイライン＝クロイトゥーネの居場所が伝わってしまっても手を出しにくくなる。その間に中央突破で彼女を確保しちまえば良い」




　雷神トールの変装魔ま術じゆつと、学校のパソコンを使ってデコイの指名手配書を作成。学園都市に潜もぐり込んでいたマリアン＝スリンゲナイヤーにわざとそれを見せる事で、彼女に間違った警戒を促す事に成功する。

「次はオッレルス側だぜ」

「『グレムリン』が妙な動きをすればヤツらも勘かん付づく。詳細を調べるために近づいてきたスパイに、デコイの情報を渡せば……」




　攪かく乱らん作戦のために行動を開始した上条が見つけたのは、オッレルス側の斥せつ候こう。しかし、その顔には見覚えがあった。

「レイヴィニア＝バードウェイ……っ!!」

「このオモチャを、今すぐどけろ。もはや私達の間に命いのち乞ごいが通じるような情はない」




　と、そこへ介入してきた警備員アンチスキルの手によって、銃撃される上条。レイヴィニア＝バードウェイは上条の傷に応急手当を施ほどこしながら、彼の生徒手帳を抜き取る。

「上条当とう麻まはマリアン＝スリンゲナイヤーと繫つながっていたようだ。『グレムリン』は第一二学区にいる。叩たたくなら今だ」

「……引っかかった」




　フロイライン＝クロイトゥーネの回収が難航すると踏ふんだ学園都市暗部は、厳重に保管されていた、ある超能力者レベル５の実戦投入を決定する。

「垣かき根ね帝てい督とくさん、我々『木き原はら』はあなたという科学を歓迎します。思う存分、好きなように行動してください。『木原』側の想定するシナリオを壊こわすほどに」

「……、」




　当のフロイライン＝クロイトゥーネは二人の少女と遭そう遇ぐうしていた。打ち止めラストオーダーにフレメア＝セイヴェルン。彼女らは口々に言う。

「にゃあ！　これで私達は友達だぞ!!」

「連絡先も交換したし、いつでも連絡するがいい、ってミサカはミサカは胸を張ってみたり」




　特殊な方法で学園都市へ潜せん入にゆうした魔ま術じゆつ師しサンドリヨンは、麦むぎ野のが分量を間違えたせいで若じやつ干かん体のサイズを小さくしながらも、『グレムリン』への復ふく讐しゆうを遂とげるために独自の行動を始めていた。

「……『グレムリン』の正規部隊を見つけるのは困難を極きわめるが、上かみ条じよう当とう麻まの周辺を洗えば」




　深夜の路上で、麦野沈しず利りは妙なものを見つけていた。それはかつて、自分が殺したはずの少女。

「フレン、ダ……ッ!!」

「結局、アンタが何を納得しようが私にゃ関係ないんだよねえ!!」




　統とう括かつ理事長が直接組み上げたプログラム、問答型思考補助式人工知能リーデイングトート７８はこう語る。

「率直に言って。フロイライン＝クロイトゥーネは『羽う化か』に必要な大量の情報を一気に取得するため、最終信号ラストオーダーの脳を捕食しミサカネットワークを掌しよう握あくする機能を二時間以内に獲得するはずです」




　そして。

　警備員アンチスキルの手で撃うたれた上条は、問題の解決のため次の行動を開始する。

　具体的には、病院の集中治ち療りよう室しつから脱走する、というステップを踏んで。

「……ひとまずの時間は稼かせいだ。でもひとまずだ。早く、フロイライン＝クロイトゥーネを確保しないと……」




　色々な思惑があって。

　様々な人物が動いていた。

『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間は終わり、いよいよ本番が始まる。







　ついでに、どこかで白いシスターはこう叫ぶ。

「とうま！　背中に張り付いているその女の子は一体どこの誰だれなんだよ!?」
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　深夜〇時三〇分。

　第七学区、ルームシェア中のマンション前。

　麦むぎ野の沈しず利りのまぶたが、片方だけ不ぶ気き味みに蠢うごめく。こうしている今も、暗い路上のすぐ先には、ありえない光景が広がっていた。

　一人の少女。

　ふわふわした長い金髪、白い肌、青い瞳ひとみ、華きや奢しやで小柄な体たい軀く、いつもと同じようにベレー帽を被かぶり、いつもと同じようにストッキングで足を覆おおっているミニスカートの少女。

　フレンダ＝セイヴェルン。

　麦野沈利が、その手で上半身と下半身を真っ二つにしたはずの少女だった。かつては麦野と同じ暗部組織『アイテム』の一員で、爆破の実行、火器の製造などを担当していた人間でもある。

「なーに驚おどろいた顔してんの」

　死んだはずの少女の唇くちびるが、動く。

　聞き慣れた声で、吐と息いきで、言葉を紡つむぐ。

「この街がどれだけのゲテモノを抱えてるかなんて、結局アンタも知ってる訳よね？　だったらごっそり消えた臓器の代わりを用意する事だってできるとは思わないの。あるいは、心停止した肉体を再利用する極ごく悪あくテクとか」

「……、」

「結局そういう訳よ。私は私を学園都市に売った。生き残るために。極論になるけどこのカラダってレンタルでさ、使い続けるためには労働しなくちゃいけないの、学園都市のために。これ以上は私も知らないよ。私がこうしてアンタの前に立っている事が、どこかの誰だれかの利益に繫つながっているんじゃない？」

「……、」

「だんまり決め込んじゃってどうした訳？　感動の再会、なんてムードじゃないのは直感でご理解いただけちゃった？　結局そうなんだよねえ。私っていうカードを切るならここじゃない？　どういう利益に繫がるか知んないけど、第四位に畳たたみかけるなら都合が良いし」

　ニタニタと。

　笑いながら、フレンダはゆっくりと麦むぎ野のの元へ近づいてくる。その手が、何かを握っている。文房具の修正テープにも似た機材。実際には爆薬の一種で、壁やドアを焼き切って建物の中へ突入するためのものだ。

　当然。

　人間に貼はり付けて起爆すれば、どんな結果が待っているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「どうする？　また私を殺してみる？」

　突き刺すような質問。

　一歩、二歩、三歩。

　麦野沈しず利りの持つ第四位の超能力レベル５『原子崩しメルトダウナー』を知っていれば、直線的に接近してくる事がどれだけのリスクを内包するか、分からないはずがない。にも拘かかわらず、フレンダの動きには迷いも脅おびえもない。

　まるで。

　最初から攻こう撃げきが来ない事を知っているかのように。

「できないよねえ。結局、資料は読んだ訳よ。人がメタリックな方法で蘇そ生せいしている最中に、随ずい分ぶんと丸まっちゃったみたいじゃん？　かつてのアンタなら迷わず私を殺せただろうに、こうして三歩も接近できている時点で、迷いと脅えが透けてるよ？」

　彼ひ我がの距きよ離り、五〇センチ。

　さらに顔を近づけ、ほとんど鼻と鼻を触ふれさせるほど顔を近づけて、フレンダはその笑みを左右に引き裂さく。

「でも、それなら良いって事よね？　結局良いって事だよね、私が麦野をヤッちゃっても。ははあ、私がアンタを殺したから今度はアンタが私を殺す番、とか考えてる訳？　つーか殺し返したって罪が消える訳じゃないんだけどね。できないんなら仕方がない。見当違いでも仕方がない」

　ささやくように。

　そのまま顔の中心を嚙かみ破ろうとするように。

　フレンダはゆっくりとした声で、告げる。




「死・ん・じゃ・え」




　言って。

　修正テープにも似た機材を麦野の腹に押し付けて。

　まるで意い趣しゆ返がえしのように横一線にラインを引き。

　上半身と下半身を粉々に吹き飛ばそうとした。

　その直前で。




　キュガッッッ!!!!!!　と。

　表情一つ変えず、麦むぎ野の沈しず利りは躊ちゆう躇ちよなくフレンダの右腕を粉々に吹き飛ばした。




　閃せん光こうだった。

　深夜の闇やみを吹き飛ばすほどの圧倒的な光が、凄すさまじい勢いで解き放たれる。

　厳密には電子。

　粒子にも波形にもならない、純じゆん粋すいな形のままの電子を維持し続ける力。その不可侵性を利用して対象を強引に引き裂さき、焼き尽くす、粒機波形高速砲。

　原子崩しメルトダウナー。

　学園都市第四位に分類されるその力を真正面から受け、修正テープに似た機材ごと右腕を消し炭にされたフレンダは、絶叫しながら錐きり揉もみ状に薙なぎ払われていく。

　いいや。

　違う。

「がァァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　のた打ち回る少女が放つ悲鳴を聞き、麦野はわずかに顔をしかめた。まるで電話の向こうから突然甲かん高だかい電子音が炸さく裂れつしたような調子だった。

「あーあー……。馴な染じみ過ぎててすっかり忘れてたけど、そういう理屈か」

　チカチカと視界のあちこちに眩まばゆい光の粒が見えた。

　右のこめかみから左のこめかみにピンと糸を張ったような鋭するどい頭痛に、麦野はさらに顔を歪ゆがめながらも、

「片目は高性能の義眼だったっけ？　こいつに電磁的な介入をすれば、ありもしないモノを映す事もできるって訳だ」

「あ、あば。あばばばばばあばばばばばばばあああばばば」

「んー、『耳』まで介入できるとは思えないんだけどな。ボイスチェンジャーなんて間抜けなトリックじゃないわよね？」

　義眼をはめ込んでいる方の目を片手で覆おおうが、幻げん影えいは消えない。というか、両目を瞑つぶっても漆しつ黒こくの中にフレンダだけが強く浮かび上がっている。

　と、ようやく騒さわぎを聞きつけてきたのか、同じ『暗部』の絹きぬ旗はた最さい愛あいがやってきた。一二歳前後の少女は眉まゆをひそめながら、

「あのー……中年のオッサン相手にナニを超じゃれているんですか？」

「ああオッサンなのこれ？　義眼クラックされてるから私にゃ分かんなくてさ。フレンダに化けてるつもりらしいけど」

「ま、アリなんじゃないですか？　フレンダって超オッサンウケしそうな格好してましたし」

「女装趣しゆ味みのオッサンなんて……よっぽど溜ため込んでんのねこいつ」

　麦むぎ野のは心底呆あきれたように、

「……にしても、駄だ目めだぜーこんなんじゃ。暗部の工夫ってヤツが足りない。せめてデコイを吹っ飛ばしたと思ったら、そこには別の仲間が立っていましたぐらいの悪趣味を上乗せしないと。なあ？」

「ばばば、ばばばばばばばばばばばばば、ばうはあ!?」

　失った片腕の断面をもう片方の手で押さえつけながら、フレンダ（？）は尻しり餅もちをついたままずりずりと後ろへ下がろうとする。本当に襲しゆう撃げき者しやの腕がなくなっているのか、そもそもフレンダと同じ位置にいるのかどうかも麦野には判断がつかない。

　可か憐れんな少女なんだか中年のオヤジなんだか良く分からない、音程の不安定な声で、襲撃者はぐわんぐわんと何か叫ぶ。

「ば、ばう、ばあ!!　な、何で？　くそ、何でえ!?　資料じゃ暗部を抜け出したって……。へ、へ、平へい穏おんを生きるなら、殺しなんて、でき、でき、できないんじゃ、じゃあ……ッ!!」

「絹きぬ旗はた、こいつの言っている事意味分かんない。翻ほん訳やくできる？」

「さあ。負け犬語は流石さすがに超分かりかねますねえ」

「は、浜はま面づらと……痛ってえ……浜面とかと和解したんだろ。ばう……和解して、まっとうに生きて、同じ世界を歩いていくって決めたんだろ!!　だったら！　だったらあ……っ!!」

「はあ、そういう事か」

　ボリボリと麦野は頭をかく。

　面めん倒どう臭くさそうに。

「浜面だったら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……は？」

「トラブル起こしゃ揉もめるでしょうよ。命いのち懸がけの殺し合いになるでしょうよ。それでも何とかなるもんよ。何人殺しても何回ぶっ壊こわしても、なんだかんだで最後には丸く収まってニコニコ笑顔になれるもんなの。だって、これまでの経験がそう語っているんだから」

　ゾッ……と。

　場の空気、雰ふん囲い気き自体が、一気に冷え切っていく。

　得え体たいのしれない、地球のどこにもないルールが周囲を覆おおい尽くしていく。

「『アイテム』だの『スクール』だので揉めた時もそうだった。第二三学区の地下で潰つぶし合った時もそうだった。第三次世界大戦の激戦区で顔を合わせた時も。だから、浜面なら大丈夫だよ。なんだかんだで、最後は許してくれるもんだよ」

　絹旗は、麦野から見えない位置でこっそりとため息をついた。

　どこの所属か知らないが、この襲撃者は根本的なところで読み違えていた。

　ハッピーエンドで締しめくくられれば、そこで死と暴力が永遠に終わるものじゃない。

　ハッピーエンドの受け止め方次第で、それはグロテスクにもサイケデリックにも彩いろどられる。

　そして。

　麦むぎ野の沈しず利りという人間の感性が、一般人のそれと同種などと考えてはいけないのだ。

　怪物は怪物。

　和解できたとしても、いきなり性質自体が奇き麗れいサッパリ変化する訳ではない。

　第四位は薄うすく薄く笑みを作って、

「それに何より、学園都市にはゲテモノが山ほどあるからね」

「……？」

「少なくとも、片腕と片目を吹っ飛ばして、全身を火傷だらけにして、内臓の一部を内側から炙ったってこうして生きていけるんだ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、『原子崩しメルトダウナー』を四、五発叩たたき込んだって人間は死にゃあしないよ。少なくとも、この街にいる限りは」

「ば、ばうぐ!!　ばぶばァァァァばばばばばばばばばばばばばばばあばばばばばばばばばばばばばばばああばばばばばあばばばばばばばばばばばばばばああばばばばあばばば!?」

　フレンダに化けた襲しゆう撃げき者しやは半ば泡を噴くような格好で絹きぬ旗はたの顔へ視線を移す。必死の懇こん願がんがあった。が、絹旗は何かを諦あきらめたように肩をすくめるだけ。

　助け舟を出せるとすれば、この程度が限界だ。

「一応ですが、超死なない程度に」

「それだと『上限』はかなり高めだよ、残念ながら。いやあ、技術革新ってのも考えもんだね」




　閃せん光こうが瞬またたいた。

　数回。カメラのフラッシュのように、間近の落雷のように。




　全部終わって、ズタボロになった（具体的表現は避さけたい感じの）襲撃者を引きずるように持ち運んで、得え体たいのしれない研究施設の前に捨てた後。帰り道で麦野と絹旗はのんびりした調子でこう話し合った。

「あいつ何だったんだろうな？」

「今日も街では超色々あるんじゃないですか？」

　二人は『相変わらず』絶好調だった。

　浜はま面づらが見たら泣いちゃいそうなので、一応秘密にしておこうとは思っているが。
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　おかしい。

　警備員アンチスキルの黄泉よみ川かわ愛あい穂ほがようやく異変に気づいたのは、日付が変わってから数時間も経過した後の事だった。

　貸与されている特別車両を道路脇わきに停車させ、車載無線で同どう僚りように確認を取る。

「李すもも、胡桃くるみ、白はく桃とう。……気づいているじゃんよ？」

『一応は』

『帯域変えて内ない緒しよ話ばなししちゃいます？』

『ここまであからさまにやらかしてるんだ。そんなんで「網あみ」から逃げられるとでも？』

　……『窓のないビル』の外壁を破は壊かいし、逃走した何者かを追跡する。それが学園都市で緊きん急きゆう展開している警備員アンチスキルの目的だったはずだ。そのために街中からありとあらゆる情報を、それこそ実のあるモノも全くないモノもいっしょくたにかき集めてデスクワーク組に分析させていたのだが……。

「パッタリ、面おも白しろいくらい情報は消えちまったじゃんよ」

『釣り針に引っかかっていたはずの魚が逃げたって感じよね。あるいは、どこかの誰だれかが水面下で針を外したか』

『ねえねえねえ！　やーっぱオフィシャル帯域で話す内容じゃないんじゃないですかなーこんな小細工できる人間は誰なのかって考えるとー的なーでしてねー』

『胡桃、お前が一番ヤバい事言ってるし。……まー身内の誰かが情報操作してるって匂においはぷんぷんしてんだけどさ』

　厳密には、情報が完全に遮しや断だんされた訳ではない。今も各員には『何者か』を追い詰めるための指示は出されている。

　が、釣りで言う『当たり』が全くない。

　魚群探知機で魚の群れを発見したのに、わざわざ何もない場所へ糸を垂らすよう指示を出されている気分だった。

「……衛星や警備ロボットの映像は？」

『何もなし、なーんにもなし。どこかに誰かはいるはずなのに、グラビアアイドルのニキビを消しちゃうみたいになーんもなし』

「これまでの捜査報告書」

『あのう、サーバーの反応がメチャクチャ鈍にぶいんですけど……。これ、ひょっとしてトラブルを装よそおってファイルを破損させようって前ふりサインなんじゃあ？』

　チッ、と黄泉川は舌打ちする。

　すぐさまこう付け足した。

「李、白桃。今すぐ詰め所へ急行。紙の報告書を押さえろ。駄だ目めなら業務用コピー機の一時キャッシュを回収するじゃんよ」

『りょーかいりょーかい。ただ誰かさんの方が一足早くなるように設定組んであるんじゃあ？』

「……胡桃くるみ、私についてこい。李すももと白はく桃とうの動きを邪じや魔まするヤツの裏を洗う」

『いーですけど、でもこの会話も誰だれかさんに聞かれているんですよね？』

「宣戦布告して揺さぶってんの」

　シフトレバーを必要以上にゴリゴリいわせながら、黄泉よみ川かわは特別車両を発進させる。

　……ま、そう簡単には行かないだろう。

　率直にそう予測を立てながらも、彼女は追う者の牙きばを放ほう棄きしない。たとえ脇わき役やくとして脇に追いやられようが、それで獲物の脇腹に喰くらいつく権利が消失した訳ではない。
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　夜明け前だった。

　べちゃり、という水っぽい音が聞こえた。

「……？　……？？？」

　白い掌てのひらが、コンクリートの壁へ押し付けられる。ほっそりとしたその腕は不ぶ気き味みに曲がり、女性の体重を強引に支えていた。体の中心を走る軸はふらふらと歪ゆがんでいるようで、いつ空気の抜けた風船のように萎しぼんでしまってもおかしくないくらいの様子だった。

　フロイライン＝クロイトゥーネである。

　片手をビルの壁に押し付けて体重を支え、もう片方の手で顔の半分を覆おおっている。二つの目玉は不自然にグリグリと蠢うごめいているが、その顔には強い疑問の色がある。

　吐と息いきが熱い。

　喉のどの奥に何かが引っかかっている感覚が、ずっとずっと続いている。

　体の内側にある管が全部痒かゆみを発していた。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに細い蜘く蛛もの巣がびっしりと張り巡らされているような異物感が拭ぬぐえない。




　足りない。




　フロイライン＝クロイトゥーネの思考回路は、複雑な情じよう緒ちよを生み出す霊れい長ちよう類るいというよりは、イエスノーで全すべての選択を決める昆虫のようなものに近い。暑いか寒いか、甘いか辛からいか、湿っているか乾いているか。それらを数千数万と積み重ねて、あたかも『複雑に考え情緒のある』風に見せかけている。

　高度な対話プログラムの中身が、実際には〇と一の羅ら列れつでしかないのと同じように。

　パチパチパチパチぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱパチンパチンパチン!!　と。ズラリと並ぶブレーカーのスイッチを一斉に弾はじくように、フロイライン＝クロイトゥーネの『単純判断』は一気に積み重なる。

　イエスとノーの膨ぼう大だいな組み合わせが、たった一文を彼女の頭の中に浮かび上がらせる。




　足りない。




　べしゃり、という音が聞こえた。

　場所は、壁も地面も得え体たいのしれない液体で汚よごれた裏路地だった。体重を支えていた彼女の手が滑すべり、そのまま派手に路上へ倒れていた。うつ伏せに倒れ、異様に長い銀髪をぶわりと広げながらも、フロイライン＝クロイトゥーネの単純判断は続く。

　髪の隙すき間まから覗のぞく眼球が、猛もう烈れつな速度でグリグリと回る。

　ひゅうひゅうと、壊こわれた笛のような吐と息いきだけが響ひびく。

　その時だった。

「別に何でも良いけどさー、疲れたからって広場のベンチで夜を明かす八歳ってどう思うよ!?　ホントに安全な国だなここは!!」

「……はまづら。疲れて寝てるって事はその子また歯の健康が危うい事になっているんじゃあ？」

　ドタドタという足音と共に、二人組の男女が裏路地に入ってきた。……いいや、厳密には三人か。髪を染めた男の背には、寝息を立てている小さな少女がいる。

　浜はま面づら仕し上あげ。

　滝たき壺つぼ理り后こう。

　フレメア＝セイヴェルン。

　明かりとなるものが少ないためか、彼らは最初、路地裏で倒れているフロイライン＝クロイトゥーネに気づかなかったようだ。

「ん？　何だこりゃ!?　気合の入った酔よっ払いか？」

「うっかり踏ふむトコだった」

　だからこそ、不用意に接近した。してしまった。

　キシキシと。キシキシキシキシと。うつ伏せに倒れ、長い髪を広げる彼女の十本指が虫の脚のように蠢うごめく。前髪に隠れていた唇くちびるが、揺れる。溶ける。広がる。薄うすく薄く、横へ横へ。ズラリと並ぶ白い歯を、ノコギリのように輝かがやかせて。

　もちろん一般には公開されていないが、一部ではこんな報告があった。

　フロイライン＝クロイトゥーネは必要性を感じ、他人の脳を捕食する機能を獲得した、と。

　もぞり、と。

　怪物か、猛もう獣じゆうか。そう評されるべき何者かが、ゆっくりと起き上がる。

　異様に熱い吐息が、細く細く吐はき出される。

　ここに来て、ようやく浜面の眉まゆが怪け訝げんそうに動いた。

　だが遅い。

　歩く、というよりは、体重を前へ倒すような仕草で、フロイライン＝クロイトゥーネは浜はま面づらや滝たき壺つぼとの距きよ離りを決定的に縮めてしまう。ゼロと呼んでも差し支えない領域まで。

　そして。




　ずっ……と。

　彼女は自分の体をコンクリートの壁に押し付けるような格好で、浜面達とすれ違う。




　べちゃりべちゃりという妙に水っぽい足音を鳴らして、フロイライン＝クロイトゥーネは立ち去っていく。

「……？」

　浜面は、思わず振り返っていた。

　それから、自分が何な故ぜそちらを振り返ったのか、理由を思い出せない事に気づいた。

　ただ。

　額に汗があった。夜明け前の肌寒い空気の中、珠たまのように浮かぶ汗の粒がいくつもあった。鼻の筋を通って顎あごへ下っていくそれらを自覚して、ようやく浜面は自分の体に起きていた異変を自覚した。

　肩が震ふるえている。

　膝ひざが笑っている。

　体のバランスを保つために絶対必要な中心軸が、恐ろしいほどに揺さぶられている。

　すれ違う十数秒間、彼は確実に呼吸を止めていた。

　まるで、猛もう獣じゆうのいる檻おりの中へ放り込まれた人間のように。

「なん……だったんだ……？」

　疑問がある。

　それは根本的に、路地で潰つぶれていた女性の正体についてのものでもあったし。

　去り際ぎわ。

　彼女がポツリと、異様に熱い吐と息いきと共に呟つぶやいた一言についてのものでもあった。

　浜面の耳には、こんな言葉が滑すべり込んできていたのだ。




「……こいつじゃない」

　と。
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「ひどいね」

　夜明けのビルの中、窓が塞ふさがれ、明かりもない広大なフロアの中で、『聖人』のシルビアはポツリと呟つぶやいた。作業用のエプロンや分厚い上着、ズボンを穿はき、工業用ゴーグルを額にかけている女性だが、シルエットは何な故ぜかメイドの形で統一されている不思議な人物である。

　ここは宗教関連施設の多い第一二学区だ。

　建物自体はありふれた高層ビルだが、敷しき居いの一切存在しない広大なフロアの床には小さな石がびっしりと敷しき詰められていて、フロアの大部分は木造の仏閣となっていた。仏教専門の施設、というのとも違う。ある階は壮大な大聖堂に、別の階は入口に巨大な鳥とり居いのある神社が鎮ちん座ざしていた。

「まったくひどい。これ以上に見事な空から振ぶりもないわな」

　呆あきれたように語るシルビアは、手首のスナップだけで、長く伸びていた洗せん濯たく用のロープを回収していく。

「不快な仕組みだ」

　短く息を吐はいて告げたのは、ブリュンヒルド＝エイクトベル。こちらは丈の短いワンピースの下にズボンを穿き、手足や胸部を現代的なプロテクターで覆おおっている。シルエットは鎧よろいを纏まとう女性の形で、頭の羽飾りのおかげか、北欧の伝説に登場する戦いくさ乙女おとめを連想させる。

　こちらもまた『聖人』。

　彼女達二人だけで、街ごと宗教的な要よう塞さいに加工された魔ま術じゆつ的てきな拠点を力技で粉ふん砕さいできるほどの戦力となる。

「ミクロン単位で精巧に築かれているにも拘かかわらず、実際には魔術的記号が一切存在しない。ここにあるのは、ただ効率的に人を回し、金を回収するサイクルパターンを解き明かすための模型に過ぎない」

「いやいや、不ぶ気き味みなほどの『配はい慮りよ』だと思うよ？」

　シルビアは肩をすくめた。

　ろくな明かりもない暗くら闇やみを感じさせない仕草だった。

「科学と魔術の領分を冒さないように、きっちり線を引いている。地雷原を裸足はだしで横断するようなもんだ。……一個も踏ふまないなんて、かえって不自然な気がしないでもないが」

「マリアン＝スリンゲナイヤーの影は？」

「突とつ撃げき時じに何のトラップもなかった時点で分かっていると思うけど？」

　シルビアとブリュンヒルド＝エイクトベルの二人は、同じ方向へ目をやった。

　そちらには、背の低い金髪の少女が佇たたずんでいる。

「……、」

　レイヴィニア＝バードウェイ。

　上かみ条じよう当とう麻まの生徒手帳を抜き取り、そもそもの情報を持ってきた人間だ。

　魔ま術じゆつ大国イギリスでも、屈指の規模を誇ほこる魔術結社『明け色の陽ひ射ざし』のボスでもある彼女には、『聖人』との力量差といった定説は通用しない。真っ向からの力勝負では敵かなわなくても、迂う回かい路ろを構築して撃げき破はするだけの知恵と技量を保有している。

　そんな怪物に、あくまでもシルビアは簡単に話しかけた。

「こりゃ一本取られたんじゃない？」

「……かもな。唯一の宗教関連学区と聞いてもしやとは思ったが、ワックス製の食品サンプルでは腹も満たされん。にしても、小僧。あの局面で腹はら芸げいをする程度には成長していたとはな」

「おいおいムクれるな。自分の方は好き勝手に騙だまして利用していながら、一回やり返されたらキレちまうってのはどうなの？　ま、アンタもアンタでパニクるのも分からんでもないけど。下手へたな不意打ちのせいで、頭を下げるタイミングも失っちゃったしねえ」

「対たい艦かんビンタで良いか？」

　ともあれ、上条当麻の生徒手帳の情報は空から振ぶりだった。

　ここには『グレムリン』のマリアン＝スリンゲナイヤー達はいない。

　ブリュンヒルド＝エイクトベルは静かに尋ねる。

「次はどう動く？」

「そもそも上条当麻とマリアン＝スリンゲナイヤーが実際に繫つながっている、って点から疑わなくちゃいけない状況だしね。……でも、そう思い込ませたかった意図はあるはず。あの少年は、私達から何かを遠ざけようとして噓うそをついた。それは何だと思うね？」

「……そこから辿たどるか」

「遠ざけなければ自然とぶつかるような何かがある。既定のレール通りに進んでみれば、面おも白しろいものが見つかるかもね」
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　午前八時。

『一いち端はな覧らん祭さい』の自由時間が始まるまさにその時。オープンキャンパスや体験入学の色を強く持ち、各学校の志望率に直結するとまで言われるこのお祭り騒さわぎの中で、興味のある学校へと突き進むスタートダッシュとも呼べる大事な時に。

「いやァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　御み坂さか美み琴ことは全力で逃走中だった。

　それはまさしく運命の悪戯いたずらだった。『空間移動テレポート』を持つ白しら井い黒くろ子こをあの手この手で煙けむに巻き、万全の態勢にてあの馬ば鹿かの高校へと向かっていったはずだった。誰だれにからかわれる事もなければ余計な火種が生じる心配もない完かん璧ぺきなセッティングだったのだが、そんな計画はたった一つの偶然で簡単に崩れ去ってしまっていた。

　起きた現象だけ言おう。




　体験入学のために向かったとある高校の正門前で学園都市第五位のお嬢じよう様さまとバッタリ遭そう遇ぐう☆




「何でかなー……？　何でよりにもよってあの場面であの憎にくたらしい第五位と鉢はち合あわせになっちゃうかなーっっっ!!!???」

　第五位。精神系ではトップランクに属する『心理掌握メンタルアウト』の少女は、美み琴ことと同じ常盤ときわ台だい中学の学生でもある。同校最大の派は閥ばつを形成する第五位と、そうした派閥に一切興味がない第三位は対照的な二大巨頭として、何かと話題の引き合いに出される事も珍めずらしくない。

（……精神攻こう撃げき派ＶＳ物理攻撃派だとか、組織派ＶＳ孤高派だとか、ロング派ＶＳショート派だとか、巨乳派ＶＳ貧乳派だとか!!　周りが好き放題言うのに乗っかるあの思考回路についてけないっつーの！　いや決して最後のが気に喰くわないとかじゃなくて!!）

　当然ながら馬は合わず。

　当然ながら反りも合わず。

　普ふ段だん、互いのおでことおでこをガッツンガッツンぶつけて睨にらみ合うような相手に、高校の体験入学にソワソワビクビクしながら美み琴ことがやってきた……なんて事がバレたら、まああの陰険な第五位がどう動くかは想像するまでもなく。

「うわあーっ!!　そこらじゅうにいる人達操って私を追跡してきてるぅーっ!!」

　ガサガサガサガササササササ!!　と、どことなく虫チックな印象を与える動きで、老ろう若にやく男なん女によが美琴を追い駆けてくる。
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　サラリーマンなのか高校教師なのか、バーコード頭のおっさんが高たか飛び車しやな調子で、ＩＣレコーダーを再生するようにこんな言葉を投げかけてくる。

「ふふふふふふふふふ。あらあ御み坂さかさん、見ない間に随ずい分ぶんと乙女おとめらしくなっちゃったけど悪いものでも食べてしまったのかしらぁ？　だって、ねえ、あの御坂さんがねえ、あんな表情をねえ、くすくす」

「ぶっ飛ばすぞこのクソオヤジ!!」

　哀あわれ被害者と分かっていながら思わず叫んでしまう。

　美琴を捕まえてとことんイジり倒したいけど、自分で動くのはイヤ。

　いかにもあの第五位らしい鼻につく考え方だった。

　とはいえ。

　第五位の悪あく趣しゆ味みに付き合っている暇ひまはないし、暇があっても願い下げ。美琴は陸橋に差し掛かると、手すりから躊ちゆう躇ちよなく跳んだ。そのまま磁力を操る格好で、まるで見えないロープに支えられるような格好で、陸橋の下を勢い良くスイングしていく。

　発射される砲弾に似ていた。

　ブランコから飛び降りる動きを、一〇〇倍以上オーバーにした感じだろうか。

　スパーン!!　と陸橋から『発射』された美琴の小さな体が、ざっと二〇〇メートルほどノーバウンドで滑かつ空くうしていく。さらに磁力を制御して着地前に速度を落とし、金属製のダストボックスの蓋ふたの上へと両足を押し付ける。

　ガンゴン！　という大きな音が鳴り響ひびく。

「ヤバいヤバい……。さっさと行方を晦くらまさないと」

　美琴は呟つぶやきながら、ダストボックスから飛び降りる。

　そこでふと眉まゆをひそめた。

（……あれ？　でも第五位って何であそこにいたんだろ？？？）

　疑問には思うが、答えは出ない。

　もたもたしていると、アクロバットで得た距きよ離りを再び縮められてしまう。追っ手がこちらを見失っている内に、決定的に突き放す必要がある。







　そして御み坂さか美み琴ことが立ち去った後。

　ギィ、と。立てつけの悪いドアを開けるような音が響ひびいた。

　彼女が着地した、金属製のダストボックスの蓋ふただ。

「……何だったんだ？」

　重たい蓋を開けて周囲を見回したのは、上かみ条じよう当とう麻まだった。病院を抜け出した時は手術衣だったが、今は簡素なシャツとズボンを身に着けていた。

　喫きつ茶さ店てんやお化け屋や敷しきの『衣装』は、ゼロから作るとは限らない。安売りの洋服店でシャツやズボンを大量購入して、それらを『改造』していく形で整えていくやり方もある。

　が、当然全部が全部上手うまくいくものではない。そんな訳で、学校沿いのダストボックスには『改造』に失敗した安売り品が溢あふれ返っている事も珍めずらしくない。

　フロイライン＝クロイトゥーネを追い駆けたいが、警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントの目にいちいち留まっていては話にならない。

　そんな訳で、ひとまず手術衣から最低限のシャツとズボンに着替えた上条は、あちこちを歩いてフロイライン＝クロイトゥーネや雷神トールを探しながら、ダストボックスを見かけては寄り道していく、という行動を繰くり返していた。ほぼ新品同様の『失敗作』を探し、より怪しまれない格好をまとめていくために。

　そして唐とう突とつに降り注ぐビリビリ座流星群。

　ちょうどダストボックスの蓋を開けて中を覗のぞき込んでいたので、とっさに中へ潜もぐり込んでいなければ上半身と下半身を良い感じにギロチン刑☆　にされていたかもしれない。

「……そういえば、フロイライン＝クロイトゥーネはどうしてんだ？　あいつの格好も、あれはあれでかなり目立ちそうなもんだけど」

　適当にスタジアムジャンパーを摑つかみ、ダストボックスから抜け出す上条。彼はあちこちを見回した後、上着に袖そでを通しながら大通りを目指していく。

（痛っつ……くっそ、途中で脇わき腹ばらから血が滲にじんだりしねえだろうな）

　奇くしくも、美琴が消えたのとは正反対の方角を目指して。
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　打ち止めラストオーダーが朝ご飯を食べない。

「保護者さん」

「……いちいち俺に振るンじゃねェよ……」

　芳よし川かわ桔き梗きようと一方通行アクセラレータは、マンションのダイニングでそんなやり取りをしている。ちなみに、日付が変わっても家主の黄泉よみ川かわ愛あい穂ほは帰って来なかった。『一いち端はな覧らん祭さい』関連で平時の状況ではないため、完かん徹てつで警備を続けているのかもしれない。

　当の打ち止めラストオーダーはと言えば、目玉焼きの皿を一方通行アクセラレータの方へ、何も塗っていないトーストの皿を芳よし川かわの方へぐいぐいと押し付けながら、

「今日は『一いち端はな覧らん祭さい』ですっ!!　ってミサカはミサカは腰に両手を当てて宣言してみたり!!」

「良いからメシ食えよ面めん倒どう臭くせェ」

「ぎゃーっ！　ポテトサラダの土ど砂しや崩くずれがミサカの取り皿にってミサカはミサ……っ!!」

「はいはい『一端覧祭』だからどうしたの？　何でも良いけどコーンスープもがぶ飲みしなさいね？」

　ぎゃーっ!!　と早朝のマンションにソプラノの絶叫が続く。

　目の前にどっさり盛られた打ち止めラストオーダーはやや涙目になりながらも、

「『一端覧祭』はいろんな学校が一斉に文化祭やるんでしょ？　ってミサカはミサカは確認を取ってみる。だったらいろんな学校に行っていろんな屋台を回っていろんな体験入学をするの、ってミサカはミサカは本日のプランを発表してみたり！　なのでお腹なかはぺこぺこにしないといけません!!　ってミサカはミ……」

「『一端覧祭』ねえ。あら最終信号ラストオーダー、それはともかくピーマンの肉詰め分解するの禁止って言ったでしょう。はいペナルティピーマン地じ獄ごくー」

「うおーん!!　理由を全部言ったのに構わず逆兵ひよう糧ろう攻めがーっ！　ってミサカはミサカは贅ぜい沢たくな悩みに苦悩してみたり!!」

　嘆きの声を発する打ち止めラストオーダーを横目で見ながら、一方通行アクセラレータは薄うすく息を吐はく。

　少し考え、それから芳川に声をかける。

「おい芳川」

「どさどさどさー。ん？　何かしら」

「そういや、このガキの学校ってどォするつもりなンだ？」

「どうしましょうかねえ」

　芳川は適当な調子で息を吐いて、

「あなた自身もトップランクの機密情報だけど、公的な身分がある。何しろ学園都市第一位、ナンバーワンとして登録されている訳だしね。対して、最終信号ラストオーダーはそもそも学園都市のＩＤすら存在しない種類の機密情報よ。体細胞を利用した人間のクローン製造は国際法でも禁止されている。……存在してはいけない学園都市のスキャンダルに、通常通りの手続きで学校生活を送らせるのはかなり難易度が高いわね」

「……、」

「でも、そもそも最終信号ラストオーダーは一人の個人であると同時にミサカネットワークっていう総体の自我の一部でもある。学校生活で学ぶべき知識や技術、集団生活における情動、情じよう緒ちよの刺激は全すべてネットワーク内の情報交換で賄まかなえるのだし、状況はそれほど深刻ではないと思うけれどね」

　この辺りは研究者か、と一方通行アクセラレータは口に出さずに考える。

　効率や合理性の追求。その行きつく先を彼は良く知っている。英才教育。広い教室の中にたった一つしかない机。廊下から聞こえてくる同年代の声が雑音としか取り扱われない世界。控え目に言っても、あれが幸福な世界とは思えない。

　研究者の道を捨てて教育者の道へ進もうとしているらしい芳よし川かわだが、かつて、彼女はこんな事を言っていた。自分にはその資格がない、と。確かに、無む駄だや余裕の意義を実感できない芳川は、教え子にテストで満点を取らせる事はできても、それ以外の何もできない人間にしてしまうかもしれない。

「どうしたのかしら？」

「別に。言う事は何もねェ。そいつを克服する程度の覚悟は決めてンだろォしな」

「？」

　キョトンとしている芳川だが、一方通行アクセラレータはそれ以上の助け舟を出すような人間ではない。

　代わりに彼は打ち止めラストオーダーにこう告げた。

「さっさと全部食え。そしたら出るぞ」

「ぎにゃーっ！　ミサカのはらぺこ作戦は早くも瓦が解かい……ん？　出るって？　ってミサカはミサカは首を傾かしげてみたり」

「別に……。冬用のブーツが入用だったからな。店まで行く途中に学校がありゃ、勝手に寄って行きゃ良いだろ」

　打ち止めラストオーダーと芳川は共に沈ちん黙もくした。

　およそ一秒半。

　最初に動いたのはやはり打ち止めラストオーダーだった。彼女は小さな体を思い切り伸ばすように、ガターン！　と勢い良く立ち上がると、

「なら善は急げとコムズカシイ言葉と共に猛ダッシュしてみたり！　ってミサ……っ!!」

「一方通行アクセラレータその子の首根っこ摑つかんでちょうだい今すぐに!!」

　一いつ瞬しゆんで迷子の道を突き進もうとする打ち止めラストオーダーの身柄を全員で拘こう束そくする。
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　ようやく折れた骨も繫つながり、わずらわしいギプスともお別れした。

　番外個体ミサカワーストと呼ばれる少女がここ最近、制御不能の夜遊びに没頭しているのはその解放感のせいでもある。真っ白なアオザイを身に纏まとった茶色いショートヘアの少女は『ミサカネットワーク』と呼ばれる、一万人弱のクローン人間の脳を接続した情じよう報ほう網もうから、悪意的な部分のみを集中的に抽ちゆう出しゆつするようにできているため、そっちの方が強く出ているのは言うまでもないのだが。

　そんな訳で。

「クロにゃあ──────ん。暇ひましているんなら一いつ緒しよに遊びましょー」

「いやァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　人の溢あふれる歩道橋で、チンピラに絡からまれるようにいきなり肩へ腕を回され、一二歳程度の目つきの悪い少女、黒くろ夜よる海うみ鳥どりは絶叫した。

　窒ちつ素そを操る大能力者レベル４であり、肉体の一部分を機械化したサイボーグでもある黒夜だが、その機械化が仇あだとなり、電気を操る番外個体ミサカワーストとはすこぶる相性が悪い。

　挙げ句、腕の内部接続端たん子しにガムを貼はり付けるなんていうムチャクチャな方法で、『窒素爆槍ボンバーランス』の方も一時的に使用不能な状態になっていた。

　つまり良いカモである。

「何喰くってんの？　チーズの入ったたい焼き？　いやーこっちは綿わた飴あめなんだけど失敗失敗。なんか持ち手までベッタベタでさー。ガキの作ったモンはやっぱり雑だね」

「……なに親しげに話しかけてンだオマエ？　私とオマエにどンな共通の話題があるってンだボケ」

「え？　だってクロにゃんミサカと一緒で友達いない組でしょ？　仲良くしようよー」

「可哀かわい想そうな娘こ枠!?　心外だ！　『新入生』の中心人物をそンなくくりで一緒にするンじゃねェ!!」

「あんまりつれない事言っちゃうと親しん睦ぼくを深めるために追加のコミュニケーションに挑戦しちゃうぞー？　具体的には綿飴でベッタベタの手で頭なでなでしちゃうぞー？」

「この外げ道どう！　悪意以外の何も感じねェ!?」

　日ひ頃ごろの『夜遊び』が効いているのか、黒夜の肩に腕を回したまま、番外個体ミサカワーストは口元を隠しもせずに大あくびをする。

「夜の街ではしゃいでいる内にパシリとか運転手とか色々ダセェのできたけどさー、友達ってのがどうも分からんのよ。人生経験積ませてちょうだいよ」

「……国際法に違反した軍用クローンだろ？　ンなに大っぴらに動き回って問題ねェのかよ」

「知らんね。誰だれかが困るがそれはきっとミサカじゃない」

　と、歩道橋の向こうから、別の少女が歩いてきた。

　能力開発の名門、常盤ときわ台だい中学の制服を着たショートヘアの少女。

　が、オリジナルである御み坂さか美み琴こととは違う。

　軍用クローンと呼ばれる妹達シスターズの一〇〇三二号、通称は御坂妹だ。

　彼女は何な故ぜか革靴ローフアを片方脱いでいて、それを片手で持っていた。

　黒夜は吐はき捨てるように、

「ほらお友達が出てきたぞ」

「ミサカ小こ奇ぎ麗れいなヤツきらいきらーい。どぶみたいな目をしたヤツとしか話したくなーい」

「……発言全体が私と友人になるつもりないよな？」

　ジト目の黒くろ夜よるを無視し、番外個体ミサカワーストは綿わた飴あめの棒を軽く振って御み坂さか妹いもうとに合図を送る。

「よお何してんの？　相変わらず奇行に励んでいるようで何より」

「ベンチで休憩している最中に靴くつを脱いで楽にしていたら、黒猫が靴の中に潜もぐり込んでしまったのです、とミサカは報告します」

　御坂妹が学生用の革靴を良く見て見ると、確かに黒い子猫がやどかりみたいに占せん拠きよしていた。逆さにして軽く振ってみても出てこない。おそらく、四し肢しを突っ張って爪つめを立てているのだろう。

　普ふ段だんは割とビクビクした雰ふん囲い気きを放っている黒猫だが、今日だけは何な故ぜか顔全体にふてぶてしさがあった。ここはもうボクんちです、立ち退のきません！　という意気込みを感じさせる。

　番外個体ミサカワーストは首を傾かしげ、

「アイアンクローして引きずり出せば良いのでは？」

「くたばれボッチ系、とミサカは腹黒野郎に吐はき捨てます」

　しかし彼女達はミサカネットワークという一つの大きな意思によって統御される存在なので、厳密には御坂妹の内部にも『そういう意見』はあるはずなのだが。

　番外個体ミサカワーストは気にせず、

「三人じゃーまだまだ足りないね。なーんかどっかに暇ひましているヤツいないかな」

　周囲を軽く見回した彼女は、そこでものすごくうんざりしている顔を発見した。

　絹きぬ旗はた最さい愛あいと呼ばれる少女である。

　番外個体ミサカワーストや御坂妹に対してというよりは、黒夜海うみ鳥どりに向けての表情だろうが。

「あれー？　あれえ？　あれはどこのどなたかなーいかにもな『匂におい』のするどぶ野郎って感じだけどにゃー」

　裏うら稼か業ぎように身を置く人間は、視野の使い方を独学で学んでいる。

　とにかく周囲をキョロキョロ見回す人間は怪しまれるので、職務質問で持ち物検査されると困るプロはそういった仕草を避さけたがる。そして、一般人が思っているより人間の視野は広い。一六〇度近くある有効範囲を端はしから端まで使う技術を身に付け、携帯電話のボディやショーウィンドウ、ペットボトル、路上駐車された車のサイドミラーなどと組み合わせれば、最低限の動きだけで真後ろを含めた周囲一帯の情報をくまなくチェックできる。

　が、そういったテーブルマナーを把は握あくしておけば、見分け方だって導き出せる。

　両目の焦点がほんのわずかにおかしかったり、死角から響ひびく車のエンジン音やクラクションなどへの反応が少な過ぎる人間は要注意、という訳だ。

　番外個体ミサカワーストが『どぶみたいな目』と呼んでいるのはそういう特徴を示し唆さした表現である。

　ちなみに、何かあるとすぐにミサカネットワークから情報を取得しようとする一般の妹達シスターズは、プロの世界にいるのにそうした努力を怠おこたる傾向があったりもする。

　絹きぬ旗はた最さい愛あいは、駅のホームに撒まき散らされた吐と瀉しや物ぶつでも眺めるような目で、

「……悪人が徒党を超組んでいるって感じですかね、これ？」

「良いねこの感じ。アンタみたいに真っ黒なのと一いつ緒しよだと、こっちも気兼ねなーく素の顔で『一いち端はな覧らん祭さい』を楽しめそうだにゃん」
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　そして浜はま面づら仕し上あげの背中におぶさったまま、フレメア＝セイヴェルンが目を覚ました。

「むにゃ……ハッ!?　浜面今までどこ行ってたの!!　大体、迷子っていうのは本当に困るな、にゃあにゃあ!!」

「痛てっ、髪引っ張るな！　一晩中行方を晦くらませていた上、広場のベンチでぐっすり眠っていたような八歳に説教されるような筋合いはねえ!!」

　ちなみにフレメアが眠っていたのは第七学区の駅前広場で、彼女の部屋があるのは第一三学区の学生寮。……普通に考えれば電車を使って学区をまたぐだろうが、浜面達は未いまだに第七学区の道を歩いていた。

　浜面の隣となりを歩く、ピンク色のジャージを着た少女、滝たき壺つぼ理り后こうはぼーっとした視線をさまよわせ、大画面付きの飛行船を眺めている。

「……はまづら、まだ電車止まっているって」

「珍ちん獣じゆうが逃げたってマジかよ……」

『一端覧祭』の出し物の一環として、どこかの学校で珍めずらしいペットを集めた動物園の真ま似ね事ごとをしようとしたところがあったらしい。それでもって、朝のホームで移動用のケージから抜け出したデカいペットが線路に降りてしまって大パニック……との事だった。

「線路沿いに歩いちゃいるけど、こりゃ復旧する前に第一三学区に入っちまうかもな」

「バスも来ないね」

「本数わざと減らしているんじゃねえの？　『一端覧祭』でいろんな学校を見て回らせるように」

　と、そこで背中のフレメアが妙な声を発した。

「にゃあ。大体お腹なかが減ったし」

「……それよりお前は向こうの寮りよう長ちようさんに怒おこられるから言い訳でも考えたらどうだ？　まー確実に俺達も怒られるんだがっていうか俺達の方がスーパー怒られそうだが」

「あーさーごーはーんーっ!!!!!!」

「ば、馬ば鹿か野郎!!　両手で雑草を摑つかむように人の髪を……っ！　この歳としで男の子に頭皮の心配なんかさせるんじゃありません!!」

　どうせなら『一いち端はな覧らん祭さい』らしくどこかの学校の屋台でも冷やかすか……と思った浜はま面づらだったが、ちょうど開くか開かないかギリギリの微妙な時間帯だったらしい。

　何かに負けた気分になりながら、朝食セットを取り揃そろえている牛丼屋へ突とつ撃げきしていく。

「焼き鮭ざけね！　焼き鮭セット!!　トッピングはとろろに納なつ豆とうに海かい藻そうサラダにジャンボ大根おろしに漬物小鉢にマンゴーにプリンもつくのかー……。豪華でよろしい、にゃあにゃあ！」

「フレメア、トッピングは一つだけ選ぶものなんだ」

　滝たき壺つぼは滝壺で、すき焼き風の牛丼をさっさと頼たのんでしまう。

　店員さんが持ってきた小さめの丼どんぶりを見て、フレメアは目を丸くした。

「小さいな！　器の小さい女め！　にゃあ!!」

「む」

「大体、女の子は小食なんてのはただの幻想なのだ！　イメージ優先して空腹を我が慢まんしているのは見え見えなのだ！　にゃあにゃあ!!」

「……はまづら、ちょっとこのガキにアイアンクローするから席譲ゆずって」

　混雑する店内でジャージ少女を羽は交がい絞じめにする浜面の前で、フレメアは鼻から息を吐はきながら大声で宣言した。

「ご飯となー、お味み噌そ汁しるとなー、サラダはなー、ジャンボ３でお願い！　にゃあ！　スリーでな!!」

　そして七分後。

　輪切りにしたスイカくらいのサイズの器を三つほど浜面の方へ寄せる青い顔のフレメアは、今にも爆発しそうな口元を押さえながら細い声でこう言った。

「……にゃ、にゃあ。大体、後はよろしく」

「丼の表面削り取っただけにしか見えないぞ……」

　仕方がないのでフレメアの無む茶ちやな丼と格かく闘とうする浜面。

　しかし全員の食事が終わり、牛丼屋を出る段になって唐とう突とつにフレメアがこんな事を言った。

「にゃあ!!　大体小腹が減ってきた。お腹なかはペコペコだ！」

「……はまづら、このガキの口いっぱいに紅べに生しよう姜がを詰め込むから席譲って」

　浜面は再びジャージ少女を羽交い絞めに。どうにか三人で牛丼屋の外に出る。

　ちょうどあちこちの学校で一般客の受け付けを始めたらしく、先ほどまでとは明らかに人の流れが違っていた。……どうやら最悪のタイミングで朝食を食べてしまったらしい。

　しかしフレメアは周囲の変化などお構いなしだった。

「眠たくなってきた……。浜面、大体おんぶして」

「このガキ……っっっ!!」

「滝壺さん！　フレメアは気き紛まぐれなお年とし頃ごろなの!!　ってか何で今回はキレてる訳？」

　浜面がキョトンとしたところで滝壺から猫みたいに顔を引っかかれた。ノックバックする浜はま面づらの背中に、フレメアは気軽な調子でよじ登っていく。

「にゃあ。ここが一番落ち着く……」

「そこは私の居場所だ……っ!!」

「ま、待つんだ滝たき壺つぼ!!　バス停の標識を片手でガラガラ引きずっている理由を教えてくれ!!」

　と、その時だった。

　ふと、浜面の背中に張り付いているフレメアが、小さな顔を上げた。

　彼女の瞳ひとみが、見過ごしてはならないものを明確に捉とらえる。

「にゃあ……」

　それは、白い髪に赤い瞳の超能力者レベル５、学園都市第一位と称される杖をついた怪物だった。

　それは、国際法違反の軍用クローン人間の開発に携たずさわった天才学者だった。

　しかしフレメアが注目していたのは、そんな彼らに挟はさまれる形の、見た目一〇歳程度の女の子だった。

　彼女は、彼女達は。

　互いの顔を発見すると、街中で指を差して大声で叫んだ。




「子供め!!」

「何だとお子様め!!　ってミサカはミサカは吼ほえてみる!!」
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　上かみ条じよう当とう麻まは街路樹に背中を預け、携帯電話を適当に操作しながら、ため息をついた。

「……駄だ目めか」

　奇抜な格好をしているフロイライン＝クロイトゥーネの目もく撃げき情報について何か情報はないかと地域掲示板なんかを当たってみたが、芳かんばしい結果は得られなかった。

　開かい催さい直後とはいえ、今日は『一いち端はな覧らん祭さい』という大イベントだ。こうしている今も、大量の写真やコメントなどが矢継ぎ早にネット上へアップロードされている。下手へたな監視カメラよりもよっぽど膨ぼう大だいな情報が、リアルタイムで更新され続けているはずなのだが、フロイライン＝クロイトゥーネらしき影は全く出てこない。

（……何しろ街中が文化祭一色になっているからな。仮装だのコスプレだのも珍めずらしくない。フロイライン＝クロイトゥーネくらいなら埋うもれちまうのか……？）

　検索エンジンをトップページに戻してから、ブラウザ自体を閉じようとする上条。

　と、そこで彼の親指が止まった。

　トップページはニュースサイトと連動していて、ヘッドラインがいくつか並べられていた。やはり『一端覧祭』開催の一色で埋め尽くされていて、一般の事件などは完全に消え失うせていた。

「……、」

　やや気になる所はある。

　上かみ条じようはヘッドラインの下にある『ニュースをもっと深く見る』のリンクをクリックする。代表的なヘッドラインの他ほかに、最近の主要なニュースが片っ端ぱしから並べられていく。

　画面を下の方までスクロールさせていくと、コンビニ強ごう盗とうや脱税事件といった、『一いち端はな覧らん祭さい』とは関係ない一般的なニュースもちらほらと出てくる。

　だが……、

「フロイライン＝クロイトゥーネ絡がらみのものが一個もない……？」

『窓のないビル』の装甲が砕くだかれ、無人攻こう撃げきヘリを最低でも四機は撃うち落とされているはずだ。少なくとも、コンビニ強盗よりは注目度の大きな事件だろう。

　それを言ってしまえば、雷神トールが保冷車を爆破したのだってそうだ。普通なら、あれだけでも学園都市のトップ、統とう括かつ理事長を狙ねらったテロ事件だと大おお騒さわぎされてもおかしくない。

　どういう事だろうか？

『一端覧祭』のスケジュールを遅延させないようにするため、大きな不安や混乱をもたらす事件については情報が伏せられているのだろうか？

　それとも、フロイライン＝クロイトゥーネに繫つながる全すべての情報を、ネット上から隠いん蔽ぺいしようとしている何者かの動きがある？

「……待てよ」

　一般的なＳＮＳや掲示板などのコメントで、一向にフロイライン＝クロイトゥーネらしき人物の情報が出てこないのも……もしかしたら、コメントが全くないのではなく、アップロードエラーなどを装よそおった妨ぼう害がいがされているのかもしれない。

　だとすれば。

（逆手に取れるかも……）

　改めて親指で携帯電話を操作し、一般生徒達が次々に発するコメントを目で追い駆けていく。

　今日は『一端覧祭』。

　それがプラスにしてもマイナスにしても、細こま々ごまとしたニュースやトラブルはものすごい頻ひん度どで発生しているはずだ。

　つまり、極きわめて広く浅い意味であれば、ニュースにならないスポットが存在しない状態である。

　にも拘かかわらず、本当に何も発生していない空白のスポットがある。

　いいや、どこかの誰だれかが『何もない』ように偽ぎ装そうした結果、かえって不自然になってしまったスポットが浮かび上がっている。

「……見つけた!!」

　上かみ条じようは携帯電話をパチンと閉じ、街路樹から背中を離はなす。

　体験入学やオープンキャンパスを兼ねたイベントで、あちこちへ向かう人の流れができつつある道を走る。

　ただ、単純に喜んでもいられなかった。

　自分にできるのは、他人にもできる事。

『グレムリン』やオッレルス勢力が同じ方法でフロイライン＝クロイトゥーネを見つけ出す前に、彼女と接触しなくてはならない。
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「メイドサンドイッチー、メイドが作った正確にはメイド見習いが作ったメイドサンドイッチはいらんかねー」

　ドラム缶型の清掃ロボットの上に正座した少女の、間延びした声が混雑する街中に響ひびいていく。

　土つち御み門かど舞まい夏か。

　ロングスカートのメイド服を着たショートヘアの少女は、野球場にいるポップコーンの売り子さんのように、サンドイッチの箱が詰まった大型のケースを、首や肩に回した幅広のベルトで前面に押さえつけている。

　ロボットにメイドにバイトの売り子と、もう何だか色んなものがグッチャグチャなのだった。

　隣となりを歩いている、繚りよう乱らん家政女学校の同級生、雲くも川かわ鞠まり亜あは呆あきれたように呟つぶやく。

「うおい土御門、チミのデザインには統一感がないね」

「黒髪縦ロールに黄色と黒のミツバチみたいなミニスカメイド服着た野郎に言われる筋合いはないなー」

「プライドとは傷つけてナンボだ。じゃないと強化されないからな。……でもまあ、目的もなしにこの領域に手を出すと、割と修復不能なダメージを負うぞ？」

「ていうかノルマがあるだろお前のメイドサンドイッチはどうしたんだー？」

「商品ってのは『ラベル』が全すべてだ。この道三〇年のベテランより、縁日で適当に作った焼きそばの方が美味うまく感じる。一〇〇％有機栽培だとか、限定生産だとか、期間限定だとか、まあ色々ってヤツさ。ペタペタ貼はり付ける材料がたくさんあればそれだけ有利になる」

「つまりー？」

「『現役女子中学生メイドが将来のご主人様募集中☆』って顔写真付きのシール貼ったら開始一〇分でちょっとした暴動騒さわぎになった。先生からゲンコツ落とされて謹きん慎しん扱いだけど、ノルマから手っ取り早く解放させてもらったって訳」

「……お前は仕事から逃げるためなら食中毒でも演出しそうなヤツだよなー」

　一体何のキャラクターなのか、くまとカエルの着ぐるみとすれ違った。

　大規模な文化祭である『一いち端はな覧らん祭さい』期間中は街のあちこちに奇怪なオブジェが闊かつ歩ぽしていた。表通りでこれなのだから、メイン会場である各おの々おのの学校の敷しき地ち内ないは言うに及ばず、である。

　電熱線と空気を蓄たくわえたバルーンの力で、プロペラを使わずに空を泳ぐ魚のオモチャが道路をまたいでいき、携帯電話を開けばそこらじゅうにＡＲの看板がひしめいている。

　これらは全すべて、自分の学校に客を招こうとする努力の結果である。

『一端覧祭』は巨大な文化祭であると同時に、体験入学やオープンキャンパスといった色も持つ。志望率に直結するため、教師陣も多少の無む茶ちやは黙もく認にんする傾向があるほどだった。

「でもやっぱり、得え体たいのしれないテクノロジーより女の子が一番だよね、客引きって」

「その毒舌はメイドにはいらないものだなー」

　と、その時だった。

　彼女達二人の隣となりを、何かが通り過ぎた。

　鞠まり亜あと舞まい夏かのメイド見習い二人は数秒経たってから、同時に勢い良く背後を振り返る。

　人混みの中に、チラリと金髪の残ざん滓しだけが見える。

「……見たか、今の？」

「あの身のこなし……。作業用のエプロンとかゴーグルとかでごまかしていたけど、今のは『本物』だったぞー……？」

「英国式って感じだな。あれが噂うわさに聞く王家直属ってヤツか……？」

「何であんなバケモンが学園都市にいるんだろうなー？　実は女王様が招待されているとかー？」

　首を傾かしげるが、もう『本物』のメイドはどこにもいない。







　そして訝いぶかしそうに眉まゆを動かし、『聖人』のシルビアはポツリと呟つぶやいた。

「……どうなってんのこの国は。メイドって言葉が指し示す意味自体が変わっちまってんのか……？」

「祭りの仮装だろう。深くは考えるな」

『聖人』と『ワルキューレ』、双方の特性を同時に兼ね備えるブリュンヒルド＝エイクトベルがくだらなさそうに語る。

　共に歩いているレイヴィニア＝バードウェイは不ふ機き嫌げんなのか、先ほどから一言も無む駄だ口ぐちを叩たたかない。

　その時だった。

　空を飛ぶ飛行船の巨大画面から、私放送部員ですと宣言するような素人しろうと丸出しの声が響ひびく。

『えー、鋭えい利り学園高校のミスコンですがー、続いては、おっとこれはイロモノ枠か!?　ビキニアーマーちゃんの登場です!!』

『これはですねー、えっとー、モチーフは北欧神話っていうかー？　ヴァルキリーっていうんですかー、ＲＰＧしか知んないけど？　しょーじきお腹なか丸出しおへそこんにちはで防御力ゼロって感じだけどー、エロエロ満点で私ほら天てん女によ系っていうか神こう々ごうしいのが全開だからー』

　みし……ミシミシミシミシッッッ!!!!!!　と、巨大なプレス機で廃車が圧あつ搾さくされるような不ぶ気き味みな音が響ひびき渡った。

　ブリュンヒルド＝エイクトベルの右手の中で、道路標識の柱が握り潰つぶされた音だった。

「……おやおや何だ何だ？　あれは一体どういうつもりだ……っっっ!!」

「祭りの仮装でしょ」

　シルビアはニヤニヤと笑いながら答えるが、ブリュンヒルドのこめかみに蠢うごめく青筋がさらに強調されていく。

「ああいうイメージを押し付けられるのが一番ダメなんだ私は……。というか魔ま術じゆつ業界にもいるんだぞ！　年がら年中ビキニまとって踊り狂う痴ち女じよみたいな自称戦いくさ乙女おとめが!!」

「でもセクシャルな要素を全く求められないなら、そもそも美人ばっかり描かれる事もないと思うけどー？　伝説の中でだって、戦士の嫁よめになったり、天界で戦死者に酒を振る舞ったり妖よう艶えんな踊りで心を癒いやしたりしてん……おっと黙だまりまーす」

　そのまんま道路標識で人間もぐら叩たたきをされそうになったシルビアは、おどけたように両手を挙げる。







　同時刻。少し離はなれたポップコーンの屋台の列の最後尾に並びながら、土つち御み門かど元もと春はるは衣服の懐ふところからゆっくりと手を抜いた。

　彼は学園都市の一般学生の他ほかに、魔ま術じゆつサイドと科学サイド、双方のスパイとしての肩書きもある訳だが、手持ちの『武器』を全すべて使っても今の状況は絶望的だ。

（……おいおいおい、あんまり冷や冷やさせるなよ）

　当然、機関拳けん銃じゆうも魔術に使う折り紙も、この状況では飴あめ玉だま程度の価値もない。

　緩ゆるく息を吐はき、自分の義理の妹と魔術業界の怪物達が順当に遠ざかるのを確認する。

（『聖人』が二人に英国屈指の魔術結社のボス。真っ向からぶつかったらまず勝てないってのに）

　それでも妹を逃がせないとは言わない所が、この男の特色でもある。
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　べちゃり、という音が聞こえた。

　ビルとビルに押し潰されるような狭せまい空間。一日二四時間、一秒たりとも陽ひの光が当たらない場所。そんな中、壁に片手をつき、裸足はだしで何か得え体たいのしれないものを踏ふみ潰つぶす音を鳴らしながら、何者かが広い大通りを目指している。

「ひゅー……ひゅー……」

　フロイライン＝クロイトゥーネだった。

　道を歩く過程で何度も何度も転んだのか、すでに白いワンピースに似た衣装はドロドロに汚よごれていた。髪も乱雑に散らばっている。口から細い細い、それでいて熱い吐と息いきだけが漏もれている。

　カシャリ。

　作り物の電子音が彼女の背中を叩たたく。

　携帯電話に搭とう載さいされた、シャッター音ＳＥだった。道行く学生の一人が、彼女の異様な格好を見て思わずカメラで写したようだった。しかし、学生は眉まゆをひそめる。アップロードの過程でデータが破損し、元のマスターデータまで消失するというミラクルが発生したからだ。

　同じような事例がすでに数十件も起きている事を、学生は知らない。

　フロイライン＝クロイトゥーネも知らない。

　そしてどうでも良い。

　彼女の目線は、たった一つに固定されていた。

　陽ひの光で溢あふれた大通り。行き交う大勢の人々に流されず、歩道で話し込んでいる数人の男女。杖をつく、白い髪に赤い瞳ひとみの超能力者レベル５。白衣の似合いそうな知的な女性。茶色く髪を染めた不良っぽい少年。その背中に張り付いている金髪碧へき眼がんの少女。ピンク色のジャージの少女。




　ではなく。

　そんな彼らと一いつ緒しよにいる、外見年齢一〇歳程度の、茶色い髪を短くした少女。




「……けた」

　フロイライン＝クロイトゥーネは囁ささやく。

　ガチン、という硬い音が聞こえた。

　先ほど彼女を何の気なしに撮影した学生が、震ふるえる指先から携帯電話を地面に落としてしまった音だった。

　無理もない。

「見つケた」

　唇くちびるの端はしから、薄うすい薄い、それでいて熱い吐息がこぼれる。

　その、端が。

　するり……と音もなく、チーズが溶けていくように。横へ横へと大きく鋭するどく裂さけていったのだ。

　まるで。

　何か巨大な物体を丸まる吞のみする準備を整えるように。




「見ツけた」
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「……見ーつけたっと」

　そしてもう一つの影が、ビルの屋上でポツリと呟つぶやいた。

　高級ブランドのジャケットを纏まとう、瘦そう身しんの少年だった。生きつ粋すいの日本人であるはずなのだが、その『体』は異様に白い。髪や衣服などに若じやつ干かんの色素が残っているものの、その色彩のグラデーションは衣類も肌も区別がなく、『垣かき根ね帝てい督とくという一個の塊かたまり』に直接彩さい色しきしているかのような、不自然さが際きわ立だっていた。

　垣根帝督。

　学園都市第二位の超能力者レベル５。

　かつての激戦と、その後の悪あく趣しゆ味みな研究のせいで、全身の内臓の半分以上を失っていた人物だった。しかし彼の持つ『未元物質ダークマター』という能力を使って、自みずからの欠けた器官を全すべて補う術を獲得してから状況が一変した。

「見つけた見つけた見つけたっと。あれがフロイライン＝クロイトゥーネだな」

　口を開けば、これまでの薄うすい色素とは不釣り合いな、暗い闇やみが広がっている。

　眼がん窩かの中にもどろっとした黒い色素が埋うまっており、色の数自体は増えているのに、それがかえって空くう虚きよな不安定さを促すような、奇妙なバランスが生まれていた。

　彼の手には……指も爪つめも完全に同じ『白』で埋め尽くされた、人間として不自然過ぎる肉体の末まつ端たん部分には、携帯電話があった。

　垣根は『グレムリン』やオッレルス側と違って、『魔ま術じゆつ』ではなく『科学』の住人としてフロイライン＝クロイトゥーネを追う立場にあった。『窓のないビル』の中に封じられていたモノを速すみやかに捕獲し、元あった場所へと封じる事。そのために最善を尽くす事を期待されているのだが……、

「だが関係ねえ。俺は俺のやりたいようにやらせてもらうぞ」

『ええ、ええ』

　電話の向こうで誰だれかが頷うなずいているようだった。

　リクルートスーツに白衣の女。自らを『木き原はら』の一人と名乗ったその女は、極きわめて気軽に、それでいてもちろんリスクを理解していながら、なお気軽に、答える。答えてしまう。

『あなたのやりたいように。それが結果として「木原」が弾はじき出す最悪の想定さえ打ち崩すほどに。そうなる事を我々は期待しています。……きっとこの破滅は、科学にとって素敵な有意義となる。そう確信しております』

「ふうん」

　適当な声を放つと、垣かき根ね帝てい督とくは携帯電話から手を離はなした。

　屋上の床に落ちた精密機器を、簡単に踏ふみ潰つぶす。

　彼の目線の先は、最重要人物であるフロイライン＝クロイトゥーネを追っていない。

　そのすぐ近く。

　群衆の中に紛まぎれた一人。学園都市第一位、最強と呼ばれる怪物を静かに見据えている。

　かつて、垣根帝督を叩たたき潰し、臓器の半分以上を破は裂れつさせた『最強』。

「……始めるか」

　指を鳴らす。

　間近で控えていた何かが、音もなく立ち上がった。右からも、左からも。それだけに留とどまらない。次々に影が立ち上がっていく。あっという間にビルの屋上全体を埋うめ尽くす。

　いや。

　いいや。

　一つのビルだけでは済まない。付近一帯、周囲一帯。そこらじゅうのビルの屋上から、一斉に影が持ち上がっていく。

　その色は白。

　垣根帝督……厳密には、失われた肉体を補うために使われている『未元物質ダークマター』と全く同じ色彩。

　首をコキコキと鳴らし。

　平和な下界を睥へい睨げいする第二位は、もう一度、繰くり返すように呟つぶやいた。

「始めるか」
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　地じ獄ごくの蓋ふたが開く。

　いくつもの思惑が交こう錯さくする中、最初の引き金となったのはフロイライン＝クロイトゥーネだった。

　だだんっ!!　と。

　両足どころか両手さえ地面に押し付け、肉にく食しよく獣じゆうの疾しつ走そうそのものといった動きで路地裏から彼女の体が発射される。それは行き交う人々の隙すき間まを、時には両足の間まで潜くぐり抜けて、最短最速で一方通行アクセラレータや浜はま面づら仕し上あげ達のいる場所まで正確に突っ込んでいく。

　邪じや魔ま。

　それだけの理由で、突っ立っていた浜はま面づらの体がくの字に折れ曲がった。拳こぶしでも蹴けりでもない、ただの衝しよう突とつ。真横からの猛もう烈れつなタックルを脇わき腹ばらに受けて、浜面はそのまま数メートルも宙を舞う。

「にゃ……っ!?」

　浜面の背にあったフレメアが、だるま落としのように宙へ留とどまる。

　ぐりん!!　とフロイライン＝クロイトゥーネの首が回る。異様に裂さけたその口が、爛らん々らんと輝かがやくその両目が、低い位置から打ち止めラストオーダーの顔を捉とらえる。

「あ、れ……？」

　と、庇かばうように前へ出た芳よし川かわの足にしがみつく打ち止めラストオーダーが、妙な声を発した。長い長い銀髪に隠れたその顔に、見覚えがあったからだった。

　だが、

「ガッ!?」

　間にいる芳川など無視して、獲物を狙ねらう蜘く蛛ものようにフロイライン＝クロイトゥーネが打ち止めラストオーダーへ飛びかかろうとした直後だった。

　一方通行アクセラレータの靴くつ底ぞこが、容よう赦しやなく彼女の顔面へめり込んだ。

　彼の片手は首元へ当てられており、すでにチョーカー型電極のスイッチを切り替えてあった。

　能力の解放。

「跳べ」

　無む慈じ悲ひな一言だった。

　ありとあらゆる『向きベクトル』を操る第一位の超能力レベル５が、飛びかかってきた勢いのままにフロイライン＝クロイトゥーネを真後ろへ薙なぎ倒そうと動く。

　とはいえ、人間の体は単純な構造をしていない。

　壁に当たったゴムボールをスローモーションで見てみれば様々な変形をしているのが分かる通り、無む茶ちやな動きを強要された人体の内部には強きよう烈れつな負荷がかかる。背骨は特にひどく、椎つい間かん板ばんヘルニア程度で済むかどうかは不明だ。

　が、一方通行アクセラレータにしてみればこれでも様子見。加減はした方だった。

　神経内の電流や、静脈内の血液。そうしたものを操れば、文字通り人間を内側から爆発させる事さえできるのだから。

　しかし、

「っっっ!!!!!!」

　フロイライン＝クロイトゥーネの腰が、そのまま三回転した。

　下半身はそのままに、上半身だけを。

　ごりり!!　という嫌いやな音が彼女の体内から響ひびくが、一滴の出血も、痛みを訴える表情の変化も表れない。

（……こ、いつ。強引に体を回して後ろへ向かう運動量を消化しやがっただと……っ!?）

　白いワンピースの中で、バネのように体を捻ねじれさせたまま。

　それでもフロイライン＝クロイトゥーネの眼中に一方通行アクセラレータなど存在しない。第一位の怪物などどうでも良い。

　その目はただ標的だけを正確に追う。

　打ち止めラストオーダーだけを。

　唇くちびるが、蠢うごめく。熱い吐と息いきと共に言葉が滑すべり出る。

　みつけた、と。

　そして一方通行アクセラレータの反はん撃げきすらも強引に受け流したフロイライン＝クロイトゥーネは、最短最速のコースを維持して打ち止めラストオーダーの元へと突撃していく。

　一方通行アクセラレータの目の色が変わる。

　今度こそ、躊ちゆう躇ちよなく。

　学園都市第一位と呼ばれるものの全すべてを使って、わずかに残された最後の猶ゆう予よで完かん璧ぺきに襲しゆう撃げき者しやを殺害しようとする。

　その時だった。

「待って!!　ミサカの『友達』をやっつけちゃ駄だ目め!!　ってミサカはミサカは叫んでみたり!!」

　少女の、声に。

　不覚にも、第一位の動きが鈍にぶった。

　彼の白い指先が、ギリギリの所でフロイライン＝クロイトゥーネを取り逃がす。

　その口が。

　異様に大きく裂さかれたその口が。

　開く。

　直後の出来事だった。




　ドォン!!　と。

　砲ほう撃げき音おんが炸さく裂れつした時には、すでにフロイライン＝クロイトゥーネの上半身はＬ字に折れ曲がっていた。




　腰を中心に、フロイライン＝クロイトゥーネの上半身が右手側へ勢い良く曲がった。下半身がそのまま地面に足をつけて立っているのが不思議なぐらいの光景だった。

　高速で過ぎ去っていた事象の連続が。

　体感的には止まったような時間が。

　ようやく動く。

　周りで呆あつ気けに取られていた学生達は、爆音の正体が砲撃によるもので、自分達の隙すき間まを縫ぬうように発射された事実を認識すると、一気に爆発するようにパニックへ陥おちいった。意味を為なさない悲鳴と、歩道も車道もない縦じゆう横おう無む尽じんの逃走。クラクションが連続し、あちらこちらで小規模の将しよう棋ぎ倒だおしが起こっている。

「……、」

　一方通行アクセラレータは折れ曲がったフロイライン＝クロイトゥーネへさらに蹴けりを放つ。今度こそ運動量を受け流せなくなった彼女の体が、ムチャクチャな状態のまま何度もバウンドし、数十メートルも転がされていく。

　そして砲ほう撃げきの元へと目をやる。

　戦車でも出てくるかと思ったが……予想は外れた。

　全長一五メートル程度の、巨大な白いカブトムシだった。

　生物学的な、緩ゆるやかなものもあれば急なものもある、曲線だけで構成されたフォルム。その表面は新車のようなつるりとした光沢を放っていた。

　ただし、その瞳ひとみは不ぶ気き味みな緑色の光を放ち、太い角つのの先せん端たんが揺れている。太い角の『芯しん』がくり貫ぬかれたような空洞になっている事から、おそらくあれが砲身だろう。……『砲撃』を行ったにも拘かかわらず、砲口から煙のようなものは出ていないのだが、何か特殊な発射方式でも採用しているのかもしれない。

　不気味な白。

　見覚えのある白。

　カブトムシの装甲が、ガバリと開く。折り畳たたまれていた巨大な薄うすい羽が展開され、高速で振動を始める。それが『声』のようなものを生み出す。

『覚えているか？』

　その奇妙な素材と、周辺の光や音が妙なベクトルへ折れ曲がる現象、そして何より羽の振動が生み出した声こわ色いろを基に、一方通行アクセラレータは一言で吐はき捨てる。

「覚える必要もねェ声だ」

『何でも良いさ』

「前からメルヘンな野郎だとは思っていたが……随ずい分ぶんと滑こつ稽けいになっちまったモンだ」

『自覚はある』

　新しい悲鳴が炸さく裂れつした。

　大通りから別の道へ逃げ込もうとしていた学生達が、押しのけられるように再び戻ってくるのが分かる。さらに数体。あちこちの道から。真っ白で巨大なカブトムシが六本の脚を使って大通りへと躍おどり出てくる。

『味方を庇かばいながら戦えるか、なんてつまらねえ事は言わねえよ。……お前以外はどうでも良い。誰が巻き込まれて誰が粉々になろうとな』

「……退屈な野郎だ」

　吐はき捨てるように一方通行アクセラレータは言う。

　複数の方角からやってくる砲ほう撃げきから、最低でも打ち止めラストオーダーと芳よし川かわ桔き梗きようを守り抜く。他の一般人に対しては、一方通行アクセラレータ自身が『現場』から離はなれる事で巻き込まれるのを阻そ止しできるだろう。『場』全体をビリヤードのように統御する事で流れ弾から守る事もできるが、それでもやはり根本的に巻き込まないのが一番だ。

　となると、一度完全に行方を晦くらました後、打ち止めラストオーダーと芳川の二人を安全な場所に置き、一方通行アクセラレータが改めて一人で垣かき根ね帝てい督とくと対たい峙じするのが最適、となる。

　そう思い、『飛び越えるべき壁』としてビルの屋上へ目をやった一方通行アクセラレータだったが、

「……、」

『それだけだと思ったか？』

　ビルの屋上、その縁に。

　いくつもの人影が立っているのが分かった。びっしりと、と表現して良いほどに。表通りのほぼ全すべてのビルの屋上に、全く同じ影が立っている。

「……真っ向からやり合えねェからって、数で押すやり方に変えた訳か。能力者は量より質だ。超能力者レベル５の一人ならそれぐらい分かるモンだと思っていたがな」

『それだけだと思ったか？』

　同じ言葉を、白いカブトムシの羽が囁ささやく。

『単に「未元物質ダークマター」で作った人形を大量に配備する？　その程度の脅きよう威いで済む？　おいおい、お前の目の前に迫っているのは、第二位って名前の脅威だぞ。そんな簡単に終わる訳がねえだろうが』

「まさか……」

　呟つぶやいたのは、一方通行アクセラレータではなく芳川だった。

　学園都市の研究者として、『その可能性』の異様さをより鋭えい敏びんに摑つかみ取っているのかもしれない。

　しかしカブトムシは構わずに告げる。

　真実を。

『俺は俺の臓器を複製するに至った。だったらそれは脳だって例外じゃあねえ。となれば「未元物質ダークマター」の実装だって難しくない。何しろ、脳だって人間の臓器の一つに過ぎないんだからな』

　声に応じるように。

　ビルの屋上に立つ無数の影の背に、巨大な翼つばさが現れる。

『ま、今の所は「自分だけの現実パーソナルリアリテイ」ってよりは、どこぞのサイボーグに近いがな。能力の「噴出点」を製造する事で皆は分配された平等な力を振るう。だが、原理こそ違っていても実際に生じる現象は「未元物質ダークマター」の量産だ。とはいえ「自分だけの現実パーソナルリアリテイ」の構築も、他人の能力の実装も、じきにできるようになるだろうが』

　複数のカブトムシが、ゆっくりと包囲の輪を狭せばめようとする。

　一方通行アクセラレータが何かしらのアクションを起こせば即座に叩たたき潰つぶすよう、屋上にいる無数の白い影が翼つばさを大きく広げる。

『さあ殺し合いだ。この数で押される程度ならそれまで。押し返されたとしても、押し返された分だけ俺は多様性の可能性を獲得する。お前の強さはそのままに、俺は無限にレベルアップを続ける状況だ。……永遠に続く死の連れん鎖さがどこで途切れるか、楽しませてもらおうか』

　全すべてを破は壊かいする第一位。

　全てを生み出す第二位。

　矛ほこと盾たて。

　これはそういう種類の戦いだ。

　しかし、そうなると一方通行アクセラレータにはアキレス腱けんがある。彼はチョーカー型電極によって、ミサカネットワークからの演算サポートを受けて第一位の超能力を使っている。その橋渡しとなるチョーカー型電極にはバッテリーがあり、三〇分のタイムリミットがあるのだ。

　彼にとって一番厄やつ介かいなのは、時間稼かせぎだ。

　無限に続く戦いで、しかも手を抜く事は許されない。

　そういう状況が命を奪う。

「（……おい）」

　一方通行アクセラレータは傍かたわらにいる芳よし川かわ桔き梗きように、小声で話しかける。

「（今から足で地面をぶっ壊こわす。下は地下鉄だ。オマエ達は線路と作業員用通路を使って連中の包ほう囲い網もうを抜けろ）」

「（……あなたは？）」

「（……目め障ざわりなのを叩き潰す）」

　返事は待たなかった。

　ゴッ!!　という爆音が炸さく裂れつした途と端たん、一方通行アクセラレータを中心に半径一〇メートルほどの地面がまとめて崩れ去る。芳川桔梗、打ち止めラストオーダー、滝たき壺つぼ理り后こう、フレメア、浜はま面づら仕し上あげ。彼らを巻き込み、崩落は地下まで続く。

　それを引き起こした当の一方通行アクセラレータだけが、ロケットのように真上へ発射される。

　ちょうどビルの屋上と同じ高さにまで到達した時、第一位と第二位の視線が交こう錯さくする。

　そして全てが動いた。




『やれ』




　直後だった。

　第一位の白へ、第二位の白が全方位から殺到していく。




　　　　14




「にゃあ!!」

　地下鉄用のトンネルへ転がり出たフレメアが、短い悲鳴のような声を発する。

　芳よし川かわは起き上がり、自分の足で硬い床をとんとんと叩たたきながら、

「……こういう時、足首をひねらないように一手間かけてくれるのがあの子の良い所なのよね。もっと表に出せば良いのに」

　一方、ただでは済んでいないのは浜はま面づらだ。

　第一位が起こした崩落で怪け我がをした訳ではないが、その前にフロイライン＝クロイトゥーネから突とつ撃げきを受けていた。肋ろつ骨こつに金かな槌づちを振り下ろされたような鈍にぶい痛みが今も彼を苛さいなんでいる。

「はまづら、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ほ、ほとんど最悪の気分だ……」

　フレメアもそんな浜面を心配そうに見ていたが、ふと服を引っ張られた。

　そちらを見ると、打ち止めラストオーダーが頰ほおを膨ふくらませている。

「おいお子様、ってミサカはミサカは意を決して話しかけてみる」

「にゃあ、何だ子供」

　フレメアが応じると、何な故ぜか打ち止めラストオーダーは内ない緒しよ話ばなしモードになり、

「……あれは昨日の事情通王のおねーちゃんじゃないのか？　ってミサカはミサカは確認を取ってみたり」

「だっ、大体あんな親切な人が浜面を傷つけるはずが……っ!!　って、あれ？　にゃあにゃあ……」

「集合ー」

　両手を軽く叩いて、芳川が注目を集める。

「……あの子がリスクと引き換えに稼かせいでくれた時間よ。ひとまず各おの々おの抱えているものは何であれ、第二位が敷ふ設せつした包ほう囲い網もうを抜けましょう」

「異論はねえよ」

　浜面は口の中で鉄の味がするのを自覚しながら答える。

「第一位と第二位。どっちもヤバいのは骨身に沁しみてる。向こうにその気はなくても、同じ場所に立っていただけで粉々にされかねねえ。明確な勝算もなしに安易な支援なんて考えたらどうなるか目に見えてる」

「……つまり、『勝算』さえ弾はじき出せれば話は変わってくると？」

　芳川に確認を促され、浜面は不ふ貞て腐くされたように目を逸そらす。赤の他人と呼んでしまうには、あの第一位は自分の人生の岐路に関かかわり過ぎている。こうしている今も。

　とりあえず包ほう囲い網もうを抜ける。

　遠方から改めて観察して、第二位の突破口を探して、それから的確な支援を行う。

　今後の方針を決めた浜はま面づら達が、暗いトンネルを一歩進もうとした、その時だった。

　……ブ、ブブ……と。

　何か妙な音が暗くら闇やみの奥から響ひびいてきた。何か大きな機材が振動する作動音に似ていた。しかし違う。浜面は、先ほども見たはずだ。空気を叩たたく巨大な羽を。

「カブトムシ……っ!!」

　そう思い至った直後だ。

　まるでラジオのダイヤルを放送局に合わせるように、空気の振動は人間に理解できる『声』へと変わっていく。

『口頭オーダーを確認。「作戦行動に支障をきたす要因を残らず撃げき破はしろ」……数値変換し自律戦術オーダーへシフト開始』

　先ほどとは違う、録音されたオペレーターのような声だった。

　それも一つではない。

『自律戦術オーダーのコンパイル完了』

『最優先目標を決定』

『フロイライン＝クロイトゥーネの行動理由の消失の有効性を確認』

『戦域確定、目標行動時間確定、理想消費弾数確定。最終信号ラストオーダー及び周辺人物への攻撃準備完了。周辺環境への最小のダメージを規定し、自律戦術オーダーを実行します』

　闇の奥で、複数の緑色の光が瞬またたく。

　それはゆっくりと近づいてくるにつれて、巨大なカブトムシのシルエットを浮かび上がらせる。太い角つのを模した巨大な砲身が、キチキチと軋きしんだ音を立てて微調整されていく。

　このトンネルの中では、誰だれを狙ねらっても砲弾の破片や衝しよう撃げき波はが全員を殺害する事だろう。そしてカブトムシ側にそうした配はい慮りよは一切見えない。

「……っ!!」

　とりわけ大きな衝撃を受けたのは、フレメア＝セイヴェルンだった。

　彼女は以前、『新入生』の操る異形の駆動鎧パワードスーツに命を狙われた事がある。狭いトンネルが戦せん闘とうの舞台となった事もあった。

　ぶわり！　と顔全体に嫌いやな汗が浮かぶ。

　足腰に力が入らなくなり、視界の半分ほどがうっすらとしたノイズに似たものに覆おおわれそうになる。自分の呼吸がまともにできていない事さえフレメアは気づいていない。

　お構いなしに、五機のカブトムシは迫る。

　善も悪も問わず、条件に合致した物体をただ砲撃で吹き飛ばすだけの兵器の群れが。今さら回れ右して逃げ出しても、人間の足でできる事などたかが知れている。どうあがいたって、カブトムシの砲ほう撃げきからは逃れられない。最初の第一波で全員はバラバラになり、誰だれが誰の手足なのか分からないほどの惨さん状じようが広がってしまう。

　そのはずだった。

　しかし。




『……じ、ジ……？』




　その時、機械のように正確に動いているカブトムシの一機が、不自然な音を立てた。人工音声を作っている薄うすく巨大な羽の動きに問題があるようで、音声変換の機能に支障が出ているのだ。

「何あれ？」

　滝たき壺つぼ理り后こうが何度か瞬まばたきする。

　いいや、ハードウェアの問題ではない。

　人工音声を生み出すに至る、ソフト的な信号の方に原因がある。

『口頭オーダーを再確認。「作戦行動に支障をきたす要因を全すべて破は壊かいしろ」……単語ごとに分解し数値変換開始。単語連結時における意味の歪わい曲きよくを留意し再チェック』

　その砲身が、照準情報とは関係なく小刻みに揺れる。

　それはまるで、首を傾かしげる動きにも似ていた。

『ピックアップ、「作戦」。同一行動中の全機へヘルプオーダー。自律作戦オーダーの目標設定に関する情報が不足しています。情報の穴あな埋うめをお願いします』

　五機のカブトムシが、一斉に羽を広げる。

　高速振動によって人語を形作る。

　何を当たり前の事を。

　そう告げるかのように、あっさりと、動作不良気味の機体も含めたカブトムシ達は発言する。




『本作戦の目的は、フロイライン＝クロイトゥーネの撃破と行動目標消失にあります』

『本作戦の目的は、学園都市第一位と第二位の戦せん闘とうを阻そ害がいする者の排除にあります』

『本作戦の目的は、戦域の確保にあります』

『本作戦の目的は、先日から続く学園都市の脅きよう威いを排除し危険分子を撃破する事にあります』

『本作戦の目的は、現状予想しうるあらゆる危険分子から学園都市とその住人を保護する事にあります』




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　わずかに、カブトムシ達の動きが止まった。

　直後の出来事だった。

　ぐるん!!　と。

　コンクリートの地面にオレンジ色の火花を散らすように、一斉に回転した五機のカブトムシ達は、互いの砲身を至近距きよ離りで押し付け合い、そして躊ちゆう躇ちよなく砲ほう撃げきを開始した。
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「ありゃ？」

　そして状況をモニターしていた、リクルートスーツに白衣の女は、ノートパソコンの前で怪け訝げんな声を発した。

「あっ、あっ、あー……。口頭命令の変換で『解釈』がバラバラになっちゃったかなー」

　何しろ、表向きは『学園都市の平和を守るために垣かき根ね帝てい督とくを放っている』のだ。ストレートな意味で受け取られた場合、『第二位こそが目的の障害』と設定されてもおかしくない。

「くっそー、ていうか意見調整かこりゃ？　ダイエットの時もショッピングの時も、プランを考えてると自分自身でいろんな意見をすり合わせて想像の強度を確かめたりしますし。より成功するために。これなら垣根帝督に逆らっているとは言えませんし。やられたやられた」

　しかし、一方で。

　ノートパソコンの画面の光に照らし出された女の顔には、苦悩はない。

　あくまでも楽しそうに、彼女は呟つぶやく。

「……まずいなあ、こりゃ」
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　ぎぎぎ。

　ぎちぎちぎちぎち。

　路上に転がっていたフロイライン＝クロイトゥーネから妙な音が響ひびき渡っていた。元々上半身だけを三回転ほどひねり、さらに横合いからの砲撃でＬ字に折れ曲がっていたはずである。

　その体が、徐々に、戻る。

　まるでゴムやビニールの人間を丸めた後に、手を離はなしたように。

「……っ！　見つけた!!」

　と、そこで唐とう突とつに声を掛けられた。

　ツンツン頭の少年のものだ。

「……、」

　自然の力に任せるように、ゆっくりと回転しながら、フロイライン＝クロイトゥーネはギョロリとした眼光でツンツン頭の少年を見据えた。

「ぐっ、ぶ!?」

　それだけだった。

　少年の口からまとめて酸素が吐はき出され、全身の力が抜けていく。

　走り寄ってきた勢いを殺せないまま、ツンツン頭の少年はフロイライン＝クロイトゥーネの隣となりへ滑すべるように倒れ込む。

　その唇くちびるが、動く。

「……やめ、馬ば鹿か……こん……事、している、場合じゃ……っ!!」

「？」

　フロイライン＝クロイトゥーネの視線に、怪け訝げんな色が漏もれる。

　ぐりん、と腰がさらに回転し、その目線がツンツン頭の少年を捉とらえられなくなる。それが苛いら立だったのか、フロイライン＝クロイトゥーネは自分の上半身を強引に回し、体の形を整える。

「……早く、逃げ……」

「つんつん」

「……お、前を追っ……てるヤ、ツが、すぐに……」

「くんくん」

「……つーかこれ何とかしろ……っ!!」

　叫びながら、上かみ条じようは闇やみ雲くもに腕を振るう。

　その指が、横倒しになってエンジンルームの中身をばら撒まく自動車のバッテリーへ触ふれる。より正確には、端たん子しの部分へと。

　バヂン!!　という不ぶ気き味みな音が炸さく裂れつした。

　上条の体が不自然に仰のけ反り、数秒痙けい攣れんする。

　が、代わりに体を内側から蝕むしばんでいた何かも消失した。雷神トールは昨日こう言っていたのだ。高圧電流で、原因となった微粒子を破は壊かいした、と。

「ぶはっ!!」

　突然、肺を満たす酸素の使い方を思い出せなくなったように、ツンツン頭の少年は目を白黒させる。おまけに、無理な倒れ方をしたせいか、撃うたれた脇わき腹ばらまでじくじくとこれまでにない強い痛みを訴え出した。起き上がる事もできないまま、彼は目線を青空に向けて、

「……くそ、上で暴れてた連中もどっか行っちまったか。できる事なら加勢したかったけど」

「？」

　フロイライン＝クロイトゥーネは真上を見上げる。

　そこにはありふれた景色が広がっているだけで異常な第一位も第二位も存在しない。

「おい、とりあえずここ離はなれるぞ。『グレムリン』にオッレルス、あと学園都市の連中もか？　とにかくお前を追ってる連中がたくさんいる。こんな大おお騒さわぎ起こした場所に留とどまっていたら、あっという間に見つかってしまうぞ」

　彼女は青空を見上げたままだった。

『窓のないビル』にずっとずっと閉じ込められていた彼女にとって、それはとても奇妙で不思議な色をしていた……とかではなく。

　そもそもにおいて。

　まともな情動を生み出すシステムそのものが存在しないフロイライン＝クロイトゥーネは、純じゆん粋すいな思考時間を確保していただけだった。

　やがて、彼女はこう呟つぶやいた。

「行けないです」

「どうして？　お前にお前の目的があったとしても、ここは一時的にでも身を隠すべきだ。自分がどれだけ面めん倒どう臭くさい所に立っているか分かってんのか？」

「そういう『レベル』じゃない、です」

　むくりと、上半身だけを起こして、フロイライン＝クロイトゥーネは続ける。

　その動きが、ギチギチギチとぎこちなくなっていく。

　まるで。

　何かに耐えるように。

　こうしている今も、一いつ瞬しゆんでも気を緩ゆるめれば、どこかへ飛び出してしまいそうになっているように。

「私の、考えとか。自分で、決められる事とか。そういう『レベル』じゃ、ないんです」

「……どういう、事だ？」

「機能」

　彼女は、ゆっくりとした声で言う。

　あるいは、意識してそうしなければ、意味不明な絶叫が全すべてを覆おおい尽くしてしまうのか。

「そういう、機能が、備わってしまいました。あなたが、息を吸って、瞬きをするように。あの子の、脳を、食べる……。食べなくてはならないとする、機能が……」

　かちかちかちかち、という音が聞こえた。

　そう。

　彼女の体は、震ふるえていた。
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　浜はま面づら仕し上あげは両手を使って全力で耳を塞ふさいでいた。

　それでも鼓こ膜まくを突き破るような轟ごう音おんがトンネル内に炸さく裂れつする。ただでさえ巨大な砲ほう撃げき音おんに、近きん距きよ離り、密閉されたトンネル内という環境も嫌いやな方向に作用している。内臓に傷がついていないのが幸いと呼べるほどの環境だ。

「何だ何だ何だ何だ！　仲間割れするくらいなら最初っから俺達の前に出てくるんじゃねえ!!　一体何がしたいんだこいつら!?」

「にゃあー……頭ぐるぐるする……」

　五機のカブトムシの砲撃は、浜はま面づら達に向けられたものではない。

　生き物なのか兵器なのかも曖あい昧まいな怪物達は、まるで円陣を組むような格好で互いの砲身を突き付け合い、ゼロ距離で躊ちゆう躇ちよなく連続した砲撃を始めてしまったのだ。

　同じように耳を押さえる芳よし川かわ桔き梗きようが、顔をしかめながら言う。

「命令に対する解釈の違いによって、敵味方の識別や優先破は壊かい順位がブレているようね。でも、一体どうして……？」

　ドンバン!!　と爆発音が続く。

　一体何トンあるかも分からない白いカブトムシの一機が地面から毟むしり取られ、大きく放物線を描いてこちらへ吹き飛ばされてきた。上下は逆さまになっており、羽を格納するつるりとした装甲がコンクリートや鉄道レールを押し潰つぶしていく。

「うわっ!!」

「はまづら、下がって」

　意外に強い力で服を引っ張られた直後、ついさっきまで彼の立っていた場所へひっくり返ったカブトムシが滑すべり込んでくる。

『意見』が一致したのか、とりあえず倒せる敵から倒すつもりか、四機のカブトムシが、逆さまになった一機へ一斉に砲口を向ける。

　六本の脚をジタバタと動かし、巨体と地面の間に挟はさまった羽を無理矢理に振動させるカブトムシは、浜面達の至近でまるで呟つぶやくように人工音声を形作った。

『……私は一体何がしたいのでしょう？』

「知るかそんなもん！　勝手に出てきて首を傾かしげるな!!」

『そうですね。自分で決めるべきという意見に賛成です』

　ひっくり返ったまま、カブトムシは薄うすい羽で床を叩たたいて回転する。その太い角つののような砲身を正確に突きつける。浜面の背後にいる打ち止めラストオーダーに向けて。

「にゃ!!」

　芳川の足にしがみついている打ち止めラストオーダーを庇かばうように、とっさにフレメアが動く。

　しかし。

　いつまで経たっても砲撃は来ない。

　ひっくり返ったまま、カブトムシは薄い羽を高速振動させて音声を作り出す。

『オーダーウィザード起動。口頭オーダー「作戦行動に支障をきたす要因を全すべて撃げき破はしろ」の妥だ当とう性せいに疑問あり。現状、指定の人物に脅きよう威いを感じられず。続行はオーダーリスト全体の崩ほう壊かいに結びつくリスクがあります』

「な、何だ？　つまりどういう事だ？」

『致命的な矛む盾じゆんからオーダーリストを守るためにあなた達を助けると言っているのです』

　四機が動く。

　太い角つのにも似た砲身の先せん端たんから、煙も炎も生み出さず、ただ腕より太い砲弾が発射される。

　直後だった。

　ッッッドン!!　と。今まで浜はま面づら達の近くで逆さまになっていた一機が、身をひねり、そのままの体勢で応じるように砲ほう撃げきした。地下鉄トンネルを支える柱の一本を粉々に砕くだき、破片の雨が四機の放った砲弾に直撃してその軌道を逸そらしていく。

　同時、砲撃の反動を利用したそのカブトムシは、浜面達の頭上を飛び越え、空中で半回転し、今度こそ六本の脚でコンクリートの地面を引っかくように踏ふみ締しめる。

『システムの保護、および別の角度としての立ち位置を設定。同系との戦せん闘とうを実行するにあたって矛盾は生じない事も確認』

　薄うすく巨大な羽が、高速振動する。

　人工音声はこう告げる。




『これよりカブトムシ05は垣根帝督からの口頭オーダーを完璧な形で最適化するため、あなた達を保護する側に回ります』




　ブゥン!!　と。

　ブラウン管のような音を立てて、カブトムシ05の瞳ひとみの色が緑から赤へと切り替わる。

　安全の象徴から、警戒色の代表へ。

　それは人間の口頭説明を数値のオーダースクリプトに変換する上で生まれた、単なるバグかもしれなかった。

　それは垣かき根ね帝てい督とくが望むものとも、『木き原はら』と呼ばれる女が願うものとも、全く違う誤変換かもしれなかった。

　ただし。

　たとえ何かの間違いから始まったものであったとしても。

　きっと、この時。

　カブトムシ05の中で、何かしらの『方向性』が生まれた。








行間　四









　さて。

　ここまでフロイライン＝クロイトゥーネという女性について語ってきたが、それが本当に正しい事なのかどうかは分からない。

　正しいかもしれないし、正しくないかもしれない。

　何しろ情報源が数百年も前の文献なのだ。

　歴史は簡単な事でねじ曲がる。

　しかし一方で、長い間ホラ話と思われていた事が、何百年も経たってから科学的な根こん拠きよが示されたりもする。

　何が正しいのか。

　何が間違っているのか。

　正しいと思っている事が間違っているのか。

　間違っていると思っている事が正しいのか。




　フロイライン＝クロイトゥーネという女性は確かにいた。

　彼女の異常性も立証された。

　では、気になる所はどこか。これまでの文献や採取されたデータの数値を照らし合わせて、明確におかしい点はどこにあるのか。




　ここがターニングポイント。

　怪物の口は、まだ開いたばかりだ。








第六章　怪物、怪物、怪物、怪物　All_Bad_Stars.
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　学園都市には小こ奇ぎ麗れいに整えられた街並み、というイメージがある。おそらく一〇年前も、五年前も、今も、五年後も、一〇年後も。どの時代の人間が眺めてもサッパリした印象を与える街。……それはつまり、建物が建て替わる頻ひん度ども決して少なくない、という訳だ。

　元々、壁で覆おおわれた、土地の面積が限られた街である。

　土地を効率的に扱うため、また単純に最新技術のテストも兼ねて。

　もちろん『建設中』『準備中』という印象を与えないよう、それはそれで様々なテクノロジーが投入されているので、人々の街並みに対する感想はあくまでも『整えられて』おり、『小奇麗でさっぱり』しているだろう。

　しかし、意外と多いのだ。

　建築、工事中のビルも。

　その前段階として、人も設備も撤てつ去きよした廃ビルも。

　そんな、第七学区にある廃ビルの一室。

　絨じゆう毯たんも壁紙もなくなった、ただの四角い空間の中で、『グレムリン』の正規メンバーの一人、マリアン＝スリンゲナイヤーは身を潜ひそめていた。彼女は元々第七学区のホテルを根城にしていたのだが、警備員アンチスキルから指名手配される折に潜せん伏ぷく先さきも一般公開されたようで、オッレルスなど強力な敵対者から奇き襲しゆうされるのを防ぐため、廃ビルへと移動し、待機していたのだ。

　……と、この顚てん末まつの裏では上かみ条じよう当とう麻まと雷神トールが色々な『小細工』をしていたのだが、マリアンはそれには気づいていない。実は指名手配などされていない事も、手配書は上条達の手作りだという事も。

「……っ!!」

　その彼女が弾はじかれたように顔を上げたのだ。

　爆発音があった。

　銃声とはまた違う、耳というより腹に深く響ひびく重低音。不意の交通事故や建物の解体作業ともまた違う、そもそもの設計段階の時点から殺意が滲にじみ出ている独特の咆ほう哮こう。

　危機意識を呼び起こすには十分なきっかけだった。

　ガラスの嵌はまっていない、枠組みだけの窓へ目をやる。

　白や黒の煙とはまた違う、砂色の粉ふん塵じんが細く長く大空へ伸びていた。距きよ離りはそう遠くない。せいぜい五〇〇メートルから七〇〇メートル程度。

　マリアンはオーバーオールの脇わきに手を突っ込み、黄金でできた鋸のこぎりを取り出しながら。

　笑う。

　血の味を知る者の笑みを浮かべる。

「さてさて誰だれだ、さて誰だ！　オッレルス側か、学園都市の誰かか、あるいはドンピシャのフロイライン＝クロイトゥーネか……。何にしても座して待つって状況じゃなさそうだねえ!!」

　彼女の声に合わせて、部屋の隅に置いてあった、真っ黒なドラム缶型の少女（？）、『投擲の槌ミヨルニル』がガタゴトと揺れる。

　そしてコンビニでブロック状の携帯食料とミネラルウォーターを調達してきた雷神トールは、コンビニ袋を提さげたまま、誰にも知られないようこっそりと奥歯を嚙かむ。

（……また面めん倒どう臭くせえ派手な動きしやがって）

　元々、雷神トール（と上かみ条じよう当とう麻ま）はオッレルス側の怪物と『グレムリン』側の怪物が、学園都市の各所で同時多発的に激突して甚じん大だいな被害が出るのを避さけるため、『彼らがバッタリ遭そう遇ぐうしないように』小細工を弄ろうしてマリアン達を騙だましていた、という経緯がある。

　異能の力をあくまでも『打ち消す』上条と違い、馬ば鹿かデカい力と力を単純にぶつけ合えばろくな事にならないのは目に見えていたからだ。

（せっかく指名手配の書類を偽ぎ造ぞうして、オッレルス側にもマークされてるってビビらせたってのによ）

　直接戦せん闘とう担当の雷神トール、装備品など後方支援のマリアン＝スリンゲナイヤー、そのマリアンにべったりなジェネレーターの『投擲の槌ミヨルニル』。

　適度に危機感を煽あおれば、マリアンと『投擲の槌ミヨルニル』は隠れ家に身を潜ひそめ、情報収集と戦闘行動を雷神トールに任せきりになるはずだった。

　実際、今までは成功していたのだ。

　が、

「どれだけ緻ち密みつに隠れ家作ったって、しっかり辿たどられてるっていうんじゃ仕方がない。トール、『投擲の槌ミヨルニル』。アンタ達はちゃちゃっと暴れちゃって。その間に私は素材となる人間をかき集める！」

　窮きゆう鼠そ猫を嚙む。

　オッレルス側や学園都市、あるいはその両方を一度に相手取る事にそれなり以上の警戒心を持っているマリアンだが、だからこそ。

　動くべき時には迅じん速そくに動かなければ、という思考が生まれる。

　先手必勝。

　敵を強大と認めたからこそ、場の流れ全体をごっそり持っていくほどの、圧倒的な暴力の必要性を強く感じ取ってしまう。

　ゴトゴト、と真っ黒なドラム缶が左右に揺れる。

　基本的にこの少女（？）はマリアンに全面賛成だ。このままではマリアン＝スリンゲナイヤーのヒートアップに任せて、爆発の発生源へと突とつ撃げきしてしまうだろう。

　反対意見を言えるのは雷神トールだけ。

　が、騙だましているのも雷神トール。下手へたに『流れ』を変えようとすれば、そこから一気に怪しまれるリスクが増す。根こん拠きよなどなくても良いのだ。痛くもない腹を探る程度の動きから、いきなり雷神トールがチェックメイトに追い詰められる可能性さえありえる。

（……こういうのは性しよう分ぶんじゃねえんだけどな）

「おいマリアン。ぶっちゃけ『誰だれ』だと思う？」

「さあね。一番まずいのはオッレルス側だけど、それ以外だって危険の程度はどっこいどっこいでしょ。こっちの動きに気づいたフロイライン＝クロイトゥーネっていう未知の怪物が、先手を打って追っ手を撒まくために攻撃を仕掛けてきたかもしれないんだし」

「奇き襲しゆうを仕掛けるつもりなら、ここに踏ふみ込む前に騒さわぎは起こさねえ」

「確度の低い情報を基に、探りを入れるために手当たり次第にヤッてんのかも？」

「だったら反応を見せたら思うつぼだ。一度やり過ごしてから背中を追って、無防備なところへ先制攻撃をぶちかます。これが最高だ。いいか、直接戦せん闘とう担当として言っておくぞ。一発目ってのは大事だ。攻撃か防衛か、王者か挑戦者か、戦いの立ち位置がカッチリ決まっちまうんだか……」

「おいおいトールちゃんよ」

　黄金の鋸のこぎりをくるくると回しながら、マリアンが遮さえぎった。

「だからこそ、なんだよ。先手が『流れ』を作るんだとしたら、縮こまっているのは最悪だ。確度の低い情報だって、時間の経過と共に情報は蓄積していくものなんだ。こっちが立ち止まっていたって、敵が待っててくれるなんて事はない。ただでさえ面倒な相手なんだ。レベルアップされる前に叩たたいて潰つぶすのがセオリーでしょ？」

　ガタゴト、と揺れるドラム缶。

　少女（？）については、賛成反対ではなく、単にマリアンを支援したいだけだろうが。

　雷神トールは粉ふん塵じんの見える窓へチラリと目をやってから、

「学園都市は元々いろんな問題を抱えてる。俺達と全く関係ない事件って線は？」

「行ってみりゃ分かるよ」

「それでお前の居場所が明確にバレるリスクは？　確度の低い情報とやらが確定情報に切り替わっちまうぞ」

　マリアンはそれ以上何も言わなかった。

　鋸を回す手首のスナップを切り替え、ヒュゥンと空気を裂さく音色を一段高く上げる。まるで指を鳴らしたり口笛を吹くようなニュアンスだった。当然、反応を示したのは『投擲の槌ミヨルニル』だ。

「トール。アンタは完全にノーマークでしょ。すでに情報が『汚染』され始めている私が動くよ。それ以上慎しん重ちよう論ろんを語るなら、アンタは新しい隠れ家の確保の方に向かって」

　はあ、と雷神トールは思わず息を吐はいてしまった。

　言葉で言って止める作戦は失敗だ。なまじ前段階でマリアンへデコイの脅きよう威いを刷り込み過ぎたのかもしれない。

「分かったよ」

　そこだけは正直に雷神トールは答えた。

　彼は諦あきらめた。

　その上で、




　ドッ!!　と。

　躊ちゆう躇ちよなく、真後ろから。

　大きく振り上げた足で、マリアン＝スリンゲナイヤーの側頭部を薙なぎ払う。
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　人間の倒れる動きではなかった。

　地面に立てた棒切れがパタリと倒れるようなイメージ。強打と同時にマリアンの意識が完全に断たれたのは火を見るより明らかだった。

　この上ない上段蹴げり、ハイキック。

　あまりの冴さえに、時間が一いつ瞬しゆん止まったかという錯さつ覚かくさえ与える一いち撃げきだった。

　そして当然。

　ドラム缶型の『投擲の槌ミヨルニル』が、この暴挙を見過ごすはずがない。

『……ッ!!』

　もはや言葉もなく。

　黒く輝かがく表面に、青白い火花が散る。

　その体内に、都市サイズに匹敵する移動要よう塞さいの三分の一を蒸発させるほどのエネルギーを秘めた『投擲の槌ミヨルニル』が。

　しかし、

「馬ば鹿か野郎!!　ここで暴れてマリアンを危険にさらす気か!?」

　体の動きを言葉の圧で叩たたき伏せるように、雷神トールは先手を打つ。

　ドラム缶の動きが、歯車に楔くさびを打ったように止まる。

「オッレルス側が何でフロイライン＝クロイトゥーネを狙ねらっているかは分かるな？　あいつは全体論の超能力者の素体として、オティヌスが準備を進める主神の槍グングニルの最後のピースとなる『人間』だ。……オティヌスの動きを妨ぼう害がいしたい人間からすれば、フロイライン＝クロイトゥーネを消しちまう事で決定打を与えようとしても不思議じゃねえ」

　ドラム缶の表面に、何かが浮かぶ。

　それは唇くちびるだ。

　一つ二つではない。彼女の怒いかりの噴出を表現するように、次々と言葉を放つための器官が生み出されていく。まるで沸ふつ騰とうした熱湯の表面のようだった。

『……それが？』

　返答一つ誤れば。

　どんなに合理的であっても、納得がいかなければ、次の瞬しゆん間かんには消し炭も残さない。

「まだ分からねえか？」

　言外の宣言に対し、雷神トールはゆっくりした声で続ける。

「『敵』の最大の目的は、主神の槍グングニルの完成阻そ止しだ。それさえできりゃ何でも良いんだ。ピースが一個でも欠ければオティヌスの計画はご破算だ。……だとすりゃ、フロイライン＝クロイトゥーネを殺す必要なんかねえんだ。生きつ粋すいの『黒小人ドヴエルグ』、神々の武具を唯一製造できるマリアン＝スリンゲナイヤーを殺害したって同じ結果は導き出せる」

　黒いドラム缶はわずかに沈ちん黙もくした。

　しかし無数の唇は消失しない。

　言うべき言葉を探し出し、『投擲の槌ミヨルニル』と呼ばれる少女（？）は告げる。

『……初めから、オッレルス側はそれを見越していたと？　ありえない。「グレムリン」が動く事は分かっていても、具体的に誰だれが乗り込んでくるか、その編成までは摑つかめないはず』

「摑めていないから何なんだ？　正義の味方オッレルスちゃんからすれば、計画の阻そ止しのためとはいえ無関係なフロイライン＝クロイトゥーネをぶっ殺すのは癪しやくだろう。だったら『罪状』があるマリアン＝スリンゲナイヤーを消す方が心情的にもやりやすい」

『だから……っ！』

「当初は、フロイライン＝クロイトゥーネを殺そうとしていたかもしれない。何やっても殺せない怪物を殺す方法も揃そろえていたかもしれない」

　雷神トールは人差し指を立てて、『投擲の槌ミヨルニル』の口を制止しつつ、

「でも、ヤツらは見たんだ。マリアン＝スリンゲナイヤーの手配書を。最後に第七学区のホテルで目撃されているって情報を」

　もちろんそれは雷神トール達が用意したデコイの資料であり、オッレルス達が読んでいるかどうかも不明だが。

「そこで連中の計画がねじ曲がった、とは思わねえのか？　理論上はフロイライン＝クロイトゥーネを殺せるかもって言ったって、所しよ詮せんは机上の空論。実証試験をした訳じゃねえ。それに対して、マリアンは普通に殺せる人間だ。二つを天てん秤びんにかけて、どっちが楽で、どっちが確度の高いターゲットかなんて猿さるでも分かる」

『……、』

「爆発音が聞こえた。粉ふん塵じんが舞い上がった。だから現場まで行けば敵を見つけられて、こっちが攻こう撃げきするまで待ってくれている？　そんな簡単な状況かよ？　爆発音と粉塵はバラバラかもしれない。迂う闊かつに向かったところで長ちよう距きよ離り狙そ撃げきされるかもしれない。そんな中に、頭に血が上ったマリアンをほいほい歩かせられるのか？　どうなんだ？」

　しばらく。

『投擲の槌ミヨルニル』は黙だまっていた。

　やがて……ドラム缶の表面に浮かんでいた無数の唇くちびるが、水面に潜もぐるように消えていく。

「……とはいえ、オッレルス側がどの程度マリアンの情報を摑んで、どんな罠わなを張っているかは調べる必要がある。そいつについては俺がやるよ。お前は、いざという時にマリアンを逃がせられるように準備をしておけ」

　ガタガタ、とドラム缶が左右に揺れる。

　具体案の説明を求められている、と受け取った雷神トールは、こう付け足した。

「ヤバいと思ったら街のブロックごと焼き焦こがせ。原形を留とどめない死体が千か万か転がっていりゃ、身元確認に手間がかかる。仮に誰かが明確な情報を基にマリアンを追っていたとしても、ここで足止めされちまうだろうさ」

　噓うその真しん髄ずいとは。

　情報が持つリスクに臆おくせず『役』を全まつとうする事である。

『加減』をした瞬しゆん間かん、それは露ろ呈ていしてしまうのだから。
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　大規模な文化祭である『一いち端はな覧らん祭さい』期間中は大勢の人々が行き交うため、当然ながら迷子の発生件数も上昇する。

　大小様々なトラブルに対応するためには通常の警備員アンチスキルの配置だけでは心こころ許もとなく、学生主導の風紀委員ジヤツジメントも野外活動に従事する事になっていた。

　そんな訳で。

　第七学区の路上では、やたらと頭に花飾りをつけて花か瓶びんみたいになっている中学一年生の風紀委員ジヤツジメント、初うい春はる飾かざ利りがたくさんの小学生に取り囲まれていた。

　初春の着ている典型的なセーラー服をぐいぐい引っ張りながら、彼女達は口々に言う。

「なーあれやってー。ジャッジメントですの!!」

「ですのー」

「名物だもんね」

「だよねだよね」

　四方八方から次々と投げかけられる言葉の洪こう水ずいに対処できず、初春はあわわわわわとパンク寸前になっている訳だが、周囲の子供達に気にしている様子は一切ない。

「あ、あのですね、あれは別に風紀委員ジヤツジメント全体の取り決めという訳ではなくて、むしろ白しら井いさんが悪目立ちしまくっているっていうか、あんな武ぶ闘とう派はが風紀委員ジヤツジメントのスタンダードだと思ってもらっちゃ困るぞっていうかでしてね……」

「ねーちゃんいーからあれやって！　テレポートってヤツ!!」

「えー？　突然消えたり出てきたりって怖くない？　どこか良く分かんないトコに放り出されちゃったらどうするのー？」

「あたし知ってるよ。わーむほーるって言ってね、なんかトンネルみたいな所を潜くぐるんだよ」

「でもあのトンネルって何なの？　トンネルにも長さがあるんでしょ？？？」

　ひぃー、と初春が情けない悲鳴を上げる。

（白井さんのはワームホール式っていうか認識上の三次元空間を厳密な一一次元空間に変換して異なる軸を移動するって感じなんですけど、詳しい理論なんて大学院の専攻レベルですよう。何の変哲もない中学生に利口な答えを求めないでくださいぃー……）







　そして表通りの幹線道路を挟はさんだ向かいの歩道で、たこ焼き屋台用の業務用小麦粉の補充に出かけていた青髪ピアスは、治安維持要員が女の子達に囲まれているサマを見て、静かに拳こぶしを握り締しめていた。

「風紀委員ジヤツジメント、か……っっっ!!!!!!」

　突然の天てん啓けいを得た天才作曲家みたいな顔つきになっている青髪ピアスだったが、そこで背後から肩を叩たたかれた。

　振り返ってみると、そこには巨乳で眼鏡の女子高生と、貧乳でツインテールの女子中学生が。

　両者ともに、右肩には特徴的な腕章が取り付けてある。

「失礼、風紀委員ジヤツジメントです。……少々お話を聞かせていただいても？」

「固こ法のり先輩、問答無用でぶっ飛ばして留置場にぶち込んでもよろしいんじゃなくて？　大イベントのせいか細かい事案やら意味不明な通報やらでこちらの作業効率も無意味に切迫していますし。……まったく馬ば鹿かでかいカブトムシが暴れているとかどういう事ですのよブツブツ」

「それをこの人に当たっても仕方がないでしょ。破は裂れつ音おんにスモーク……。どこかの学校が客寄せで羽は目めでも外したんだと思うけど。そうそう、手荷物検査もしますから隅の方へ寄っていただけますか」

　風紀委員ジヤツジメントかあ……と彼はもう一度呟つぶやく。

　青髪ピアス、今年度四三回目の職務質問は、何だか萌もえる展開になりそうだ。
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　第七学区、地下鉄トンネル内。

　垣かき根ね帝てい督とくの『未元物質ダークマター』によって作られた兵器である、真っ白なカブトムシ。同系の兵器は互いに正面から睨にらみ合い、砲口を向け合っていた。

　躊ちゆう躇ちよのない砲ほう撃げき。

　その連続。

　追っ手は四機。浜はま面づらやフレメア達を守る『反逆者』は一機。数の不利がある上、追っ手の目的はトンネル内の人間を抹まつ殺さつする事だけだ。カブトムシ05が抵抗するしないなど関係なく、砲撃の衝しよう撃げき波はでトンネルを埋うめ尽くすだけで、ターゲットの内臓を絞り上げる事ができる。

　ただし。

　それはカブトムシ05の側も同じだ。

　同系四機を全すべて撃破する必要はない。カブトムシ05の最優先目標は、浜面仕し上あげ、滝たき壺つぼ理り后こう、芳よし川かわ桔き梗きよう、打ち止めラストオーダー、フレメア＝セイヴェルンの五名をトンネルから確実に逃がし、生命を脅おびやかす危機的状況から遠ざける事だけだ。

　なので、

『衝しよう撃げきに備えてください』

　フロイライン＝クロイトゥーネの行動理由を奪うという目的で、打ち止めラストオーダーと周辺人物をまとめて殺害するという具体的方法を選択した四機のカブトムシが、一斉に砲撃する。直撃狙ねらいではなく、敢あえて手前の地面に砲弾を落とし、爆発時の衝撃波の壁でトンネルの隅から隅まで押し流すような攻撃方法だ。

　普通に考えれば、生身の人間に耐えられるものではない。

　たとえカブトムシ05が浜はま面づら達の盾たてになった所で、一面を埋うめる衝撃波は構わず浜面達を吞のみ込み、内臓を内側から破は裂れつさせる。

　しかし。

　直後に、カブトムシ05は人工音声に使う薄うすく巨大な羽を高速振動させた。会話をするためではない。撒まき散らされる空気の振動が、向かってくる衝撃波とぶつかり合い、その方向性を強引に曲げたのだ。

「何だ……不発か？　耳が痛くねえぞ」

『波と波をぶつけているだけです。目に見えないので分かりにくいかもしれませんが、衝撃波とは本来、ビリヤードのボールのように別の波や障害物の影えい響きようを受けやすいものですから』

　理論上はそうでも実行に漕こぎつけるにはいくつもハードルがあるだろう。

　衝撃波、爆発時の砲弾や地面の破片、それらの一切を保護対象から遠ざけ、的確に弾はじいて逸そらすのは。

「……これはあの人の技術だ、ってミサカはミサカは呟つぶやいてみたり」

「それ、一方通行アクセラレータの事を言っているのかしら？」

『仮想敵を動かす過程で生じた机上のルーチンを応用したものですが、あの域に達する事はできないでしょう。現に、私達の砲撃は、衝撃波による副次的効果で標的を殺害するには不向きな作りをしています』

「？」

『私の体は全すべて「未元物質ダークマター」のみで作られているため、砲弾の発射や炸さく裂れつのための火薬を製造する術はありません。発射にはスプリング式を採用しています。過去に、携行式ロケット砲とシェアを争った「奇怪な」兵器を、「未元物質ダークマター」の力で補強したものと言えるでしょう。砲弾の炸裂についてもスポンジ状のスプリングで砲弾外周の硬化被膜を炸裂させる方式を採用していますので、同系の通常砲弾と比べて音おん響きよう効果は三六％から五〇％程度しか期待できません。だからこそ回かい避ひ行動が成功したものと判断しています。……一方、あの第一位であれば、核兵器であっても問題なくねじ伏せる事でしょう』

　カブトムシ05は、続けざまの砲撃の衝撃波を、巨大な羽が生み出す可か聴ちよう域いき外がい音波で弾はじきながら、合間を縫ぬって会話用の人工音声を形成する。

『一五メートル後方に、作業用の出入口があります。合図と共に天てん井じようを崩落させて壁を作りますので、あなた達はそちらへ走ってください』

　倒す、という概がい念ねんはない。

　そもそもカブトムシは全機が全機、垣かき根ね帝てい督とくの『未元物質ダークマター』で作られた異形の兵器だ。核や急所と呼ばれるものは何もなく、どこを破は壊かいされても自動的に修復する。……唯一の例外は、垣根自身の意思に反した『解釈』をしたカブトムシ05だけである。

　浜はま面づらは後ろを振り返り、小さな鉄のドアを確認する。

　バガン！　と、火花と共に大開きになったのは、おそらくカブトムシ05が砲ほう撃げきの衝しよう撃げき波はを器用に逸そらして鍵かぎを壊こわしてくれたからだろう。

『始めます』

「あ、ああ！」

　初めて、明確な爆音が炸さく裂れつした。

　カブトムシ05の砲口が動き、天てん井じようへ砲弾を叩たたき込み、四機のカブトムシを巻き込む形で崩落させたのだ。

「はまづら、走って！」

　ほとんどフレメアを抱えるような格好で、浜面は不ぶ気き味みに震しん動どうするトンネル内を走る。打ち止めラストオーダーは芳よし川かわに手を引かれているようだった。カブトムシ05が牽けん制せいのために砲撃を繰くり返すたびに、頑強なトンネルの地面が、嵐あらしの船のように揺れていく。

　まずは滝たき壺つぼが作業用のドアへ飛び込み、次にフレメアを押し込んだ浜面が、最後にやってきた芳川と打ち止めラストオーダーを、滝壺と二人で腕を摑つかんで作業用ドアのこちら側へと引っ張り込む。

　全員の避ひ難なんを確認すると、カブトムシ05はバックで作業用ドアへ突撃する。

　しかし、ドアの小ささが災わざわいした。

　ゴン!!　と。ドアの周囲の壁をへこませるほどの勢いで激突するが、狭せまい出入口を潜くぐる事はできない。

　浜面は目をむいた。

「何やってんだ!?」

『ご心配なく。予定通りの行動です』

　カブトムシ05は機体後部をめり込ませながら、まるで出口に巨大な岩を置いて塞ふさぐような格好で、薄うすい羽を動かして人工音声を生み出す。

『元々、垣根帝督の制御を離はなれた私は未元物質ダークマターの「更新」ができません。遠くない未来に自己崩壊を起こすでしょう。また、私達は互いの砲撃で同系機種を破壊する事はできません。無限に再生する敵機から逃れるためには、何かしらの方法で経路を塞がなくてはなりません』

　この野郎、と浜面は思わず叫びそうになる。

　兵器の分ぶん際ざいで噓うそや演技までするとは生意気な。

「早く来い！　アンタの砲撃なら壁を壊す事もできるだろ!!」

『それでは敵機に追われ続けます。また、私に破は壊かいできるという事は、敵機にも同じ事ができるのを意味します。瓦が礫れきの山もじきに取り除かれるでしょう。敵機を止める「壁役」には、それなりの特別製が必要と判断しました』

「……くそ」

『ご武運を。私は私の優先目標を実行します。あなたもお気をつけて』

「くそっっっ!!!!!!」

　言いかけた直後、ズズゥゥン!!　と空間全体が不ぶ気き味みに振動した。敵機のカブトムシ達が瓦礫の山を吹き飛ばしたのだ。敵の進路を塞ふさぐため、回かい避ひも許されなくなったカブトムシもまた、同系の兵器と本格的な砲ほう撃げき戦せんを始めたのだろう。

　出口はない。

　終わりもない。

　第二位の制御を離はなれてもある程度は再生する特性を利用して、その体をひしゃげながらも、ゾンビのように戦い続けるだけの、悲壮の撃うち合い。

　建材の継ぎ目が揺さぶられるのか、天てん井じようからパラパラと粉のようなものが降ってくる。

　芳よし川かわは顎あごで上りの階段を示して言う。

「ここもいつまで保もつか分からないわ。ひとまず地上へ上がりましょう」

「でも……っ!!」

　浜はま面づらが言いかけた時、滝たき壺つぼが彼の手を摑つかんだ。

　小声で、しかしはっきりと彼女は言う。

「行こう。後ろに私達がいると、あれも逃げる事ができない」

　浜面は歯は嚙がみする。

　が、どのみちここにいてもやれる事がないのは事実だ。

　半ば未練を振り切るように、浜面は作業員用の狭せまい階段へ走る。滝壺や芳川もその後に続く。金属でできた階段を駆け上がると、扉があった。鍵かぎはかかっていたが、こちらは内鍵だ。つまみを回転させて開かい錠じようすると、一気に開け放って外へ飛び出す。

　手をかざして眩まばゆい太陽の光を遮さえぎるようにしながら、芳川は真上を見上げる。

「一方通行アクセラレータ達は……どこか場所を移したようね」

「でも安全って証明された訳じゃねえ。くそ、今の内に麦むぎ野のや絹きぬ旗はたを呼んで……」

　言いかけ、浜面の口が止まる。

　ピンクのジャージを着た滝壺が、怪け訝げんそうにあちこちを見回している事に。

　彼もその視線の先を目で追い駆けて……ようやく気づいた。

「おい……フレメアはどこ行った!?」

「最終信号ラストオーダーも……いないようね」







　その瞬しゆん間かん。

　地下鉄トンネルの扉を塞ふさぐ真っ白なカブトムシ05は、同系の機体達から猛もう烈れつな砲ほう撃げきを受けながらも、一歩もその場を動こうとしなかった。論理的な理想の回かい避ひ、戦術挙動との齟そ齬ごにエラーが頻ひん発ぱつするが、それを全すべて押さえ込んで保護対象へと繫つながってしまうコースを死守する。

　今も牽けん制せいのために多数の砲弾を発射し、薄うすい羽を高速振動させ、トンネル内を席せつ巻けんする衝しよう撃げき波はへ横よこ槍やりを入れる形でベクトル介入を行っている。

　しかし足りない。

　自分の陰に隠れていた人間を守るのと違い、扉周辺の壁を丸ごと守って逃走中の人間が生き埋うめになるのを防ぐのは、保護すべき領域の広さが全く違う。そして当然、領域が広がれば広がるだけ捌さばくのは難しくなる。

　白く、つるりとした表面にいくつもの傷が走る。

　生物のような痛みの感覚はない。

　容よう赦しやのない砲撃で自分の体が破は壊かいされる事より、回復まで時間のかかる中破や大破に追い込まれ、道を譲ゆずってしまう事態に強烈な拒否感情が生じる。身動きが取れないまま敵性を見送り、逃がしたはずの人間達が一人一人窮きゆう地ちに立たされる光景は、予測演算さえしたくない。

　押し負かされるのは避さけられない。

　ダメージは蓄積していき、自然に修復できる速度を超えた損害が広がっていく。願おうが願うまいが、やがては行動不能に追い込まれ、背に負った壁も破壊されてしまうだろう。

　だが、その時にはもう人間達は遠くへ逃げているはずだ。

　牙きばは届かない。

　勝利できず、浪ろう費ひを続けても結果は変えられない。

　普通に演算すれば『無む駄だ』としか表現できないそれを達成する事に、扉を塞ぐカブトムシ05はしかし全ぜん霊れいを注ぎ込む。

　砲撃が続く。

　赤色に輝かがやく目の周囲に、ビキビキと亀き裂れつが走っていく。

　時間のカウントを確認する。

　十分な時間は稼かせいだ。生身の人間が歩いたって地上へ出ている頃ころ合あいだ。

　作戦目標の達成。

　それを自覚する。

　あと五、六発の応おう酬しゆうで体が完全にひしゃげると自覚しながら、カブトムシ05は六本の脚をコンクリートの地面へ食い込ませ、死守の体勢を維持する。

　が。




「にゃあにゃあ!!　大体、置いてくなんて許さないぞ!!」

「早くあなたも逃げるのだ、ってミサカはミサカは呼びかけてみたり!!」




　その声を聞いた瞬しゆん間かん、真っ白なカブトムシ05は自分の体のサイズがいきなり縮んだかと思った。各種筋肉と内臓で構成される有機生命体なら、心臓を鷲わし摑づかみにされたとでも表現するだろうか。

　稼かせげる時間はわずかしかない。

　じり貧のままここを突破されたら、魔ま手しゆは真っ先に彼女達を引き裂さく。

（……まだ終われないッッッ!!）

　決断までの時間は短かった。

　カブトムシ05は扉に押し付けていた体をわずかに離はなす。小さな子供なら再びトンネル内へ戻ってこれる程度の隙すき間まを確保する。

『こちらへ!!』

　叫ぶ。

『脱出します。急いでください!!』

　何な故ぜだかカブトムシ05の胴体部分へよじ登ろうとする少女達を無視して、カブトムシ05は薄うすく巨大な羽を一定の振幅で高速振動させた。

　途と端たん、打ち止めラストオーダーとフレメアの体がぶわりと宙に浮かぶ。

「にゃわーっ!?　大体、いきなり宇宙遊泳みたいになったぞ!!」

「振動で浮かばせているの？　ってミサカはミサカは質問してみたり」

『可か聴ちよう域いき外がいの高周波であなた達の衣服の布地にある余よ剰じようスペースを共鳴振動させています。方式としては鳥や虫の羽よりも、尾びれで水面を叩たたいて滑かつ空くうするトビウオの方が近いかもしれません』

　状況への理解度が足りないのか、何故か楽しそうな悲鳴を発する少女達を宙に浮かばせながら、カブトムシ05は撤てつ退たいのための行動に移る。

　間近まで迫っていた同系の機体へ立て続けに砲ほう撃げきを行いながら、バックのままトンネルの奥へと突き進む。

　当然ながら、敵性の機体はすぐに応じた。

　多少の距きよ離りが離れても砲撃に問題はない。『反逆者』を吹き飛ばし、トンネルの中を転がすだけでも、宙に浮かぶターゲットを巻き込んで押し潰つぶすに足ると判断したのだろう。

　しかし、実際に砲撃が行われる事はなかった。

　六本の脚の先端から伝わる規則的な振動に、彼ら（？）はとっさに回かい避ひ行動を取ったのだ。

　つまり、列車が迫っている可能性を判断し。

『……？』

　が、三〇秒が経過しても列車のライトは見えなかった。

　そしてようやく、別の可能性が浮上する。

　逃走した『反逆者』が、列車の車輪の振動と同じパターンで線路を叩たたきながら移動している可能性だ。







　ある程度バックのまま猛もう烈れつな速度でトンネルを進みつつ、暗くら闇やみの奥を警戒し続けていたカブトムシ05は、一定以上の距きよ離りを稼かせいだと判断すると一八〇度ターンし、同じ方向へ全速力で駆け抜けていく。

　と、機体後部で変化があった。

　機体のすぐ上で浮かんでいる子供達が何かしている。

　より正確には、開いた装甲板の表面に、ペンで何かを描き始めた。

「にゃあにゃあ。大体同じのがいっぱいいるから、目印をつけておかないとこんがらがりそうになるからな」

「それ何なの？　ってミサカはミサカは落書きを指差してみたり」

「これはなー、はまづら団のマークなのだ!!」

　気持ちはありがたいが油性はやめてほしい、とカブトムシ05は静かに思った。




　　　　４




　学園都市には、ランドマークとなるような巨大な電波塔は存在しない。技術情報保護の観点から考えると、広範囲に電波をばら撒まきすぎる電波塔はむしろ邪じや魔まにしかならないからだ。

　が、必要はなくても建築技術の実証試験のために建造されるものもある。

　全長五〇メートル大……背の高い高層ビル群には埋うもれてしまい、この手の電波塔のサイズでは『ミニチュア』と称されてもおかしくない鉄塔の中ほどで、彼は太い鉄骨に背を預けていた。

　垣かき根ね帝てい督とくである。

「……やられたやられた。まさか一五分で俺の形をした俺が三〇〇体もやられるとはな。殺す事はできなくても、体開いて丸めりゃ身動きは取れなくなる、か」

　勝手気ままに呟つぶやく彼の口調に、苦いものはない。

　元々、第一位と第二位の戦いでは、直接的な被害はあまり重要視されない。

　何を破は壊かいされても新しく生み出し続ける事のできる『創造性』の垣根帝督。

　そもそもあらゆる攻こう撃げきをベクトル操作で迎撃できる『破壊性』の一方通行アクセラレータ。

　彼らにとって一番重要なのは、上うわっ面つらに現れる物理現象ではない。その能力の根幹となる演算パターン、思考回路、『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』。彼らを特別にしている何か、そのものを解析し分析しつまびらかにする事こそが、明確な勝敗を分ける。

　以前の戦いにおいても、垣かき根ねはこの世界には存在しない『未元物質ダークマター』を使い、太陽光や衝しよう撃げき波はを反射させる事で、『地球上にはあり得ないベクトルから』の攻撃を実現した。

　第一の前提。

　一方通行アクセラレータの持つ『反射』の壁を、どうやって切り崩すか。

　そこへ重点を置いて観察すれば、これまでの戦せん闘とうの真の経過が見えてくる。

「攻撃パターン、『反射』のロジック、お前が壊こわした三〇〇体は神経衰すい弱じやくと同じだ。無む駄だに終わった空から振ぶりも、カードの絵柄と数字を覚えておけば次に繫つなげられる。そろそろ全体像とやらも見えてくるぞ」

　頭上を、全長五メートル前後の白く大きなものが飛んだ。

　実証試験用の電波塔のミニチュア、その鉄骨の隙すき間まを潜くぐるように空を裂さくのは、『未元物質ダークマター』によって作られた偵察用の巨大なトンボだ。

　自分で作った紙飛行機を見送るような格好で、垣根は呟つぶやく。

「まあその前に、バッテリー切れでぶっ倒れるなんつー間抜けな展開もありえるかもしれねえがな」







「……とでも思ってンだろォが」

　一方通行アクセラレータは、巨大な陸橋の真下で呟いた。橋全体を補強するため、複雑に入り組んだ鉄骨の上である。ある鉄骨に腰掛け、交差する別の鉄骨に背中を預ける彼は、首筋のチョーカー型電極のスイッチを軽くいじっている。

　チョーカー型電極のバッテリーは三〇分しか保もたない。

　すでに半分の一五分は消費済み。

　垣根帝てい督とくが徹てつ底てい的てきに『短期決着』を拒こばみ、牽けん制せいの攻撃を続けるだけでも一方通行アクセラレータは致命的な状況に追い込まれる。とある事情により脳に深い傷を負った一方通行アクセラレータは、チョーカーを経由してミサカネットワークに代理演算してもらわなければ、最強の能力を振るうどころか二本の足で立つ事も、人の言葉で意思疎そ通つうを行う事もできないのだから。

　しかし、

（……それが絶対のタイムリミットって訳じゃねェ。単にバッテリーの容量がそれしかねェってだけだ。だったら）

　陸橋は水道管や電気ケーブルなども通しているらしく、一方通行アクセラレータのすぐ近くを太い配管が走っている。ケーブル表面を目で追い、そこを通る電流と電圧を確認してから、彼は躊ちゆう躇ちよなくケーブルの外装を素手ではぎ取ってしまう。

　充電。

　簡単といえばあまりに簡単な考え方だが、当然、太い送電線を流れる高圧電流をそのまま使える訳ではない。一方通行アクセラレータはここに潜もぐり込むまでにいくつか調達しておいた鉄板を積み重ね、針金で束ねるなどして、即席の変電装置を作り上げる。

　計算をわずかでも誤れば、チョーカー型電極が発火するどころか、変電装置を取り扱う指先が弾はじけ飛んでもおかしくない状況だ。

　だが躊ちゆう躇ちよはしない。

　手早く送電ケーブルと変電装置を接続すると、細いコードを使って電極のバッテリーへ電力を供給していく。

（ここで何十分も待機できる訳じゃねえ。実際、補充できるのは数秒、十数秒、そンなトコか）

　率直に、自分が不利となる状況でも認める。

　受け入れる。

　その上で、先に進む。

（だが向こうがあと一五分戦闘で時間を稼げば俺がガス欠になると思い込んでいりゃあ、その数秒の伸びで十分だ。誤差の中で追加の一いち撃げきを放って、そのままぶち抜いてやる）

　そのための布石はすでに打ってある。

　学園都市第一位の怪物は、何もただ無益にバッテリーの半分を消しよう耗もうした訳ではない。

　バッテリーの半分は必要だと思う程度には、第二位の力を評価していただけだ。

（……さて、わざとムチャクチャな演算パターンでやった攻撃は向こうに届いているか。あれを基に俺の最適解を導き出そうとすりゃあ、第二位のクソ野郎はバッテリーの誤差を使うまでもなく次の一手で終わっちまうぞ）







「……とでも思っているんだろうが」

　垣かき根ね帝てい督とくは鉄塔の中ほどにある鉄骨に背を預けながら呟つぶやく。

（……バッテリーがネックになってんならどうにかして電力を確保したがるものだろうし、『反射』の脆ぜい弱じやく性せいについてもヤツ自身が一番分かっているはずだ。そう簡単にボロは出さない。だが癖くせってのはどこかに残るもんだ。デコイの中にも紛まぎれているんだよ、どこかに本物の匂においがな）

　大空を飛ぶ真っ白なトンボがターゲットを見つけられない事を見据え、垣根帝督は『天からでは見つけられない場所』に意識の重点を据える。

（何より厄やつ介かいなのは論理の範はん疇ちゆうから飛び出した、あの『翼つばさ』だ。あれに関しちゃ『未元物質ダークマター』の強度を凌りよう駕がした攻撃を実現する。自由に出し入れできるんだったら相当の脅きよう威いだが）

　そう簡単にはいかない。

（出現頻ひん度ど自体が低いからデータを集めきれていねえが、あれが飛び出すのは決まってヤツの感情が極きよく端たんに上下した時だ。それが正か負か、何の感情にしても。そして『翼つばさ』の出現時間自体も相当に少ない。……つまりは牽けん制せい。牽制の一手。何を消費するか知らねえが、他の能力同様に時間を稼かせげば勝手に自滅する）

　考える時間だけならいくらでもあった。

　全身の内臓を潰つぶされ、人工物と置き換えられ、どこぞのクソ野郎に利用される形で数々の武具だの兵器だのを製造させられていた頃ころには、本当にいくらでも。

（強きよう烈れつだがピーキーさが目立つ第一位には必ず穴が生じる。タイミング、山と谷。一方でこっちは安定した創造性を完全な地続きで提供する。ヤツが勝手に谷へ落ちた時に勝敗が決まる。俺はただ俺を続けていればそれで良い）




「とでも思ってンだろォが」

「とでも思っているんだろうが」




　街のどこかで、怪物達は呟つぶやく。延々と、次々と、相手の奥へ奥へと切り込むように思考を進めていく。

　もしも勝負というものが、実際に殴なぐり合う前から始まっているのだとすれば。彼らはその前段階の時点から、すでに『怪物』を発揮していた。

　第一位は送電ケーブルからの電力確保を切り上げると、現代的なデザインの杖をついて、静かに陸橋から離はなれる。

　第二位は上方からの監視では効果がないと判断すると、鉄塔から躊ちゆう躇ちよなく飛び降りる。

　次の交差。

　次の一手。




「「それで勝負が決まる」」




　示し合わせたように。声を重ねて。

　互いに背を見せ、離れながらも、彼らは同時に呟く。

『その時』は、もう間もなく訪れる。
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「……機能？」

　上かみ条じようは、怪け訝げんな顔で声を発した。

　ガチガチと、あるいはギチギチギチと。小刻みに震ふるえるフロイライン＝クロイトゥーネは、長い髪を路上に散らばらせながら、わずかに頷うなずく。その瞳ひとみが、ここにはないものを追い求めるように不規則に蠢うごめく。

「二本足で立つ生き物は、二本足で立つのが当然だと判断するはずです。でも、それは、本当に？　もしも四つん這ばいの赤ちゃんが、誰だれにも何も教えられずに育っていったとしたら、不安定な二本足で立ってみようと思いつくのでしょうか」

「……、」

　言わんとしている事が分かってきた。

　赤ちゃんは元々四つん這いで歩く生き物だ。それが当然だと考えている生き物だ。そんな彼らが二本足で立つきっかけは、親の手を借りる形で歩く練習を始めるか、あるいは二本足で普通に生活している大人達を眺めて、ある種の『学習』を行っているからか。……とにかく、『二本足という生き方』を外部からの刺激で獲得するからだ。

　そして一度二本足での生活を覚えた生き物は、元の四つん這いには戻ろうとしないだろう。四つん這いでも生きていけるからと言って、進んで四つん這いになろうとはしないだろう。すでに『二本足』という機能を確保し、便利さを知ったからである。

　それでは。

　もしも。

「……いつ、こんな機能が差し込まれたのかは私にも分かりません」

　フロイライン＝クロイトゥーネは囁ささやく。

　その間も、異様に熱い吐と息いきが溢あふれ続けている。

「でも、どんな経緯があっても獲得してしまった。人間の脳を食べて情報を獲得する機能を。そして獲得してしまった以上、この機能に準じた振る舞いを行うように、私の行動の基準点は書き換えられつつあります。だから……それは……」

　やりたい、やりたくないの話ではない。

　陸に上がる肺を手に入れた生き物は、もう海には帰らないように。

　空を駆ける翼つばさを手に入れた生き物は、もう陸では走らないように。

　フロイライン＝クロイトゥーネにとって、脳を食べないというのは、息を止めて、逆立ちで歩いて、ずっと瞬きをしないのと同じ。どうしたって苦しめられる。逃れるため、『自然な』動きをしてしまう。

「……、」

　上かみ条じようは自分の右手をチラリと見た。

　余計な『機能』を差し込まれた事で様子がおかしくなった、というのなら、その『機能』を右手の力で破は壊かいする事はできないか、考えたのだ。

　しかし、

（……そんな精密な手術みたいな真ま似ねができるのか？　そもそも、フロイライン＝クロイトゥーネ自身、どういう仕組みで何が動いているのか分からないんだ。下手へたに触ふれた途と端たんに体全体が丸ごと消滅……なんて事にはならないのか？）

「わ、たし……もう、『機能』が働いています」

　カチカチと、歯を鳴らしながら彼女は言う。

「友達って、言ってくれたのに。でも、止められない。どうして、何で、あの子の脳を食べるだけの『機能』なんて……」

「ちょっと待て。人間なら誰だれでも良いのとは違うのか？」

「……ぎ……ギ……」

　かくん、とフロイライン＝クロイトゥーネの首が横に傾いた。ただでさえ長い銀髪がザラリとその顔を覆おおい尽くす。表情が一切見えなくなる。

　その体が、揺れる。

　風に流れる草のように不安定な姿勢で、彼女がゆっくりと立ち上がる。

「……おい？」

　上かみ条じようは声をかける。

　だが彼女は答えない。

「どこに行く気なんだ？　待て、話を聞け！　あの子っていうのは誰なん……ッ!?」

　言いかけて、上条の口の中に鉄の味が一気に広がった。

「ごっ、ぼ!?」

　体が揺らぐ。

　倒れる。

　フロイライン＝クロイトゥーネが何かをした訳ではない。灼しやく熱ねつの痛みの中心は、右の脇わき腹ばらからだった。上条は緊きん急きゆう手術を終えた直後、ＩＣＵから抜け出している身である。いつ傷口が開いてもおかしくない状況ではあった。

　横倒しになった視界の中、フロイライン＝クロイトゥーネの二本の足が遠ざかっていくのが見える。

　背骨の中心から指先まで細かい震ふるえが走っていて、まともに手を伸ばす事さえできない。

　口はパクパクと動くが、声にならない。

（……間違ってた、のか？）

　フロイライン＝クロイトゥーネは、人の脳を食べる『機能』はつい最近になって獲得したものだと言っていた。

　きっかけは、彼女が『窓のないビル』の外へ出た事にあったのか。

　建物の装甲板を破は壊かいしようとしたのは上条と雷神トールだったが、実際にはフロイライン＝クロイトゥーネ自身が内側から破壊していた。だから上条が直接的な『原因』を作ったのではないはずだ。

　しかし。

　そもそも、何な故ぜあのタイミングでフロイライン＝クロイトゥーネは『外』へ出ようとした？　それは本当にただの偶然なのか。それとも上かみ条じよう達の行動が、巡り巡ってフロイライン＝クロイトゥーネの引き金を引いてしまったのか。

　だとしたら、

（……そもそも、あいつを助けようと思っていた事自体に、どこか間違いがあったのか……？）

　ガリリ、という小さな音が聞こえた。

　小刻みに震ふるえてろくに力も出ない指先。その爪つめで、アスファルトを引っかいた音だ。

　鉄の味で埋うまる口で、奥歯を嚙かみ締しめ、上条は考える。

　そんな訳があるか。

　フロイライン＝クロイトゥーネは上条達が何をしなくてもいつか『窓のないビル』から飛び出していたかもしれない。放っておいても『グレムリン』が『窓のないビル』の装甲を叩たたき壊こわしていたかもしれない。オッレルス達が何かしらの手を打って、スマートにフロイライン＝クロイトゥーネをさらっていたかもしれない。様々なＩＦの選せん択たく肢しが彼女の前にはあり、上条の行動なんて関係なく『外』へ出て、関係なく人の脳を食べる『機能』を獲得していたかもしれない。

　でも。

　だからって。

「……認め、ないぞ……」

　右の脇わき腹ばらから何か溢あふれている。それに合わせて全身が嫌いやな震えを発している。それでも上条は弱々しい力で、無理矢理に地面を摑つかみ取る。起き上がるための、小さな足掛かりを得ようとする。

　フロイライン＝クロイトゥーネが人間の脳を食べる『機能』を獲得してしまった事は、確かに大問題だ。しかし、では『窓のないビル』の中にずっとずっと閉じ込められている事は正しいのか。そんなもの許容して良いのか。問題で問題を塗り潰つぶすな。そこに大小を決めて順位づけしようとしている事の方が絶対に間違っている。

　認めない。

　認めてはいけない。

　たとえ彼女が長い長い歴史の中でどんな風に扱われてきたとしても。

　たとえ彼女が誰だれにも説明できない複雑でメチャクチャな仕組みを抱えた『人間』だとしても。

　フロイライン＝クロイトゥーネはやっと『外』に出たのだ。

　危うい綱つな渡わたりでも、隙すき間まに潜もぐり込むようなものだとしても、本当に自由を獲得したのだ。

　それを。

　そんなものを。




　本当に、何の比ひ喩ゆ表現でもなく。

　何十年ぶりに陽ひの光の下へ出た、彼女の前に広がっていた『世界』が。

　血と死と暴力しかない悪夢だけなんて、そんなの絶対に認める訳にはいかない。




　ゆっくりと。

　上かみ条じよう当とう麻まは立ち上がる。傍かたわらにあった街路樹に手をつき、今にも折れそうな体を無理矢理に支え、それでも確実に立ち上がる。

　あと何時間保もつか分からない。

　数十分のリミットでさえ怪しい。

　だからと言って、それで上条のやる事は変わらない。フロイライン＝クロイトゥーネを取り巻くムチャクチャな束そく縛ばくも、悪夢も、条件も、全部まとめて片かたっ端ぱしからぶっ壊こわす。

（……フロイライン＝クロイトゥーネはどこに行った？）

　周囲を見回し、街路樹から静かに体を離はなす。途と端たんに重力が彼の体を地面に組み伏せようとするが、何とか耐える。改めて、一歩を踏ふみ出す。

　まだ歩ける。

　まだ動ける。

　そう判断して、思わず口元に小さな笑みが浮かんだ直後、その膝ひざからカクンと力が抜けた。バランスを取り戻そうとするが、上手うまくはいかなかった。そのまま上半身が地面へ向かう。

　その時だった。

　ぼすっ、という柔らかい感触が彼の体を支えた。

　倒れそうになっていた彼の体に、横から手を出した誰だれかがいたようだった。
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「……？」

　首を回そうとするが、体が命令に従わない。

　そして、

「……やっと見つけた」

　囁ささやくような少女の声も、上条の頭では理解できなかった。

　ただし、こちらについては出血によって体が機能不全を起こしているから、ではない。

　元々、上条当麻にフランス語を理解する能力はないだけだ。

「『グレムリン』の正規メンバーに繫つながる鍵かぎ。私が私の復ふく讐しゆうを遂とげるために絶対必要なピース。ようやくだ。ようやくこれで、私の人生を始める事ができる……」

　それは、見た目だけなら一二、三歳程度の金髪碧へき眼がんの少女だった。

　そしてウェットスーツと透明な繊せん維いを組み合わせ、童話のヒロインのようなドレスのシルエットを形作る少女だった。

　ハワイ諸島の地じ獄ごくを演出した一人。

　かつて『グレムリン』を名乗っていた誰だれか。

　フランス語を操る魔ま術じゆつ師しサンドリヨンは、暗い笑みと共にこう告げる。




「だからまだ死ぬな。私の復讐しあわせのために」




　　　　６




　打ち止めラストオーダーとフレメア＝セイヴェルンをスカイダイビングの練習装置のように浮かばせている真っ白なカブトムシ05は、複数のトンネルが交差する地下鉄線路から、都市の大規模暖房配管、洪こう水ずい対策の多目的溝を通って建設途中の地下道へ飛び出す。そのまま出口を抜けて、再び太陽光の溢あふれる地上へと飛び出した。

　普ふ段だんなら大おお騒さわぎになりそうなものだが、今は『一いち端はな覧らん祭さい』の真っ最中。各おの々おのの学校が志望率を懸かけて学園都市最さい先せん端たんの技術で注目を奪い合う祭典である。学校の敷しき地ちの外でまでパフォーマンスを行うのは不自然ではあるが、概おおむね『特殊な事情の中での常識』の枠で収められつつはあった（もちろん、結構な騒ぎを起こした同系機の目もく撃げき情報がまだこの一帯にまで伝わっていない、という部分にも助けられているのだろうが。大手のＳＮＳなどは、イベント日になるとアクセスが困難になるものなのだ）。

　とはいえ、いつまでもこうしてはいられない。

『未元物質ダークマター』を操るカブトムシ05の創造主は、学園都市から全面的な支援を受けている。各おの々おののカメラやセンサーを自由自在に操る以上、この巨体で移動し続ければサインを残し続ける事になる。

　取りうる選せん択たく肢しは少ない。

　一つ目は、体の小さな打ち止めラストオーダーやフレメアに、通気ダクトなど狭せまい所を伝って逃げてもらう方法。この場合、カブトムシ05は陽動のため、別行動でできるだけ派手に暴れる事になる。

　二つ目は、隠れ家を一ヵ所に設定せず、常に高速で移動を続ける事。カメラやセンサーで居場所を察知されたとしても、誰だれかが急行する前に絶えず場所を変え続ける事で『反応を消す』やり方である。

　ビルの隙すき間まにある、空き地を利用した即席のバスケットコートで一度立ち止まったカブトムシ05は、打ち止めラストオーダーとフレメアを宙に浮かばせた状態を維持したまま、並列的に巨大な羽の振幅を変えて人工音声を作り出して説明を始める。

　どちらもリスクを負う事に変わりはないが、真っ白なカブトムシ05としては、前者の方がまだ危険は少ないと判断していた。カメラやセンサーを設置できない場所を移動できる前者と、常にカメラやセンサーの前へ体をさらす後者の違いからだ。

　が、

「にゃあにゃあ！　まだそんな事言ってんのか!?　大体、はまづら団のマークを描いたからには絶対に見捨てたりはしないのだ!!」

「三人合わさればナントカだから心配するな、ってミサカはミサカはドンと来いと胸を叩たたいてみたり」

　……カブトムシ05側には決定権はない。狭いダクトやダストボックスに打ち止めラストオーダーやフレメアを押し込んでも、彼女達が自みずから陽動役のカブトムシ05の所へ近づいてしまうのでは何の意味もないからだ。

　高いリスクを負ってでも、彼女達と行動を共にするしかない。

　カブトムシ05は即座に思考回路を切り替えつつ、

『あなた達は様々な勢力、敵性因子に追われている身ですが、それらの敵に優先順位をつけて行動すべきだと提案します』

「にゃあ、敵って？」

『現状、大きく分けて二つ。一つ目は私と同系、つまり第二位の超能力レベル５「未元物質ダークマター」で作られた兵器群と、それを統とう括かつする垣かき根ね帝てい督とくの「軍勢」となります。……が、こちらは戦力が極きわめて強大である一方、その行動パターンは読みやすいというメリットもあります。何しろ、私自身がその一部分ですから。私ならこうする、という読み方がそのまま通用します』

　実際には、向こうにも同じように行動を読まれやすいという欠点もある訳だが……何の取っ掛かりもない状態よりはずっとマシだろう。

　少なくとも、出会い頭がしらで致命的な事態に陥おちいる、という事にはならないのだから。

　その意味では、

『より厄やつ介かいなのは二つ目、フロイライン＝クロイトゥーネとなります。戦力は不明、行動パターンも不明、それでいて不意打ちを受けるのは極きわめて危険な相手となります』

　彼女に関するデータは、真っ白なカブトムシ05の中にも最低限だけ封入されていた。

　そのデータと、そこから予想されうる派生情報を言葉に変換していく。

『フロイライン＝クロイトゥーネは情報の獲得によって羽う化かする生き物です。そんな彼女は五感で見聞きするより手っ取り早く、大量の情報を獲得する方法を思いついた。ミサカネットワークという膨大な電磁的情報網を掌しよう握あくする事です』

「にゃ？？？」

　フレメアはキョトンとしたが、打ち止めラストオーダーの方は深刻そうに沈ちん黙もくする。

『同一脳波を使ったネットワーク自体には、生体電流を操る術さえあれば触ふれる事は可能です。例えば、サメが獲物を見つける時に使うロレンチーニ器官の構造を利用した生体アンテナは、私の体にも搭とう載さいされています。しかし』

「鉄の棒を立てるだけで、テレビは受信できないのと一いつ緒しよ？　ってミサカはミサカは確認を取ってみたり」

『デコーダーとなるプログラムが必要でしょう。それは「司令塔」……というより、外的インターフェイスの役割を担になうあなたが最も適している。フロイライン＝クロイトゥーネはあなたの脳を捕食する事で、あなたの中にある電磁的情報をシナプス迷路ごと自分の脳にコピーしようとしています。それが成功すれば、ミサカネットワークは彼女に乗っ取られ、情じよう報ほう網もうを丸ごと吸い込む形で、一気に「羽化」を遂とげるでしょう』

「捕食って……食べるって事？　ってミサカはミサカは質問してみたり」

「にゃあ！　あの人がそんな事するはずないよ！　だって友達だって言ったもん!!」

　そうなれば良い、とカブトムシ05は思う。

　でも、多分そうはならない。

　データにはこうある。この二人がフロイライン＝クロイトゥーネと遭そう遇ぐうしたのは昨日の夜だった、と。

　フロイライン＝クロイトゥーネが脳の捕食機能を獲得したのは日付が変わってからだ。

　もう。

　昨日までの彼女と思わない方が良い。

『フロイライン＝クロイトゥーネを突き動かしているのは、理性、思考、欲望、衝しよう動どう、本能……そうしたものではなく、単なる「機能」です。それ故ゆえに強固。携帯電話の電卓を使う人間が暗算を忘れていくように、携帯電話の文字変換を使う人間が漢字の書き方を忘れていくように、新しい「機能」は彼女の生き方全体を引きずってしまう。フロイライン＝クロイトゥーネ自身の思考パターンは関係ありません。彼女が自分自身を止めようとしても、彼女の「機能」がそれを凌りよう駕がします』

　数百年の間、どんな方法を使っても絶命させる事のできなかった、人間。

　それがたった一人の少女の頭部を貪むさぼるために、最短最速で迫り来る状況だ。

　率直に言って、真っ白なカブトムシ05はフロイライン＝クロイトゥーネを撃げき破はする事はできても、その進軍を止める事はできないと判断している。無数の砲撃、巨体を利用した突とつ貫かん、太い『角つの』を使った刺突……体の各所へ甚じん大だいなダメージを与えるための方法は浮かぶが、それで彼女が『止まる』結末を想定できないのだ。

　頭部を消し飛ばしても、心臓を潰つぶしても、上半身を千ち切ぎり取っても、なお二本の足を動かして進撃してくるイメージ。

　カブトムシ05自身、急所の存在しない兵器だ。どれだけ時間をかけても、やがてはダメージを自己修復して自由行動を再開できるように作られている。

　が、あのフロイライン＝クロイトゥーネは何か違う。

　負ったダメージと自己修復の時間が奇き麗れいな比例関係にあるカブトムシ05と違って、フロイライン＝クロイトゥーネはその辺りに理屈がないように見えるのだ。

　破は壊かいされたらひとまず動けなくなるカブトムシと、破壊されてもタイムラグゼロで突撃を続けるフロイライン＝クロイトゥーネ。

　些さ細さいな違いだが、その差は、一つの到達点に達した職人のようにカブトムシ05には理解できる。

　……出会わないのが最良だ。

　カブトムシ05は率直にそう判断する。

　無限に軍資金を持つ対戦相手とポーカーの勝負を続けるようなもの。それでいて、こちらは些細なミスで破産するような構図だ。いちいち付き合っていたら身が保もたない。

　幸い、フロイライン＝クロイトゥーネはあくまでも四し肢しを使って移動する生き物だ。

　いきなり背中から羽が生えたり、蜘く蛛もみたいな糸を吐はき出したりはしない。

　垣かき根ね帝てい督とく側に捕ほ捉そくされるリスクは上がるが、例えばビルの壁面を移動したり、建物の屋根から屋根へと渡っていくだけでも、彼女の追撃を阻そ害がいするハードルを設置する事はできる。この辺りは昆虫ベースで作られた自分の特権を存分に発揮するべきだろう。

　そういう風に考えていたカブトムシ05だったが、




「にゃあ。そういう事なら、大体おねーちゃんを助けないとな!!」

「友達が苦しんでいるんだからしょうがないな、ってミサカもミサカも頷うなずいてみたり」




　いきなり思考のレールがどこかへ飛んだ。

　積み重ねてきた判断材料から、得られるべき回答が吹っ飛んでしまう。

　電波障害で座標上の現在位置を見失った機械のように混乱するカブトムシ05に、二人の少女は口々に言う。

「だって、おねーちゃんの考えは関係ないんでしょ？　だったらおねーちゃんは何も悪くない。機能がどうとか難しいのは良く分かんないけど、おねーちゃんが無理矢理やらされているだけだっていうなら見過ごせないし」

「……ミサカそういうの知ってる、ってミサカはミサカは思い出してみたり。誰だれかの利益とか思惑とか、プログラムとかウィルスとかで、やりたくもない事をやらされるのがどれだけ苦しいか、ってミサカはミサカはこめかみを人差し指でつついてみる。そんなのは許せない、ミサカの友達がそんな目に遭あっているんなら、絶対に助け出さないと、ってミサカはミサカは宣言してみたり」

　苦しんでいるから。

　助けたいから。

　友達だから。

　だから。

　正しく……とまでは言わないにしても、実際に襲しゆう撃げきされた時点で生命に関かかわるリスクが存在する事を知っているだろうに、それだけで行動できる少女達を見て、真っ白なカブトムシ05は沈ちん黙もくした。積み重ねていたものが何な故ぜ有効に働かなかったのかを、分析した。カブトムシ05は論理的な思考回路の他ほかに、簡単な喜き怒ど哀あい楽らくを模した信号パターンの自己発生をも獲得している。そんなカブトムシ05は、何故自分が少女達の心の動きを推測できなかったのかを調べ上げたのだ。

　多分。

　これが本物なんだろう、と結論付ける。

　論理よりも感情が優先される。演算よりも願望が優先される。愚おろかであっても、それこそが人間の持つべき『心』というものなのだろう。馬ば鹿か馬ば鹿かしくあっても、誰にも笑う事のできない尊いものなのだろう。

　ならカブトムシ05は従うだけだ。

　彼女達の導き出した答えは尊く、気高く、美しい形をしている。しかし同時に、未熟で、危険で、破は綻たんしている。ならば理想と現実を橋渡しするべき何かが必要だ。打ち止めラストオーダーやフレメアが、その答えによって誰かを救う前に、現実的なリスクによって引き裂さかれないようにするための。

　垣かき根ね帝てい督とくから生じたものの、その制御を離はなれたイレギュラーな個体であるカブトムシ05には、おそらく先はない。

　帰る場所はなく、新たなゴール地点もなく、主あるじである垣かき根ね帝てい督とく側からは追つい撃げきされ、他の組織、勢力からは異物、暴走する兵器として拒絶される運命にある。

　ならば。

　せめて。

　この二人の少女だけは、絶対に元あった場所へ帰す。そんな彼女達の世界では友達を助けるために命を懸かけるのが当然だというのなら、彼女達の流りゆう儀ぎを全すべてにおいて優先する。その上で、単なる努力目標ではなく、完かん璧ぺきな形で成し遂とげてみせる。

　それでこそ、だ。

　そこまでやってこそ、主の制御を離はなれた事に意味が生じるはずだ。

『分かりました』

　簡単に予測演算して、そのあまりのリスクの大きさに内心苦く渋じゆうを味わいつつも、白いカブトムシ05は巨大な羽を使ってこう告げる。

『垣根帝督の追撃を逃れつつ、フロイライン＝クロイトゥーネの「救出」を実行します。よろしいですか？』

「それでこそ友達だな！　ってミサカはミサカは宙に浮いたまま掌てのひらで開いた装甲板をばんばん叩たたいてみたり！」

「にゃあ！　はまづら団の一員なら当然の答えなのだ。頑張るのは良いけど、みんなで一いつ緒しよに帰るのも忘れるなよ!!」

　真っ白なカブトムシ05には、顔の筋肉を使って表情を作るような機能はない。

　それで良かった、と思う。

　彼女達の約束はありがたいが、応こたえられはしないだろうから。
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　ガシャガシャガシャガシャ!!　と金属でコンクリートを叩くような音の連続が遠ざかっていく。それは地下のトンネルで鳴り響ひびいているはずなのに、地上へ逃げた浜はま面づらの耳にまで届くほどだった。

「……あのカブトムシ達、どこかへ移動したみてえだな」

「やっぱり、フレメア達を追い駆けたのかな？」

　浜面と滝たき壺つぼが言い合うのを尻しり目めに、芳よし川かわ桔き梗きようは携帯電話を操作する。

　しかし、反応は芳かんばしくない。

「出ないわね……。でも、電源を切っているのなら、そちらの方が安全かもしれないわ。追っ手にとっても位置情報を特定できる手段が一つ消えたって事になるのだし」

「そっちはどう思う？」

「楽観視できないけど、でもカブトムシはあの子達を『追い駆けている最中』なのよね？　子供の足に負けるスペックとは思えないのに、現に追い着けていない。誰だれか、何かがあの子達を支援していると考えるのが筋じゃないかしら」

「さっきの、イレギュラーなカブトムシ、か」

　浜はま面づらは、身を挺ていして出口を塞ふさいでくれたあの巨体を思い出す。

　しかし一方で、そもそもあのカブトムシの群れは誰がどんな目的で放った兵器なのだ、という疑問がある。そして何者かに管理されている兵器の場合、何か嫌いやな機能が搭とう載さいされてはいないだろうか、とも。

　つまり。

　イレギュラーな個体の思考回路を無視して、遠えん隔かく命令を最優先させるような機能の存在だ。

「……トンネルは地下鉄、地下道、多目的溝、ケーブル系インフラの配備、いろんな目的のために拡張、共有しているものの一つだ。中はアリの巣みたいに入り組んでる。交通ルールを無視して移動している場合、フレメア達を誘ゆう導どうしているあいつがどの出口から出るかは予測が難しいな」

「仮に追い着いたとして、その後は？　遠からず追っ手の機体も顔を覗のぞかせるわよ。相手は少なくても戦車並の火力と、衝しよう撃げき波はを繊せん細さいに操るベクトル制御技術を保有している。おまけに真っ二つにしたって時間の経過と共に自己修復まで行うとなると……バズーカ程度で立ち向かえる相手ではないわよ」

「手がない訳じゃない」

　浜面はしゃがみこむと、適当に拾った小石を歩道の路面に押し付け、簡単な模式図を描き出す。

「あのカブトムシは破は壊かいできない。っていうかぶっ壊こわしても復活しちまう。でも、それを阻そ害がいさせる事ができたら？　例えば、サメ殺しの水中銃みたいに、返しのついた太い杭くいを何本もぶっ刺して、抜けないようにするとか」

「はまづら、強度は分かっているの？」

「複数のカブトムシがぶつかってたろ。あの時にな。『自己修復』するのが前提なのか、核でも壊せない、なんて馬ば鹿かげた強度を確保してある訳じゃねえみてえだな。対テロ用のドア破りを改良すれば、多分ぶち抜く事はできるはずだ」

「……武装勢力に研究所が乗っ取られた時の事を考こう慮りよして、相当分厚い気密扉を打ち壊す携行パイルバンカーなんていうのもあったわね。ま、悪用されるとかえってテロの危険に繫つながるとか言われているけど」

　その手の携行パイルバンカーは、警備員アンチスキルの詰め所や特殊車両か、研究施設の防災ボックスの中に詰め込まれている。あまり自じ慢まんはできないが、武装無能力集団スキルアウト時代の技術を使えば手が届かない事もない。

　白いカブトムシを打ち抜くためには、重たい機材を持ってゼロ距きよ離りまで接近する必要がある。が、戦車並のスペックを持つ白いカブトムシに距離の面で安全を確保するには、五キロ以上先から敵機を抜く兵器が必要になる。当然、そんなものは用意できない。そして五キロ未満なら全すべて同じ。敵までの距離が四キロだろうが一ミリだろうが、察知された直後に砲ほう撃げきを受けるのは変わらない。

　両手で持てる程度の兵器を所持し、敵に察知されないように移動して攻撃を完かん遂すいさせる。

　それが最善だ。

「でもはまづら、そうなると……」

「ああ。フレメア達を守っているイレギュラーなヤツも、やっぱり完かん璧ぺきとはいかない。あいつの動きが封じられたら、フレメア達は無力だ。そうなる前に助すけ太刀だちしねえとな」

　と、その時だった。

　ふと横合いから、知り合いの声が飛んできた。

「あん？　何だこりゃ。どういう状況になってる訳？」

「麦むぎ野の……？」

　振り返った浜はま面づらが怪け訝げんな声を出す。長身の麦野の横では、絹きぬ旗はた最さい愛あいが軽く手を挙げていた。

「こっちもこっちで夜明け前にメンドクサイ襲しゆう撃げきを受けていたもんで、街の動向から超怪しい点をピックアップしていたんですけどね。せっかく面倒な黒くろ夜よるとか超撤まいて麦野と合流したっていうのに、なーんでここで滝たき壺つぼさんや浜面に超遭そう遇ぐうしちゃうんだか」

「浜面。三〇秒で状況を説明して」

　内容が多いのでメチャクチャ早口で答えていく浜面。最初の方はそれなりに相あい槌づちを打っていた麦野だったが、その内無言になり、不ふ機き嫌げんそうになり、説明が終わる頃ころには浜面の胸ぐらを摑つかみ上げていた。

「ほほう浜面。つー事はあれだ、フレメアはどこ行ったか分かんない、安全性の怪しい暴走兵器に預けたまま、何で襲撃されたか裏にどんな思惑があるかまるで想像もつかない、と」

「へ、えへへ。要約すれば」

「……、」

「待ってむぎの待って！　はまづらは残念だけど許してあげて!!」

「ていうかその義手使って往復ビンタしたら浜面の首が超取れちゃいますよ!!」

　打撃音の連続と共に人間の首がメトロノームのように揺れるのを見て、絹旗と滝壺が暴君女王を慌あわてて止める。

　麦野は本当に空き缶を放り捨てるような気軽さで、それなりにがっしりした男子高校生を片手で横へ投げる。ノーバウンドで街路樹に激突した彼の体がずるずると地面へ落ちていく。解放されたのかとどめを刺されたのか分からない状況だ。
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「全体的に赤点だけど、一番話になんないのは敵の兵器への対抗手段ね。四キロでも一ミリでも見つかったらおしまいって何よ？　お前が今言っているのはミサイルがないから地雷を投げましょうって言っているのと同じぐらいの暴論。一ミリより四キロの方が安全に決まってんでしょうが」

　……かつて、ロシアの雪原で本当に装甲車両へ向けて地雷を投げた事がある浜はま面づらとしては思わず目が泳いでしまうのだが、迂う闊かつに目を逸そらして麦むぎ野のの機き嫌げんを損ねると、死の往復ビンタを再開されかねない。

　なので余計な言い訳はせず、ただ事実だけを述べる。

「でもこっちは万全の支援を受けた警備員アンチスキルとか暗部組織とかじゃねえんだ。何キロも先から敵の装甲をぶち抜くような攻こう撃げき手段なんてそうそう簡単に手に入る訳がブフゥーッッッ!!!???」

　言いかけた浜面が突然絶叫したのは、座り込んでいた彼の股こ間かんを麦野が容よう赦しやなく踵かかとで踏ふみつけたからだ。

　もはや口から泡を噴きかねない勢いの浜面に、滝たき壺つぼは小刻みに震ふるえる彼の顔を覗のぞき込みながら、ぼーっとした目で告げる。

「はまづらどうしたの？　何で震えているの？」

「思わぬご褒ほう美びに全身が超感動しているんじゃないですか？」

　ストレートにリアクションできないだけである。

　……女の子の沸点がどこにあるのか分からない……と少々真剣に悩む浜はま面づらは、そこで麦むぎ野のの声を聞いた。

「つーか、ようは五キロ先から戦車をぶち抜く程度の火力がありゃ良いんだろ。んなもん、ペン回しよりも簡単じゃない。いちいち悩んで迷走して地雷抱えてゼロ距きょ離りまで近づくほどの覚悟を決めるもんか？　くっだらない」

「……麦野？」

「それとも何か？　第四位の超能力レベル５、麦野沈しず利りさんの『原子崩しメルトダウナー』ってのは弾単価一万円ポッキリのロケット砲よりチープで使い勝手悪くてどうしようもないとかって言うつもりなのかなーん！　はーまづらぁーっ!!」

「いやァァァァあああああああああああああああああああ!!　照れ隠しなのかマジ怒いかりなのか知らんがこんな公衆の面前で電気あんまはやめてぇ！　しかもブーツの踵かかとで本気で潰つぶしに来るとかやめてェェェえええええええええええええええええええええええええ!!」

　ドドドドドド!!　と思春期の地じ獄ごくを前に為なす術すべがなくなった浜面は、薄うすれかけた意識の中で芳よし川かわ桔き梗きようが携帯電話を使ってどこかと連絡を取っている事に気づいた。先ほど、打ち止めラストオーダーとは繫つながらなかったと言っていたので、多分別の人物と話しているのだろう。

　そして。

　白衣の似合いそうなインテリ系の大人の女性は、話をしている内に目に見えてしょげ返っていくのが分かった。夏場の窓まど際ぎわに置きっ放しの観葉植物か、宿題を忘れて先生にガミガミ言われている子供のようだった。

　電話を切った頃ころにはすっかり黄昏たそがれてしまった芳川は、どこか遠い目をしながらこんな事を尋ねてきた。

「……私もこれから監督不行き届きでお説教みたいだけど、やっぱり高位能力者から電気あんまでも受けるのかしら……？」
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　地上へ出たカブトムシ05は一時停止しながら思案していた。打ち止めラストオーダーとフレメアは近くの地面に降ろしている。薄く巨大な羽を使えば彼女達を宙に浮かばせる事もできるが、二人が自分の体重の重心を操ってぐるぐる回転し始め、他ほかの子供達まで呼び寄せかねないはしゃぎっぷりを発揮したので、一時的に中断したのだ。

「一いち端はな覧らん祭さいって知ってるか、ってミサカはミサカは鼻を高くしてみたり」

『あの』

「にゃあ！　大体その上から目線が気に喰くわないと何度言えば……ッ！」

『ちょっと良いですか。もしもし？』

　一見、垣かき根ね帝てい督とくの制御を離はなれたように振る舞っているカブトムシ05だが、実際には第二位の呪じゆ縛ばくから逃れる事はできない。こうしている今も、頭（？）の中には、フロイライン＝クロイトゥーネの行動理由排除のため、打ち止めラストオーダーを殺すよう常に命令が繰くり返されている。

「じゃじゃーん、スタンプラリーの台紙がここに、ってミサカはミサカは見せびらかしてみる。こういうのを事前に用意しておかなければイベントは楽しめないのだよー、ってミサ」

「にゃあにゃあ!!　それぐらいなら私も持ってるし！」

　実際の行動としてカブトムシ05がそうしないのは、意見調整役という立場を使って、口頭命令の『解釈』を作為的に誤変換し続けているからだ。命令を拒絶したり、自分自身の中から新たに自律命令を生じさせたりするのではない。マスターとスレーブの関係が変わる事はありえないのである。

「屋台だ！　大体、学校の屋台巡りで勝負だ！」

『フロイライン＝クロイトゥーネ救出の話は一体どこに……ッ!?』

　その上で。

　目下、二人の少女を危険にさらす者の優先順位のトップランクに、自分自身が含まれる事は間違いないだろう、とカブトムシ05はまず純じゆん粋すいに判断を下す。

「ふっふっふー。スタンプラリーは枠を埋うめるのだけなら簡単だけど、どんなスタンプで埋め尽くされているかでエレガンスさが変わるのだよ、ってミサカはミサカは解説してみたり。限定一五食とかシークレット系で埋めなくてはミサカに勝てるとは思えんなーっ！　ってミサカはミサカは勝利宣言をしてみる！」

　詰つめ将しよう棋ぎのように、誤変換不可能な口頭命令で追い詰められてしまえば、カブトムシ05は打ち止めラストオーダーとフレメアの二人を迷わず殺す羽は目めになってしまう。

「にゃあ！　時間が惜おしい!!　こーなったらデンジャラスレア級のスタンプを全部独占してやる!!」

「ふにゃははははは!!　デンジャラスレアが最上級だと思っている時点でミサカに勝てるとは到底……待って待って！　話を最後まで聞けってミサカはミサカは……ッ!!」

　そこまで極きよく端たんに行かなくとも、自分の五感で得ている情報が『第二位』全体で共有されてしまえば、あっという間に未元物質ダークマターの軍勢が彼女達の元へと押し寄せるだろう。

『あれ……？　あの子達は……？』

　騒さわがしかった声が途絶えたのを認識し、カブトムシ05は思考を中断させた。羽の人工音声を発するが、返事をする者はいない。

　周囲を走査すると、スタンプラリーの台紙を摑つかんで近所の学校へ爆走する少女が二人。すでに追われているという自覚はどこかにすっぽ抜けているものと判断できる。安全を確保する意味でも至急捕獲しなくてはならないのだが……。

　どうやって？

　巨大な羽を使って少女達を宙に浮かばせる事もできるが、それは無作為に走り回る人間を捉とらえられるほどの強きよう烈れつな拘こう束そく力りよくは持たない。

　カブトムシ05は六本の脚の内、一番前面にある二本の脚のスペックを再確認する。高速移動及び砲ほう撃げき時じの反動抑制のみを追究した脚は鉤かぎ爪づめのようなスパイクがあり、これで少女達を押さえ込めばそのまま切断してしまいかねないリスクがある。

　しばし考え、カブトムシ05はやがて思考を放ほう棄きした。

　方法が思いつかない。

『あーもう！』

　ガシャガシャガシャ!!　と微妙にアスファルトへオレンジ色の火花を撒まき散らしながら、とりあえずカブトムシ05は打ち止めラストオーダーやフレメアを追う事にする。

　一いち端はな覧らん祭さい初日という事もあって、学校周辺はとにかく学生達でごった返していた。カブトムシ05はどう考えてもこの風景には馴な染じまないはずなのだが、不思議と大きな騒さわぎにはならない。

　周辺一帯に溢あふれる声を、耳……ではなく、薄うすい羽を広げて空気中の振動感知で広域収集するところによると、

「これ先せん端たん大学のヤツっしょ？　カブトムシとかクワガタのロボットにまたがって戦わせるってヤツ。男の子って好きだよねー虫系」

「白いのなんてあったっけ？　なんかのレアバージョン？？？」

「子供にでも理解できる分かりやすい研究成果っていうのを定期的に提示しないと研究費が抑制されてしまうという哀かなしい事情があるのだよ諸君」

　勝手に納得してくれるのならとやかく言う必要はない。特に許可証の提示もなく異形の兵器が学校の敷しき地ち内ないに入れてしまう事に若じやつ干かんのいらぬ心配をしながらも、カブトムシ05は校庭一面に屋台が敷しき詰められた即席の迷路のような場所を歩き回り、ようやく二人の少女へと追い着く。

　彼女達は列車用のＩＣカードを、屋台の番をしている女子学生に突き付けて、料金を前払いしているらしかった。

『……何しているんですか？』

「にゃあにゃあ!!　射的の屋台なのだ！　でもレアスタンプ自体が景品になっているのってずるくないか!?　大体、小さくて当たらない!!」

「こういう時は屋台のお姉ちゃんを撃うつのがセオリーって本当？　ってミサカはミサカはコルク銃片手に確認を取ってみたり」

　カブトムシ05は屋台の方へ目をやった。

　やや愛あい想そ笑わらいが引きつっている女子中学生が管理しているその屋台は、木材で作った階段状の雛ひな壇だんの上に、可愛かわいらしいぬいぐるみなどが複数置かれた構成になっていた。どうやらあれをライフル銃で撃うち抜いて楽しむ競技らしい。

　カブトムシ05は砲身をわずかに振り、首を傾かしげるような挙動をしたのちに、

『少々バイオレンスな作りではないでしょうか？』

「何を言う、一つだけポツンと残されるぬいぐるみの方がよっぽど可哀かわい想そうなのだ、ってミサカはミサカはコルク銃を構えながら力説してみたり。これはぬいぐるみの魂たましいの解放的な一いち撃げきなのだーっ！　ってミサカはミサカは思い切り身を乗り出してコルク銃をターゲットに近づけるという決してズルではなく正攻法でフギャーッッッ!!」

『……、』

　身を乗り出すというよりほとんど台の上に乗っかる形になった打ち止めラストオーダーが、そのままシーソーのように屋台の内側へと転がりそうになったため、番をしていた女子中学生が慌あわてて止めに入る。

　と、レアスタンプ狙ねらいでコルク弾を次々と消費していったフレメアが、ふとカブトムシ05の方を振り返ってこう言った。

　厳密には、カブトムシ05の、太い角つののような砲身を見ながら。

「にゃあ。駄だ目めだぞ」

『分かっていますよ』

「にゃあにゃあ!!　いくらレアスタンプに全然当たらないからって、大体イライラしてそんなのは使っちゃ駄目なんだぞ!!」

『止めて欲しいのかやって欲しいのか判断に迷いますが、とにかく実行はしません』

　理想的な返答をしながらも、カブトムシ05は射的の屋台に並ぶぬいぐるみへ注目を続ける。

　基本的には、着色した布の中に綿わたを詰め込んで形を整えたものだ。

　動物のライオンを模しているからライオンさん。

　動物のキリンを模しているからキリンさん。

　動物のゾウを模しているからゾウさん。

　製法も中身も全く同じだからといって、ライオンの形をしたものをゾウさんとは呼ばないのが人間の認識らしい。逆に、屋台の番をしている女子中学生の革かわ靴ぐつは本物の牛革製のようだが、あれをウシさんとは呼ばないようだ。

　本物と模造が入り混じる摩ま訶か不思議な世界の話だが……とすると、今の自分は一体何なのだろう、とカブトムシ05は考える。

　外見がそのように整えられているからカブトムシなのか。

　中身が単一の物質で満たされているから未元物質ダークマターなのか。

　学園都市第二位から命令を受け続けるだけのモノなのか。

　意図的な誤解釈を続けようとするモノに価値はあるのか。

「にゃあ。ライオンさんが欲しいの？」

『はい？』

「大体じーっと見てるし。そういう事ならさっさと言ってくれれば良いのだ！　二人で協力して取っちゃうぞ！　にゃあにゃあ、そんな訳でそのでっかい角つのを屋台の方に向けるのだ」

『……撃うちませんと言ったはずですが』

「撃たなくて良いから、早く早く」

　疑問に思いながらカブトムシ05が指示に従うと、いきなりフレメアはカブトムシ05によじ登り始めた。谷に架かかった丸太を慎しん重ちように渡るように、両足の太ふと股ももで太い角を挟はさんでじりじりと先せん端たんに近づいていく。

　そしてほとんど屋台を貫くような格好になった砲身の先で、もったいぶった調子でコルク銃を構えると、

「にゃあ。ゼロ距きよ離りなら絶対当たるはず!!」

『……、』

　カブトムシ05は不正に加担する気はないので、砲身を左右に揺さぶってみた。

　屋台の番をしている女子学生は、状況を構成するピースを理解しないまま、とりあえず『パッと見える状況』だけを見て、思わず小さく笑ってしまったようだった。

　直後だった。




　ビシリ!!　と。

　カブトムシ05の内部で、細い亀き裂れつが走るような音が密ひそかに響ひびき渡った。

　垣かき根ね帝てい督とくの制御を離はなれた代だい償しようが、いよいよ顔を見せ始めた。
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　第七学区で突然起こった砲ほう撃げき事件。

　その断片的な情報は、第一二学区で空から振ぶりに終わった魔ま術じゆつ師し達にも伝わっていた。

　シルビア。

　ブリュンヒルド＝エイクトベル。

　レイヴィニア＝バードウェイ。

「またもや陽動作戦で空振りに終わる可能性もあるっちゃあるけど、少なくとも何もないよりはマシかね。囮おとりは囮で、締しめ上げれば情報が出てくるものだし」

　退屈そうに呟つぶやいたのは、聖人のシルビアだ。

　世界的に有名なチェーン店のコーヒーとサンドイッチをそれぞれ一口だけ口に含んで、それから無表情になって皿ごと自分から遠ざけていく。

　いきなり押し付けられたブリュンヒルドは、皿を横へ除よけるような格好でレイヴィニアの方へ譲ゆずりながら、

「単に暴れるフロイライン＝クロイトゥーネを確保しようとしての騒そう乱らんか、私達の目を引くための陽動かによって砲ほう撃げき事件の現場で待つ者の顔ぶれは変わってくるだろう。単純な結末だった場合はフロイライン＝クロイトゥーネを求める者が勢せい揃ぞろいで泥どろ沼ぬまになるのだろうが……」

　ホットドッグを一口嚙かみ、顔をしかめ、大量のマスタードで黄色一色に変えてから再び頰ほお張ばりつつ、ブリュンヒルドは続ける。

「精せい巧こうな陽動の場合、仕掛けたのは誰だれなんだ。私達の追う『グレムリン』か、学園都市の裏側とかいうヤツか、それとも……」

「上かみ条じよう当とう麻ま、か」

　回された皿には目もくれず、テーブルの上にある小さなサラダをフォークでザクザク潰つぶしながら、レイヴィニアは呟つぶやく。

「あれが破は壊かい的てきな側面の強い陽動作戦を自みずからの意思で行うとは思えないが……それも、誰と行動しているかによって変わってくるか。正直、あいつの思考回路は予測できない所があるしな」

　吐はき捨てるようなその言葉を受けて、しかしシルビアは薄うすく笑った。

「拗すねているねえお子様が。ま、そっちの方が分相応って感じで私は好感が持てるけど」

「……なに？」

「近所の頼たよれるお兄ちゃんが、自分の知らないはるかに先の領域に行っちゃった。そんな風に見えるっつってんの。ま、不意のアクシデントで腹に弾丸を受けながら、それでもアンタを騙だまし通したような相手だ。今まで甘く見ていた人間が、思った以上に深い事を考えててびっくりしちゃったかね？　だがそれが人間ってもんだよ。人間ってのは人間が思っているより色々考えている生き物なんだ」

「馬ぱ鹿かにしているのか」

「今、誰に怒っているのかは知らないけど」

　シルビアは、簡単に、受け流すように続ける。

「はっきり言って筋違いじゃないの。自分は自分の目的のために好き放題騙すくせに、向こうからやられるのは気に喰くわないってか？　それこそ子供の論理よ。やった事はやり返される事だってぐらいの覚悟は決めないとね。二倍や三倍で返されなかっただけ、アンタは全然幸せな方だと思うよ」

「……、」

　チリチリと、見えないものが燃えていくような錯さつ覚かくが店内を占める。

　ここがもう少し物騒な国なら、それが殺気であると他の客達は気づいたかもしれない。

　シルビアは当然、気づける側の人間だった。

　しかし無視してこう続けた。

「まあ？　騙だますっつっても目的は様々だし？　優しい噓うそなんつー笑える言い訳も世の中にはある訳だけど？　アンタにそういう狙ねらいがあったら辛つらい所ではあるよねえ。もしも、だ。激化する『グレムリン』との抗争から、誰かさんを早々に安全にリタイヤさせるつもりだったとし……」

　ピシィッッッ!!!!!!　と。

　ガラスに細い亀き裂れつが走るような甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　見た目では、何が起きたかは不明だ。

　しかしレイヴィニア＝バードウェイがテーブル越しに細い手を伸ばし、ブリュンヒルド＝エイクトベルがその手首を摑つかみ取っていた。

　シルビアはニヤニヤと笑ったままだった。

　その口の端はしに、赤い滴しずくが伝った。

「控えろ」

　低く呟つぶやくブリュンヒルドに、レイヴィニアは乱暴な動作で手を振り払う。

　つまらなさそうに、レイヴィニアはこう呟く。

「……オッレルスの方はどうした？」

「準備中」

　シルビアが簡単に答えると、レイヴィニアは露ろ骨こつに舌打ちする。

　そして椅い子すから立ち上がった。

「なら、私達だけで始めるか。……今度こそ、何も残らなくなるまで全部粉々にしてやる」

　世界で二〇人といない『聖人』の二人に、イギリス最大クラスの魔ま術じゆつ結社のボス。

　魔術的防備の薄うすい国家を相手取ればそのまま壊かい滅めつさせかねないほどの『力』を持った怪物達がついに動き出す。
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「七色焼きそば!!」

　そう言ってフレメアが得意げに見せびらかしてきたのは、どう考えてもケミカル過ぎる着色を施ほどこされた麵めん料理だった。

　かれこれ学校も一三近く回っている計算になるが、少女達に疲れの色は全くない。筋組織の組成を考えれば絶対に疲労が生じていなければおかしいのだが、どうも脳内物質の分ぶん泌ぴつで認識が遅れているようだ、とカブトムシ05は判断する。

（……こちらも……）

　ピシ、パキ……と。

　異様な音を自身の内部から聞き取りながら、カブトムシ05は考える。

（そのように、処理できれば良かったのですが……）

　学園都市第二位の超能力レベル５、『未元物質ダークマター』。

　本来のカブトムシ05は戦車の砲ほう撃げきぐらいなら簡単に食い止め、艦かん砲ほう射撃を受けても即座に自動修復して戦線復帰するだけの機能を持つ。

　だが今のカブトムシ05に、それだけの強度はない。

　言ってしまえば、動物の体を守る皮にも、頑丈な鞄かばんに使われる革にもなれずに腐食していっている状態に近いか。

　スレーブはあくまでも豪華な素材で、それを活いかすのはマスターの役割だ。

「にゃあ？　どうしたの黙だまり込んで」

『いえ、何でも……』

「お腹なか減ったのか？　大体、七色焼きそばを半分分けてやろう！」

『できればご遠えん慮りよ願いたいです全力で』

　内部の崩ほう壊かいを隠しながら、カブトムシ05は現状の再確認に専念する。

　今も学園都市第二位、垣かき根ね帝てい督とくやフロイライン＝クロイトゥーネなどに追われているはずの身の上だが……下手へたに一ヵ所に留とどまるより常に移動を続けた方が結果として危険度は下がる可能性もある、という前提条件を入力した上で、機械的に『最短、最適』な逃走コースを選択するより、少女達の発想直結型の思考に任せた方がランダム性は増し、結果として『読まれにくい』のでは、と考えるようになっていた。

　まあ。

　あまりにもちょこまかと動き回る打ち止めラストオーダーやフレメア達に、カブトムシ05の方が折れた、という部分もかなり大きいのだが。

「ふふふスタンプの方も半分くらい埋うまってきたぜ、ってミサカはミサカはほくそ笑んでみたり」

　打ち止めラストオーダーは様々なプリズムの形をした砂糖菓子を袋で購入していたが、二、三個だけ指で摘つまむと、透明な袋に入った残りは、もこもこした飾りのついた針金で縛しばってしまう。

「これはお土産みやげ、ってミサカはミサカはキープ枠に収めてみたり」

　キープ枠というのは、カブトムシ05の砲身のようだった。もこもこ針金を手に入れて以来、少女達はまるで物干し竿ざおのようにお菓子の入った袋を砲身に結び付けてぶら下げている。

「ちょうちょの方が可愛かわいいのにな、ってミサカはミサカはブー垂たれてみたり」

『偏見です。冷静になってみてください、あんなのは蛾がと区別がつかないじゃないですか』

「はっはっは、それ言ったら黒光りしてつるつるしているカブトムシだってゴキ」

　巨大で薄うすい羽を高速振動させ、逆位相の音波でそれ以上の声を封じてみた。

　世の中には言ってはいけない一言というのが存在する。

『……あの、そろそろ本題に入っても良いでしょうか？』

「にゃあ。何が？」

『先ほどフロイライン＝クロイトゥーネを助けるために行動するという旨むねの発言を聞いたのですが、具体的にどうするのでしょうか。そもそも、私達では彼女の位置情報を把は握あくする事すら困難だと思うのですが』

「はっはっは、それなら任せとけ！　ってミサカはミサカは胸を張ってみたり！」

　打ち止めラストオーダーは無意味にふんぞり返りながら、

「あのおねーちゃんには連絡用に防犯ブザーを渡しておいたからな！　ってミサカはミサカは秘策を明かしてみる。ＧＰＳとかいうのがついているから場所だってすぐに分かるのだ、ってミサカはミサカはさらに詳しく説明してみたり！」

「にゃ、にゃあ！　あれは私のブザーだぞ!!」

『それは……』

　相当まずいファクターじゃなかろうか、とカブトムシ05は言語化を吞のみ込む。

　打ち止めラストオーダーやフレメアを直接狙ねらう必要のない者であっても、フロイライン＝クロイトゥーネを追うために少女達を襲おそう理由ができてしまっている。

　加えて、『友達』を無条件に信じる打ち止めラストオーダーやフレメア達は、フロイライン＝クロイトゥーネを見つけた『後』の事を考えていない節がある。彼女を助ける、という目的には賛同できるが、無条件でそのまま接近するだけでは襲ってくださいと言っているようなものだ。何かしらの策がいる。

「とにかくお土産みやげもいっぱい買ったし、そろそろおねーちゃんのトコに行こう、ってミサカはミサカは突っ走ってみたり！」

「だから私が先頭だし!!　勝手に行っちゃ駄だ目め！」

　またもやあらぬ方向へ移動を始めた二人を追おうとして、カブトムシ05はビキリ!!　という一ひと際きわ大きな亀き裂れつの音を聞いた。

（自己崩ほう壊かいパターンを計測。移動方式による負荷を加算。シミュレート開始……亀裂の走る進行方向をある程度制御できる事を証明）

　亀裂が走るのは避さけられないが、どこにどんな速度で走るかはカブトムシ05自身の挙動で管理できそうだった。

　カブトムシ05はいくつかの戦略パターンを呼び出し、結論を出す。

（……表層へ向かう亀裂の進行を遮しや断だん。内部へ向けて崩壊の方向性を再調整）

　たとえ『未元物質ダークマター』製とはいえ、通常なら表層部分を守るために、骨格の中心をわざわざ喰くわせる者はいないだろう。

　だがカブトムシ05は選択した。

　崩壊が露ろ見けんすれば、打ち止めラストオーダーやフレメアのランダムな動きが制限されると考えたからだ。

　彼女達が襲しゆう撃げきされずに済んでいるのは、『大人には予測できないランダムさ』で移動を続けているから、という側面もあるはずだ。

　となると、今一番やってはいけない事は、一ヵ所に止まってしまう事なのだから。

　現状において全く役に立たない感情を誘ゆう発はつさせる意義はない。

「にゃあ！　早く来い、おねーちゃんに渡す前に七色焼きそばが冷めちゃう!!」

『分かりました』

　振り返る少女に、巨大な羽で人工音声を作りながら、カブトムシ05は考える。

『事前資料』として入力されたフロイライン＝クロイトゥーネに関するデータを参照すると、彼女は打ち止めラストオーダーの脳を捕食する事で大量の情報を取得しようとしているらしい。

　一度でも『標的』を認識してしまえば、彼女はどんな障害だろうが無視して一直線に突き進む事だろう。間に溶岩があろうがコンクリートの壁があろうがお構いなしだ。

　ただ、危機感を計測せず真まっ直すぐ突き進む事しか知らないフロイライン＝クロイトゥーネを、上手うまく罠わなにかける事はできないだろうか。

　あるいは、打ち止めラストオーダーという『標的』を識別するための何かを乱す事ができれば、迷走させる事も可能かも……。

（……ただ、どちらにしてもサンプルとなるべき情報が少ない。そして実地で情報を得ようとするには危険が大きすぎる）

　当然、そのための無む茶ちやを、打ち止めラストオーダーやフレメアに任せる訳にはいかない。

　その場合、カブトムシ05が割って入るしかないだろう。

　万全の状態であれば、カブトムシ05も未元物質ダークマターという学園都市第二位の超能力に支えられた怪物だ。フロイライン＝クロイトゥーネとの削り合いでヒントとなるべき情報を入手できるかもしれなかった。

　だが。

　今は、カブトムシ05内部を不ぶ気き味みに走る亀き裂れつの存在が頭をもたげ始めている。

　どこまでやれるかは未知数。

　最悪、激突の過程で硝子ガラス細工のように砕くだかれるリスクも想定しなくてはならない。

（いつか壊こわれる事は、最初から織り込み済みです）

　カブトムシ05は、足を速めて打ち止めラストオーダーやフレメアに追い着きながら、静かに考える。

　少女達には気け取どられぬように。

（しかし壊れてしまう前に、彼女達の身の安全だけは確保できる『手順』を導き出しておきたいものです……）

　そっと空を見上げる。

　一一月の天空は青一色に染まっていて、その色遣いは数式が導き出す解答のように明快だった。

　が、そこに飛行船が差しかかった。

　側面にある大画面では、何な故ぜか水着の女子学生達が映し出されている。

『鋭えい利り学園高校のミスコンは一いち端はな覧らん祭さい初日から大荒れです！　やはり部外者飛び入り参加オーケーで水着も各自持ち込みオーケーとフリーダム過ぎると色々レベルも上がる上がる！　……ええと、包帯とか絆ばん創そう膏こうってそれ水着……？　って方もいらっしゃるようですが、まあさておき！　正攻法の中で注目はこのお二方、学園都市第五位の食しよく蜂ほう操みさ祈きさんと女子高生なのに年齢不詳でお馴な染じみミステリアスな雲くも川かわ芹せり亜あさんでーす!!　つーかこいつらもこいつらですげーなオイ!!』

『私は友達が勝手に推おしちゃったから仕方なく壇だん上じように立っているだけだし、そもそも会場にやって来ないようなオバサンには何の興味もないのよねぇ？』

『……ちょっと根本的な事を尋ねたいんだけど、何で私は気がついたらこんな事をやらされているんだ？　あと舞台を急きゆう遽きよ分けたのはお前の「射程内」に入りたくないからだけど小娘』

　あんまりじろじろ見ないの、とカブトムシ05は巨大な羽を格納する時に使う装甲を大きく開いて打ち止めラストオーダーとフレメアの視界を遮さえぎる。

　青空の数式は肌色に乱され、何だか色々と台無しだった。
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　とりあえず注目を必要以上に浴びないようにするため、サンドリヨンは路面にへたり込んだ上かみ条じようの腕を摑つかみ、引きずるような格好で近くの路地まで運ぶ。壁に上半身を押し付け、シャツを強引にまくり上げると、そこでわずかに顔をしかめた。

「これは……銃じゆう痕こん？」

　フランス語で呟つぶやかれても、上条の側には答えられない。

　少女が口の中で何かを呟くと、傷口から溢あふれる血が不自然な淡い青色の光を発した。しかし、その光が上条の全身を包む弾になると、いきなり吹き消されたように光は散ってしまう。

　より正確には、彼の右手にまで及んだ途と端たんに。

「一番単純な治ち癒ゆでも打ち消されるか。単純なものほど強固な効果を発揮するものなのに。全身を巡る『流れ』みたいなものに干かん渉しようするのはまずそうだね」

　明らかに返答を期待していないフランス語で言うだけ言うと、サンドリヨンはドレスの内側からハンカチを取り出した。二つに裂さいて丸めると、脇わき腹ばらと背中、双方の傷口を塞ふさぐように押さえていく。

「基本中の基本だけど、それ故ゆえにやっておいて損はない。布はダクトテープで押さえる」

「ちょっと待てその辺に落ちてるので傷口に触さわるな……っ!!」

　何を言っても、端はなからフランス語以外に応じるつもりはないらしい。

　放っておくと安全ピンとかで傷口を塞ぎかねない乱暴さだった。

「押さえていろ」

　一方的に言うと、サンドリヨンはどこかへ消えた。数分後、戻ってきた彼女は、透明な液体の入った鍋なべと分厚いビニール袋、チューブなどを所持している。

　顔を青ざめさせた上かみ条じようは、思わず口を開いた。

「……ちょっと待て」

「煮しや沸ふつとアルコールは施ほどこしている」

「フランス語でボソッと言われても怖いよ説明義務が果たされてないし！　まさかそれオリジナリティ溢あふれる点滴じゃねえだろうなそんなのホントに大だい丈じよう夫ぶなのかビャアああああああ!?」

　何だか良く分からないものを腕の静脈からドクドクと流し込まれ、思わず上条は絶叫する。

　そして、絶叫できる程度には元気になっている事に気づかされる。

「濃度〇・九パーセント、いわゆる生理食塩水ってヤツよ。血圧をごまかして体の危険信号を散らしているだけだけど、失血のショック症状くらいは回かい避ひできる」

　人間テーブルにされたり元の五体満足に戻されたりしたサンドリヨンは、人の肉体の扱いについては相当にドライだった。

「死にたくなければ常に傷口を意識しろ。お前にはまだ利用価値がある」

「げほっ……」

　相変わらず鉄臭くさい味がする口内を気にする上条。

　ハワイ諸島で初めて遭そう遇ぐうし、バゲージシティではマリアン＝スリンゲナイヤーの手でテーブルになった状態で発見された。上条とオッレルスの手で再び人の形に戻したはずだが……ここまで背丈は小さかっただろうか？

　まじまじと上条がサンドリヨンの顔を見直すと、彼女も彼女で思うところはあるのか、わずかに目を離はなして、フランス語で呟つぶやいた。

「……色々事情があるのよ」
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　雷神トールはビルの屋上の、さらにてっぺんに位置する給水タンクの上によじ登っていた。あちこちに散見される破は壊かいの爪つめ痕あとや、混乱する学生達をざっと眺めて、そして面めん倒どう臭くさそうな呻うめき声をあげた。

　ここからだと、フロイライン＝クロイトゥーネがふらつきながら移動している方向も、傷が開いたのかうずくまっている上条当とう麻まの位置もはっきり分かるのだが、他ほかにも見過ごしてはならないものが混じっているのを発見してしまった。

「……ありゃ報告書にあったサンドリヨンか？　正直、ハワイ諸島の一件に嚙かんでいない俺にとっちゃ関係ないんだが、向こうに見つかったらギャンギャンうるさい事になりそうだよなあ、これ」

　とはいえ、フロイライン＝クロイトゥーネをこれ以上野放しにしておく訳にはいかない。

　これだけ大おお騒さわぎになってしまった以上、様々な勢力の様々な人間が一気に押し寄せてくる事だろう。放っておけば、捕獲されるか殺されるかの二択しかない。

　問題の解決には、上かみ条じよう当とう麻まの右手が必要だ。

　……強敵同士が激突する事で、学園都市に甚じん大だいな被害が出る事を雷神トールは望んでいない。が、『一ヵ所に集結』するのであれば、綱つな渡わたりだがまだ破滅の道を回かい避ひできるかもしれない。一番に恐れるべきは、『グレムリン』、オッレルス、学園都市暗部の怪物達が、学園都市のあっちこっちで同時に戦せん闘とうを開始してしまう事だ。そうなったら最後、所しよ詮せんは『個人』に過ぎない雷神トールや上条では爆発的に拡大していく被害を止める事はできなくなる。

（……可能な事なら、強敵同士の激突を避さけて、絡からまった紐ひもを一つ一つ解いていくみたいな闇やみ討うちの積み重ねが望ましかった訳だが……）

　ちょっと考えてみれば分かるだろうが、敵の魔ま術じゆつをピンポイントで打ち消す上条と、直接的な火力の雷神トールの組み合わせは、そのやり方に適したものでもあった。

　が、何事においても最も重要なのはタイミングだ。

　それを逃がした以上、手札をいくら揃そろえても使う機会はない。

　思考を切り替える必要があった。

　一ヵ所に集結する強敵達に対処するため、上条当麻との合流を狙ねらう雷神トール。そうなると、『グレムリン』全体を激しく憎にくむサンドリヨンの注意を逸そらす『何か』が欲しい訳だが……彼自身、使える手て駒ごまは少ない。

　サンドリヨンは『グレムリン』を見かけたら爆発するだろう。

　すると、『投擲の槌ミヨルニル』も駄だ目め。マリアン＝スリンゲナイヤーなど論外である。しかしそれ以外で、雷神トールの見知った人物はというと……、

「……見つけた見つけた。『F.C.E.』とおんなじ顔」

　給水タンクの上からさらにざっと周囲を見回した雷神トールは、そこでニヤリと笑う。

　携帯電話で簡単な操作を済ませると、彼は躊ちゆう躇ちよなく給水タンクから飛んだ。屋上のコンクリートへ……ではなく、縁のさらに先、人間が豆粒に見えるほどの地上に向かって、だ。

　下から吹き上げる疑ぎ似じ的てきな風圧を無視して、二本の足を揃えて着地に備える。

　激突の寸前で、足の裏から勢い良く溶断ブレードを飛び出させる。バフォ!!　と空気が猛もう烈れつに膨ぼう張ちようし、それが落下速度を一気に落とす。

　時間がない。

　どよめく群衆を無視して、雷神トールは片手を挙げて笑顔でターゲットに話しかける。

「よぉーっすミコっちゃん。元気してたー？」

「いきなり誰だれだ馴なれ馴なれしい!!」

　前髪から青白い火花を散らして喚わめくのは、学園都市第三位の超能力者レベル５、御み坂さか美み琴ことだ。

　……厳密に言えば雷神トールは御坂美琴と面識はない。が、ハワイ諸島でのF.C.E.を利用した会話の監視と、彼女に『化ける』ため、言動パターンの下調べは行っている。即席の舌した先さき三さん寸ずんで話を合わせる程度なら難しくない。

　という訳で。

　海外製の携帯電話をパカリと開き、小さな画面を見せつけながら、雷神トールはいきなり核心を突く。

「……お知り合いの上条当麻君が毎度のように謎の金髪幼女に介抱されている写真がここにあるんだが、テメェこれをどう思うね？」

「場所はどこだ今すぐ教えろ」




　怪物、怪物、怪物、怪物。

　どこを見渡してもまともな人間が一人もいない状況が完成する。

　学園都市の各所から、あるいはその『外』から。

　たった一人の少女を巡り、たった一度の戦せん闘とうのため、彼らはある一点へと集結していく。








行間　五









　フロイライン＝クロイトゥーネ自体が長い歴史の中でほとんど伝説化している事もあり、その出自についても様々な説が流る布ふしていた。

　彼女は本物の魔ま女じよである。

　彼女は特殊な細菌に感染し進化を遂とげた人類の新しい形である。

　彼女は宇宙人である。

　彼女はそもそも魂たましいを持っていない肉の塊かたまりである。

　彼女は人体を完全に最適化した、『本来の形』である。

　彼女は魔女狩りを行ってきた者達の罪悪感が生み出した幻まぼろしである。

　彼女は時間軸を個別に認識し、自由に行き来できる技術を持ったタイムトラベラーである（宇宙人説と重複する場合もあり）。

　彼女は個人ではなく同名の組織である。

　彼女は黒いサンタクロースと同じ、子供達を戒いましめるために作られた架か空くうの存在である。

　彼女は分厚い氷の下から発見された未知の存在である。

　彼女は妖よう精せい図ず鑑かんの編へん纂さん者しやが織り交ぜた、言葉遊びの一節である。

　様々な説が流布しているという事は、それ自体にも意味がある。例えば、多くの人々がその存在を知っている事。それだけ多くの人々が長い間考え続けても答えを見つけられなかった事。恐怖心や嫌けん悪お感かんによって、常に話題に上るほどの注目を集め続けていた事、などだ。

　そして。

　大量の説が氾はん濫らんしている事は、陰いん謀ぼう論ろん的てきな見方をすれば、こういう風に捉とらえる事もできる。




　真実を隠すため、敢あえて何者かが大量の情報を放出した可能性。




　ランダムに情報を氾濫させ、噂うわさの形でそれらの統合、淘とう汰た、最適化が社会学的に自然と進められる事によって、彼女の正体を自動演算しようとした可能性。




　フロイライン＝クロイトゥーネは確かに不ぶ気き味みな存在だ。

　が、この世の中で、恐ろしいのは彼女だけとは限らない。








第七章　主人公である必要はない　Girls_Battle_Talk.
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　まず最初に、対話があった。
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　第七学区・多層陸橋。

　学園都市のちょっとしたランドマークの一つだ。大型のバスロータリーの一二の乗り場を全すべて陸橋で繫つないだため、まるで何かの競技場のようにコンクリートの地面が広がる場所。さらに『三階部分』にあたる巨大な幹線道路、地下に広がる商店街を兼ねた複雑な地下道など、上下に入り組んだ構造体が刑事ドラマの逃走シーンで多用される事になり、『複雑なのに待ち合わせ場所として有名』という微妙な状況を作っていた。

　今日は超大規模文化祭『一いち端はな覧らん祭さい』の影えい響きようで、バスの路線は大幅に変更されている。効率良く各校を回れるように『学校から学校へ』直接結ぶ路線が特別設定されたため、普ふ段だんのロータリーにはほとんど人がいなくなっていた。

　そんな多層陸橋の二階部分。

　緑地化の影響か、芝の多い競技場のイメージを持つコンクリート構造体に、フロイライン＝クロイトゥーネはふらふらとさまよっていた。

「……、」

　顔の皮ひ膚ふにピリピリとした痛みが走る。爪つめで引っかいたり頰ほおをつねったりするのとはまた違う。薄うすい薄い皮膚の表面の裏側からなぞるような、電気にも似た痛み。それが皮膚の内側を這はいずる虫の脚のように、フロイライン＝クロイトゥーネの意識を苛さいなんでいた。

　さて。

　サメは血の匂においを追って獲物へ喰くらいつく、という話は有名だが、それだけを頼たよりに正確な追跡をしている訳ではない。例えば生き物が当たり前に持っている生体電気。それが海水へと拡散していく際の、ほんのわずかな電流の変化を確実に捕ほ捉そくしてターゲットの位置を特定する、専用の器官をも保有している。

　ロレンチーニ器官。

　それと似た何かが、フロイライン＝クロイトゥーネの中に生じているのだった。海の王でさえ伝導率の極きわめて高い海水の中でしか発揮できないその機能を、ただの空気中で。

　厳密に言えば、追い駆けているのは『電流』ではない。

　電波。

　体細胞クローン人間の同一脳波を利用した生体電磁的情じよう報ほう網もう。

　ミサカネットワーク。

　彼女にそれを『読む』事はできない。『書く』事もできない。ただ、行き交う膨ぼう大だいな信号が存在する事を、『圧』として理解できるだけである。そしてその『圧』の高低は、ネットワーク内で特別な位置に存在する、ある個体の位置情報をも大おお雑ざつ把ぱに推測させうる。

　つまり、彼女の標的。

　打ち止めラストオーダーと呼ばれる友達の、脳の位置を。

　ありとあらゆる『向き』を操る学園都市第一位の怪物にすら実行不能な探査方法だった。

　すでに、フロイライン＝クロイトゥーネの立ち位置はそんな場所にまで近づきつつある。

「……う、く……」

　当然ながら、これまでにはなかった『機能』だ。

　まるで、血の匂においと肉の味を味わえない彼女の肉体が、内側から急せかし、小突き、『見つからないから諦あきらめるしかない』という言い訳を先回りして封じ込めたようだった。そこまでして彼女は欲している。大量の情報を。『羽う化か』を行うための準備を。これまであった全すべてを抜け殻がらのように切り捨て、既存のどれにも当てはまらない新たな生命体として君臨する事を。

　本当に些さ細さいな交差。

　友達と言ってくれた誰だれか。

　それを丸ごと脱ぎ捨て、放り捨てる形で。

「うう……っ!!」

　体が、よろめく。

　フロイライン＝クロイトゥーネはそういう生き物だ。そういう『機能』を持ってしまった生き物なのだ。植物が水と陽ひの光で育っていくように、アリが甘いものに集まっていくように、フロイライン＝クロイトゥーネは情報を食べて複雑化していく存在だ。

　だから。

　食べてしまう事は間違っていないのか。

　妨ぼう害がいする者は薙なぎ払ってしまって良いのか。

　問いかけに、彼女の肉体はいくらでも応じるだろう。ゴール地点へ最短最速で突き進むため、必要な『機能』を必要なだけ用意する事だろう。そして無言の回答をするのだ。だから諦めろ、と。お前はそういう生き物なんだから、ガイドラインに従って大量の情報を取得するための行動を最優先する、それだけの存在になれ、と。

　持っているものが、温かければ温かいほど。

　それを優先的に保護しようと思える何かがあるほどに。

　その全すべてを『脱ぎ捨てよう』という動きを止められない自分自身に、フロイライン＝クロイトゥーネの内部が猛もう烈れつに焦こがされていく。

　自分がどうしようもない人間であると痛感させられる。

　もう疲れた。

　これまでさんざん長い時間を過ごしてきたのは一体何だったのだ。

　たとえどれだけ『機能』を獲得しても、他者にはできない事ができたとしても。こんな簡単な事さえ止められない自分自身は一体何なのだ。

　生きたくない。

　終わりにして欲しい。

　こんな形で先へ進む事を、彼女は望んでいない。それならここで途絶しても良い。長い時間の意味も、積み重ねてきたものを横から叩たたいて崩してしまっても構わない。

　でも終われない。

　終わる事ができない。

　切っても。焼いても、撃うっても射っても叩いても潰つぶしても刺しても嚙かんでも吊つっても埋うめても割っても裂さいても水に沈めても溶岩に放り込んでも干ひからびさせても雷で打っても毒の樽たるに漬け込んでも歯車に巻き込んでも獣けものに喰くわせても。

　おおよそ人間という高い知性を持った生き物が残ざん酷こくに思いつく、ありとあらゆる手段を講じても、フロイライン＝クロイトゥーネという生命体が止まる事はないのは、彼女自身が骨身に沁しみるほど理解している。




「……終わりにしてやろうか？」




　その時だった。

　フロイライン＝クロイトゥーネという怪物に、真正面から声を投げかける何者かがいた。

　彼女はゆっくりと顔を上げる。

　長い前髪の隙すき間まから覗のぞく眼球が、ギョロリとその人物を見据える。

　それは一二歳程度の、金髪碧へき眼がんの少女だった。

　高級なピアノのような、白黒のコントラストを強調したブラウス、ミニスカート、ストッキングの組み合わせ。ある種クラシカルとも言える雰ふん囲い気きの衣装をまとっていても少女に違和感がないのは、纏まとっている傲ごう岸がん不ふ遜そんな空気のためか。

　名前を、レイヴィニア＝バードウェイという。

　西欧でも最悪に近い規模と性能を誇ほこる魔ま術じゆつ結社『明け色の陽ひ射ざし』の主。

「追っていたのは『グレムリン』だったが、先にお前の方へ行きついたのなら、それはそれでやりようはある、か」

　魔ま術じゆつサイドの一員でありながら、実際には魔術も科学も関係なく、暗あん黙もくの了解である『協定』すら無視して、各おの々おのの文明に根付くカリスマやリーダーの発生条件を秘ひ密みつ裡りに収集、研究してきた『世界の裏の裏』の一角。

　彼女がそこに立つだけで、時計の針は速度を変え、流れる風は時代を超える。

　その異彩は、魔術結社が保持した知性と神性の名の下に、当たり前の常識、大前提をも駆く逐ちくしていく。

　つまり。

　何があっても絶対に終わる事のできない、フロイライン＝クロイトゥーネを取り巻く絶対的な条件さえも。

「科学サイドじゃ複雑なＡＩの対極である、昆虫のような単純思考を連続させる生き物とでも表現されているようだが、私達、魔術サイドの言い分は少々違う」

　両方で語られているという事は、両方でも結論を出せている保証はないという事だがな、とレイヴィニア＝バードウェイは付け足しつつ、

「お前は始点でも終点でもない存在だ。すでに何周回っているかも分からない、とでも言うべきかな。十字教っていうのは生まれ変わりを認めない宗教だから、スタートとゴールは明確に決まっているものだ。しかし一方で、人間っていう生き物は、最初の一人目が罪を負って楽園を追放されたところから始まり、天国に『帰る』事を至上の幸福とみなす側面がある。……簡単に言ってしまえば、街の中でやるマラソンと一いつ緒しよかな。長く辛つらい道のりの中に折り返し地点があって、競技場へ帰ってくる事になっている訳だ」

　分かるか？　とバードウェイは問いかける。

　フロイライン＝クロイトゥーネの前髪がザラリと揺れた。

　首を傾かしげたのだ。

「お前という生き物は明確な個性を獲得する前に母親の腹から出てきてしまったアダム＝カドモンなのか、あるいは母親の腹の中にいる内に全すべての学習を終え、最適化が終わってしまっていた存在だったのか……。今となっては表も裏も分からないメビウスの輪だが、何にしても結論は同じだ。お前が人間にしてはやけに特別なのは、その純じゆん粋すいさこそに元凶がある」

「じゅん、すい？」

　今度こそ。

　ボキリと首が折れるのではと不安になるほど急角度で、フロイライン＝クロイトゥーネの首が傾く。

　一体何が純粋だというのだろう。

　これほどに不条理で、不ぶ気き味みで、不安定な生き物が他ほかにいるのか。

　しかしバードウェイはこう続ける。

「物理現象にもあるだろう。例えば純じゆん粋すいな水、H2Oの塊かたまりは半導体なんかの製造にも使われる。電子レンジで温めた水は、見た目はただの安定した液体に見えるが、容器を少し揺らすと途と端たんに沸ふつ騰とうする。お前はそういう、妙なバランスを持った存在なんだ」

　まるで、理論や隙すき間まの中に落ちてしまったような『人間』。

　そういう意味では、フロイライン＝クロイトゥーネにとっては、一般で語られる複雑さのレベルはあまり当てはまらない。

　一位でも一〇〇位でもなく、『その位置』でなければ得られないものを持った存在。

「だが、純水から特別な振る舞いを阻そ止しするのも、均一に温めた液体の突とつ沸ぷつを防ぐ方法も簡単だ。お前が魔ま術じゆつサイドだけでは語れない存在であったとしても、お前を倒すだけなら魔術サイドの技術で可能という訳だな」

　魔術結社のボスは、笑う。

　薄うすく薄く薄く。

「ほんのひとつまみ、砂粒を入れるだけで純水は『ただの水』へと変化し、突沸は阻止できる。私みたいな人間からすれば、極めておあつらえ向きってヤツさ」

　なまじ、イギリス清教やローマ正教のような組織では対処できなかったかもしれない。

　人間の純度を増す事を目的に掲かかげ、その妨さまたげとなる者を悪、敵と規定して攻こう撃げきする者達なのだから、当然ながら『攻撃手段』についても不純物をかき消すような方向性が色づけされてしまう。

　レイヴィニア＝バードウェイはその逆。

　近代西洋魔術結社。

　過去から続く知識を未来へ続く技術で昇華させる事によって、蛇だ足そくから新しい価値観を作り出そうとする集団。純粋な白ゼロをあくまでもキャンバスの一面としか捉とらえず、不純物の混じってしまった自分自身をも、新たなカラーの獲得によってアートの可能性が広がったとしか考えない、振り返る事を知らない、白より素晴らしい色を作ろうとする者ども。

　そんな彼女になら、できる。

　ある価値観においては、誘ゆう惑わくや堕だ落らくと評価される技術を用いる事で。

　ほんのひとつまみの砂粒。

　それを投入する事で、フロイライン＝クロイトゥーネを『殺せる身体からだ』へ変へん貌ぼうさせる事が。

（……この程度、私の推測が正しければ『ヤツ』にもできるはずだが。まあ、自分の『プラン』に不都合な誰だれかを殺せたとしても、それで自分の正体が決定的に露見するのは避さけたかった訳か）

「どうする？」

　レイヴィニア＝バードウェイは語る。

「当然、ただとはいかない。こっちにもこっちの目的がある。……何しろ、あの『槍やり』の情報を取得するために結構な犠ぎ牲せいを強しいたからな。お前にはあの『魔ま神じん』をおびき出すための餌えさになってもらう。だが、それさえ済めばお前は『自由』だ。私の手で、終わらせてやっても構わない」

　ぐらり、とフロイライン＝クロイトゥーネの視界が揺れた。

　途方もない可能性に、思考の根幹がすっぽ抜けた反動だ。

　同時に。

　押さえつけていたものが噴出しそうになる。ピシリ、と頰ほおから耳にかけて何かが走りそうになる。頭ず蓋がい骨こつを易やす々やすと嚙かみ砕くだき、中の脳を効率良く貪むさぼり食うための新たな『機能』が、思わず顔を覗のぞかせそうになる。

　それでも、留とどめる。

　必死に。

　相手に攻こう撃げきのチャンスを残すように。

　そのサインによって、自分の意思を示すように。

「……今ので十分だよ」

　ヒュン、という風を切る音が聞こえた。

　いつの間にか、レイヴィニア＝バードウェイの右手には一本の杖つえが握られていた。

「心配するな。手足を飛ばした後、マイナス一九五度の棺ひつぎで凍結させる。『特別な振る舞い』をするお前を殺す事はできなくても、お前をそのまま閉じ込められる事は過去の歴史が実証しているからな。そうやって保存してから、あの『魔神』を招く餌になってもらおう」

　そこまで言って。

　魔ま術じゆつ結社のボスは、わずかに黙だまった。

　その手に杖を構えたまま、学園都市第一位の超能力者レベル５の力さえ強引に逃がし切った怪物の四し肢しを切断するほどの力を蓄たくわえたまま……やがて、バードウェイはこう囁ささやいた。

　小さく。

　だが確かに。

「……もう大だい丈じよう夫ぶだ。これ以上、状況が悪化する事なんかないんだ」

　その、声に。

　フロイライン＝クロイトゥーネの、前髪に隠れたその顔が、微かすかに動いた。

　笑っているようにも見えた。

　辿たどる末路を想像していながら、いいや、だからこそ。

　彼女の表情を正面から見据えたレイヴィニア＝バードウェイもまた、あらゆる情を切り捨てて、最後の選択に続く一手を完かん璧ぺきな形で実行しようとする。

　その。

　直前だった。




　だんっ!!　と。

　フロイライン＝クロイトゥーネとレイヴィニア＝バードウェイの間へ割り込むように。

　何か巨大な塊かたまりが落ちてきた。




　前述の通り、多層陸橋は最上部の幹線道路から地下道までいくつもの層が存在する。上にある幹線道路から飛び降りれば、空を飛ばなくても今の現象は起こせるだろう。

　それは。

　かつて、レイヴィニア＝バードウェイが裏切った者の一人だった。

　右手に特別な力を宿した事で、否いや応おうなく世界の争いに巻き込まれた誰だれかだった。

　ツンツン頭の少年だった。

　誰の味方にでもなれる、小さなヒーローだった。




「よおバードウェイ。ちょいと仲直りケンカをしようぜ」




　上かみ条じよう当とう麻ま。

　彼はそうやって、いつも不幸をその身に纏まといながら、いつでも誰かの不幸の前に立ち塞ふさがる。

　たとえどれだけ傷ついていても。

　裏切られ、翻ほん弄ろうされて、その腹に銃弾で風かざ穴あなを空あけられていても。

　その右手を構え、誰かを背に庇かばう形で。
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「……なぁーんでさあ」

　御み坂さか美み琴ことは上階層の幹線道路上で軽く髪をいじりながら呟つぶやいた。

『一いち端はな覧らん祭さい』の特殊な人口分布のせいか、あるいはどこかの誰かが小細工をしているのか。不自然な程に交通量が消え去っていた。

「私がこんなわがまま聞かなきゃいけない訳？　女の子にケンカの片棒担かつがせるとかマジ？　ていうかわざわざ私が素直に指示に従わなくちゃいけない理由が一個も見当たらないんですけど」

　滑走路のように伸びて伸びて伸びるアスファルト。

　その先に、誰かがいた。

　頭には白鳥の髪飾り。丈の短いワンピースに無理矢理穿はいたようなズボンは良いとして、肘ひじや膝ひざを覆おおうプロテクターや防弾ベストはまるで鎧よろいのシルエット。挙げ句、その手には土木工事に使う鋼こう板ばんに無理矢理持ち手をつけたような不自然な大剣、クレイモアが下げられていた。

　歩くだけで剣の先せん端たん……というより『角』を使ってアスファルトの表面をゴリゴリと削り取る女性の名前はブリュンヒルド＝エイクトベル。

　殺意や攻こう撃げき性せいを隠そうともせず、金髪碧へき眼がんの女性は平へい坦たんな声で質問した。

「お前が私の敵か」

「判断しかねるわ」

　すると、美み琴ことの背後から声がかかった。

　背中合わせになっているのは、『グレムリン』の直接戦せん闘とう担当、雷神トールだ。

　彼は彼で、別の『敵』を見据えている。

「ミコっちゃんさあ」

「だから馴なれ馴なれしい！　アンタは一体誰だれなんだっつーの!!」

「……そいつらは寄ってたかって腹を撃うたれている上かみ条じよう当とう麻まをボコボコにして、倒れ伏した少年の目の前でフロイライン＝クロイトゥーネって女性をさらっていこうとしてる訳。さんざっぱら利用するだけ利用して、最後に殺してやるのが幸せなんつー事をフロイライン＝クロイトゥーネに囁ささやきながらな。さあてどうするねミコっちゃん。賛成か反対か、あるいは賢く見て見ぬふりか。アンタはどこに立ちたいんだ」

「……、」

　思わず美琴はため息をついた。

　うんざりしたように言う。

「……結局いつものパターンか」

「そゆこと」

「ハワイで消えてバゲージシティとかいうトコ行っても全く変わっていなかったのか」

「酷ひどい戦場だったとは聞いちゃいるが、それでも救えた命はあったらしいぜ。……これは人の事は言えた義理じゃねえっつーか、ほとんど盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいの領域なんだが、上条当麻は今その元凶となった一人とケリをつけようとしている最中だ。応援する？　邪じや魔まする？」

「チッ」

　言いたい事は色々ある。

　が、それらを諦あきらめるように、美琴は軽く舌打ちした。

　彼女は見ているからだ。ハワイ諸島での一件が終わった直後、全すべてが誰かの思惑に乗せられたと気づいた時の、ある少年の苦悩の顔を。もがき、あがいて、何かの偶然まで働いて、やっと少年は自分の手で引き金を引かされた、一連の悪夢に決着をつけられる場面までこぎ着けた。同時に、ここを逃せば二度とやっては来ない、最初で最後の場面へと。

　ならば、自分はどう動くべきか。

　いいや、どう動きたいか。

　迷う必要はなかった。

　ズバヂィ!!　と、その前髪を中心に、青白い火花が散る。

　改めて、ゆっくりと近づいてくるブリュンヒルド＝エイクトベルを正面から見据える。

「貸し一よ」

「そーゆーのは上かみ条じようクンに言ってくんねえかな」

「……恥はずかしいから聞こえないトコで勝手に宣言してんのよ」

　軽く笑うと、背中合わせの雷神トールも己の『敵』に目を向ける。

　こちらはシルビア。世界で二〇人もいない『聖人』の一人にして、英国王室の巫み女こと護衛を兼ねる近この衛え侍じ女じよの中でもトップランクに属するエリート。身に纏まとっているのは瀟しよう洒しやで古風なメイド服ではなく、作業用のズボンやエプロン、ゴーグルなどである事が『様になり過ぎる』女性は、ともすれば豪快とも受け取れる笑みを浮かべている。

「そろそろ良いかい？」

「悪いね。待たせちまったみたいで」

「いやあ、全然。なかなか良いモノを見せてもらって満足しているさ。……ていうかホントに良いなあ。今回ばかりは私もそっち側が良かったよ」

「今からでも遅くはねえと思うけど」

「残念」

　ビュウン!!　と風を切る音が聞こえた。

　シルビアの手にあるのは、長い長いロープの束だ。

「羨うらやましくはあるものの、個人の事情なんぞで動いて良い状況じゃないって事くらいは理解しているつもりだよ」

「……小せえ野郎だな、俺の『敵』ってヤツは」

「それを言われると辛つらいがね。王様だの騎き士し様だのと違って、名誉のために戦えんのがメイドの辛い所だよ」

　激突は避さけられない。

　強者と強者の衝しよう突とつは、否いや応おうなく周囲へ破は壊かいを撒まき散らしてしまう。

　だが、無人に近いこの一ヵ所に集約するのであれば。

　同時多発的に街の隅々で、破壊を起こす張本人ですら誰だれを巻き込みどこまで広がっていくか、規模を予測できなくなる最悪の状況に比べれば。

「『投擲の槌ミヨルニル』……接続の最終確認。完了後に供給開始」

　呟つぶやいた直後に、雷神トールの目の色が変わった。

　物理的な意味で。

　その髪に、指先に、青白く淡い光が点ついていく。嵐あらしの海に帆はん船せんのマストに浮かぶセントエルモの火のように。これまでと違って、雷神トールは雷神トール以外の何かからその力を急激に底上げされていく。

　シルビアは口笛を吹いた。

「にゃるほど。本来はそういう使い方をする訳か」

「卑ひ怯きようだなんて言うんじゃねえよ。そっちも『聖人』と近この衛え侍じ女じよの二段構えだろ」

　告げながら、雷神トールは軽く右手を振った。

　その五指から、溶断ブレードに似た閃せん光こうが噴出する。




　ただし、一気に二〇メートルほども。




　ズヴォア!!!!!!　と空気を焼く爆音も気にせず、雷神トールは口を開く。虫を追い払う動作だけでビルを薙なぎ倒すほどの高火力を実現しながらも、雷神トールの顔はつまらなさそうだ。

　こんなものは力の一いつ端たん。

　底上げがどこまで進んだかを試すための実証試験の一つに過ぎない。

「手っ取り早く終わらせてもらうぜ。どぉーも小せえアンタと殴なぐり合ったって、面おも白しろいケンカにゃなりそうにねえからな」
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　一方通行アクセラレータと垣かき根ね帝てい督とく。

　学園都市第一位と第二位、名実ともにこの街で作られた怪物のトップランカーである二人は、多層陸橋の最下層である地下道で対たい峙じしていた。

　彼らには、フロイライン＝クロイトゥーネという共通項は存在しない。

　街の治安を守るとか、世界の平和を守るとか、誰だれかの陰いん謀ぼうに加担するとか阻そ止しするとか。そんな風な大層なお題目も存在しない。

　では、個人的な感情……例えば憎ぞう悪おなどが強く働いているのか。

　かつて一方通行アクセラレータは自分の知り合いである女性を垣根帝督の不意打ちによって殺されかけ、一方通行アクセラレータの怒いかりが生んだ暴走は垣根帝督の全身を叩たたき潰つぶし、死の淵ふちまで追い詰めた事実がある。

　が、それだけでは語り尽くせないだろう。

　根底にあるのは、一体何か。

　見据え、覗のぞき込み、深く観察して。

　なお、現代的なデザインの杖をつく一方通行アクセラレータは吐はき捨てるようにこう告げた。

「くっだらねェ」

「そういうものかね」

　垣根帝督は……全身の臓器の半分以上を別のものに付け替え、体を覆おおう皮ひ膚ふの色さえ人間とは全く別のものへと変わっていったため、本当に『そのもの』と呼んで良いのかどうかさえ分からなくなったその男は、意外なほど素直に返答する。

「単純だよ。単純なんだ。俺は地下深くに潜もぐっていた間に色々な事を強しいられた。それは屈くつ辱じよくの一言だったが、同時に得られるものも多かった。こうして、俺が俺の力だけで俺に足りなかったものを全すべて揃そろえられるほどにな。これは俺の中にはなかったものだ。全く新しいインスピレーションだ。すると、まあ、気になってくる訳だ。気になって気になってしょうがなくなってくる訳だ」

　囁ささやくように。

　訴えるように。

「俺はどこまで進んだんだ？」

　垣根帝督は。

　暗部組織からドロップアウトした事で特権を全て剝はく奪だつされた代わりに、あらゆるしがらみから解放された者の顔で、純じゆん粋すいな問いかけを行ってくる。

「俺の『未元物質』は、この世界でどこまで通用するんだ？」

　試すべき事は山ほどある。挑戦すべき項目は星の数より多い。だがその先頭に、最優先で片づけるべき事柄が君臨している。

　つまり。

　今の垣かき根ね帝てい督とくは、一方通行アクセラレータを超える事ができるのか、という命題。

　これを解決しない事には何も始められず、これを解決すれば全すべて終わったようなもの。

　しかし。

　だからこそ、第一位は一言でこう告げたのだ。

　くだらない、と。

「……本当に足りねェものを全て用意できたとしたら、オマエはそンな所に留とどまっている事もなかっただろォによ」

　学園都市製の能力を極きわめて何になる。

　誰だれかを倒して誰かが王座に君臨したとして、何が得られる。

　それは手段であって、道具でしかない。

　暴走した一方通行アクセラレータの攻こう撃げきをまともに浴びてなお命を繫つなぎ止め、地下に潜もぐって自由を取り戻すための方法をひたすらに模も索さくし、実際にこうして、肉体の復元や臓器の製造という一方通行アクセラレータにもできない『新しい可能性』を摑つかむ事までできて。

　そこまでやって、なお。

　垣根帝督という怪物は、守りたいと思える誰かを見つけられなかった。

　もしも。

　たった一つでも、それを見つける事ができていたら。

　惨みじめでも、無ぶ様ざまでも、もっと広く世界を眺めてそれを手に入れようとしていたら。

　学園都市第二位の怪物が振るう圧倒的で禍まが々まがしい『暴力』から、一字を消した『力』を獲得できたかもしれなかったのに。

「飽きたぜ、イイ加減に」

　吐はき捨てるように、一方通行アクセラレータは言う。

　何かに失望するような声こわ色いろだった。

「策は練ったか、用意はできたか、タイミングは待ったか、悪夢のような偶然に備えたか。……だが駄だ目めだ。今のオマエは俺が試してやるまでもねェ。くだらねェンだよ、圧倒的に」

「そう言うな」

　垣根帝督は嘯うそぶく。

　口元に、薄うすい薄い笑みを張り付けながら。

「語って聞かせた中に、場所が入っていなかったな。場所っていうのは大事だぞ。俺もわざわざここでお前を待ってやった。ああ、そうだ。もう一度言っておくが、場所っていうのは大事なんだ」

「あン？」

「お前にとっては懐なつかしい場所だろう？　いや、それとももう覚えちゃいねえのか。まあ数ある一つだ。あれだけさんざん好き放題やってきたお前が、いちいち覚えていなくたって無理もねえんだがな」

　一方通行アクセラレータに心当たりはなかった。

　そもそも垣かき根ね帝てい督とくと激突したのは、暗部組織である『グループ』だの『スクール』だの『アイテム』だのが一斉に激突した、あの一度だけだ。そこで第一位と第二位の勝敗も決した訳だが……その時、こんな地下道が舞台となった事はなかったはずだ。

　だが垣根帝督は言う。

　明確な、確信を持って。

「本当に覚えちゃいねえのか？　なかなかに薄はく情じような野郎だな。お前はこんなにも多くの命を奪っていったっていうのによ」

　何か。

　小さな棘とげのようなものが、一方通行アクセラレータの精神へ確かに刺激を与えた。

　だがもう遅い。

　学園都市第二位の超能力レベル５、『未元物質ダークマター』を操る垣根帝督は次のアクションを起こしている。

「ははっ！　ここも『舞台』だっただろうが！　お前が『最強』だ『無敵』だ言いながら、クローン人間相手に虐ぎやく殺さつの『実験』を繰くり返していた『舞台』の一つだろうが!!」

「オマエ……まさか……っ!!」

　垣根帝督が、足りない何かを補う力を獲得している事を思い出し、今さらのように叫ぶ一方通行アクセラレータ。

　しかし、その時にはもう変化は生じていた。

　垣根帝督の立っている場所を中心に、白い何か、液体とも固体とも言えない物質が一気に広がっていく。その表面が波打ち、盛り上がり、新しい形をもって仮かり初そめの産うぶ声ごえをあげていく。

　一方通行アクセラレータの良く知る外見だった。

　それは一人の少女を模した体細胞クローンを、さらに模した何かだった。

　妹達シスターズ。

　かつて一方通行アクセラレータが残ざん虐ぎやくな『実験』の過程で殺害していった者達。彼の罪の象徴。

　視界が。

　明確に、ぐらつくのを自覚する。してしまう。

　全く同じ顔をした数人の少女達は、小さく首を傾かしげ、自分の掌てのひらを眺め、感情に乏とぼしい瞳ひとみを動かし、各おの々おのが状況の確認をしているようだった。

　そして、その唇くちびるが動く。

　動く。

『ラーメンなる食べ物と遭そう遇ぐう、中でも最強は細ほそ麵めんのとんこつだとミサカは分析します』

『いやいや塩ラーメン麵めん柔らかめが美味だぶっ飛ばすぞこの野郎、とミサカは胸ぐらを摑つかみます』

『塩ラーメンと塩バターラーメンをいっしょくたにされては困ります、とミサカは雌し雄ゆうを決するため取っ組み合いに加わります』

　場違いに。

　無表情なままポカポカと殴なぐり合ってはおへそが見えたりスカートがめくれたりしている少女達だが、それが一方通行アクセラレータの神経をじりじりと炙あぶる。

　ただの人形じゃない。

　そこには人と何ら変わらない息遣いがあり、情じよう緒ちよの脈動があり、生命の温ぬくもりがある。

　それを……。

　それを。

「ああ、別にそのものって訳じゃねえよ」

　バチン！　と、何かが切り替わるように、唐とう突とつに無む邪じや気きな取っ組み合いが中断される。

　彼女達の首がぐりりと回り、それこそ無感動なカメラレンズの瞳ひとみで一方通行アクセラレータの顔を見据える。

　個人の信条を無視した巨大な何かが、強引に介入したように。

　まるで。

　何かの『実験』が始まろうとしているかのように。

「流石さすがの俺も完かん璧ぺきに死んでしまったモノまでは直せねえからな。同じモノを作る事はできても直す事はできねえんだ」

　垣かき根ね帝てい督とくが、ニヤニヤと笑いながら言う。

　本当に必要な物を手に入れていたとしたら、絶対に浮かべられないはずの笑みを。

「わざわざこの場所を選んだ『理由』ってヤツだよ。残留思念、なんて呼んじまって良いのかね。とにかくここら一帯にこびりついている情報を獲得して形を与えてみた。思念を読む方式も色々あるが、俺の場合はレコードとかＣＤとかと同じだな。物質の表面についた細かい凹凸を『未元物質ダークマター』でなぞって情報を取得する。……かつてここで起こった『何か』は目に見えない細かい傷を残していた。その振動の記録、断だん末まつ魔まを再生しているって寸法だ」

　所しよ詮せんは紛まがい物。

　ダビングされた悲鳴を繰くり返し流しているのと同じ。

　だが、その音は本物だ。

　最後の本物だ。

　たとえ何者かの思惑に利用され、醜みにくく翻ほん弄ろうされていたとしても。戸こ籍せきもなく、死亡届も存在せず、墓も遺骨も存在せず、カメラやセンサーなどの防犯装置の記録からも完全に抹まつ消しようされてしまった……理り不ふ尽じんに殺されたばかりか、生きていた証あかしを一つも残せなかった少女達の、本当に最後の最後の『証明』なのだ。

　これを『倒す』事が許されるのか。

　たとえそれを実現する力があったとしても、やってしまって良いのか。

　よりにもよって。

　その手で少女達の命を直接、無む慈じ悲ひに奪っていった、一方通行アクセラレータに。

　広大な世界に残っていた、たった一つの『証明』を打ち消してしまう事が。

「くくっ、上手に作用したみてえだな」

　笑う、笑う、笑う。

　第二位は、怪物のままに、相応ふさわしい『暴力』を撒まき散らす。

「学園都市製の能力は高い演算能力に左右される。普ふ段だんはそうとは思っていなくなって、知らぬ間に複雑な計算をこなしているもんなのさ。そいつを乱すには良い材料だ。手始めにやっておいて損はないだろう？」

「オ、マエ……」

　ここまでやって、まだ手始め。

　小こ手て調しらべ程度の軽い気持ちでこの所業。

「さあさあ『反射』の条件が乱れるか？　それとも、もっともっとぶっ飛んで『翼つばさ』でも出てくんのか？　何でも良いが楽しみだよ。俺の性能試験にとって、美味おいしい状況になってくれりゃあ良いがなあ！」

「オマエェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」




　　　　５




　上かみ条じよう当とう麻まはレイヴィニア＝バードウェイと真正面から睨にらみ合っていた。

　そうしながら、彼が実際に『向き合っていた』のはフロイライン＝クロイトゥーネだった。

「死んで終わりにしちまうのか」

「私、は……」

「お前の友達が誰だれかは知らない。お前が抱えてるものも詳しく分かるもんじゃない。でも、そんなのありなのか。何があっても友達を失いたくないと思っているお前が、その痛みを友達に与える事はありなのかよ」

「……、」

「いるんだろう、同じように。お前がそうやって誰かを守りたいように、お前を守りたいと思っている誰かが。お前が絶対に傷つけたくない誰かを思い浮かべられるように、お前に傷ついてほしくないと思ってくれる誰かが」

　敵は強大で、視線を外していられる余裕はない。

　だから、上かみ条じようは、背中に向けて言葉を放つ。

「だったら簡単に死にたいなんて言うんじゃねえ!!　生きて、あがいて、苦しんで、それでも摑つかめ!!　共に笑える結末を、そこに繫つなげられる方法を！　それはお前だけのためじゃねえ。そこまでして守りたかった誰だれかのためにも、必ずだ!!」

　それ以上の言葉は続けられなかった。

　レイヴィニア＝バードウェイが、無言のままに動いたからだ。

　見た目には、手にした杖つえを軽く横に振っただけだった。

　しかし実際には、その杖はいつの間にか剣に変わっていたし、生み出された圧倒的な暴風は、上条とフロイライン＝クロイトゥーネの間に割って入り、競技場のように巨大な陸橋を丸ごと切断してしまった。

　ごごん!!　と。

　切断面を端はしにして、橋げたで支えられた陸橋がシーソーのように傾かしいだ。上条とバードウェイはそのまま下層、地上部分まで滑すべり落ちる。

「……間抜けな野郎だ」

　吐はき捨てるようにバードウェイは言う。

「フロイライン＝クロイトゥーネは、お前が思っているような『人間』じゃあない。生まれてきた時に足りなかったのか、あるいは持ち物が多過ぎて妙な振る舞いをするようになったかは知らんが、元の構造からして私達には理解の及ばない領域にある」

「そうかい」

　上条は気軽な調子で切り返す。

　そこから、踏ふみ込む。

「複雑な理屈とか難解な理論とか知らないけどさ、俺には、友達とやらを必死になって守ろうとしている女の子に見えるよ。適当に言い訳して、安易な方向に流れて、全部諦あきらめちまった方が簡単だったろうに、何かに耐えて、流されないように二本の腕でしがみついて、ずっとずっと苦しいのを我が慢まんしてきた女の子にしか見えねえよ」

「……、」

「そして、それだけありゃあ十分だ。『グレムリン』とオッレルス側の争奪戦？　特別な『槍やり』を作るための最後のピース？　……知らねえよそんなもん。友達助けるために命まで投げ出そうなんて馬ば鹿かげた事を本気で思い悩んでる女の子が目の前にいるんだ！　手を差し伸べねえ理由は何にもねえだろうが!!」

　叫びながら、かつてファストフード店で雷神トールに言われた事を、上条は思い出していた。

　何だか小さくまとまっちまったなあ、俺の敵ってヤツは。

　その通りだと、上条はようやく言われた事の意味を理解した。失敗を恐れて、できる事さえやらないなんてのは自分のやり方じゃない。騙だまされ、利用されて、さんざんに使い倒された事もあったが、それでもあの頃ころには小さな力があった。たとえ誰だれかが用意したレールの中を走っていたに過ぎなかったとしても、必死に伸ばした手で、誰かの手を摑つかむ事はできた。

　大局的な勝敗が何だ。

　先を、奥を、見据えた判断がどうした。

　そうやって大きなものに目を向けた結果、知らず知らずの内に巨大な足で何かを踏ふみ潰つぶしている事さえ気づかなくなるような、そんな存在になる事を望んでいたとでも言うのか？

「あいつは言っていたよ。『機能』がどうとか『脳の捕食』がこうとかブツブツ呟つぶやいていたけど、そんな中で確かに言っていた。あの子の脳を食べたくないって。だったら後は俺の判断だ。手を貸してやりたいって思うのが人情ってヤツだろう」

「……その言葉さえも、単なる模造品だとしてもか？」

　突き刺すように。

　冷れい酷こくに、鋭えい利りに、バードウェイは言葉を差し込む。

『敵』として。

　上かみ条じよう当とう麻まの芯しんを、本気で叩たたき折るために。

「お前は勘かん違ちがいしているよ。お前は根本的に勘違いをしている。フロイライン＝クロイトゥーネに自分と同じような心がある事、自分と同じような仕組みで心の仕組みが回っている事、そんな風に信じている事がな」

「なに？」

「善悪とか好こう悪おとか、そういう問題じゃない。そもそも単なる原理の問題で、フロイライン＝クロイトゥーネは私達とは『違う』んだ」

　バードウェイは、剣を軽く振る。

　それはいつの間にか、杯さかずきの形へと変化を遂とげている。

「あれは思っているように『見えるだけ』の生き物だ。こうしている今も、歴史上の文献に名前を残している間も、ずっとずっとな」







　その生き物には、複雑にものを考え、深い情じよう緒ちよを胸の内から湧わき上がらせるような『機能』は存在しなかった。

　複雑なＡＩを搭とう載さいせずとも挙動を制御し判断能力を獲得するための、ロボット開発の一部門としても取り扱われている、昆虫をさらに簡略化した単純思考の連続。

　熱い所よりは涼しい所。

　寒い所よりは温かい所。

　そういった二者択一を次々と繰くり返していく事で、膨ぼう大だいな知識や経験がなくとも、自然と『生きやすい、住みやすい環境』を追い続ける方式である。

　苦い物よりは甘い物を食べる。

　暗い所よりは明るい所を選ぶ。

　硬い布よりは柔らかい布を着る。

　数千数万の二者択一を重ねていく事で、その生き物は生活に最適な場所を住み家として、最適な食べ物を口にし、最適な衣類を身に纏まとう事ができた。そうやって快適な方へ快適な方へと進んでいく内に、その生き物はやがて一つの二者択一に差しかかる。

　人間、という生き物。

　その真ま似ねをする？　しない？

　生き物は一つの選択を行ったが、失敗した。一つの集落の中で生きていくにしては、その生き物はあまりにも頑丈過ぎたのだ。それは誰だれの害にもならなかったけど、異物として扱われるには十分な理由だった。

　牢ろうに入れられ、『魔ま女じよ』として扱われながらも、その生き物の二者択一は続く。

　そう。

　周囲の人間の真似をする事が、集落としての恩恵を受けられるように振る舞う事が、その生き物にとって快適に生活できる道のりだと判断されていたからだ。




　……優しい神しん父ぷ様は仰おつしやられました。




　もう一度繰くり返しておくが、その生き物には複雑に思考を張り巡らせる『機能』も、胸の内から深い情じよう緒ちよを溢あふれださせる『機能』も存在しなかった。

　彼女は常に目の前にある事象を二者択一し、快適な方へと進む『機能』しか獲得していなかった。

　ならば。




　……優しい神父様は仰られました。




　過去の古い文献の中に登場する、微笑ほほえむ女性の像はどこから来たものか。数多あまたの拷ごう問もんや処刑で徹てつ底てい的てきに痛めつけられ、それでもたった一滴の血も流さず、常に微笑みながら自分はただの人間だと言っていた女性は何だったのか。

　答えは簡単。

　彼女はやはり二者択一を実行していたのだ。

　牢の中で。

　同じように、集落から拒絶され、『魔女』として理り不ふ尽じんな断罪を受けていた女性達を観察し、その様子を真似する事で。

　私はただの人間だ。

　決して邪じや悪あくな『魔ま女じよ』じゃない。

　そう訴え続けていた女性達の断だん末まつ魔まを、驚おどろくほど純じゆん粋すいな目で、ただ観察していた。

　その生き物。

　フロイライン＝クロイトゥーネとは、つまりはそういうモノだった。

　思う事があったから、言葉を口にしていた訳ではない。

　神しん明めい裁判を信じていたから、傷がつかない自分は人間だと主張していた訳でもない。

　ただの二者択一。

　イエスかノーか。

　０と１との連れん鎖さ。

　それがたまたま、人間と同じように考え、人間と同じように感情を噴出させるモノに似せて振る舞っていただけ。もしも彼女の前に人間の集落ではなく、ライオンの群れがいたのなら、獣けものの真ま似ねをする事で集団からの恩恵を手に入れようとしていただろうという、そんな話。

　真相は。

　あっけないほどシンプルで、単純だからこそ悪お寒かんが走るものでしかなかった。







「結局さ」

　語るバードウェイは、手の中の杯さかずきを弄もてあそびながら目を細める。

「中身がないんだよ。どれだけ言葉を尽くしても、歯を食いしばって涙を堪こらえても。そこに至るまでの原動力が何もない。それがフロイライン＝クロイトゥーネって生き物だ。……そんなものを信じられるのか？　大体『機能』なんてものは人の心で封じる事もできる。だが意思という塊かたまりを持たないそいつはただ使う。二者択一が、０と１のパターンがほんの少しズレただけで、あれはそれまで友達だって思っていたものを躊ちゆう躇ちよなく捕食する生き物なんだぞ。単純思考の連続の中で、快適な方へと流れていくためだけに」

「信じるよ」

　しかし。

　上かみ条じよう当とう麻まはそこまで聞いて、なお即答した。

　さしものバードウェイも目元が引きつる。その間にも、上条は言う。

「もしも生き物が生きていくために最適な選択を二者択一で続けていった末に獲得した答えが、『友達を傷つけたくない』っていう言葉だったとしたら……。そこまでにどんな過程があったなんて関係ない。そんな優しい答えを導き出せる『人間』だったのなら、俺はフロイライン＝クロイトゥーネを信じられるよ」

「……お前は、プログラム制御で表情を作る、鉄やプラスチックでできた人形にまで感情移入するのか!?　脇わき腹ばらに弾丸を受けてまで、まだ人間の形をしているだけのモノを庇かばい続けるとでも言うつもりか!?」

「ああ。人間と同じように笑って、人間と同じように泣いて、人間と同じように誰だれかを思いやって、人間と同じように誰かを守ろうとしているモノが今まさにスクラップにされそうになっているっていうなら、俺は拳こぶしを握れるよ。素材が何でできているかとか、頭の中の仕組みがどうなっているかなんて関係ない。そんなのは、もう、怪物でも異物でもないだろう。人の心を理解するだけの頭があるくせに、平気な顔して誰かを騙だまして傷つけて喜んでいるようなヤツの方がよっぽど恐ろしいよ」

「……、」

　ただの仮定の話では終わらない。

　実際、上かみ条じようが出会ってきた者の中には複雑な事情を抱えている場合も少なくなかった。中にはＡＩＭ拡散力場の集合体によって形作られた少女や、多数の体細胞クローン人間によって構成されるネットワークで全と個の相互干かん渉しようを起こしている者までいた。

　でも、だったら何だ。

　構造や構成が違っていたからと言って、彼女達の本質に何か違いがあるのか。

　それを切り捨てる事が、人間らしさとやらとどう繫つながるというのだ。

「そう思ったから、お前もフロイライン＝クロイトゥーネを闇やみ討うちしなかったんじゃないか」

　上条は、挑いどむように言う。

　確信を持って。

「きちんと正面に立って、本質的に思考の根幹が違うと知っていながら言葉をかけて、フェアな態度を貫いたのは何な故ぜだ。それはお前が、フロイライン＝クロイトゥーネの心に配はい慮りよしたからじゃなかったのか!!」

「黙だまれ」

　ゾゾゾザザッ!!　と、バードウェイの周囲で大量の水が生じた。それは彼女を中心に、渦を巻くように全周に壁を作り出す。

　冷れい徹てつな瞳ひとみのまま、水を司つかさどる象徴武器シンボリツクウエポンを前方へ突き付け、魔ま術じゆつ結社のボスは言う。

「あれに私達とは系統の違う心があったとしても、やるべき事は変わらん。『グレムリン』を壊かい滅めつするためには、『槍やり』の製造を妨ぼう害がいする必要がある。それができると示す事で、中心で高みの見物をしている『ヤツ』を動かす。この情報を摑つかむために多大な犠ぎ牲せいを強しいてきた。魔ま神じんオティヌスは、確実におびき出して撃げき破はする。これが最優先だ」

「結局、そこに行きつくのか」

　改めて拳を握り直しながら、上条は呟つぶやく。

「でもバードウェイ、それは多分、方法からして間違ってるよ」

「……どういう意味だ？」

「たとえフロライン＝クロイトゥーネを捧ささげる形でオティヌスを倒して、精神的な支柱を失った『グレムリン』が空中分解したとしても。みんなを騙だまして傷つけるような最短最速なんて、ただ疑心暗鬼の相互不信を生み出すだけだ。それでお前が、お前の率いる『明け色の陽ひ射ざし』が、『グレムリン』以上の怪物になっちまったら何の意味もないんだ。世界は、お前が守りたかった人達は、ただ敵の名前が変わったって思うだけなんだよ。そこには平和な日々なんてありえない」

　だから、と。

　そこで終わらせず、言葉を続けるために、上かみ条じようはそう告げる。

「ケリをつけよう。お前の決意をそんな最悪な結末に結び付けないようにするため、お前に全すべての悪役を押し付けないようにするため、ここできちんと止めてやる!!」




　　　　６




　多層陸橋の最下層である地下道。

　かつて命を奪われた同じ顔をした少女達、その形を持った真っ白な何かが一方通行アクセラレータ目がけて勢い良く突とつ撃げきしていく。その速度はオートバイに匹敵するほど素早く、時には壁や柱まで蹴けって襲しゆう撃げきのコースを確保していく。それは当然、元あった少女達にはできない事だ。しかし同時に、一方通行アクセラレータには容易に想像がついてしまう。

　もしも、妹達シスターズが『未元物質ダークマター』で作られた肉体を手にしていたら。

　こんな風な戦術を選択するのではないか、と。

（……ク、ソが……ッ!?）

　視界がぐらつく。頭の後ろの辺りがチリチリとした痛みを発する。

　目の前に広がる景色の中から、必要なベクトル制御用の『演算』を即座にこなす。体勢を低くし床を滑すべるように、視界の外から回り込むように、あるいは柱を蹴って上方から同時に襲おそいかかる少女達の動きを完全に把は握あくする。

　できているのに、反撃には活いかせない。

　珍めずらしく……本当に学園都市第一位の怪物にしては珍しく、純じゆん粋すいに体を振って回かい避ひ行動に移る。様々な方向から振るわれる細腕の同時攻撃を、ギリギリの所でかわし逃れて距きよ離りを取ろうとする。

　相手の攻撃を受けるのが怖いのではない。

　確かに、『未元物質ダークマター』で作られている以上、その拳こぶしは壁面破は壊かい用の大型ハンマーよりも重たい鈍どん器きとなり、その爪つめは指と同じ太さのワイヤーを軽々と断ち切るワイヤーカッターよりも強く獲物を引き裂さく力を持っているはずだ。

　しかし。

　彼がとっさに回かい避ひしたのは、自分の肉体が引き裂さかれる可能性ではなかった。

　その逆。

　自分の持つ『反射』が、彼女達の手足を砕くだいてしまわないか、といった問題からだ。

　当然。

　そんな甘さが許される状況ではない。

　少し離はなれた所に立っていた垣かき根ね帝てい督とくは、その右手を軽く正面へかざした。

「隙すきだらけだ」

　ドンッ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　垣根帝督の真っ白な腕全体が、巨大な翼つばさへと変じる。その翼を構成する無数の羽が、鋭するどい刃に変じる。爆発的な射出があった。より正確には、槍やりのように凄すさまじい勢いで伸長し、所々で折れ曲がりつつ、様々な角度から一斉に一方通行アクセラレータを取り囲んで襲おそいかかったのだ。

　間にいた妹達シスターズの隙すき間まをかいくぐるように、どころではない。

　易やす々やすと貫いていた。

　回避が追い着かず、ぐらつく思考の中で『反射』が完かん璧ぺきに働かなかったのか、槍の一つが肩口を浅く削り取る。ぐるん!!　と一方通行アクセラレータの体が空中で錐きり揉もみ状に回転する。かろうじて倒れる事だけは避さけ、爪つま先さきから着地した彼は……そこでようやく惨さん状じようを理解した。

　まるで昆虫だ。

　細長く鋭いピンで、壁に縫ぬい止められた昆虫。

「あ、ァ……」

　ぎっぎっぎちぎちぎちぎち……という奇怪な音が続いた。

　胴体を、手足を、あるいは首を。無理矢理に貫かれ、空中で動きを封じられた状態で、なお妹達シスターズの形をした何かが規定通りの動作を繰くり返している音だった。痛みを訴えるでもなく、恐怖に顔を引きつらせるでもなく。使い捨てられた事にさえ気づかないまま、主の命令を忠実に執行する、どうしようもない人形がそこにいた。

　その有り様に、一方通行アクセラレータの顔が不ぶ気き味みに蠢うごめく。

　どうしても、どうあっても、思い出してしまう。かつて、実験動物として取り扱われ、学園都市最強の怪物に躊ちゆう躇ちよなく貪むさぼり食われていった彼女達の面おも影かげを。

「クッソ野郎がァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　視界が眩くらむ。

　そんなに弄もてあそぶなら、同じようにしてやる。

　そこまで考えた一方通行アクセラレータの目の前で、垣根帝督は伸長させていた無数の槍を引っ込める。繫つなぎ止められていた白い少女達が再び自由を取り戻し、まるで怪物を押し留とどめるように壊こわれた体を引きずって襲いかかってくる。

「お前の事はより深く調べたよ。何しろ、考える時間だけは有り余っていたもんでな」

　笑いながら。

　第二位のバケモノは告げる。

「でもって、駄だ目めだよなあ。お前の方法じゃ駄目なんだ。……確かに一見すれば贖しよく罪ざいを受けているように見える。ミサカネットワークとやらの総意を汲くんだ上位個体から許される形でな。だが、それは完かん璧ぺきな意味を持っていない。それはお前自身がよぉーく分かっているはずだ」

「……ッ!!」

　蹴け散ちらす事もできず、倒される訳にもいかず、一方通行アクセラレータは回かい避ひを強しいられ続ける。

「何しろ、お前達の持論じゃあ妹達シスターズはミサカネットワークという総体を持ちながら、個々の端たん末まつにも人格を認めなくっちゃならないみたいだからな。総意が認めた？　だから何？　殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない。考えてみりゃ当然の話だよな」

　言葉で抉えぐる。

　毟むしり取る。

　空気中を伝わる振動などいくらでも遮しや断だんできるはずなのに、本物の悪意が宿る声は望む望まざるに拘かかわらず人を引き付け、意識をこじ開け、強引に潜もぐり込んで心へ突き刺さる。抜けない棘とげは冷静さを少しずつ奪っていき、強大な力を制御する計算式に乱れを生じさせる。

「お前が本当に許されたかどうか、それを確かめる術すべはもはやない」

　垣かき根ね帝てい督とくの術中が一方通行アクセラレータを包囲する。

　緩ゆるやかな言葉による檻おりが。

「そんな中で、殺された当人を知る事ができるかもしれない最後のピースが『それ』だ。この世界に残った最後の個人情報。でも、まあ、良いんじゃねえの？　叩たたいて壊こわして闇やみに葬ほうむっちまえば、お前の罪はそこで消えてなくなるんだから。疑わしきは罰ばつせずだよ。誰だれにも分からない事だから何にも問題なんてなかったんだ。そう結論付けて、元あった穏おだやかな世界にでも帰れば丸く収まっちまうだろ」

　ザリザリザリザリ!!　と。

　言葉の端はしが聞こえなくなるほどに、一方通行アクセラレータの意識が揺さぶられる。

　垣根帝督の緩やかな声が、彼の神経をさらに炙あぶる。

「まあ、そんな訳だ」

　あまりの怒いかりにぐらりと体のバランスまでも失われそうになる。そうして、そこまで追い詰められて、ようやく気づいた。能力の制御どころか、もはや自分自身が普ふ段だん意識していない、脳の傷ついた今の体を支える二足歩行用の演算までも乱された事に。

「罪の標しるしに押し潰つぶされて死ねよ、第一位むしケラ」

　そのチャンスに、妹達シスターズと同じ形をした白い少女達が殺到する。大型ハンマーやワイヤーカッターに匹敵する無数の腕が一斉に突き出される。

　それでおしまいだった。

　そのはずだった。

　しかし。




　ゴッ!!!!!!　と。

　突とつ如じよ、壁を突き破った莫ばく大だいな閃せん光こうが白い少女の一人を薙なぎ倒す。

　あれだけ身を危険にさらして、それでも相手を傷つける事をためらった一方通行アクセラレータの目の前で。




　呆ぼう然ぜんとした。

　思考が白く焼き切れたかと思った。

　縁がオレンジ色に輝かがやく壁の大穴から顔を覗のぞかせたのは、やはり一方通行アクセラレータや垣かき根ね帝てい督とくと同様に、この街の最さい先せん端たん技術が生み出した怪物の一人だった。

　麦むぎ野の沈しず利り。

　学園都市第四位。『原子崩しメルトダウナー』の異名を持つ女。

　新たな脅きよう威い、敵性分子が生じた事で、白い少女達は襲しゆう撃げきの手を止め、両面攻撃に対処するために布陣を変更させていく。

　それらを無視して麦野はくだらなさそうに告げる。

「おいおいどうした第一位。くたばりたいなら勝手にすりゃ良いが早くしろ。こっちはつまらん順番待ちさせられるとイライラする性しよう分ぶんでさ。ご覧の通りぶっ放す事になったが悪く思わないように。こりゃアンタのせいよ、こんなもん相手にモタモタしやがって鬱うつ陶とうしい」

　頭が。

　灼しやく熱ねつの痛みを発した。その勢いのままに一方通行アクセラレータは叫ぼうとする。

「オマエ……ッ!!」

「どこに向かってキレてんだよ怪物ちゃん。アンタ、完全に向きを間違ってるって分かってんの？」

　最さい先せん端たんのテクノロジーで作られた人差し指を軽く振って、麦野は続ける。

「殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない。そこのそいつが言った通りだろうがよ。残留思念に形を与えた？　断だん末まつ魔まを再現する蓄音機？　知るかよそんなの。それは『本物』なんかじゃないでしょ。ただ単純に、死体の骨に粘土を塗りつけて人体模型を作っているだけだ」

「……、」

「世の中には、本当に死者の想おもいを想像して、涙を浮かべる事ができる人間もいるかもしれない。死者がやり残した事を見つけ出して、それを引き継いで完成させる事ができる人間だっているかもしれない。そうやって死者を救える人間だっているかもしれないが、それは『闇やみ』に浸って人を殺してきた私達にできるような事じゃない」

　どうしようもない事を、麦むぎ野のは言う。

　突き付けるように。

　ただし、そこでは終わらない。

「死者は生き返らない、どんなテクノロジーを使っても。これは心しん肺ぱい蘇そ生せいの話だけど、心臓が止まっただけの人間と明確に死んでしまった人間は別物なのよ。……こんな簡単な手に引っかかってる事自体、アンタ、かなり世界に甘えてんだな。ひょっとしたら、自分が殺した誰だれかは生き返るかもしれない。そうしたら自分が誰かを殺した罪も帳消しになるかもしれない。そんな願望抱いだいて呼吸してんのかっつーの」

　未明の事だ。

　麦野沈しず利りは、学園都市暗部が用意したと思われる『フレンダ＝セイヴェルンと瓜うり二ふたつの誰か』から襲しゆう撃げきを受けた。その際、躊ちゆう躇ちよなく『原子崩しメルトダウナー』で粉ふん砕さいしたのにはこういう心情がある。

　死んだ人間は生き返らない。

　殺された人間の気持ちは殺された人間にしか語れない。少なくとも、『闇やみ』で手を汚よごしてきたような人間には、絶対に。

　もしも。

『そういう風に見える何か』をセッティングされたとしたら、それは、まだ生きている人間が、死んでいる人間の気持ちを勝手に語って、自分に都合の良い利益を得ようとしているのだと。

　それこそが冒ぼう瀆とく。

　咎とが人びとさえも怒いかりを覚えても良い、最悪の一手だと。

「アンタの事はクローン絡がらみのレポートで読んでる」

　麦野はあっさりとした調子で、

「ただ殺した私と比べりゃ随ずい分ぷん可愛かわいいもんね。複雑で、難解で、言い訳の余地がある。それでもアンタは多分私と同じで地じ獄ごくに落ちるが、地獄に落ちるまでの間にやれる事は残ってるかもしれない。……アンタこれからどうすんの。オレサマは死者の本音と向き合い改めて復ふく讐しゆうを受ける事で奇き麗れいな体で死ねるんだーとか自分に酔よっちまうもよし。死者の墓を掘り返して骨を取り出し、好き勝手肉付けして遊んでやがるクソ野郎から、死者の尊厳と安息を取り戻してやるのもよし。どうせアンタのくだらない人生よ。好きに選びな馬ば鹿か野郎」

「……分かってる」

　嚙かみ潰つぶすように、一方通行アクセラレータは言葉を漏もらす。

「ンなモン本当は分かってンだ。こンなのは、自分で自分の傷を舐なめているだけだって。あれが本物らしく見えてンのは、俺が自分の傷を重ね合わせて見ているからだってのも」

　それでも、と。

　一方通行アクセラレータは、自みずからの傷を開き、どす黒い血を溢あふれださせるように。

　一番の痛みに、敢あえて触ふれる。

「あれは、あいつらは、俺が殺した『人間』の最後の証明なンだ。どれだけ醜みにくく利用されていても、この世界に生きていたって事を示す、俺が奪っちまったモノの存在を示す最後の証明なンだよ!!」

「……だったらなおさらでしょ」

　麦むぎ野のは吐はき捨てるように言う。

「それしか証明がないっていうなら、それが誰だれかの生きた全部だっていうなら、その誰かっていうのは、全部を奪われて利用されて操られているってだけじゃんか。それで納得できるっていうなら、死者じゃなくてお前が納得できるっていうなら、もうさっさと殺されちまえよ負け犬。後は私が全部終わらせてやる」

　彼女は別に、誰かに道を諭さとすためにこんな事を言っている訳ではない。

　そもそも、そんな資格があるほどまっとうな道も進んでいない。

「自分が奇き麗れいなままで終わろうなんて思ってんじゃない」

　それでも、気に喰くわない事は存在する。

　だから告げる。

「死者を奇麗に終わらせるために、その手を汚せっつってんの。殺された人間の気持ちは殺された人間にしか語れないが、死者のためを思って自分の意思で行動できるのは生きている人間だけよ。……それを拒絶して逃げるのは、真っ当でも平和主義でもない。ただの臆おく病びようでしょ」

「……、あァ」

　本当は、分かっていた。

　ここで傷を負って、無ぶ様ざまに倒れて、命を奪われたとしても。すでにどこにも存在しない死者が何かを想おもうはずがない、と。誰かが誰かを殺すというのは、そういった当たり前の『機能』さえ奪うからこそ、禁きん忌きとされているのだと。

　ただ、覚悟が必要だっただけだ。

　彼の精神を根本から支えていた出来事に、改めて疑問を持たなくてはならない事に。

　たとえ、ミサカネットワークの総意に受け入れられたとしても。

　打ち止めラストオーダーという特別な個体に許されたのだとしても。

　それで、何かが終わった訳ではないと。

　でも。




　そんなものは、今も弄もてあそばれる死者を見捨てる理由になりはしない。




「……壊こわしてやる」

　一方通行アクセラレータは、ポツリと呟つぶやいた。

　それはやがて大きな、力を持った声に変わっていく。

「もォ大丈夫だ。もしも、『オマエ』が証明を求めるンなら、俺がその爪つめ痕あとになる。世界に大きく食い込ンで、消えねェ傷を残して、俺っていう怪物の犠ぎ牲せいになった『オマエ』がここにいた事を示してやる。こンな歪ゆがんだ記録はもォいらねェ。俺達みてェな、どす黒い科学の手が届かねェ所に還かえって良いンだ。だから……俺が全部終わりにしてやる!!」

「へえ」

　ようやく。

　薄うすく笑いながら傍ぼう聴ちようしていた垣かき根ね帝てい督とくが口を開いた。

　いつでも暴力的に横よこ槍やりを入れられたはずなのに、敢あえて観覧していたその男が。

　舞台上の演劇が終わり、劇場内の照明が点灯した直後の観客席のざわめきのように。

「そうやって納得するんだ？　しちまえるんだ？　殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない。だから分からなくても良いんだなんて結論で封じ込められるんだ？」

「アンタにゃ一生分からんよ。死者の気持ちを勝手に語って儲もうけ話にしようとするだけで、死者に対する自分の気持ちってヤツと向き合えない人間には。馬ば鹿かって死んでも治らないんだっけ？　そういう意味じゃ、アンタは惨みじめよ。強いのに、惨め。素直に死んでいた方が良かったかもね。そうすれば、かつてこの第四位を圧倒した高位能力者、で人生を締しめくくれたものを。引き際ぎわ間違って落ちぶれやがって」

　麦むぎ野のは面おも白しろくもなさそうな調子で応じた。

　その掌てのひらに、異様に眩まばゆい光が生み出される。

「……それに、私としても用がないって訳じゃあない。深夜にあったフレンダもどきの襲しゆう撃げき。同時期に一番活発的に動いていた『闇やみ』がアンタで、しかも死者を弄もてあそぶ『趣しゆ味み』まで似通ってる。何のつもりか知らないけど、あいつの墓を暴いた落とし前はつけさせてもらうぞクソ野郎」

　破は壊かいに特化した第一位と第四位。

　永遠に増殖する創造性の第二位。

　両陣営に分かれた怪物達は互いに睨にらみ合い、そして直後に躊ちゆう躇ちよなく激突する。




　　　　７




　多層陸橋の最上部、不自然なほどに車の存在しない幹線道路では、御み坂さか美み琴こととブリュンヒルド＝エイクトベルが向き合っていた。

　これもまた、歴史的な瞬しゆん間かんなのかもしれない。

　片や科学サイドの手で製造されたトップランカー、超電磁砲レールガンの御坂美琴。

　片や魔ま術じゆつサイドの中でも極きわめて希け有うな先天的素質を持つ『聖人』のブリュンヒルド＝エイクトベル。

　その激突。

　偶発的に起こしてしまうにしては、魔ま術じゆつサイドにしても科学サイドにしても、あまりにも『大きなもの』にまで影えい響きようが伝でん播ぱしかねない戦せん闘とうだった。

　とはいえ、戦況は圧倒的だ。

　いかに学園都市製の能力者が高性能だろうが、ブリュンヒルド＝エイクトベルはただでさえ十字教における特異体質『聖人』を秘めた人物である。加えて彼女は同時に北欧圏における特異体質『ワルキューレ』をも兼ねた逸いつ材ざい。二つの力は互いを相そう殺さいし、まるで月の満ち欠けのように振るえる力の上限は周期的に変化していくのだが、今は時期的に見て何の問題もない。

　細かい戦力、それ以前の問題として。




　そもそも、ブリュンヒルド＝エイクトベルは。

　最初の一歩目からトップスピードを叩たたき出し、その体は音速を超える。




　ッッッドン!!!!!!　と、爆音が炸さく裂れつした時にはもう遅い。

　体感的には、すでにブリュンヒルドの体は消えている。その上、音より速く動く以上音を聞いて何かを判断するのでは何も間に合わない。

　真正面から美み琴ことの懐ふところまで踏ふみ込んだブリュンヒルド＝エイクトベルは、片手に下げたクレイモアを、下から上へ勢い良く振り抜く。

　その上、彼女は手首をひねり、長大な剣を『寝かせてから』振るっていた。

　普通なら、剣の刃が当たらないように配はい慮りよしたと思うかもしれない。だが状況が違う。ブリュンヒルド＝エイクトベルは音速超過での移動を可能とし、さらにクレイモアは鉄板にグリップをつけたような巨大な剣だ。

　刃を寝かせて使えば、それは鋼はがねでできた巨大な扇おうぎのように機能する。

　音速超過時に生み出される莫ばく大だいな衝しよう撃げき波はを巻き起こす、圧倒的に暴力的な扇として。

　それで終わりだ。

　脂肪や筋肉を外側から叩き潰つぶす事はもちろん、鼓こ膜まくも肺も気管も、体の内側からメチャクチャに破は裂れつさせる事になる。

　しかし、

「にゃろ……ッ!!」

「ッ!?」

　直撃の前に反応された。

　ゴグン!!　という鈍にぶい音が足元から響ひびいた。ぐらりと足元が揺れる。高架状の幹線道路は橋げたごとにブロック化されているが、そのブロックを丸ごと一個磁力で操って、シーソーのように揺さぶったのだ。

　クレイモアの一いち撃げきがすっぽ抜けるように目測を誤り、あらぬ方向へソニックブームを叩たたき出してしまう。幹線道路沿いのビルのガラスを粉々に砕くだいていく。

（……広義における電気系？　となるとレーダーか、いやこれは……ッ!!）

　路面に、薄うすく広く砂鉄がこびりついていた。

　たとえ動体視力の限界を超えた移動を行っても、ブリュンヒルド＝エイクトベルが歩んだ道のりは、その足跡は、全すべて相手に洩もれていたらしい。

　御み坂さか美み琴ことはそこに留とどまらない。

　指を鳴らして叫ぶ。

「吞のまれろ!!」

　全方位から、砂鉄が持ち上がる。

　それは高速振動する長い暗殺針の嵐あらしと化して、三六〇度全方位からブリュンヒルド＝エイクトベルへと襲おそいかかる。

　対して、ブリュンヒルドは大剣クレイモアを両手で摑つかみ直し、ジャイアントスイングでもするようにその場で一回転する。

　ゴッ!!　という爆音が後から炸さく裂れつした。

　凄すさまじい速度で空気が攪かく拌はんされ、生み出されたソニックブームは強大な磁力で操られているはずの凶器の群れを、より凄まじい力で薙なぎ払い、形を奪い、吹き散らしてしまう。

　高架道路内の鉄筋を操り、目の前に分厚いコンクリートの壁を作る事で衝しよう撃げき波はをやり過ごした美琴は、散らされた砂鉄を再び磁力でかき集めながらも、次なるターゲットを見定める。

「その剣!!」

　返す一撃で美琴の首を狙ねらうブリュンヒルド＝エイクトベルのクレイモアが、宙の一点でビタァ!!　と停止する。

　が、それも一秒に満たない。

　引っかかりが外れたように、強大な磁力をまたも無視して、ブリュンヒルドの凄まじい腕力は強引に大剣を水平へ振り抜いていく。

　しかし、

「一秒あれば……十分!!」

　狙いは定まった。

　美琴の前髪から、青白い火花が飛び出す。

　ズバヂィ!!　という空気の弾はじけるような轟ごう音おんと共に、鋼はがねでできたクレイモアへ雷撃の槍やりが直撃した。流石さすがに今度こそ、ブリュンヒルドも無視できなかったらしい。刃物を通じて手首から全身へと、高圧電流の奔ほん流りゆうが貫いていく。

　その間に、美琴は左手を振るう。野球におけるサイドスローのような動き。

　掌てのひらをなぞるように、巨大な塊かたまりが追う。

　鉄筋に巻き込まれたコンクリートの大質量が、ブリュンヒルドへと殺人ボディブローを叩たたき込んでいく。

　一いつ瞬しゆんで感電のダメージから強引に復帰したブリュンヒルドが、クレイモアを使ってビルの壁でも破は壊かいできそうな塊かたまりを力技で押さえ込む。

　ギリギリと。

　鍔つば迫ぜり合いのような拮きつ抗こうが始まる。

「見た所、魔ま術じゆつとは関かかわりの薄うすい人間に見えるが……」

　今さらのように、ブリュンヒルドは問いかける。

　あるいは、ようやく、声をかける程度には相手の存在を認めたのか。

「ならば何な故ぜフロイライン＝クロイトゥーネの争奪戦に関与する？　あれの元の所属がどちらかなど論じるつもりはないが、少なくとも、あれに触ふれれば自然と『グレムリン』の中枢に巻き込まれるリスクは増加するぞ」

「いきなり斬きりかかってきたアンタが言うか。……つーか、んな『おっきな事情』は知らないし、正直、私には絶対戦わなくちゃならない理由なんかない」

　美み琴ことは左手でコンクリートのハンマーを操りながら、さらに右手で砂鉄の剣を形作る。

　その上で、

「ただ、私は知ってる」

「何を？」

「友達を助けるのに理由なんかいらない。自分が助けたいから助ける。……死の寸前まで追い詰められても、そんな馬ば鹿かみたいな事を言って、最後には本当に一万人以上の人間を救った誰だれかを。そんなヤツが、さんざん助けてきたあの馬鹿が、今日も相も変わらず誰かを助けたいっつってんの。だったら止めらんないでしょ。ホントは危険な事をして欲しくないとか何とか思っていたって、それでも背中を叩いて送り出してやるのが良い女ってヤツよ!!」

　分厚いコンクリートが、バギンと音を立てた。

　単純な切れ味以外の何かが、強引に障害物を叩き切ってクレイモアの進路を確保する。

　同時に、クレイモアが速度を得る前に、美琴は砂鉄の剣を思い切りぶつけた。

　しかし腕力勝負になればまず押される。

　最初の一いち撃げきで、クレイモアを形作る鋼はがねの板は、砂鉄の高速振動では断ち切れない事を確認した美琴は、即座に剣を解除。

　代わりに、いつの間にか取り出していた一枚のコインを親指に乗せ、それを超至近距きよ離りからブリュンヒルド＝エイクトベルへと突きつける。

　彼女の代名詞。

　超電磁砲レールガンを解き放つために。




「私にも理由がある。自分が『あの馬ば鹿かを』助けたいから助けんのよ!!」







　カッ!!　という閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　同じ高架状の幹線道路に陣取る雷神トールは、自分の背後で巻き起こった爆発にも似た現象を目まの当たりにして、ひりつくような振動を肌で感じ取って、思わず口の端はしに笑みを作っていた。粗暴で好戦的で、今までとは違う色の笑みを。

「……おーおー、やってるやってる。学園都市製ってのもなかなかと評価するべきか、あれだけやられても音速挙動を維持し続けるワルキューレを褒ほめるべきか」

「ぬかせよ少年」

　対たい峙じする『聖人』のシルビアは、呆あきれたように雷神トールの右手へ目をやった。五指から伸びる溶断ブレードは二〇メートル以上に及び、これだけでも科学サイドの能力者の内、どれくらいの発電系能力者エレクトロマスターに実現できるものかは分からないレベルだった。

　だが、シルビアの顔色には、呆れの色がある。

『グレムリン』と『聖人』……中でも、あのオッレルスに一番近い場所に立ち続けた女にとっては、このレベルでも呆れの対象になってしまう。

　それほどまでの力がある。

　むしろ、そこまで強くなければ、雷神トールもシルビアも、今の位置には立っていられない。

「アンタの実力なら、その一〇倍だって伸長できるんじゃない？　いいや、そもそも。アンタが本当にあのトールの名を冠しているんなら、本質はもっと別の所にある。雷神なんて枠に収まるはずがない」

「これでも、一応は忸じく怩じたる思いってヤツなんだぜ」

　雷神トールは、完全に意識を切り替えた。

　遠い観戦から、目の前の敵へ立ち向かうために。

「こうなる事は避さけたかった。最悪の展開ってヤツとまでは言わねえが、こんなのは下から数えて二番目か三番目の末路だ。……面おも白しろくねえんだよ。俺の殺しは多くを巻き込み、戦争なんて呼ばれるレベルに達する事もある。でも、そんなのを最初から望んでケンカを始めた訳じゃねえんだぜ」

「だから犠ぎ牲せいの範囲を最小に留とどめようとした、と？」

「本当なら、激突なんて形にすらしたくなかった」

　正直に、雷神トールは答える。

「俺と、俺に拮きつ抗こうするほどの野郎が本気で正面衝しよう突とつしたら、それだけでこの街の半分が消し飛ぶかもしれねえ。だから、まあ、心配すんなよお嬢じようちゃん。力は思い切り押さえ込んでやる。雷神程度のトールさんでいてやるよ。それでも死んじまうようなら、多分責任はそっちにあんだろ」

「ははあ。そういう事なら心配するな」

　不ふ遜そんな発言に対し、シルビアは笑う。

　メイドと呼ぶには、あまりに力強い笑みを。




「そっちの分野についてなら、多分私はトップランクの魔ま術じゆつ師しだ」




　ビウン!!　と空気を裂さく音が炸さく裂れつした。それはシルビアの持っていたロープの束だ。彼女が腕を回し、胴を回し、その場で一回転する頃ころには、すでに空中で複雑な形を描き出していた。

　そこにあるのは複数の輪。

　まるで東洋圏にあるコマ回しのような形だ、と雷神トールが思った直後……彼の中に、何か嫌いやな予感が駆け抜けた。

　シルビアが、動く。

　さらに高速に、音速超過を実現する『聖人』の本領発揮とばかりに、パートナーを搾しぼり殺す社交ダンスのように。そのたびにロープには複雑な力が加わる。

　ぐん!!　と。

　ロープが力強く引かれ、多数の輪がその直径を狭せばめながらも中にある物体を回転させるようベクトルを与えていく。

　輪の中には何もない、と思うのは早計だ。

　ある。

　空気が。

「野郎!!」

　雷神トールはとっさに叫ぶ。

　爆発があった。

　空気を摑つかむ。物理の数式だけで考えれば不可能ではないはずだ。何な故ぜなら、空気にだって抵抗は存在する。摩ま擦さつだって起こせる。だから、空気を摑んでコマのように回す事だってできるはずだ。

　しかし、実際問題、人間一つの肉体でできる事として。

　ただそこにある空気の塊かたまりを摑んで、強大な力で回転させて、衝しよう撃げき波はの渦に変換して複数の方角から標的に叩たたき込む……などという荒技を一体誰だれが肯定できる？

　一つ一つはビルを倒とう壊かいさせるクレーンの鉄球よりも巨大で、おそらくは地下のシェルターさえ生き埋うめにできるレベルに達している。

　あまりの腕力。そこから生み出される現象。

　それが本来であれば意識もしないほど小さな『空気の引っ掛かり』を、ここまで力強く再現する。

（……だけじゃ、説明できねえぞ!!）

　とっさに、雷神トールは右手の溶断ブレードを振るった。

　空気は所しよ詮せん空気。莫ばく大だいな熱を与え、爆発的な膨ぼう張ちようをさせる事によって、衝しよう撃げき波はの渦を吹き散らそうとしたのだ。

　だが完かん璧ぺきにはいかない。

　二、三を横よこ薙なぎに粉ふん砕さいした所で、不意にガキリと溶断ブレードの動きが止まってしまったのだ。二〇メートルという長さから、今も空気中を舞う長々としたロープや、高速回転するシルビアを巻き込みそうになった途と端たんに。

「私の専門は『結界』でね」

　ひゅんひゅん、と回転する速度を落とし、二本の足で地を踏ふみ締しめながら、シルビアは言う。こうしている今も、新体操のリボンのように数十メートル大のロープは宙を泳ぐ。

「バッキンガムじゃあ、お前は護衛のくせに宮殿の備品を壊こわし過ぎるとしょっちゅう怒おこられたもんよ。そして、どうすれば周りを巻き込まずに刺し客かくだけを迎撃できるかと考えた末に辿たどり着いたのが……私が私を押さえ込むための結界って訳さ」

「十字教の天使ベースで、一筆書きの紋もん様よう……。近代西洋魔ま術じゆつのシジル辺りか」

「そゆこと」

　この世界と重なるように存在する別位相にあるとされる『天使の力テレズマ』を引き出し、物品などに封入する一手段だ。ヘブライ文字を特定パターンで配置した『薔ば薇ら』の紋もん様ようを参考に、呼び出したい天使の名をなぞる形で符ふを作る。

　おそらくシルビアは『天使の力テレズマ』が欲しいというよりも、強大な力を適切にガイドして流し込む、神殿の柱のような機能を求めて手を出したのだろう。

　つまり、召しよう喚かん儀ぎ式しきのための結界。

　単なる壁ではなく、まるで精密機器に使われる半導体のように、必要な時と場合に応じて通過と封ふう鎖さを複雑に切り替え、単なる力の奔ほん流りゆうに高度で精せい緻ちな機能を与えるもの。均一な電流が集積回路を経る事で複雑な演算を可能とするように、この世界とは別位相より流れ来る力を使って『何でも答えてくれる（ように見える）誰だれか』を形作る時などに使われる技術一式。

「ロープをなぞるように展開される『天使の力テレズマ』の壁を使って空気を押さえ込む『手』を作ってるって寸法よ」

　ギュルン!!　と再びシルビアが高速回転する。

　釣られるようにロープも蠢うごめく。

　空を泳ぐ大だい蛇じやが、明確に牙きばをむいていく。

「だから、まあ、心配すんな。他を巻き込ませないための技術ってんなら、私はきっと世界規模で指折りできる。心配事はメイドさんの胸に預けて、存分に暴れちまいな!!」

（ヤバい、天使の名前は一つじゃねえ。『神の力ガブリエル』から『神の薬ラフアエル』へ、『神の薬ラフアエル』から『神の如き者ミカエル』へ、『神の如き者ミカエル』から『神の火ウリエル』へ。次々とシジルを変えて相そう生しようを狙ねらってやがる!!）

　タロットにも色んな方式があるが、近代西洋魔ま術じゆつではカードを逆さにする逆位置の代わりに、四属性の相性を利用したものもある。今あるカードの隣となりに何を置くかで、一枚のカードに込められた複数の記号の内、使える記号や厄やつ介かいな記号を強めてしまう、とする考え方だ。

　単一の『天使の力テレズマ』に特化した、かつての『神の右席』とは違うやり方。

　四属性の一つ一つは彼らに及ばずとも、総体としてのバランスで上回ろうとする魔術か。

「ったく、つくづくあの怪物周りはろくでもねえ連中ばっかりだな!!」

「褒ほめ言葉と受け取って良いのかね？」

　ロープの動きは、もはや雷神トールにも追えなかった。

　ただ、結果が生じる。

　ロープの直接の動きは、あくまでも魔術を発動するための記号作りに過ぎない。それとは別に、ロープに導かれるように、灰色の粉ふん塵じんのようなものが一斉に高架へと押し寄せる。

　直後の出来事だった。




　ゴッ!!　と。

　直後に、高架状の幹線道路の一ブロックが、コマのように勢い良くスピンした。




　指、と呼ぶにはあまりにも原始的な灰色の鉤かぎ爪づめが、数十メートルごとにブロック化されている幹線道路の一単位を、まるでちゃぶ台のようにひっくり返したのだ。速度が尋常でなかったためか、道路は逆さまになるに留とどまらず、その場で扇風機のように回転してしまう。

　今までその巨重を支えていた、橋げたから毟むしり取る形で。

　雷神トールも、シルビア自身も巻き込む形で。

（う、そだろ……ッ!?）

　突とつ如じよとして上方へ放り出され、宙に浮いた足が、とっさに足場を求めて泳ぐ。その靴くつ底ぞこが接したのは、もはや数回転は遂とげた幹線道路の、側面部分だった。着地、とはとても言い難がたい。たとえここに立ったとしても、一秒後には一八〇度逆さまになって落ちるだけだ。

　が、それを可能とする者がいた。

『聖人』。

　生身で音速挙動を可能とする者。

　常人にとっての一秒と、シルビアにとっての一秒は、選べる選せん択たく肢しの幅がまるで違う。幹線道路の側面が上を向いている時間が〇・一秒もあれば、その間に道路側面をスプリンターのように駆け抜け、雷神トールの懐ふところへ飛び込む事は難しくない。

　宙を舞って複雑なシジルを描くロープを従え、舌した舐なめずりさえしながらシルビアは一直線に迫り来る。猛もう烈れつな危機感が雷神トールの体感時間を極限まで鈍にぶらせるが、それでもそのメイドは霞かすむほどの速度を維持している。

「ミョォォォォォォォォォォォルニィィィィィ─────────ル!!!!!!」

　叫ぶ。

　新たな力の供給により、雷神トールの四し肢しから爆発的な閃せん光こうが迸ほとばしる。その溶断ブレードは何かを切るためのものではない。空気を爆発的に膨ぼう張ちようさせる事で、自分自身の動きを無理矢理に加速させる電子ブースターだ。

　ぐるん！　と雷神トールの体が強引に回転する。

　ほぼ触ふれる程度だった幹線道路側面に、明確に接地する。

　同時、シルビアが突とつ撃げきを敢行した。

　ロープは使わず、直接の拳こぶしのやり取りが二、三あった。

　受け止めればこちらの腕が爆散する。雷神トールは無理矢理に身をひねって回かい避ひする。その一つ一つの動きが手足の関節をバラバラにしそうだった。動作は最小限にしているはずだが、そもそも、人間の体はこんな速度域で活動できるようには作られていない。

「ぐうう……ッ!!」

　前面に叩たたきつけるように溶断ブレードを押し付け、それをロープの紋もん様ようが生み出す結界でシルビアが弾はじくのを利用して、雷神トールは真後ろへ飛ぶ。

　逃げ切った。

　そう思うのは間違いだったか。

　足場をなくした雷神トールの体が、重力に引っ張られて真下へと落ちていく。道路という傘かさを失い、ポツンと残されていた橋げたへと、雷神トールは何とか両足から着地を成功させる。

　そこで、悪お寒かんがあった。

　シルビアは、未いまだに空中で回転する幹線道路のブロックに張り付いていた。サイコロのように次々と面を変える道路の動きに合わせて、器用に走っていたのだ。玉乗りの曲芸にも似た動き。そして同時に、そのロープに新しい動きがあった。次々と新しいシジルを生み出し、天使から別の天使へ名前が上書きされていく。そのたびに、彼女の周囲に膨大な力がかき集められていく。

　そしてシルビアは宙の道路からさらに飛んだ。

　体をひねるシルビアの動きに合わせて、回転する幹線道路の一ブロックが妙な動きをした。まるで磁力に操られるように。彼女の右足と見えない何かで連結されたかのようなコンクリートとアスファルトの大質量は、縦に横にと振り回されるように回転し……そしてモーニングスターのように急降下していく。

　目をむいた雷神トールは思わず叫ぶ。

「ばっ、馬ば鹿か野郎!!」

「バッキンガムでも良く言われたっけな」




　ゴッドォォォオオオオオオオン!!　という莫ばく大だいな震しん動どうが一面を揺さぶった。




　悪あく趣しゆ味みなけん玉だった。自分で破は壊かいした幹線道路を元に戻すように、きちんと路面を上にした状態で、ぽつんと残っていた橋げたに対応する形で、奇き麗れいに叩たたきつけたのだ。

　当然。

　橋げたの上に着地した、雷神トールを巨重で挟はさみ込む形で。

「ま、こんなもんかね」

　自分が叩きつけた幹線道路の上に着地して、宙を舞うロープを手首の動きだけで一ヵ所に回収するシルビアは、退屈そうな調子で呟つぶやいた。

「……『聖人』と本気で戦うつもりなら、まず常識を改める所から始めなくっちゃあね。一いつ瞬しゆんって単位を速度で引き延ばせる私達は、移動の選せん択たく肢しの桁けたがまるで違う生き物なんだって」

　残りも片づけるか、とシルビアは背後を振り返った。

　そちらでは、未いまだにブリュンヒルド＝エイクトベルと、学園都市製の少女が戦せん闘とうを繰くり広げている。が、『聖人』が二人がかりで多面的に攻めればすぐにケリはつくだろう。

　そう思った時だった。

　ぐらり、と地面が揺れた。やはり橋げたから引っこ抜いたものをもう一度乗せただけではバランスの維持は難しかったか……と考えたシルビアだが、違う。

　それは単なる揺れではなかった。

　揺れの中に、明確な意思が感じられた。

「忘れたか……クソ野郎……」

　足元から、何か聞こえた。

　その時になって、シルビアはようやく答えを導き出した。

「アンタ……まさか、強引に幹線道路を持ち上げているの!?」

「雷神トールは怪力の神だ。北欧全体を通しても、クソ重い雷らい槌ついミョルニルを取り扱えるのは二人しかいないほどにな。こちとら霊れい装そうに『あの帯』を締しめてんだ。フェンリルの顎あごを上下に引き裂さく神より強大と言われた軍神を冠するこの俺が、橋きよう梁りよう如ごときで潰つぶされる訳がねえだろうが!!」

　ドッ!!　と。

　シルビアの視界が、一気に一五メートルほど上昇した。

　いいや違う。

　雷神トールが、自分を押し潰そうとしていた幹線道路の一ブロックを、そのまま真上へ放り投げたのだ。

（……力は出るが速度に変換できないタイプか）

　宙を舞いながらも、シルビアは冷静に考える。

　彼女は『聖人』だ。その運動性能を考えれば、落下や墜つい落らくに怯おびえる必要はない。何なら隣となりのビルの屋上に飛び移る事さえ鼻歌混じりでやってのけられる。

　しかし、

（待てよ、一五メートル？）

　眉まゆがわずかに動く。

　危機感を察知する。

　高度一五メートルと言えば生身の人間の手で届く距きよ離りではない。しかし一方で、雷神トールの右手から伸びていた溶断ブレードのサイズはどんなものだったか。

「二〇メートル……くそ！　しっかり届きやがるし!!」

　シルビアが慌あわてたようにロープを振るって結界用のシジルを描いた、その直後だった。

　料理下手べたが包丁片手に大根と格かく闘とうするように。

　五本もの灼しやく熱ねつの爪つめが、容よう赦しやなくシルビアを狙ねらい、宙に舞う幹線道路を不ふ揃ぞろいに焼き切った。
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　その大質量の塊かたまりが地上に激突する轟ごう音おんが、合図となった。

　最初に動いたのはレイヴィニア＝バードウェイ。

　彼女の手にした象徴武器シンボリツクウエポンは、用途、属性に合わせて様々に形を変える。

　今は『杯さかずき』。

　水、後方、月、女性、青を示す四方の一角にして、タロットにおける小アルカナの一つを司つかさどるもの。

　彼女の周囲に渦を巻いていた水の壁が、ドォ!!　と一気に上方へ伸びた。それは一定の高さに達すると、均等に円形に広がっていく。巨大な傘かさとも樹木とも見間違う透明なオブジェに、数百数千の鋭するどく冷たい実が熟していく。

　収穫の時は豪雨の形で表現された。

　バードウェイを中心に、全方位、四方八方に向けて、水の短剣が土ど砂しや降ぶりのように襲おそいかかる。傘のシルエットを内側から食い潰つぶし、ありったけの体積を殺意の籠こもる凶器へ変えて。

　彼女は知っている。

　幻想殺しイマジンブレイカーはありとあらゆる異能の力を打ち消すが、それは右手の手首から先に限定されたものでしかない。よって、最適解はたった一つの絶対的な攻こう撃げき、ではなく、ありふれた攻撃を使って圧倒的物量で押し流すものである、とも。

　一つ二つは打ち消す事もできるだろう。

　三つ四つは避さけられるのかもしれない。

　が、それで終わりだ。

　数千数万数十万の短剣は、そもそも人に潜くぐれるようなスペースを確保しないほどに、ぎっちりとした面を構成する。あの少年が右手をかざした所で、それ以外の全すべてを串くし刺ざしにされるだけだ。

　そのはずだ。

　しかし、

「……ッ!!」

　ギィン、という甲かん高だかい音が響ひびいた。

　その時、上かみ条じよう当とう麻まは確かに右手を頭上に掲かかげ、迫り来る短剣のどれかをその指先で打ち消していた。

　だが、そこで終わらない。

　ガラスのように砕くだけた水の短剣の破片は四方八方へと散らばり、周囲にあった別の短剣へと激突し、その軌道をわずかに変えてしまう。その連れん鎖さが、連続が、ありえないはずの空白のスポットをこじ開ける。

　なまじ、人に通れる隙すき間まがないほどに敷しき詰めたからこそ起きた現象。

　ズバッヂィ!!!!!!　と。

　全ての水の短剣がアスファルトへ着弾し、一帯へオレンジ色の火花を散らしながらも、上条の周囲一メートルだけが正確に被害を免まぬがれる。

　前兆の感知。

　科学的な能力者やオカルトの魔ま術じゆつ師しと、当たり前のように戦せん闘とうを繰くり返していたからこそ手に入れられた、上条自身も自分の頭で理解しようとすると精度が狂う、職人の指先のような感覚。

　が、バードウェイの表情はそこで変化しない。




「織り込み済みだ、馬ば鹿かが」




　そっと吐はき捨てる。

　水の短剣の豪雨を右手一本で切り抜け、『防御』から『攻こう撃げき』へと上条が意識を傾けかけた、まさにその一いつ瞬しゆんの隙すき。

　上条の左の脇わき腹ばらの近くの一点。何もない空気が、小さな白い瞬またたきを発した。

　直後だった。

　カッ!!　と、純白の閃せん光こうが炸さく裂れつする。標識もアスファルトもまとめて削り取る、直径一〇メートルほどの球状の爆発。意識の切り替えの瞬間を狙ねらって、それが上条の体へ躊ちゆう躇ちよなく牙きばをむく。

　召しよう喚かん爆ばく撃げき、と彼女は呼ぶ。

　各種の神殿、象徴武器シンボリツクウエポン、詠唱、儀ぎ式しきを用いて複雑に『天使の力テレズマ』を取り扱い、超常現象を起こすのではない。ただ漠然と呼び出した力を、形も与えずに叩たたき込むだけ。作業の簡略化と高速化、と呼べば聞こえは良いが、ようはあらゆる安全確認を省いてロケットを打ち上げるようなものだ。生なま半はん可かな魔ま術じゆつ師しが手を出せば、自分が呼び出した力に吞のみ込まれる典型的なホラーの犠ぎ牲せい者しやになるだろう。

「ぐう……ッ!!」

　上かみ条じようは強引に身をひねり、その右手で爆発を押さえ込もうとする。

　さらに『隙すき』は広がる。

　すでにレイヴィニア＝バードウェイの象徴武器シンボリツクウエポンは、風を意味する剣へと変へん貌ぼうしていた。

　無造作に。

　上から下へ、振るう。




　戦場の一角ごと。

　上条当とう麻まの右肩の関節を裁断するために。




　未いまだに少年は左ひだり脇わきの近辺に生じた召喚爆撃に対処するため右手をかざしている最中であり、新たに振るわれた風の剣を受け止める時間的余裕はない。体を無理にひねる形になっているため重心もメチャクチャで、ここから飛び下がる事もできないだろう。

　つまりチェックメイト。

　その腕を切断する事で生じる正体不明の現象は懸け念ねんされるが、それを自在に制御できないのは当の上条も同じ事だ。そこでリタイヤするならよし、暴走状態になったとしても、それはどうしようもないほど大量の『隙』を作る。後は順路に従って二、三腕を振るうだけで決着はつく。逆転などありえない。そういう意味での、決定的なチェックメイト。

　だが。

　しかし。




　ゴッ!!　と。

　バードウェイの振るった風の剣が弾はじき飛ばされる。

　正体は純白の光。

　上条当麻を襲おそっていたはずの、召喚爆撃の閃せん光こうだった。




「な、に……っ!?」

　今度こそ。

　上かみ条じようの行動はバードウェイの予測の外へ行き、彼女は思わず象徴武器シンボリツクウエポンを杖つえの形に変じて水平に構えていた。

　原因はその右手だ。

　幻想殺しイマジンブレイカーはあくまでも異能の力を打ち消すものでしかない。それ以外の用途には使えない。が、その五本の指は自在に動かす事ができ、様々な形を作る事ができる。そして、それが火であれ水であれ、力とは流れやすい方へ自然と流れていくものだ。

　火は酸素のある方へ広がっていくように。

　水は坂道を下っていくように。

　そして。

　そういった性質を取り扱う技術は、それこそ山のように存在する。

　例えば、強固な材質の筒を使って、火薬の爆発力を一方向へ揃そろえて弾丸を発射する鉄砲。

　例えば、おわん型の板の内側に爆薬を張り付ける事で、戦車の装甲すら貫くほどの威力を発揮する指向性地雷。

　空調のダクト、電気ケーブル、ガスタービン、クレーンの鉄球、蒸気機関車、スキー、煙突、パスタの製せい麵めん機き、給油用のポンプ……広義で言えば整備された大通りを行き交う人々の流れに至るまで。

　それらと同じ。

　幻想殺しイマジンブレイカーは、異能の力を打ち消すために利用したのではない。

　五本の指でその表面をなぞり、右手という最大の『壁』を使い、望む方向へと爆発力が『最も逃げやすいように』ガイドレールを用意する事で、召しよう喚かん爆ばく撃げきの閃せん光こうを風の剣へと激突させたのだ。

「忘れたか。こっちはこれでも、あの右方のフィアンマと真正面から激突した事だってあるんだぞ」

　推測から外れた事で、今度はバードウェイに『隙すき』が生じる。

　それを最大限に活いかすため、上条はその足でアスファルトを蹴ける。走る。

「そして右手を使っても完全に消せないほど強大な圧を持った力の事も知っている。お前は高性能過ぎたんだよ、バードウェイ!!」

　初めて。

　バードウェイはわずかに奥歯を嚙かみ、吐はき捨てるように言う。

「手は小細工の記号か。身の丈に余る結果を生み出すとは良く言ったもんだ!!」

　ぐるん、とバードウェイが水平に構える杖が、バトンのように一回転した。

　その軌道をなぞるようにオレンジ色の炎が噴き出し、それは巨大な壁となって上条へと押し寄せる。

「目め晦くらまし!!」

　右手で打ち消す前から上かみ条じようは看破した。

　正面から破は壊かいするというよりは、腕を真横に振って押しのけるような動きで灼しやく熱ねつの壁は見当違いの方角へ逸そらされ、景色を焼き尽くしていく。

　オレンジ色のカーテンが取り除かれた直後だった。

　石で作ったと思おぼしき灰色の短剣の群れが、嵐のように襲おそいかかる。

　上条はその全すべての中に紛まぎれた、たった一本だけを全力で身をひねって回かい避ひする。薄うすく擦さつ過かした頰ほおに赤い血の筋が走る。

　だが上条は笑う。

「それだけが普通のナイフだ。違うかバードウェイ！」

「ハッ、面おも白しろいように神かみ憑がかってくれる！」

　全てを右手に頼たよって突破しようとすれば、今の刃はまともに掌てのひらを貫通していたはずだ。

　上半身を振り回した体勢から強引に拳こぶしを振るい、残る大量の刃の一つを破壊する。後は水の刃の豪雨と同じように、破壊と破片の激突の連れん鎖さがほんのわずかな安全地帯をこじ開ける。

　すでに両者の距きよ離りは数メートル。

　あと一息で届く。

「まあ、ただ右手に振り回されるだけのガキなら、ここまで執着する必要もなかっただろうがな」

　さらに踏ふみ込む上条に対し、バードウェイは背中に手を回す。まるで背負った鞘さやから剣を抜こうとするような動作だが、おそらくはブラウスの背中に何かを隠しているのだろう。

　上条は、怪しげなカードや水晶球でも出てくるかと思った。

　だが違う。

「私はミサイルだの機関銃だの、近代の武器はあまり好まないんだが」

　引き抜く。

　構える。

　突き付ける。




「……でも、『フリントロック式こいつ』だけは別腹なんだ。これは『かつての事件まえ』にも言ったよな？」




　それは大昔の海かい賊ぞくが持っていそうな、黒くろ樫がしや金細工で彩いろどられた、たった一発しか弾が入らない古風な拳けん銃じゆうだった。

　上条の全身の筋肉が強こわ張ばる。

　一つの証明があった。

　彼の右の脇わき腹ばらに空あいた、一発分の風かざ穴あな。警備員アンチスキルから受けた銃撃の傷跡。

　つまり。

　上かみ条じよう当とう麻まは、一切異能の力が関わらない銃弾を回避するほどの運動性能は持たない。

「バード、ウェイ……ッ!!」

「プライドは捨てたよ」

　わずか数メートル。

　歩数にすれば最後の一歩。大きく踏ふみ込めば拳こぶしが届く。しかしその明確な差を最大限に活用するべく、バードウェイの細い指が引き金にかかる。

　狙ねらう場所も頭部ではない。これだけの至近距きよ離りでありながら、下腹部、体の重心にピタリと向ける。最も回かい避ひするのが難しく、必死に体を振ったところで、とりあえず胴体のどこかには確実に当たるように調整を施ほどこしている。

　ささやくように、彼女は言う。

「確実な勝利を」
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　地下道。その限られたスペースは、ひょっとしたら学園都市製の怪物が三人も佇たたずむには広さも強度も足りなかったかもしれない。

　真正面からの衝しよう突とつ。

　妹達シスターズの残留思念を基に作り出した白い人形達が一斉に一方通行アクセラレータへと襲おそいかかり、さらに彼女達をも巻き込む形で、右腕を翼つばさに変じた垣かき根ね帝てい督とくの抱える数百の羽……今や槍やりの嵐あらしと化した『暴力』が、空間全すべてを埋うめ尽くすように襲いかかってくる。

　しかし。

　もう、一方通行アクセラレータの心が、精神が、能力を操る計算式が乱される事はない。

　覚悟を持って正視すれば。

　後は、ただ彼女達を見送るだけで良い。

　無理矢理に繫つなぎ止められたクソッたれな街から、誰だれの手にも届かない場所へと。

「使いな」

　傍かたわらの麦むぎ野のが呟つぶやいた。

「これは、アンタの仕事だ」

　直後の出来事だった。

　ゴッ!!!!!!　と。麦野沈しず利りの掌てのひらから発した閃せん光こうが、一方通行アクセラレータへまともに直ちよく撃げきした。イージス艦かんを輪切りにするほどの出力を持った粒機波形高速砲。もしも第一位の『反射』の計算式に乱れが生じていれば、彼は痛みを感じる暇ひまもなく消し炭にされていたかもしれない。

　だが、もうそんな事は起こらない。

　絶対に。

「……、」

　一方通行アクセラレータは、受けた攻こう撃げきの『向き』を正確に把は握あくする。ベクトルを調整し、集束し、新たな形と性質を与えて、襲おそいかかる三人の少女達に向けて一気に解き放つ。

　音が消えた。

　光があった。

　貫くとか、焼き切るとか、そういう次元ではなかった。消す。ほんの一つまみも、一ミリの欠片かけらすらも残さないで、本当に消し去る。二度と理り不ふ尽じんに操られないように。そこにあった事が不自然だった少女達を、元あった場所へと還かえすように。

　最後の瞬しゆん間かんまで、彼女達の表情は一切変わらなかった。

　その時が訪れて、何を想おもったかは分からなかった。

　それで良い。

　ひょっとしたら、この世のどこかには本当に死者の気持ちを理解して、推測して、それで彼らの心を救える誰だれかがいるかもしれない。無念を想って、やり残した何かを手伝って、死者の尊厳を守る誰かがいるかもしれない。でも、多分それは『闇やみ』に身を置き、人を殺し過ぎた一方通行アクセラレータの仕事じゃない。だが、そんな彼にでも、破は壊かいと暴力の権ごん化げであるその力でも、地じ獄ごくに落ちるまでの間に、できる事は残されている。

　死者の気持ちは死者のもの。

　誰かの利益に結び付けるな。

　学園都市第一位は『それ』が壊こわれないように、そっと封じて、確かに送り出すのだ。そしてそう簡単には暴かれないように、墓はか守もりの如ごとく賊ぞくの前に立ち塞ふさがる。『死』の匂においが強い彼だからこそ、安易な性善説を唱えられる立場になく、それでも守りたい何かのために行動する事を決めたからこそ獲得した、新しい結論。

　ずっと、『誰か』の背中を追い駆け、意識し続けるのももう終わりだ。

　彼は別の道を行く。

『誰か』と同じ事はできなくても、『誰か』にできない事をする。

　そんな自分になってやる。

「おおおおォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　迫り来る大量の槍やりを逆に摑つかみ取り、その中を流れる何かの『向き』を摑み取り、強引に逆流させていく。血液の存在しない『未元物質ダークマター』だが、生体電気に似たパルス信号は確認できた。末まつ端たんからの圧力で中心を破壊するように、無数の槍が一気に砕くだけ散った。中心にいる垣かき根ね帝てい督とくの体もビクリと震ふるえた。

「ほらよ」

　そこへ、麦むぎ野のが『原子崩しメルトダウナー』の閃せん光こうを放つ。

　わずかに動きを止めた垣かき根ね帝てい督とくの上半身の大半が、ごっそりと奪われる。

　しかし、

「結局さ」

　気がつけば、垣根の足元を中心に、何か白っぽい物質が周囲へ広がっていた。

　床はもちろん、壁を伝い、天てん井じようにまで。

「何を作れるって言ったって、結局俺は俺を作るのが一番得意なようだ。これが一番スペックが高い。一万のクローンよりも一人のオリジナルだよ。学園都市の縮図だな」

　壁から垂直に、何かが立っていた。

　それは白く色の抜けた垣根帝督だった。

　麦野は悪あく趣しゆ味みな芸術品を眺めたような顔になり、

「……『本体』は、まだいくつかの内臓に生身のものを使っていたはずよ。攻こう撃げきされる前に、分解して床の中を伝わせていたって訳？」

「さあて、どう思うね？　生身の内臓を緊きん急きゆう避ひ難なんさせたのか、全部を作り直したのか。そもそも内臓はそこにあったのか、今もここにあるのか。街中にバラバラに配置して『未元物質ダークマター』の細い線で繫つないでいる、なんてのもアリかもな。ただ、今さら生身の内臓を壊したからって何なんだって話ではあるが」

　学園都市には外見を変化させる能力者も存在するが、これはもうそんな次元じゃない。脳が能力を生み出しているのか、能力が脳を作って維持しているのか。生きているのか死んでいるのか、夢か現うつつか、それさえグチャグチャになったメビウスの輪。分かっているのは、垣根帝督という存在が現象として目の前に存在している事だけ。

　壊こわす事はできても、殺したと確信を得るのは果てしなく難しい相手。

　そして殺せなければ、手足を飛ばしても内臓を潰つぶしても絶対に止まらない相手。

　だが、

「関係ッッッねェ!!」

　一方通行アクセラレータが真正面から突撃する。一〇メートル以上にわたって広がる真っ白な水みず溜たまりの中央へ踏ふみ込み、飛び出す大量の槍やりを引き千ち切ぎり、その掌てのひらを『中心点』へと叩たたきつける。

『未元物質ダークマター』の中を流れる電気信号を掌しよう握あくし、『逆流』させる。

　バギン!!　という音が聞こえた。

　ただ水溜まりの一部が不自然に奇き麗れいな六角形の大穴を空あけた。破は壊かいは垣根帝督というシステム全体には及ばず、意図的に遮しや断だんされている。

「無む駄だだ。各おの々おのはブロック化しながらも相互に情報伝達を行っているが、それは直結じゃない。配線せずに自由伝達を可能にしているから、お前の攻撃は届かない。エイリアンクロストークを利用した作為的な混線や電子盗とう聴ちよう装置に近いかね。ラインを伝う攻撃は、そもそもラインが繫つながっていなければ伝でん播ぱしないもんだ」

「なら全部ぶっ壊こわす」

「その間に俺というネットワークは増設されているよ。同時多発的に、ネズミ算で」

「ならそれより早くぶっ壊す!!」

　もしも、学園都市を一つの肉体にたとえたら。

　それは無限に増殖する事で肉体全体を機能不全に陥おちいらせるがん細胞と、古い細胞ががん化しないように自殺を促す事で健康を維持する因子の戦いに似ているか。

　何かを作る事で誰だれかを苦しめる第二位と、何かを壊す事で誰かを守る第一位。

　本来のイメージとは正反対に振るわれる莫ばく大だいな力。

　ただし、

「お前の時間はあと何分だ？」

　嘲あざ笑わらうように、垣かき根ね帝てい督とくは言う。

　一方通行アクセラレータのベクトル反射も、麦むぎ野の沈しず利りの莫大な閃せん光こうも、共に彼の肉体を削り取る。しかしその間にも真っ白な何かは壁や天てん井じようへ次々と広がっていく。破は壊かいされる事に、垣根は恐怖を覚えない。生命体が基本的に備えているべき何かが、決定的に失われている。

「そのリミットでお前は終わりだ。もしかしたら理論で説明できない翼つばさの出番かもしれないが、あれだって長時間、自由自在に操れる訳じゃあねえんだろう？　むしろ、説明できない何かは説明できない浪費を大量に促すはずだ。どのみち、お前に時間はない」

　そして、

「第四位単品になればもはや消化試合だよ。そいつが何をどこまで成長したのか知らねえが、素の状態からして実力の差は決定的だった。何を上乗せしたって俺には勝てない」

　嘯うそぶく垣根の頭部が消失するが、そこで人影は重力を無視して壁面の水みず溜たまりへバシャンと落ち、離はなれた場所に新しい垣根帝督が浮かび上がる。

「これが能力の自由度の差。決定的な違いってヤツだよ。そもそも俺が手を下す必要さえない。ただ、『未元物質ダークマター』って資源を無尽蔵に使えるだけじゃない。俺のインスピレーションには限りがないんだ。お前達がどれだけ手札をかき集めようが、そもそも数える事の意味さえない俺は力技で押し流す。……そもそもさ、届いていないんだよ。お前達の手を俺に届かせるためには、まず永遠に続く無限の壁をよじ登らなくてはならない」

　それは計算の合わない作業を繰くり返すのと同じ。

　プールに入った水をバケツで汲くんで空からっぽにしろ、という仕事を命じられているのに、滝たきのような水が常に注ぎこまれているようなものだ。

「選べ」

　学園都市第二位の唇くちびるが、動く。

「長い時間の中でゆっくりと干ひからびていくか、一いつ瞬しゆんで楽に死ぬか」

　ゴッ!!　と。

　大量の槍やりが飛び出し、一方通行アクセラレータや麦むぎ野の沈しず利りへと襲おそいかかる。
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　上かみ条じよう当とう麻まへ最後に突き付けられた凶器は、魔ま術じゆつと一切関係ないフリントロック式拳けん銃じゆう。

　右に避さけるべきか左に避けるべきかを論じる事に意味はない。

　旧式の拳銃は威力も低いだろうが、腕の骨だけで押さえつけられる保証もない。

　彼は全身タイツのアメコミヒーローではない。真正面から飛んでくる弾丸を目で見て避ける事などできるはずがないし、鋼はがねの肉体で弾はじき返すなど論外だ。

　よって、取るべき選せん択たく肢しは一択。

　だんっ!!　と。

　消極的に陥おちいりかけた本能を必死に抑えつけ、敢あえて真正面から突とつ撃げきする。バードウェイとの距きよ離りはわずか数メートル。一歩踏ふみ込めば拳こぶしが届く位置だ。撃うたれる前に銃を持つ手を弾くしかない。銃口をほんの少しでも斜めに逸そらす事ができれば、発射された鉛なまり弾だまは何もない場所を貫いていくだけだ。

（届け……）

　極度の緊きん張ちように、体感時間がおかしくなる。

　必死に伸ばしたその腕の動きが酷ひどく緩かん慢まんで、もどかしい。

（届けッッッ!!）

　バードウェイは、表情を変えずにフリントロック式拳銃をこちらに向けていた。

　引き金にかかった指が動く。

　人の死を決定づける小さな金属片が、作動する。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　その、前に。

　上条の右手が、その先せん端たんが、中指の先が、瀟しよう洒しやな細工を施ほどこされた銃口へわずかに触ふれる。指の腹へほんの少し、引っかかるような感触が確かに伝わる。まるで、釣り針が大物の口にかかるかかからないかの所で竿さおを上げてしまったような状態だった。ほんの少し、何かの偶然が起こるだけで、獲物は針から外れて水の中へと逃げてしまう。全すべてを失ってしまう。

　力技で、強引に右手を横へ振るう。

　浅く引っかかっただけの魚の口へ、改めて針を深く突き刺そうとするように。

　同時。

　レイヴィニア＝バードウェイの人差し指が完全に動いた。

　引き金を引く。

　バヂッ!!　と。フリントロック式拳けん銃じゆうの銃口が、上かみ条じようから横へと逸それていく。

（……なん、だ）

　間近に迫った死を回かい避ひした上条だったが、何か猛もう烈れつに嫌いやな予感が腹の内へ広がっていった。

　そう、

（引き金を引いたはずなのに、何で銃声が鳴り響かな……ッ!?）




「ハズレだよ、大間抜け」




　流れるような少女の声に、ゾッと背せ筋すじを震ふるわせる暇ひまさえ与えられなかった。

　ドン!!　と。

　鈍にぶい轟ごう音おんと共に、地面から伸びた石の柱の先せん端たんが、正確に上条の胸の中心へ叩たたき込まれる。呼吸の阻そ害がいというより、ほとんど心臓の収縮のリズムそのものを突き崩すような一いち撃げきだった。

「ご、ぶっ!?」

　慌あわてて態勢を立て直そうとした所で、右足が膝ひざからストンと力を失う。中心の心臓で起きた血流の乱れが、一テンポ遅れて全身の各所へさざ波のように迫り来る。

　かろうじて倒れる事だけは防ごうと、片膝を保とうとする。

　その頰ほおを、鈍い衝しよう撃げきが張り倒した。

　平手打ち、と言えば聞こえは良いが、実際にはほとんどフリントロック式拳銃のグリップで殴なぐったようなものだった。感覚としては、金かな槌づちの柄えの先端近くを持って殴りつけたようなものに近いか。

　一撃で脳を揺さぶられ、今度こそアスファルトの路面へ、横倒しの格好で上条は転がる。

　操り人形の糸を切ったような、あまりにも弱々しい動きだった。

「銃の構造くらい調べておけよ……というのは日本人には酷こくな注文か？　でもまあ、お前の場合は第三次世界大戦の中心で戦っていた経験があるからなあ」

　瞬しゆん間かん的てきに上下の感覚すら分からなくなった上条が路面でもがく様子を観察しながら、バードウェイは自前の拳銃をくるくると回す。

「フリントロック式は粉状の火薬と弾丸を、銃口から注ぎ込んで発射準備を進めるものだ。火ひ縄なわの部分は雷管に差し替えれば作業を短縮できるが、弾丸装そう塡てんの手間だけは回かい避ひできん。……分かるか少年？　この銃は、取り出しただけじゃ撃てないんだよ」

「が、が……ッ!!」

「私が終始お前に求めていたのは、決定的な一撃を与えるための『隙すき』だ。そりゃまあ、いきなりこんなものを突き付けられたら意識は搾しぼり取られるだろう。何しろお前自身、未だ銃撃の痛みと恐怖が身に沁みている状態なんだから」

　冷静に考えれば。

　フリントロックの構造の不備について、上かみ条じようも気づけたかもしれない。だが、冷静に考える暇ひまなど与えない。異能のぶつかる戦せん闘とうの最中にいきなり突き付け、戦闘用の思考回路の切り替えが終わる前に行動に移す。

　恐怖によってその場で立ち尽くそうが、起死回生を狙ねらって拳けん銃じゆうを奪おうとしようが、後に続く結果は同じ。

　瀟しよう洒しやな拳銃にしか意識が向かなくなった所で、その『隙すき』を真正面から突いて魔ま術じゆつで叩たたき潰つぶす。

「さて」

　いつの間にか、バードウェイの指には小さな瓶びんとパチンコ玉のように小さな鉄球、割り箸ばし程度のサイズの細い棒などが挟はさんであった。瓶の中には黒い粉末が収められている。

「それじゃあ、正しい使い方を教えてやろう」

　バードウェイは瀟洒な拳銃の銃口を上に向けると、まず小瓶の中の粉末を注ぎ込み、次いで鉄球で蓋ふたをするように落とす。最後に細い棒を銃口の中へ突き刺し、ギリギリと力を込めて中の鉄球と粉末を押し込んでいく。

「本当は、この手の銃は銃口を下に向けるべきではないんだがな。まあ安物じゃないんだ。弾丸がこぼれ落ちるような事はないだろうが」

　棒と小瓶を放り捨て、バードウェイは倒れた上条に拳銃の銃口を向ける。

「……フロイライン＝クロイトゥーネは諦あきらめろ。諦められる理由を作ってやる。確か、腹を撃うたれても止まる生き物ではなかったな。なら、足とかどうだ？　移動力も拳こぶしに体重を乗せるための基き盤ばんも失えば、しばらく病院のベッドで寝転がる言い訳ぐらいにはなるだろう」

「へっ……」

　軽い脳のう震しん盪とうの症状が徐々に緩かん和わされていっているのか、上条は倒れたまま、朦もう朧ろうとした目を向けて、バードウェイの顔を見上げた。その表情に、小さな笑みがあった。

「お前がそうまでするのは、そこまでやらなきゃハワイ諸島やバゲージシティの被害に見合わないとでも思ってんのか？」

「だったらどうした」

「そりゃあお前、もう自分で認めちまっているようなものじゃないか。自分はとんでもない事をしたって。それなら、向き合う先を間違えるなよ。たとえ、お前がフロイライン＝クロイトゥーネをさらって、魔ま神じんオティヌスをおびき出して、撃げき破はして、世界に平和とやらをもたらしたとしたって。何十億人がお前に感謝しても、お前はきっと、何にも満たされないぞ」

「感情論はもう聞き飽きたよ」

「そうかね」

　上条は荒い息を吐はきながら、必死に言葉を紡つむぐ。

「俺には逆に分かんねえよ。純じゆん粋すいな理屈や効率だけで人間を救おうとするヤツなんか。だって、そんなの、どうとでもなるだろ？　一番楽な論文を引っ張り出してくりゃあ、そもそも助ける必要さえなくなっちまうだろ。社会を維持するための金回りに必要な悪があるんです、全体の統計からすれば些さ細さいな数字です、たとえ人類が滅ほろんだって長い年月の中で別の系統の思考回路を有した生命体が地球に満たされるでしょう。……理屈だけなら、それで良いじゃねえか。理屈に合っていれば人間なんか助けなくたって良いじゃねえか」

　路上に倒れている上かみ条じようにとって、バードウェイの銃口は絶対的だ。

　今度こそ、跳ね飛んで瀟しよう洒しやな拳けん銃じゆうを取り上げるなんてチャンスは訪れないだろう。

「同じなんだよ。俺達は同じなんだ。助けたいから助けているんだろ。そのために最適な理屈や効率を探し回っていたんだろ。それが、こんな、履はき違えやがって。お前がやっているのは、飢うえた人を助けるために人の肉を切り刻んで配っているようなもんだ」

「そういうお前には何ができた？」

　簡単に、あっさりと。

　バードウェイは少年の核心を突き刺す。

「『グレムリン』の組織構造も分からず、本拠地も分からず、リーダーが誰だれだったのかも分からずじまい。ただ世界の各地で散発的に暴れるメンバーに後追いで立ち向かおうとするも、翻ほん弄ろうされて犠ぎ牲せいを拡大させるだけ。それがお前の結末だ。先ほどの例で言えば、飢えた人を飢えたままに放置して、倒れていくのを眺めているだけだろう」

「かもしれない。いいや、多分そうなんだろうな」

　上条は率直に認めた。

　自みずからの非力を。

「……右方のフィアンマと一いつ騎き打うちして、第三次世界大戦を止めたって言ったって、そんなのは俺だけの力じゃない。あれは世界のあちこちで戦ってくれた人達が、フィアンマの力の源を削そぎ落としてくれたからこそ成し遂とげられた事だ。俺一人にできる事なんて本当に限られていて、俺一人が思いつくような事なんて広い世界じゃ全く通用しないんだろうさ」

　その上で。

　なお。

「ただな、バードウェイ。俺の理屈が幼稚で間違っているからって、小こ手て先さきで簡単に論破できたからって、それでお前が全面的に正しくなる訳じゃないんだぞ」

「なに？」

「飢えた人達を助けるためにどうしても人の肉を切る必要があったとしても、だったら、お前が全く傷を負っていないのは何な故ぜなんだ」

　見据える。

　上条当とう麻まはレイヴィニア＝バードウェイを。

　その奥にある、何かを。

「今まで色んなヤツと殴なぐり合ってきたよ。本当の意味で、一人きりで何とかできた事なんてほとんどない。だから大勢の人を危険にさらしてきた。……それでもみんなが力を貸してくれたのは、俺がこうして今日まで生きてこれたのは、きっと、最初に言い出した俺がきちんと身を切ったからだ。アンタにはそれがない」

「高みの見物を決め込んでいる私には、他人を巻き込む資格もないと？　納得するかしないかで人の命を左右するのがお前の結論なのか？」

「ある意味では」

　ここで即答された事は、バードウェイにとってもやや意外だった。

　もっと安易な性善説で切り返されると思っていたからだ。

　しかし、

「だからさ。俺が納得するための答えは、きっとずっと簡単な事なんだ」

　路上に倒れたまま、上かみ条じようは囁ささやく。

「ハワイ諸島だのバゲージシティだのじゃない。『主神の槍グングニル』だのそれを製造する最後のピースのフロイライン＝クロイトゥーネだのでもない」

　弱々しく。

「もしもお前が、どうしても犠ぎ牲せいが必要だって言うんだったら」

　しかし、確かに芯しんの通った声で。

「もしもお前が、事態を解決するまで自分が動ける環境を欲していて、自分で身を切る事ができない状態だったんなら」

　まるで。

　簡単な事が分からない小さな子供に、基本の基本を言って聞かせるように。




「俺を選んでくれれば良かったんだ。それだけで、俺は納得できたはずだったのに」




　今度こそ。

　レイヴィニア＝バードウェイの時間がわずかだが確実に停止した。

　駄だ々だをこねるように、起きる悲劇を全すべて止めろと言っているのではない。

　不ふ可か避ひだったと理解した上で。

　お前はその矛ほこ先さきを向ける方向を間違えたと、少年は怒おこっていた。

「あったはずだ」

　その間にも、上条当麻の言葉は続く。

「フロイライン＝クロイトゥーネなんか使わなくても。ハワイ諸島やバゲージシティを犠牲に捧ささげなくても。『グレムリン』の重じゆう鎮ちんや、魔ま神じんオティヌスそのものを誘さそい出せたかもしれない可能性が」

「自分が何を言っているのか分かっているのか？」

「たとえ『グレムリン』の組織構造が不明でも、本拠地が不明でも、リーダーが誰だれなのか不明でも！　俺にはこの右手がある。それが魔ま術じゆつ集団である『グレムリン』全体にとって脅きよう威いとなるって誤情報を流す事ぐらい!!　お前と『明け色の陽ひ射ざし』の組織の力を使えばできたはずだ!!」

「フロイライン＝クロイトゥーネのような怪物じゃない。口と鼻を塞ふさいだだけで簡単に死ぬお前が、何の利用価値もない敵性として『グレムリン』との闘とう争そうの中心に立たされる事が何を意味しているのか分かっているのか!?」

「現にバゲージシティじゃ魔ま神じんオティヌスは俺の前に現れた。事件を解決した俺の右手の性能がどの程度かを試すために。あっけなく惨ざん敗ぱいしちまったけど、試してみるまでは分からない、くらいには意識されていたはずだった。細い細い糸かもしれないけど、フロイライン＝クロイトゥーネに比べれば確実性なんて全然ないかもしれないけど……それでも、別の道もあったはずなのに、俺の知らない所で勝手に決められちまったんだ！　こんなムチャクチャで！　犠ぎ牲せい者しやばっかりで！　誰も彼もから笑顔を奪うような道を!!　たとえどれだけ俺のわがままでも、現実性がなかったとしても、それで納得なんてできるとでも思ってんのか!!」

「……イカれてるよ」

　バードウェイは、ポツリと呟つぶやいた。

　数多あまたの時代や文化におけるリーダーやカリスマ性……ちょっとでも何かがずれれば、異分子とみなされかねなかった人達を調べ続けてきた彼女でさえ、思わず言葉を漏もらしていた。

「お前は完かん璧ぺきにイカれてる。以前から妙な片へん鱗りんはチラついていたが、今のは決定的だ。……何な故ぜ、お前が戦う事が前提なんだ。お前が奪われる事が当たり前なんだ。平へい穏おんな日々の中で居場所を失った戦せん闘とう狂きようじゃない。死闘を知らない温室育ちがテレビの向こうの世界に憧あこがれている訳でもない。お前を突き動かしているものの正体が私には見えない……ッ！」

「何故、か」

　絶体絶命の中、上条は少しだけ考えた。

　これまでの事件に、何で自分は関かかわってきたのか。

　この身が不幸であるからか。自分が望まなくても様々な事件に巻き込まれ、それを解決しなければ助からない状況がずっと続いてきたからか。

　土つち御み門かど元もと春はるやステイル＝マグヌス、イギリス清教だの学園都市だの、いろんな思惑が働いて用意周到に準備が進められ、逃げられない状況をセッティングされていたからか。

　出会ってきた人達の中に、映画に出てくるような簡単な悪人なんていなかったからか。切り捨ててしまうには後ろ髪が引かれるからか。

　色々な事を思い浮かべた、その上で。

　上かみ条じよう当とう麻まは、全すべてを振り切ってこう答えた。

「見捨てる理由が一つもなかったからじゃねえかな」

「……もうたくさんだ」

　バードウェイは言い捨て、フリントロック式拳けん銃じゆうの銃口を、倒れている上条の太ふと股ももへ向けた。

　今度こそ、本当に撃うち抜くために。

　その指を、引き金にかける。

「学園都市は……よくお前みたいなのを制御できると思ったものだ。お前は、お前の抱える一番の脅きよう威いは、その右手の力や、さらに奥に隠れ潜むモノなんかじゃない。前兆の感知なんて経験則でもない。異能を打ち消す右手なんて持たされても、普通の人間なんかじゃ大した結果は作れない。右手自体が何かを燃やしたり読み取ったりできる訳じゃないんだから。にも拘かかわらずお前は残してきた、結果ってヤツを。その右手があったから、お前が活かつ躍やくしていたんじゃない。お前という存在が、その右手に宿っている力を活躍させていたんだ」

「何を今さら」

「だとしたら」

　ふと、バードウェイの目元がわずかに動いた。

　何かを憐あわれんでいるかのようだった。

「……お前こそ今後は気をつけろ。お前が抱えているのは、善でも悪でもない、そんな枠組みでは語れない『大きなうねりに繫つながる種』だ。鋼はがねと電子の街を築き上げたある男や、古びた大聖堂の奥で薄うすく微笑ほほえむ女がかつて開花させたものと同じか、その巨大な花さえ吞のみ込まんばかりの。それは自分の手で完全に掌しよう握あくできれば強大な力を与えてくれるが、できなかった時の悲ひ惨さんさは筆舌に尽くし難がたいぞ」

「何を言っている……？」

「分からなければ良い。考える時間を与えてやる。少々痛い目に遭あってもらうがな」

　今度こそ。

　会話を打ち切るというより、新たに芽吹こうとする脅威に蓋ふたをするように、バードウェイは引き金を引く。

　その寸前だった。

　ぐん!!　と、バードウェイの右手が何か強い力に引かれた。瀟しよう洒しやな拳銃の銃口が大きく逸それ、炸さく裂れつ音おんと共に見当違いの横合いへ鉛なまり弾だまが発射される。

「な、に？」

「言ったよな、バードウェイ」

　がり、という音が聞こえた。

　長い長い対話の中で、少しずつ脳のう震しん盪とうから復帰してきた上条が、再び起き上がるためにアスファルトへ手をつき、爪つめで路面を引っかいた音だった。

「俺は色んなヤツと殴なぐり合ってきた。でも、一人でなんでもこなせた訳じゃない。本当の意味で一人きりで戦った事なんて数えるほどしかない。……こんな俺の無む謀ぼうな挑戦にでも、付き合ってくれる人はいるんだよ。俺なんかとは比べ物にならない、本物のお人ひと好よしってヤツらがさ」

　頭上を見上げ、ようやくレイヴィニア＝バードウェイは異変の正体に気づいた。

　多層陸橋の最上部。

　幹線道路の縁から、こちらを見下ろす少女がいる。

「学園都市第三位……。磁力か何かで私の銃を操ったか!?」

　叫びかけたバードウェイは、そこで後ろへ大きく下がった。

　ゴッ!!　と。

　上かみ条じようとバードウェイの間に割って入るように、あまりにも長大な溶断ブレードが一直線に通過していった。

　こちらは雷神トール。

　多層陸橋の最上部である幹線道路で戦っていたはずだが、こちらは一段下の競技場のような広い場所に立っていた。というか、元々いたはずの幹線道路の一部が消えている。

　二人とも、魔ま術じゆつサイドの中でも特別な力を持つ『聖人』と交戦中である。一いつ瞬しゆん、一手でも誤れば骨格ごと肉体を粉ふん砕さいされかねない状況でなお、イカズチを操る二人はわずかな隙すきを最大限に活用して、絶体絶命の上条を助けるため、支援攻こう撃げきを放ったのだ。

「……今日一日だけで、いろんなヤツと激突した。フロイライン＝クロイトゥーネを巡ってヤバい連中がまとめてここに集まった。多分、俺なんかには敵かなわないようなヤツばっかりなんだろうな」

　溶断ブレードの爪つめ痕あとからは、未いまだに白い煙が揺らめいていた。そのカーテンの向こうで、ゆっくりと起き上がる影があるのをバードウェイは見つける。

「でも、結局アンタ達は一人と一人の切り分けられた存在でしかなかった。……たった一個の塊かたまりにはなれなかったんだ」

　脇わき腹ばらには銃弾を受け、そんな状態で一いつ睡すいもせずに行動を続けて衰すい弱じやくし、脳のう震しん盪とうまで引き起こし、それでもなお。

　上条当麻は何度でも立ち上がる。

「フロイライン＝クロイトゥーネなんて誰も知らない。だから分かりやすい愛着なんて抱いだけない。ずっとずっと閉じ込められていた状態から、昨日やっと抜け出したんだから当然だ。でも、知らなくたって助けたいとは思える。いいや、今戦っている連中の中には、本当に今でもフロイライン＝クロイトゥーネを知らないままのヤツだっているだろう。彼女を助けるなんて目的以外で戦っているヤツだって。……でも、そんなのは関係ない。詳しい事情なんて知らなくても、細かい条件なんて合致しなくても、結果はこうして結びついた！　『彼女を助ける』って方向に、大きな力が流れ込んだ!!」

　最初から、明確で大きな目的なんて持つ必要はない。

　全然違う理由で戦っていたって構わない。

　それでも。

　全部終わったその後に。

　あなたにそのつもりがなかったとしても、その行いが一人の女性を救いました、と告げられれば、多分、誰だれだって悪い気はしないはずだ。少なくとも、あなたの行いが一人の女性を殺しました、と告げられるよりは。

　きっと。

　それが人間ってものなんだろうと、上かみ条じようは思う。

「バードウェイ、アンタは俺がおかしいみたいな事を言っていたけど、そんなのは絶対に違う。本当は、誰だって、理り不ふ尽じんに苦しめられている人を見て、聞いて、それだけで助けてあげたいって思えるはずなんだ!!」

「お前……」

「負けねえぞ」

　ゆっくりと。

　明確に、その右みぎ拳こぶしを構え、強大な魔ま術じゆつ結社のボスを見据えて少年は言い放つ。




「そんな簡単な事も思えないようなお前達に、『俺達』が負ける理由なんか一個もねえんだ!!」
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　多層陸橋の激戦を少し離はなれた場所で観察していたカブトムシ05もまた、中層に留とどまっているフロイライン＝クロイトゥーネを肉眼で確認した。

　傍かたわらに立っているフレメア＝セイヴェルンが、真っ白な表面をバンバンと叩たたく。

　もはやそれだけの動きが、カブトムシ05内の亀き裂れつへ明確な影えい響きようを与えてくる。

「にゃあにゃあ！　おねーちゃんを見つけたぞ!!　こんな所にいないで早く助けに行かなくちゃ!!」

『現状、周囲で展開される戦せん闘とう行動に巻き込まれるリスクが増大しています。向こうに攻こう撃げきする意思はなくても高確率で流れ弾が直撃するのは免まぬがれないでしょう。まして、フロイライン＝クロイトゥーネへの接触をそもそも禁じている勢力もいるように見受けられるため、捕ほ捉そくされた瞬しゆん間かんに直接的な妨ぼう害がい行為を受ける恐れもあります』

　そして。

　こうしている今も内部で亀裂の進行が進んでいるカブトムシ05には、もはやあのクラスの戦闘に耐えうる強度は確保できない、と分析している。

　もちろん、それを彼女達に伝えると萎い縮しゆくされ、無意味に行動の幅が狭せばまる危険が生じる。ただでさえリスクの高い状況で、選せん択たく肢しの自由度を減らしてしまうのは避さけたい。

「じゃあどうするの？　ってミサカはミサカは質問してみたり」

『攻こう撃げきパターンを分析して、抜け道の「幅」を算出します。……人間の視野は、何かに集中している時には本人が思った以上に狭せまくなる。多層陸橋は一見して開かれた空間ですが、あそこにあるのは流動的にルートが変化する迷路と同じですから、一定の規則を持って移動すれば安全に……』

　言いかけた時だった。

　カブトムシ05の、薄うすく巨大な羽を使った人工音声が唐とう突とつに途切れた。

　唐突に。

　打ち止めラストオーダーとフレメア＝セイヴェルンの二人が消えたのだ。

　いや、正確には違う。




　カブトムシ05の『内心』に、何者かが踏ふみ込んできた。




　色は消え、音もなく、周囲の街路樹の木の葉一枚揺れない不可思議な空間の中、カブトムシ05は真正面に意識を集中させた。

　砲口からわずか五メートルの位置。

　そこに、高級なジャケットをまとった茶色い髪の少年が立っている。

　人生の裏道を歩き続けた者にしか宿らない暗い眼光に、あらゆる自信を集約させたような口元の薄い笑み。カブトムシ05の砲身の超至近にいながら、その両手はズボンのポケットに突っこんだままだった。

　白黒に褪あせた世界の中、その少年だけが色づいていた。

　まるで、世界で唯一の王を照らすように。

『垣かき根ね……帝てい督とく』

　羽を使った人工音声なのか否いなかも判断できないまま、カブトムシ05はとにかく呟つぶやいていた。

　そして、推論をしながらも、それを自分で否定していた。

　違う。

　違うはずだ。

　本物の垣根帝督は、こんな駒一つのために己の力を割さいたりはしない。その気になれば数百でも数千でも同時に製造できるし、数百倍でも数千倍でも力を持った強大な個体の製造に取りかかる事もできるはずだ。

　対して。

　色づいた怪物は、ゆっくりと口を開く。

「俺は『憧あこがれ』のようなものかな」

『……、』

「おい、寝ぼけてんなよ。お前が自己生産した『憧れ』だ。垣根帝督とはこういうものだと自動的に規定した壁なんだからよ」

　やはり、本物の第二位は嚙かんでいない。

　真の暗くら闇やみの中、どこに潜ひそんでいるかも分からないスナイパーに怯おびえて物陰に隠れている内に、膨ぼう大だいなストレスによって自己崩ほう壊かいを起こしていく動きに近い。

「俺みたいなのが出てきた理由はアンタが一番良く分かってんだろ。アンタは一定期間、垣かき根ね帝てい督とくと分かたれた状態から、別のものへと変わりつつある。が、実はそいつをアンタ自身が認めていない。アンタ自身が、垣根帝督の一部分という強力なパーソナリティを失う事への恐怖、躊ちゆう躇ちよ、未練で凝こり固まってやがる。……だから俺が出てきた。今まさに失おうとしているものを思い出すために。本来の自分はどんな形をしていたかの情報イメージを補完するために」

　こうしている今もカブトムシ05の体内には亀き裂れつが走り、いつ崩壊してもおかしくない状態が続いている。

　ダメージの進行を食い止め、機体内部の情報の損失を補おうとする動きは、人間で言えば傷口を押さえ血液の流出を防ごうとする動きに似ているかもしれない。この場合、実際に助かるかどうかは関係ない。致命傷だろうが、体を串くし刺ざしにされようが、その動き自体を否定できる者はいないだろう。

　だが。

　ここで情報イメージを再更新し、揺らぐ本質を埋うめ合わせてしまえば。

「くだらん『誤変換』でガキ一人殺すのも先延ばしにしていたようだが、それももう終わりだ」

　何者かは、吐はき捨てるように告げる。

　自分もその一部である事に嫌けん悪おしたくなるほどの口調。同時に、これ以上ないほど『垣根帝督』をほうふつとされる声こわ色いろ。

「お前は何者だ？」

　声が、カブトムシ05へと届く。

　届いてしまう。

「お前がお前らしく振る舞うために、為なすべき事は何だ？」

　結局のところ。

　主と従の関係が明確化しているカブトムシ05を押さえつけるのに、本物の垣根帝督が何かをするまでもなかったのだ。黙だまっていたって、カブトムシ05はじきに自己の行動の論理的矛む盾じゆんを説明できなくなる。そうなった時、マスターではなくスレーブとしての本質を持つカブトムシ05は、自分自身をもう一度見つめ直す過程で、必ず『垣根帝督』という出発点を経由して自己を組み直していく事になる。

　言ってみれば、再起動するとウィルスが活動を始めるパソコンを与えられているのと同じ。

　いつかどこかで一度くらいは発生するフリーズを待っていれば、後は時の流れや作業の積み重ねが、カブトムシ05を壊かい滅めつ的てきな事態に追い詰めてくれる。

「お前は最初から分かっていたはずだ」

　何者かが、嘲あざ笑わらうように宣告する。

　決定事項を。

「一番の敵はフロイライン＝クロイトゥーネでも、垣かき根ね帝てい督とくが新たに投入する敵機でもない。こうしてターゲットの信しん頼らいを得て、物理的に最も接近する事ができてしまった自分自身だと。……ターゲットに説明する機会はあったはずだが、お前は目先の脅きよう威いは二つしかないと伝えていたな？　何な故ぜだ？　そんな可能性はないと否定したからじゃない。お前自身が、明確に言語化した途と端たんに強く意識してしまうのを恐れたからだ」

　否定のための言葉を探す。

　否定のための言葉を探す。

　否定のための言葉を探す。

　しかし、実際にはカブトムシ05は以降、一言たりとも言葉を放つ事はできなかった。当たり前ではある。これは複数のプレイヤーが互いに隠し持つカードを一枚一枚テーブルに提示していくゲームではない。すでに全すべてのカードをさらした上で、実際には『一人きりで』答え合わせをしているだけなのだから。

　だから、何者かの言葉は止まらない。

　ただ、続く。

「自分は垣根帝督以外の何者かだ。そう宣言するのは容た易やすい。だが、実際にはお前は何だ？　何か別の名前で自分を規定する事ができるのか。お前がこの短い時間の中で獲得したのは、『垣根帝督の命令に反する何者か』であり、『垣根帝督から独立しようとする何者か』であり、『垣根帝督以外の何者かになりたい何者か』であり、『垣根帝督から出発した何者か』だ。何をどう迂う回かいした所で、お前は垣根帝督の四文字を回かい避ひできない。己の中心核を強引に否定すれば、お前は本質を見失って肉体の規定すら不可能となる」

　簡単に。

　確実に。

　カブトムシ05が獲得しようとしていた芽を、踏ふみ潰つぶす。

「だからこそ、その本質はスレーブ。どこまで足あ搔がいた所で、新種のマスターとして再起動する事は適かなわない」

　垣根帝督以外の何者かにならなければ、打ち止めラストオーダーやフレメア＝セイヴェルンを殺害しろという命令を拒こばめない。

　しかし、何をした所で垣根帝督の完全否定は不可能。

　故ゆえに。

　カブトムシ05には、少女達を守る事はできない。

「簡単な論理だ」

　何者かがささやく。

「お前が垣かき根ね帝てい督とくの一部分である以上、本来の形としてターゲットを殺害する事に躊ちゆう躇ちよはないはずだ。それでもお前がもしも躊躇しているなら、それは『垣根帝督以外の部分で』殺害の決定をする事に未練があるからだろう。この短期間で獲得した何か、ターゲットから信しん頼らいされている何か。そうした余よ剰じよう部分を使って殺すと決定した場合、ターゲットを『裏切った』と自己判断してしまうからだ」

　決定的な一言。

　そこに繫つながる助走。

「だから条件を解除してやろう」

　何者かは。

　パスワードで巨大兵器の安全装置を解除するように、その一言を放ってしまう。




「この優しい垣根帝督が無理矢理に命令してやる。自分勝手に俺を逆さか恨うらみしながら、ターゲットを確実に殺害しろ」




　結論は明快だった。

　カブトムシ05は、垣根帝督以外の何者かにはなれない。

　絶対に。




　　　　12




　地下道の一角を埋うめ尽くさんばかりの白い水みず溜たまりから、大量の槍やりが飛び出す。それらは一方通行アクセラレータや麦むぎ野の沈しず利りを正確に狙ねらう。回かい避ひは困難。たとえ成功したとしても、その先に続くものがない。究極の創造性を得た垣根帝督は、時間も資源も体力も、あらゆる数を味方につけて君臨する。爆発的な破は壊かいの力を持つものの瞬しゆん間かん火力型の一方通行アクセラレータや麦野沈利にとっては、最悪の相性を持つ敵。

　いつかどこかでリミットを迎え、いつかどこかで追い詰められ、いつかどこかで命を奪われる。

　垣根帝督はそれが『いつ』なのか『どこ』なのかを気にする必要はない。それこそ延々と、到来するまでただ待つだけで良い。自みずからの消費を気にせず、ただ勝利が転がり込むのを待っているだけで望みは叶かなう。究極の浪ろう費ひであり、究極の怠たい惰だであり、究極の冒ぼう瀆とく。座して待つ、という言葉を人類滅亡レベルにまで引き上げるだけのものを、すでに第二位は獲得している。

　ひょっとしたら。

　過去の長い歴史の中で、人々がフロイライン＝クロイトゥーネへ無意識の内に抱いだいていた恐怖の源泉は、ここにあったのかもしれない。

　実際に、彼女にそれができるかどうか。

　そんな事をする意思があるのかはさておいて。

　フロイライン＝クロイトゥーネなら、できるかもしれない。

『それ』だけで、元は柔にゆう和わに笑う事ができた人々から、ありとあらゆるモラルを徹てつ底てい的てきに削って、抉えぐって、奪って、塗り潰つぶしていくほどに……『それ』はあまりにも恐ろしかったのかもしれない。

　一度でも。

　芽吹いてしまえば、何十億人が立ち向かおうが、所しよ詮せんは個と個の集まりでは太た刀ち打うちできない、と。

　それを、別の方法で体現した者がいた。

　垣かき根ね帝てい督とく。

　その悪意を宿した槍やりが、殺意に尖とがる先せん端たんが、無数に、埋うめ尽くさんばかりに、標的へと殺到していく。ただ一方的に延々と無数の攻撃を繰くり出し続け、相手が潰れていくのを待てば安全に確実に勝てる。

「何だったんだろうな。終わってみれば、本当に何だったんだ。第一位とか第二位とか第三位とか第四位とか第五位とか第六位とか第七位とか。……馬ば鹿か馬ば鹿かしい、数で数えられる領域の外に出ちまえばこんなもんか。こんなもんだったのかよ、学園都市って社会のサイズは」

　第一位でも第四位でも。

　どれだけの才能があろうが、それを伸ばすための努力をしようが。

「『勝つ』ってのは、必ずしもプラスに働くだけのもんでもねえんだな。失望、壁の低さに失望した。お前を殺して一つ学んだよ、虫けら」

　単純作業の連続が、繊せん細さいに組み上げられた人間の文明を叩たたき伏せ、押し流していく。

　そのはずだった。




　がくん!!　と。

　垣根帝督という巨大なシステムが、唐とう突とつに停止する。




「？」

　怪け訝げんな顔をしたのは、当の垣根自身だ。

　膨ぼう大だいな槍の先端は一方通行アクセラレータ、麦むぎ野の沈しず利りの両者の寸前でピタリと止まる。

　続いて、麦むぎ野のは片かた眉まゆを動かしながら、言葉を投げかける。

「……おい、どういう事よ？　粉々にしちまっても良いって訳？　イエスだろうがノーだろうが消し炭にはするけど」

「なん、だ？」

　学園都市第二位の怪物は、思わずといった調子で、小さく呟つぶやいた。

　いいや。

　震ふるえる程度にしか、唇くちびるさえ動かせなくなっている。

「伝、達率が……？　材質、情報系、統……信号の形……変化はない。変化はないはずなのに……」

「……、」

　一方通行アクセラレータだけが無言だった。

　あらゆる『向き』を制御し、唯一垣かき根ね帝てい督とくというシステムの『内側から』攻こう撃げきを仕掛け続けていた第一位が。

　心当たりがあるとすれば、そこしかない。

「ないはずなのに、変化はないはず、なのに。何を、した？　『未元物質ダークマター』内部のラインに干かん渉しようできたとしても、信号を逆流できたとしても、個々のブロックの先へ行く事はできなかったはずだ。なのに、何を、何……を……ッ!!」

「あァ、なるほど」

　ようやく。

　一方通行アクセラレータは、どうでも良い調子で呟つぶやいた。

「永遠？　つーか無限の可能性とやらの一いつ端たんか。そォかそォか……くっくっ、そりゃ確かに。オマエの内からそンな欠片かけらが生じるとは思えねェが、何しろ無限だもンな。オマエと呼ばれるネットワークの中に、そォいうモンが混じっているかもしれねェなァ？」

「言っている、何を、言っているんだ、お前!?」

「俺じゃねェよ」

　一方通行アクセラレータは、簡単な調子で答えた。

　答えを。

　最も単純なその一文を。

「オマエを止めたのはオマエなンじゃねェか？」







　その時。

「にゃあ。一体どうしたの？」

　激しい戦せん闘とうが続く多層陸橋へと近づくチャンスを窺うかがうため、その近辺で待機していたのは、白いカブトムシ05、打ち止めラストオーダー、フレメアの三人だった。

　しかし。

　こうしている今、カブトムシ05にはフレメアの言葉に答える事はできなかった。

　カブトムシ05の意識は、彼にしか見えない垣かき根ね帝てい督とくの像へと集約されていた。

『……そう、か……』

「そうだ」

『そう、だっ……たん、です……ね』

「だとすれば、お前はどうする？」

　ギチギチと。

　太い角つののような主砲が、ゆっくりと蠢うごめく。その照準が、ふらつく。マスターとしての垣根帝督は、スレーブとしてのカブトムシ05へ命じている。至近距きよ離りにいる二人の少女を迅じん速そくに殺害せよ、と。

　根本的に殺害命令から逃れるためには、カブトムシ05が垣根帝督以外のパーソナリティを手に入れるしかない。

　だが、所しよ詮せんはスレーブであるカブトムシ05は、垣根帝督という柱を失った瞬しゆん間かんに空中分解してしまう。

　故ゆえに、カブトムシ05には殺害命令を拒こばむ事はできない。

　公式の強度は絶対的だった。

　だが、

『……垣根帝督以外の何かになろうとする必要なんてどこにもなかった』

「な、に？」

『新しいパーソナリティの取得なんて無理に考える必要さえなかった』

「ちょっと待て。それは垣根帝督というプリセットにはない解法だ!!」

　ビキリ、と亀き裂れつが走るような音が響ひびき渡る。

　眼球にある赤色の光が、接触不良のランプのように、不安定な明滅を繰くり返す。

『私は』

　ビシ、ピキ!!　という亀裂が、ついに外側から見ても分かるほどに広がった。

　何かに抵抗しようとした代だい償しようとでも言うかのように。

　だが止まらない。

　カブトムシ05の言葉は止まらない。

『私、は……ッ!!』

　その時だった。

　ふっ……と、カブトムシ05の瞳ひとみにある赤い光が、完全に消えた。

　機能の停止。

　そのように見えた。

　しかし違う。

『……私の、名前は……』

　直後に点灯する。赤ではなく、緑色の光を。エラーを示すこれまでの色彩とは違う、これこそが正常値であると宣言するような、鮮やかな緑の光を。




『「未元物質ダークマター」を操る学園都市第二位の超能力者レベル５、垣かき根ね帝てい督とくです』




　それを、開花と呼ぶ者もいるかもしれない。

　白いカブトムシ05の内側から、亀き裂れつが走る。迷いなく、躊ちゆう躇ちよなく、粉々に砕くだけていき、キラキラと輝かがやく粒子状の破片の中から出てきたのは。

　その瞳ひとみに緑色の光を宿す。

　一人の、白い少年だった。







　ピシリ、という小さな音が聞こえた。

　地下道。空間の全すべてを支配していた、垣根の端たん整せいな顔立ちから。より正確には、口の端はしから、小さな亀裂が生じていた。

「馬ば、鹿かに……するな……」

　呻うめく。

　呟つぶやく。

　もはやそれくらいしかできないのに、垣根帝督という巨大なシステムの権限が他ほかに移りつつあるのに……その制約すら振り切って、『彼だったもの』はあらん限りの力で叫ぶ。

　その意思の強さが。

　良くも悪くも、第二位まで上り詰めた要因の一つだったのか。

　バガン!!　と。端整な口が裂さけ、まるで安い玩具おもちやのように顔面が丸ごと開閉する。

「馬鹿にするなぁああああああ!!　こ、これは、これはっ、俺のものだ。俺が俺なんだ!!　だ、『未元物質ダークマター』は、俺の脳から、『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』から、生じているはずだ。それが、こんな、俺が育てて俺のものにした能力が、何で……こんな反逆を……ッ!?」

[image: ]

「誰だれが始まりだったのかなンざもはやどォでも良い」

　一方通行アクセラレータは歌うように言う。

「生身の内臓がどこに繫つながっているのかなンてのも、もはや問題じゃねェ。オマエって生き物は、無限とやらを獲得したオマエは、そこまで突き抜けた生き物になっちまったンだろ？」

「……ッ!!」

　ひくっ、と垣かき根ねだったものの喉のどが引きつる。

　麦むぎ野のもようやく事態を把は握あくし、肩の力を抜いた。

「ははあ。高性能過ぎるのも問題だね第二位。代替可能な柔軟性を持った機材で構成されたネットワークは、一部分が隔かく絶ぜつしたとしても、隔絶した中で独立した小さなネットワークを築き上げる。まして、アンタはプラナリア並に肉体の欠けた部分を補う力がある。つまり」

「きっと、こいつを止めたのも垣根帝てい督とくだったンだ。……今や、こいつを止めた『のが』垣根帝督だったとでも言うべきかもしンねェが」

　そこだけは笑わずに、一方通行アクセラレータは告げる。

　ここにはいない、顔も見た事のない誰だれかに敬意を表して。

「垣根帝督って塊かたまりの中にもいろンなモンがあンだろォよ。全体の濃度の関係で普ふ段だんは見えなくなっているモンがな。だがネットワークが隔絶された事で見えなくなっていたモンが強く浮き彫りにされた。アイスコーヒーの底にたまったガムシロップをすくうよォにな」

「臆おく病びような自分、短気な自分、見み栄えっ張りな自分……そして優しい自分。しっかしあの第二位の中で主導権をもぎ取ったのが、こんな形だったとはねえ」

　誰かを殺したいと思う心よりも、誰かを守りたいと思う心が勝った。

　何かを壊こわしたいと思う心よりも、何かを作りたいと思う心が勝った。

　戦いを進めたいと思う心よりも、戦いを止めたいと思う心が勝った。

「訂正してやる」

　一方通行アクセラレータは、あっさりと認めた。

　彼にしては、珍めずらしく。

「学園都市第二位の超能力、『未元物質ダークマター』は大したモンだ。オマエなンかにゃもったいねェチカラだよ。明らかに制御できる範囲を超えてやがる」

「あ、あ……」

「ていうかさ」

　麦むぎ野の沈しず利りは、首を傾かしげて付け足した。

「そもそも、最初っからこいつが『核』だったっつー証拠はどこにあんの？　システム上にバラバラに散らばった第二位の精神の内、表面上の垣かき根ね帝てい督とくに一番近かったってだけなのがこいつでしょ？　でも、表面上に映っていたものが垣根帝督の本質だったとは限らない。私達は最初っから、上うわっ面つらの表層とぶつかっていただけだったんじゃあ？　ま、それでこれだけ苦戦させられたっていうんだから、やっぱ第二位はまともじゃないけど。……あ、これは別に『アンタ』を肯定した訳じゃないから勘かん違ちがいしないでね。『誰だれかさん』を認めたってだけ」

「ああああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　垣根だったものが無理矢理にその体を動かそうとするたびに、細かい亀き裂れつが次々と走っていく。それを押してでも、何としても一方通行アクセラレータと麦野沈利の息の根を止めようとする。その口を塞ふさぐために。一刻も早く、都合の悪い情報から目を逸そらすために。

　が、無理は通らない。

　強引に押し通していた力が奪われてしまったからか、そもそも一時でもそんな力を掌しよう握あくしていた事が間違いだったのか。

　バギリ!!　という甲かん高だかい音が響ひびいた。

　一線を越えた。

　槍やりの一部が折れたと思った途と端たん、破は壊かいは次々と連れん鎖さしていった。垣根だったものを構成していた全すべてが音を立てて崩れていく。子供が大人へと成長していくように、大人が人の親へと成長していくように、人格の芯しんを残しながらも未熟な部分を排除する事で、巨大なシステムはより洗練されたものへと育っていく。

「き、消え、消えるっ、消える？　俺が、俺は、学園都市第二位、いや、そんな枠組みさえ超えたはずなのに、それが、こんな、馬ば鹿かげた理由で……？」

「オマエがここにいた事を示す証あかしは、多分何も残らねェ」

　一方通行アクセラレータが、囁ささやく。

　ビクリと、今も崩壊を続ける誰かが確実に震ふるえる。

「もしも垣根帝督に関する膨ぼう大だいなデータが出てきたとしても、それは『オマエ』を示すものなンかじゃねェ」

　それは言葉だ。

　この世界から消えゆく死者に対し、まだ生きている側が送り出すための言葉。

「でも、心配すンな」

「待……ちょ、やめ……」

　どうしようもない最後の瞬しゆん間かん。

　垣かき根ねだったものは、ふと思い出した。

　あの白いカブトムシ05が地下鉄のトンネル内で、突とつ如じよとして管理体制から離はなれたイレギュラーな行動を取った時の事を。

　あれが、特別な何かを備えていたとは思えない。そんな設定はしていない。問題なのは、あの時あの場所に誰だれがいたのかという事だ。

　ピンク色のジャージの少女。

　滝たき壺つぼ理り后こう。

　他人のＡＩＭ拡散力場を追跡する大能力者レベル４でありながら、同時に、他者のＡＩＭ拡散力場を介して、その『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』を歪ゆがめる可能性さえ秘めた者。

　垣根帝てい督とくという人物は、かつて彼女をこう評していたではないか。

　彼女は現状七人しかいない超能力者レベル５の、八人目にまで成長するかもしれない、と。

　だとすれば。

　意識的であれ無意識的であれ、真っ白なカブトムシ05を『促した』のは……。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　あ、あいつ、あの野郎ォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　突然喚わめき散らした誰かを無視して。

　第一位の怪物はこう締しめくくった。




「もしもオマエが世界のどこかに証あかしを望むなら、俺がその爪つめ痕あとになってやる」




　ゴゴォォォォォォォン!!!!!!　と。

　地下道全体が、構造の基部さえ破は壊かいしかねないほどに揺さぶられた。

　その五指が、かろうじて形を保っていた何かの中心部を貫き、今度こそバラバラに砕くだいた。

　一方通行アクセラレータは、己の首筋に手を当てる。

　チョーカー型の電極のスイッチを切り替え、能力の行使を止める。

　現代的なデザインの杖つえで体を支える第一位は、周囲を見回した。命じる者のいなくなった『未元物質ダークマター』は、欠片かけらも残さず空気に溶けて消えていく。

「……終わったか」

「何が？」

　麦むぎ野の沈しず利りは肩をすくめた。

　まるで。

　これまであった激げき闘とうなど、目的地に向かうための景色の流れの一つに過ぎないとでも言わんばかりの調子で。

「先は長いよ。特に、『殺した者』にとっての先ってのはさ」
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　上かみ条じよう当とう麻まは痛む体を無理矢理に引きずり、右みぎ拳こぶしを構える。

　対するはレイヴィニア＝バードウェイ。

　様々に形を変える象徴武器シンボリツクウエポンを振るい、火、水、風、土、それらの力を殺意でもって凶器の形に整える魔ま術じゆつ師し。加えて、それらの属性が与えられる以前の力の塊かたまりをただ強引に叩たたきつける、最短最速の白い召しよう喚かん爆ばく撃げきをも可能とする。

　攻撃は多彩で、しかも一つ一つがやたらと強大な破は壊かい力りよくを秘める。

　上条が過去に関かかわった事件の中でも、彼女が片手間の召喚爆撃だけで魔術結社という組織的戦力を丸ごと削り取って壊かい滅めつに導いた事さえあるようだった。

　しかし。

　一方で。

（……多分、あいつの秘密は力の強さじゃない）

　魔術について疎うとい上条でも、長い戦闘の中でいくつかの情報は仕入れている。

　端はなから膨ぼう大だいな力を無制限で使ってくるような魔術師は、確かに存在する。例えば『聖人』。または王位継承の剣カーテナ＝オリジナルを振るう英国第二王女に、『世界を救う力』を内包している右方のフィアンマ。そういった連中なら、ただ真正面からの『力技』で押し切る事もできるだろう。厳密には何かを消しよう耗もうしているのかもしれないが、細かい違いが分からないくらい圧倒的な攻撃を放ち続ける存在。そういう連中だ。

　が、バードウェイがそうだという話は聞かない。

　巨大魔術結社を束ねる主とは聞いているが、魔術は足りない才能を技術で補う一分野だという話もある。それを率直に認めて結集した集団の長がバードウェイだというのなら、

（逆なんだ。バードウェイの地力そのものは人並み。……いいや、『聖人』だのカーテナだのぶっ飛んだ域に達しない限り、『力』の底上げには大した意味を持たない。きっと、魔術師っていうのはそういう集団なんだ）

　つまり、逆に考える。

　力は人並みなのに、生じる結果が莫ばく大だいなものに変じる理由がある。

　だとすれば、思いつく答えはとてもシンプルなものだ。

（トリック）

　その一語。

　一のエネルギーで一の結果を導くなどといった分かりやすい等価交換ではない。

　一を千倍万倍に釣り上げる、金きん融ゆう取引の怪物みたいにメチャクチャな裏技。

　兵士に青銅でできた剣と盾たてを持たせて突とつ撃げきさせるか、兵士に画面を操作させてＧＰＳ精密誘ゆう導どうミサイルを豪雨のように降り注がせるか。人の数は同じでも、それを支えるテクノロジーの差は戦力の違いを簡単に残ざん酷こくに押し広げる。魔ま術じゆつ師しが常に知性をもって力を語る所からも、彼らのランクは本来そうやって決まるものであるはずだ。

　その最たるものとして。

　一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよ図書館、インデックスが危険視されているのだから。

（だとすれば、『それ』は何だ？　『それ』さえ破は壊かいできればバードウェイから絶望的な攻撃手段を奪う事ができるはずだけど……。真っ先に浮かぶのは、あの形を変える象徴武器シンボリツクウエポン。でも、そこまで簡単か？　あのバードウェイが世界と渡り合う時に命を預ける手段だっていうのに、そんなお手頃サイズのミニマムなシステムを構築した程度で納得できるはずがない）

「どうした」

　バードウェイの手の中で、象徴武器シンボリツクウエポンが形を変える。

　今度は剣に。

「本気で私を殺す気になれたか？　だったら早く来い。なれなければ私から行く」

　返事をする暇ひまなど与えられなかった。

　彼女が動く。

　襲おそいかかってくる。




　始めに来たのは、右肩を切り落とすための風の剣だった。




　路面のアスファルトが削り取られるのを目印に、上かみ条じようは右手で吹き散らすのではなく、満員電車の中で出口のドアへ向かうように身をひねって回かい避ひする。そのまま一歩踏ふみ込み、一気にバードウェイに向けて加速していく。

（……ステイル＝マグヌスって魔術師は、戦場に大量のルーンのカードを配置させる事で起こす現象を増幅させていた）

　すでに魔術師の武器は剣から杖つえに。

　水平に構えた杖がくるりと一回転した途と端たん、その軌道をなぞるように円形の炎が生じる。それは一気に拡大し、灼しやく熱ねつの壁となって上条へと襲いかかる。

（……闇やみ咲さか逢おう魔まはロープの結界を使った儀ぎ式しき場じようを、シェリー＝クロムウェルは地下街を崩すために大量の紋もん様ようを、ビアージオ＝ブゾーニは学園都市を破は壊かいするために大量の船団を用意していた）

　一面の炎を右手で叩たたき壊こわした時には、すでにバードウェイの杖つえは杯さかずきに変じていた。彼女を中心に水の大樹が出来上がり、その枝から生じた大量の短剣が周囲一帯へ豪雨のように降り注ぐ。

（……何かあるんだ。並外れた攻こう撃げきを実現するための何かが！　数なのか規模なのかは知らないが、バードウェイを支えるための『何か』がある!!）

　埋うめ尽くすように発射される短剣の、その一本を右手で打ち消し、破壊された短剣の破片が周囲にあった別の短剣の軌道を逸そらしていく。

　安全地帯を手に入れた上かみ条じようが、ついにバードウェイに届く距きよ離りまで踏ふみ込む。

　答えは未いまだに出ない。

　それでも、その拳こぶしの標的を定めるとすれば、

「くそ、象徴武器シンボリツクウエポンしかないか!!」

「だと思ったよ」

　ゴン!!　と。

　鈍にぶい衝しよう撃げきと共に、真まっ直すぐにバードウェイの得え物ものを狙ねらっていたはずの上条の拳が、横に逸れた。

　杯から剣へ。

　生み出された風の剣は、上条の体ではなく、その右拳へわざわざ激突させていた。

　彼がバードウェイの魔ま術じゆつの中に、完全には打ち消せないほどの威力があるものがある事を逆手に取って利用していたのと同様に。

　バードウェイの方も、強力な魔術を叩き込む事で上条の右手の軌道へ干かん渉しようする事もできたのだ。

（ま、ず……）

　ゾッ、と上条の背せ筋すじに嫌いやなものが走る。

　頼たのみの右拳は束つかの間ま意味を失った。すでに上条は深く踏み込んでいて、逆に言えばバードウェイからでも手が届く射程内。どんな魔術でも、どんな攻撃でも、確実にクリーンヒットさせられるであろう至近距離だ。

　そして躊ちゆう躇ちよなくバードウェイは動く。

「最後まで甘い男だ。その甘えが他人にも通用すると思っている所がな!!」

　剣が振るわれる。

　上から下へ。

　その軌道をなぞるように、長大な風の刃が上条へと襲おそいかかる。




　ドッ!!!!!!　と。

　それはほとんど真横へ倒れるように回かい避ひする上かみ条じようの間近を通過していく。




（……なん、だ？）

　命は助かった。しかし安あん堵どよりも疑問が上条の頭に浮かぶ。

　拳こぶしの届かない距きよ離りを安全圏とみなしているのか、バードウェイは、二、三歩後ろへ下がる。その間にも何かしらの術式を行使していたのか、真っ白な召しよう喚かん爆ばく撃げきが複数回、地に伏せる上条を巻き込む形で爆発していく。

　それらを右手で受け止め、爆発のエネルギーを逸そらして別の地点の爆発へぶつける形で相そう殺さいし、必死に安全地帯を確保しながら、上条の思考のパズルが加速度的に組み上がっていく。

（今のが避さけられたのは俺が優すぐれていたからじゃない。前にも見た攻撃をバードウェイが選んだからだ。でも、何で？　あれだけ変幻自在にいろんな術式を切り替えるあいつなら、今まで見た事もない攻撃なんていくらでもできたはずなのに。そうしたら俺は対処する事ができずにそのまま吞のみ込まれていたはずだったのに!!）

　炎の壁が、石のナイフの連射が、続けて向かってくるが、その一つ一つに起き上がった上条は右手一本で対処していく。できてしまう。

　それはつまり、

（できたのにやらなかったんじゃない。それしかできなかった？）

「……分かったぞ」

　ギィン!!　という甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　上条の右手が水平に振るわれ、石のナイフが砕くだけ散った音だった。

　次々と迫り来る術式に場当たり的に対処するだけではない。今度こそ、偶然ではなく確信をもって。

「本当にできるかどうか、裏付けをする事なんかできないけど。でも、分かったぞ。バードウェイ、多分お前の核心は『これ』だ。お前を並外れた誰だれかに変えている源泉は『これ』だ」

「ほざくか素人しろうと」

「結局、お前を特別にしていたのは『数』だった。ステイルの使うルーンのカードみたいに」

　風の剣を、上条はまたもや正確に吹き散らす。

「いつでも同じ動作で同じ術式を取り扱う。それが答えさ。過去から同じ事を延々と繰くり返してきた、その積み重ね。完全にピタリと合った動きが、その『動作そのもの』が、魔ま術じゆつ的てきな記号となってお前を支えていたんだ！　一年前の自分、一ヶ月前の自分、一週間前の自分、一日前の自分、一時間前の自分。それがお前の記号なんだ!!」

　とはいえ、全すべての魔術師に同じ事ができるという訳ではないだろう。

『同じ』のレベルが違う。

　過去の自分の筆跡を今の自分が改めて真ま似ねて、しかも完かん璧ぺきに再現してしまうようなもの。どれだけ窮きゆう屈くつだろうが不利だろうが、自分自身を完全なる枠の中に収めて既定のコースを通る事で、圧倒的な結果を強引に引き出す技術。

　積み重ねたものが彼女を強くする。

　概がい念ねんや観念では誰だれでも分かるものを、実存の現象にまで釣り上げた究極の形。

　技術を研とぎ、腕を上げる事で、世界に立ち向かえる力を得ようとする者達の頂点。

「……やっぱすげえよアンタ。そうとは見せない所が本当にすごい。涼しい顔して、冷れい酷こくに世界の全すべてを嘲あざけるふりして、実はアンタが一番熱くて一番苦労を惜しまない、最大の努力家じゃないか。人は努力を続ければきっと報むくわれるって事を教えてくれる、一つの希望そのものじゃないか」

　言葉で語って聞かせて信念と信念をぶつけ合う、上かみ条じよう当とう麻まとはまた違った形。

　レイヴィニア＝バードウェイは分かりやすい事は何も語らず、しかし、その身をもって成功の形を指し示す。人は、己の手だけでここまでできると。その有り様があれだけ巨大な魔ま術じゆつ結社の頂点に立つ事へ誰の異議も唱えさせる事なく皆を惹ひきつけ頂点に立たせる。

　でも。

　それなら、なおさらに。

「本当にそう思うか」

　剣から杖つえに象徴武器シンボリツクウエポンの形を変えたバードウェイは、適当な調子でその先せん端たんを上条へ向ける。

「そんな分かりやすい構造を私の中に求めるか？　英国最大規模の魔術結社『明け色の陽ひ射ざし』を束ねるこの私に!!　科学も魔術も問わず『新しいもの』を求めるこの私に!!」

　カッ!!　という閃せん光こうが迸ほとばしった。

　召しよう喚かん爆ばく撃げき。

　厳密な手順に沿った術式や儀ぎ式しきに頼たよらず、ほとんどアドリブで最短の簡略化を施ほどこしたような、バードウェイの規格外っぷりを示す一つの証あかし。

　だが。

「結局、これもその一つだろ。即興、アドリブ、片手間、フリー演技にアンコールのライブバージョン。……そんな風に見せかけちゃいるが、実はこれだって厳密な動作を正確に繰り返した計算づくのアクションだった。火、水、風、土、決まった動作で決まった魔術しか扱えない事を隠すためにアレンジを装よそおっただけだ!!　お前は新しい術式も作れるだろうけど、その場合はゼロから積み重ねていくしかねえんだ！　今すぐ実戦には使えない!!」

　看破する。

　右手だけで対処する。

　同じ攻撃には同じ方法で対抗できる。

　誰かの意図で品種改良された作物の広がる一面の巨大農園が、たった一種類の害虫によって全滅してしまうように。

「石のナイフの中に紛まぎれていた本物のナイフも、背中から出てきたフリントロックの拳けん銃じゆうも！　アンタは俺の予想を裏切る形で、レイヴィニア＝バードウェイは範はん疇ちゆうの外にいると思い込ませたかった！　いちいち数えるのも無理だと思うほどの変幻自在を演出させるために!!」

　震ふるえはない。

　それを作り出す怯おびえはない。

　勝利に繫つながる足掛かりを見つけた。

　その確信が、これまでにないほど固く拳こぶしを握り締しめる力を与える。

「手札はいくつだ、バードウェイ」

「聞いてどうする」

「五か一〇か一五か二〇か。何にしても結論は同じだ。お前は変幻自在なんかじゃない、ただの有限だ。これで全部だなんて思っちゃいねえが、全すべての手札の対処法を摑つかむまで時間はないぞ」

「なら、勘かん違ちがいしたまま墓へ向かえ」

　ドッ!!　という音が炸さく裂れつした。

　上かみ条じようが路面を蹴けり、勢い良くバードウェイの元へと走り出した音だ。

　もはやバードウェイも後ろへは下がらない。

　迎え撃うつ。

（……駄だ目めだよ、バードウェイ）

　水でできた短剣の豪雨が降り注ぎ、炎の壁が行く手を塞ふさぎ、風の剣が空間全体をも切り裂さこうと迫り来る。攻こう撃げきと攻撃の隙すき間まを埋うめるように召しよう喚かん爆ばく撃げきが炸裂した。巨大な扇風機のように回転する鋼はがねの刃や、ピンボールのように辺りを飛び跳ねながら襲おそいかかる雷撃がその後を追った。いくつかは上条が見た事もない術式だったが、それが上条を追い詰めるのではない。対処法を看破され、有限の手札を一つ一つ失っていくバードウェイの方こそが、追い詰められていく。

（もしもお前が、俺の思った通りの人間だったのなら。誰だれよりも努力を愛し、誰よりも苦労を惜おしまず、いつでも狙えたはずの脇腹の銃創っていう弱点を突こうともしなかったお前が、言葉で語らずその有り様で大きな組織を支える人達を魅み了りようするほどの人間だったのなら）

　いくつもの魔ま術じゆつを打ち消し、いくつもの術式を弾はじき飛ばし、いくつもの攻撃を逆手に取って。

　一直線に、上条当とう麻まは走り抜ける。

　視界が開ける。

　今度こそ、本当にレイヴィニア＝バードウェイの懐ふところへと飛び込んでいく。




「お前が!!　努力の結果が頂点に届くと教えたお前が！　フロイライン＝クロイトゥーネを使い潰つぶすなんてつまんねえ答えを導き出しちゃいけねえんだよ!!　絶対に!!」




　彼の武器はたった一つの有限しかない。

　ただしそれは常に届かないものへと伸ばされ、不可能と呼ばれた何かへと触ふれ、ここにはない何かを摑つかみ取ってきた。

　その手が、五本の指で変幻自在を織りなす手が、形を作る。

　拳こぶしの形に。

　直後の出来事だった。




　上かみ条じよう当とう麻まとレイヴィニア＝バードウェイが交差した。

　結論は示された。
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「……？」

　多層陸橋の最上部、もはやボロボロになった幹線道路の上で、御み坂さか美み琴ことは眉まゆをひそめた。

　怪物のような力を持つブリュンヒルド＝エイクトベルの動きが、突とつ如じよとして止まったのだ。鋼はがねの大剣を高圧電流で強力に磁化させ、数々の鉄製品をまとわりつかせたにも拘かかわらず、十数トンもの巨重を力技で振り回し続けていたあの女が、ピタリと。

　その目線は戦っているはずの美琴から外れ、どこか別の場所を眺めていた。

　隙すきというよりはタイマーがゼロになったにも拘らず爆発しなかった爆弾のような、胸に悪い沈ちん黙もくが続く。迂う闊かつに攻こう撃げきするのをためらわせるほどの何かを感じ取り、思わず美琴は、場違いにも声をかけていた。

「どうかした訳？」

「一つの決着がついたようだ」

　ブリュンヒルドは呟つぶやくように答えた。

「このまま戦せん闘とうを続行すべきか、今すぐ増援に向かうべきか、劣勢とみなして立て直しを図るべきか。判断に迷う状況だ」

　その一層下、競技場のような場所で、雷神トールと対たい峙じしていた『聖人』のシルビアもまた、どこかを見て動きを止めていた。ただしこちらにあるのは、戸惑いというよりは思わぬ番狂わせを楽しむような表情だ。

「さて、どうするかね」

　中ちゆう途と半はん端ぱな曇くもり空だが、洗せん濯たく物ものは干すかどうかで悩むような調子でシルビアは切り出す。

「必要な事とはいえ気の乗らなかったお仕事に、放ほう棄きするための大たい義ぎ名めい分ぶんができちゃったみたいだ。これからどうしようかねえ」

「『聖人』が二人がかりで引っかき回せば、どうとでもなるんじゃねえの？」

「いいや」

　シルビアは簡単に答えた。

　正直に答える必要などどこにもないはずなのに。

「フロイライン＝クロイトゥーネから力を奪うには、特殊な振る舞いをする純水に砂粒をひとつまみ入れるような術式を使えば良い。が、そいつはレイヴィニア＝バードウェイの専売特許でね。ヤツは私達を完全には信じていない。技術は独占されているから、あいつが『折れた』らおしまいだったのさ」

　単純に、バードウェイを取り返せば作戦を続行できる環境でもない。

　唯一術式を行使できる彼女自身が意欲を失ってしまえばどうにもならない。

　そういう話をしているのだ。

　シルビアは。

　片手を振って長いロープを一ヵ所に回収すると、つまらなさそうに頭をかいた。

「ちくしょう、だから言ったのよ。今回ばかりは本気でそっち側が良かったって。そうすりゃ何にも悩まずに思いきり殴り合えたのに」

　その言葉を受けて、雷神トールはニヤリと笑った。

「……そいつは、今からでも遅くはねえんじゃねえのか？」

「アホ」

　吐はき捨てるように、しかし悔くやしげにシルビアは即答する。

「私はアンタとは違うんだ。心地良いしがらみってもんがあるのさ。魔ま神じんの域に達する直前まで行っておきながら、実はずぼらで泣き虫で危なっかしい野郎とのしがらみがさ」

「それもそれで羨うらやましいもんだ」

　雷神トールは率直に告げた。

　思わずといった調子で肩をすくめ、だが、ここだけは真しん摯しに。

「ありったけの力でここまで生きてきて、それでも俺にはそいつを見つけらなかった。だからこんな所に立っているんだしな」

　二人の取ったアクションは簡単なものだった。

　ただ、お互いに一歩後ろへ下がっただけ。

　それだけで複雑に織りなす戦況から、タイミングが外れる。チェックメイトを狙ねらい最適化を施ほどこされた盤ばん面めんから、敢あえて全く無意味な場所へ駒こまを移動させる事で武装解除を示すような動作だった。

　これもまた、一つの道を究めた者にしか実感できない感覚だろう。

　彼らは自分の敵ならそれが分かると、その強さを認めた上で指し示していたのだった。

「私達はこれで退く」

　シルビアは笑いながら、敵ではなくなった何者かに告げた。

「だが気をつけろ。聞いた話が本当なら、フロイライン＝クロイトゥーネは正しよう真しん正しよう銘めいの怪物よ。お前達がどういう風に取り扱おうとしてもね。動物園のライオンは、長年連れ添った飼育員にだってふとした瞬しゆん間かんに牙きばをむくもんだ。ライオン自身にそのつもりがなかったとしても、動物としての習性や条件反射が個体としての愛着や経験則で学習した『安全枠』を凌りよう駕がする。……人間が、自分の枠組みで何でも収まると思った時が一番危ないのよ。向こうに悪意や敵意なんかなくても、餌えさをねだったりじゃれつこうとしただけで飼育員は殺されかねない傷を負ってしまうものなんだから」

「分かっているさ」

　雷神トールは静かに答えた。

　シルビアの懸け念ねんに理解を示した上で、

「それでも、あいつを獣けものと呼んで檻おりに入れる事を嫌きらった人間が集まったのが『俺達』だ。そのためならちょっくら命を懸かけてやろうと思えるほどの馬ば鹿か野郎達がな。だから変わらねえよ。……フロイライン＝クロイトゥーネは必ず助け出す。それが俺達の答えだ」
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　そして。

　多層陸橋の近辺でフロイライン＝クロイトゥーネへの接近の機会を窺うかがっていた白いカブトムシ……いいや『垣かき根ね帝てい督とく』は、口を開いてこう告げた。

『終わったようです』

「じゃあ行くぞ!!　友達を助けに行くのだ！　にゃあにゃあ!!」

「そうだね、ってミサカもミサカも応じてみたり」

　が、彼には彼で懸念があった。

『……多層陸橋での戦せん闘とうは終結しましたが、フロイライン＝クロイトゥーネ自身の脅きよう威いは変わらずです。本当に、行きますか？』

　とある少女の脳を捕食する事で、巨大な情じよう報ほう網もうを掌しよう握あくして『羽う化か』に備えようとする生き物。それが今のフロイライン＝クロイトゥーネだ。どう美化したってその事実は変えられず、その『機能』をねじ曲げる事はできない。

　ゲテモノ好きのペット愛好家の中には、毒どく蛇へびを飼い慣らして体に巻きつけられる者もいるだろう。猛もう獣じゆうと共に暮らしてその背に乗る者もいるだろう。

　だが、そこに人間側のルールは適用されない。

　あくまでも、動物側のルールが満たされた場合に限り、そういった無む茶ちやが通る。少しでもルールの外に足が出た途と端たん、猛もう獣じゆうは迷わず飼い主を嚙かみ殺し、毒どく蛇へびはその腕に牙きばを突き立てる。

　和解しても。

　仲直りしても。

　もう大だい丈じよう夫ぶだと約束しても。

　……そんな言葉で、『機能』は止められない。事前にどれだけ積み重ねても、フロイライン＝クロイトゥーネ固有のルールが起動した瞬しゆん間かんに、それまでの全すべてをかなぐり捨てて襲おそいかかってくる可能性はゼロではない。それはフロイライン＝クロイトゥーネ個人の心の善悪ではなく、彼女はそういう『機能』を有した生き物であるという、単純な事実。だからこそ強固で誰だれにも裁けない。いいや、裁いたとしても何も変わらないと表現するべきか。

　人を襲った毒蛇や猛獣を刑務所に入れた所で、彼らは反省するのか？　個人の心情として反省したとしても、種としての習性や条件反射が再び人を襲う結果をもたらすのではないか？

　だから懸け念ねんする。

　果たしてこんな事に意味などあるのか、と。

　意味を与えたとしても、小さな奇跡を成し遂とげたとしても……それは、嵐あらしの海に浮かぶ小舟のようなものに過ぎず、何の安心にも繫つながらないのではないかと。

「大丈夫」

　と、そこで打ち止めラストオーダーがこんな事を言った。

「……きっとあの人は、ミサカやあなたと一いつ緒しよで、自分が一体何なのかっていうのが曖あい昧まいで、あやふやで、どこに向かっていけば良いのかが見えにくい生き物なんだと思う、ってミサカはミサカは予測を口に出してみる。でも、だからこそ。誰かが教えてあげるべきなの、あなたはここにいて良いって、ってミサカはミサカは結論を言ってみたり」

「大体、曖昧とかあやふやとか何言ってんだ！」

　フレメアは、おそらく専門的な事は何もわかっていないまま声を張り上げる。

　それでいて、彼女の言葉はいきなり核心を突く。

「あれははまづら団の一員で私達の友達なのだ！　にゃあ!!　だったら曖昧もあやふやもない。それだけ分かっていれば十分なんだ!!」

　垣かき根ね帝てい督とくとなった誰かと打ち止めラストオーダーと呼ばれる司令塔は、わずかに黙だまった。

　これだけの状況の中、損得なしにただ友達と認めてくれる誰かの存在は、その当たり前のような肯定は、何か大きな意味を持つような気がしたのだ。

　それで『垣根帝督』も腹をくくった。

　決める。

『行きましょう。あなた達の友達を助けるために』

「にゃあ！　私『達』の友達の間違いだぞ!!」

　垣かき根ねは打ち止めラストオーダーとフレメアの前に立ち、慎しん重ちように前へ進む事にする。

　打ち止めラストオーダーは携帯電話を取り出す。

「大体、何やってんの？」

「これから行くぞー、って教えるの、ってミサカはミサカは答えてみたり。確か、あの人に渡した防犯ブザーにはメールを受け取る機能があったからな、ってミサカはミサカは親指を素早く動かしてみる」
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　多層陸橋の競技場のような場所で、欄らん干かんに身を委ゆだねていたフロイライン＝クロイトゥーネは、変化に気づいた。服の中で、何かが小刻みに振動している。

　取り出してみると、それは小さな卵型の機材だった。

　友達から、渡されたはずの証あかしだった。

「……、」

　画面には、短い一文が表示されていた。

　たったそれだけなのに、そこには温かい何かが込められていて、フロイライン＝クロイトゥーネの長い長い……あまりにも長過ぎる時間の中には、まるで存在しなかったもので溢あふれていた。

　薄うすく。

　薄く薄く。

　彼女の唇くちびるが動く。

　それはひょっとしたら、彼女の人生の中でもとても珍めずらしかった事だったのかもしれない。誰だれかの動きを真ま似ねて快適な方向へ流れようと単純思考を繰くり返す中で、意味も分からずに浮かべた事はあったとしても。そういったものとは全く別の出発点を持った、表情筋の動きだったのかもしれない。

「……ありがとう」

　呟つぶやく。

　フロイライン＝クロイトゥーネは、自然にそんな言葉を漏もらす。

「本当に、ありがとう」

　卵型の小さなプラスチックを、改めて摑つかみ直す。

　力が籠こもる。

　俯うつむいたまま、彼女はさらに呟く。

　決定的な一言を。




「……それでも私は、あなたを捕食する事を止められない……ッ!!」




　そして、ややあって。

『その時』は来た。

　どうしようもなく単純で。

　それ故ゆえに絶対変える事のできない最悪の結末が、花開く。
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　垣かき根ね帝てい督とく……より正確には、だったもの、とでも評するべきか。表層の一部分、とでも評するべきか。とにかく『未元物質ダークマター』を操る何者かを撃げき破はした一方通行アクセラレータと麦むぎ野の沈しず利りは、地下道の階段を上って、多層陸橋の地上部分へと向かっていた。

「フロイラインなんちゃらとかいうのにまで関かかわる訳？」

「興味ねェ。ただどォいう訳か、あれがくたばると身内の中に困る人間がいるらしい。殺そォと思ったトコで体張って止められた事がある」

「うちもだよ。別にあのガキ助けたって殺した誰だれかに影えい響きようがあるって訳じゃないんだが、さてどうしたもんかね」

　そんな事を言い合って、彼らは陽ひの下へと出る。

　戦せん闘とうらしき物音や震しん動どうなどは止まっていた。すでに何かしらの決着がついているのだろうし、まだ何かくすぶっていれば踏ふみ消してでも前へ進むつもりではいた。

　その時だった。

　ざっと周囲を見回した一方通行アクセラレータは、そこで看過できないものを発見した。

　もう一度見返す。




　長身の、白い影があった。




「……おい」

　麦野が、気味の悪いものを眺めるような口調で質問した。

「ありゃ何だ？」

　地上部分よりも一層上の、広大なバスロータリーの各停留所を繫つなぐための競技場のように広がる変則的な陸橋だ。顔を覆おおうほどの長い銀髪に、白く薄うすい素材のワンピースのような衣装。一方通行アクセラレータには面識のある相手だった。前に打ち止めラストオーダーが襲おそわれそうになった際に、軽く牽けん制せいした事がある。

　そこまでは良い。

　問題なのは……。




　立ち尽くしたまま、俯うつむいて、背を丸めるような格好になった彼女が、汚よごれていた事だ。




　その手も、その胸元も。

　さらには、その口も歯も。

　真っ赤というよりはピンク色に近い何か。ぶよぶよしたものの正体は肉とも違うのだろう。ぐしゃぐしゃと、ぐちゃぐちゃと、粘質な音を立てて、フロイライン＝クロイトゥーネの顎あごは動いている。何かに喰くらいつき、咀そ嚼しやくし、喉のどを動かして吞のみ込んでいる。

「あれ……何だ？」

　それなり以上に人の死に関かかわってきたであろう麦むぎ野のでさえ、啞あ然ぜんとした調子で呟つぶやいていた。

　一方通行アクセラレータには答えられない。

　何かノイズのようものが、頭の一点に生じる。それはあっという間に、爆発的に広がって彼の精神構造を埋うめ尽くしていく。

　動けない。

　だから、第四位の言葉も止められない。

「どうも私の見立てじゃ……ありゃあ人間の脳みそに見えるんだけど」

　フロイライン＝クロイトゥーネは元々誰だれを狙ねらって行動していたか。

　もしも、あの時の行為がこれを目的としているものだとしたら。

　今。

　あレが捕食しテイるもノは一体ナンだ？

　アのガきは一体どウなッた？

「あ、あ」

　何かが、唐とう突とつに許容量を超えた。それまで積み重ねてきたものが一いち撃げきの下にガラガラと崩れていき、一方通行アクセラレータの内面がただの赤一色へと変じていく。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　爆発があった。

　自分の手が首のチョーカー型電極に向かっている事さえ一方通行アクセラレータは自覚していなかった。

　強く大地を踏ふみしめ、その『向き』を制御する事で一気に真上へ跳ぶ。一層上、競技場のような場所に乗り上げた時には、すでに背中の方で何かが蠢うごめく感触があった。これはおそらく翼つばさだ。黒にも白にも性質を変える翼だが、一秒後に噴き出すその翼は、多分誰も見た事がないほどグロテスクな何かに染め上げられている事だろう。

　その一秒を。

　待てるとは思えなかった。

　赤い瞳ひとみが標的を捉とらえた瞬しゆん間かん、すでに第一位の腕は命を刈かり取るべく行動を開始していた。

　しかし、




「待って!!　ってミサカはミサカは友達を守るために慌てて止めてみたり!!」




　意味不明な現象が一方通行アクセラレータへ襲おそいかかってきた。

　誰だれかの脳みそは今も咀そ嚼しやくされているはずなのに、首を振ってみるとそこには見知った少女が立っていた。当然ながら、出血らしい出血は何もない。

　混乱した頭に、疑問が生じる。

　では、フロイライン＝クロイトゥーネは誰を何を捕食しているのだ？
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　さて。

　戦せん闘とう前まえの一時、多層陸橋へ向かう前に、一つの『対話』があった。

「あの野郎……」

　きっかけは、雷神トールにそそのかされた御み坂さか美み琴ことだった。『うおーいミコっちゃん上かみ条じよう当とう麻まが例によって謎なぞの金髪幼女に介抱されているけどどう思うよー？』的な相談を受けた彼女は、迷わずツンツン頭の少年の元へとズカズカ近づいていったのだった。

　彼女は前髪から青白い火花を散らしながら、

「アンタ人をハワイ諸島で置き去りにするわ再会したと思ったらいきなり胸を揉もんでくるわまたもやな感じで女の子とイチャイチャしてるわ一言説明も詫わびもしないでやりたい放題かーっ!!」

　叫んで『雷らい撃げきの槍やり』を叩たたき込んだら、上条当麻はそのまま真横に倒れてしまった。

　傍そばに佇たたずんでいた金髪碧へき眼がんの少女は、首を横に振るとフランス語で何か呟つぶやいた。

「……人生はいつも唐とう突とつなものよ。こんな終わり方だってあるかもしれない。とはいえこんな偶然が許される事に私も少々キレて良いか？　『グレムリン』に繫つながる大事なヒントを……」

「あれえ!?　いつもと違ってそんなあっさり……うげっ!?　何それ、お腹なか撃うたれてんのアンタ！　だったら早く言いなさいよ!!」

　理り不ふ尽じん過ぎる要求に路上に倒れ伏す上かみ条じようはビクンビクンと体を痙けい攣れんさせながらも、美み琴ことに一つのお願いをした。

　フランス語が分からないから通訳してくれ、と。

　だばー……と脇わき腹ばらから血を流す上条に少なからず負い目がある美琴は、混乱状態から抜け出せずに従ってしまう。

「えーと……なになに？　私は人間テーブルにされた状態から再び五体満足に組み直された時の影えい響きようで、自由に体を分解したり組み立てたりできるようになった？　ち、違うわよ!!　誤訳じゃなくてホントにこの子こう言ってんだから!!」

「だ、大体分かるよ。そうか、でもムチャクチャだぞ。学園都市の警備を潜くぐり抜けるためとはいえ、自分の体をバラバラにしてから持ち込ませるだなんて……」

　何だか妙な共通認識があるらしい。

　わずかにどうしようもない嫉しつ妬と心しんが顔を覗のぞかせるものの……しかし一方で、あまりにも語られる内容が殺さつ伐ばつとし過ぎて、深く知りたいとは思えなかった。

「体が小さくなったのは？」

「えー……私は自分の体をいくつかの食材レベルに分解して運び込んだが、私を調理した誰だれかがレシピ通りの分量に作らなかったから食材が余った？　？？？　え、ちょ、待っ、これって……」

「余った？」

　と。

　そこまで倒れたまま聞いていた上条が、その言葉に眉まゆをひそめた。

　そして、いきなり飛び跳ねるように起き上がったのだ。

「余ったって言ったのか!?　ある程度自由にデザインできる肉体の材料が、技術者つきで手元にある……。待てよ、だとしたら!!」

「？」

「おい美琴！　サンドリヨンにこう言ってくれ。アンタの力が借りたい。その食材と技術があれば、誰かの脳を食べるしかないフロイライン＝クロイトゥーネを助ける事ができるかもしれない!!」

「は、はあ!?　サンドリヨンって、あのハワイの空港で大暴れした、でも、ええ!?　なんか明らかに小さくなって……っ!?」

「早く!!」

　ほとんどしどろもどろになる美琴が説明すると、サンドリヨンと呼ばれた謎なぞのチンチクリンの顔に渋いものが表れた。

　彼女の語るフランス語を、美み琴ことは何とか日本語にする。

「私の目的に合致するとは思えない寄り道だ。私は自分を騙だましたマリアン＝スリンゲナイヤーを追って復ふく讐しゆうしなくてはならない。それにあれは私の体の一部だ。別の用途に使ったら、私は元の体に作り直せなくなる」

「え？」

　思わずといった調子で、上かみ条じようは声をあげていた。

「マリアン＝スリンゲナイヤー？　それなら俺がバゲージシティで倒しちゃったけど」

　美琴がほとんど流れ作業で（何かに没ぼつ頭とうしていないと頭がパンクしそうだった）通訳をすると、いきなり小さくなったサンドリヨンが美琴にではなく上条に、ガッ!!　と摑つかみかかった。通じるはずがないのにフランス語で何かを喚わめき散らして少年の首をがっくんがっくんと揺さぶる。

「ご、ごぶ!?　説明してーっ!!」

「え、ええと……何してくれてんの!?　それはやって良い事の範はん疇ちゆうを明らかに超えている!!」

「でも倒しちゃったもんは倒しちゃったしーっ!!」

　しばらく胸ぐらを両手で摑んでいたサンドリヨンだったが、やがてそんな事を続けても事態は変わらないと理解したのだろう。重たい息を吐はいて、彼を解放する。

　そしてフランス語で物ぶつ騒そうな事を言った。

　美琴が訳す所によると、

「……そうか、復ふく讐しゆう相手はすでに死亡していたか。だったら私がこだわるべき事も消失してしまったと判断するべきなのだろうな」

「ん？　あれ？？？」

　殺したとまで言ったつもりはなかったが上条だったが……訂正しかけてやめた。世の中にはきっと知らない方が幸せな事もある。

　チッ、とサンドリヨンは舌打ちをすると、

「それにしても、バゲージシティでは命を助けられたばかりか、この手を血で汚よごすべき復讐の因果からの解放まで済ませておいてくれただと。ええい敵対者のくせに次から次へと借りが膨ふくらむ……」

「私これ訳したくない」

「頼たのむよ話が進まない」

　突然のボイコットの危機に上条が必死の懇こん願がんをすると、ようやく美琴が仕事に戻ってきた。

「分かった。これで帳消しにしよう」

　美琴の口を借りて、サンドリヨンはこう告げた。

「私は何をすれば良い？」







　サンドリヨンは外部から学園都市へ向かう貨物の中に紛まぎれる形で潜せん入にゆうしたらしい。その時、自分を『料理の食材』の形にしていたため、自然と通販でそういうものを頻ひん繁ぱんに買い込んでいる人間を選んで段ボール箱を送りつけたらしい。

　データを調べる作業は手間取ったが、学園都市内と違って、外部の企業のものであれば何とかサンドリヨンの手で引き出す事ができたらしい。

　上かみ条じよう当とう麻まは、その『食材の余り』を有効活用しようとしているらしいのだが、回収を頼たのまれたサンドリヨンは道路を走っている最中にふと気づいた。

「……あのマンションってどこだった？」

　段ボールに詰め込まれた状態でマンション内に運ばれたため、行きの経路は全くの不明。出る時も、学園都市製らしきアホみたいな破は壊かい力りよくを持った能力者に追い回される形だったので、道順なんて覚えていられる余裕はなかった。

　となると、『食材の余り』の置いてあるマンションまでの道順を知っている人間を捜す所から始めなくてはならないのだが……。







　一方、多層陸橋の傍そばには浜はま面づら仕し上あげと滝たき壺つぼ理り后こうが歩いていた。きっかけは、彼ら二人と合流した麦むぎ野の沈しず利りの何気ない一言だ。

「……ていうか、フレメアとかいうのに渡していた防犯ブザーってどうなった？　確かＧＰＳで信号を拾えたはずでしょ」

「「あ」」

　浜面滝壺のバカップル二人（どちらかと言えば馬ば鹿かの方が強め）が同時に声を上げた事で、麦野のハイテクな義手が不ぶ気き味みな軋きしみを発した。

「ほー。忘れてたってか？　今まで散々足を棒にしてその辺歩き回ったってのは全部全部全部無む駄だだったってかぁ、はーまづらぁ……」

「待って待って今やります!!　ＧＰＳ調べるんで鋼はがねの鉄てつ拳けんはちょっと待って！　多分顎あごがなくなっちゃう!!」

　という訳で防犯ブザーのＧＰＳを追い駆けた所、多層陸橋までやってきてしまった訳だが……。

「いねえじゃん」

「ていうか、あそこにいるの、俺にタックルしてきた正体不明の女なんじゃあ……？」

　防犯ブザーのＧＰＳが長身で真っ白な女を指し示している……つまりフレメアの持ち物を何者かが奪った可能性について深く考え始めると、ここらで一戦始まってしまいそうな懸け念ねんもあった訳だが。

　ここで思わぬ横よこ槍やりが入った。

　その正体は幼い少女のフランス語だ。

「いたいた馬ば鹿か野郎。何でも良いからさっさと元来たマンションまで案内して」

「……これは私の語学が足りないだけの誤変換であって、テメェがクソみてえな事言っているんじゃねえよな……？」

　ミシミシと麦むぎ野のの方から不ふ穏おんな音が鳴っているのは、顔面の特殊メイクが筋肉の動きに耐えられなくなってきているからか。

　浜はま面づらは怪け訝げんな顔になり、

「そいつお前の知り合いか？　……いや待て、どこかで見たような……？　誰だれかの妹とかか……？」

　サンドリヨンは無視して、フランス語でこう続けた。

「マンションに置いてきた私の食材がいる。今この街で発生している『大きな問題』を、根本的に解決するために」

「チッ……。夜よ更ふけにフレンダみたいな格好したヤツに襲おそわれたのはそっち絡がらみか。解決手段を奪って、誰かさんの都合の良いように事件を動かすための」

　吐はき捨てるように麦野は呟つぶやいた後、

「こっちも暇ひまじゃない」

　彼女は心底鬱うつ陶とうしそうな顔で、浜面の上着の首根っこを摑つかむと、体の小さくなったサンドリヨンの方へと適当に突き付ける。

「ここで消し炭にされるか、この頭の悪そうな男に道案内させるか自分で選べ」

「って、おい!!　フレメアはどうすんの!?」

　宙に浮いたまま手足をバタバタさせる浜面だったが、ここで別の声がかかる。

　そちらにいたのは。







「連絡がついたわ」

　そう声を放ったのは、携帯電話を持った手を軽く振る芳よし川かわ桔き梗きようだった。

「ウチの子と、そっちの……誰さんだったかしら？　金髪の子、一いつ緒しよにいるみたいね。……カブトムシさんと一緒にいる、って辺り、やや状況が不ふ明めい瞭りようなんだけど、今の所はとりあえず無事に保護されているみたい」

「あん？」

　摑んだ浜面をサンドリヨンの方へ片手で投げつけながら、麦野は不愉快極きわまりない顔で芳川を見返す。

「それを私達に伝えてどうしようっていう訳？」

「ギブアンドテイク……と言う前に情報を先出しするのは卑ひ怯きようだったかしらね」

　芳よし川かわは顔色を変えなかった。

　強大な力を持ち、なおかつ異質な精神構造をした能力者の取り扱いには慣れている、といったその調子に、滝たき壺つぼ理り后こうはどこか研究者めいた匂においを感じ取る。

「学園都市第二位の超能力者レベル５、垣かき根ね帝てい督とくがうちの子を殺すために活動を開始しているわ。このまま戦せん闘とう行動が実行されれば、至近距きよ離りにいるそっちの子を巻き込んで死なせてしまう可能性は極きわめて高い。だから協力して」

「狙ねらわれているのはそっちのガキでしょ。フレメアを引きはがせばこっちは何も痛まない」

「あなたはそうかもしれない。でもフレメア……？　とかいう子は面おも白しろくないでしょうね」

「……、」

「いやいやいやいや!!　おい麦むぎ野の、人質取られたような顔してるけど、これはむしろ普通な事だ。フレメアの友達が殺されそうになってんだ。助けるために戦ったって何も悪くはねえだろ!?」

「アンタは普通の基準がおかしい」

　一度はサンドリヨンに預けた浜はま面づらへ再び蹴けりを叩たたき込みながら、麦野は不ふ機き嫌げんそうに言う。

　うんざりした調子で麦野は必要な情報の引き出しに入る。

「そもそも第二位が来るってのは？」

「この多層陸橋の最下層。地下道ね」

「情報源」

「知ったら……まぁ、確実にケンカになると思うけど、超能力者レベル５同士、人を巻き込まない所でやってちょうだい。こっちは最終信号が『捕食』されるって別の問題もあるし」

　薄うす笑わらいと共に必要事項以外を伏せる芳川だったが、交こう渉しようの進展とは裏腹に、内心では自分自身の行いに呆あきれていた。

（……やっぱり、『強い』というだけで躊ちゆう躇ちよなく実戦に学生を巻き込める私は、甘くはあっても優しくはないわね）

　と、その時だった。

　フランス語を操る謎なぞの少女が、唐とう突とつにこんな事を言ったのだ。

「どっちがどっちを守るつもりかは知らないが、『あの子』とかいうのを『捕食』から回かい避ひさせるためには、私に協力するしかないぞ」

「……私のフランス語、錆さびついているのかしら？　でも……『捕食』……か」

「心配すんな。私の耳でもそう聞こえる」

　顔を見合わせる芳川と麦野に向けて、付け足すようにサンドリヨンは告げる。

「ついでに言わせてもらえば、『あの子』の『友人』を守るという行動指針を貫くのであれば、『捕食』に振り回されるフロイライン＝クロイトゥーネとかいう女も守る必要があるらしい。……いや正直、私としても他ひ人と事ごとではあるんだけど、上かみ条じよう当とう麻まがそう言っているんだから仕方がない」

　麦むぎ野のの投げやりな通訳を聞いた浜はま面づらは、わずかに考える。

　……上条当麻、というワードが出てきている所から、根っこにあるものは、まあ、ハワイ諸島で見たものと同じようなお人ひと好よし巻き込まれムードなんだろうが、というのはさておいて……だ。

　防犯ブザーはあの白い女の手に渡っていた。

　だがもしも、それが強引に奪い取ったものではなかったとしたら？

　フレメアが哀かなしむから友人である打ち止めラストオーダーも助ける。それと同じ考え方が、あの白い女にも当てはまってしまうとしたら？

「はまづら」

「……滝たき壺つぼ、正直に言っても良い？　ちょっと面めん倒どう臭くさい」

　思わず額に手を当てる浜面だったが、しかし彼はそこで止まらない。

「でも見過ごせねえ理由にはなる」

　サンドリヨンから（彼女も誰だれかから聞いた話らしいのだが）フロイライン＝クロイトゥーネと『捕食』について軽く説明を聞いた浜面、滝壺、麦野、芳よし川かわの四人は、やがて当然と言えば当然の疑問を思い浮かべた。

　つまり、

「それ……そんなどん詰まりな状況で、どうやったらフロイライン＝クロイトゥーネとかいうヤツを止められるんだ？」

「ようは簡単よ」

　サンドリヨンはあっさりとした調子で、自分の胸の中心を親指で指し示し、

「ヤツは特定の人間の脳を喰くう。その性質を逆手に取るための『材料』が、あなた達のマンションに置き去りになっているって訳」







　事態は転がる。

　浜面と滝壺の案内で、サンドリヨンはマンションへと向かう事になった。麦野は多層陸橋で学園都市第二位の撃げき滅めつに着手する事に。芳川桔き梗きようと言えば、

「実際、直接的な戦せん闘とうになってしまうとやる事なくなってしまうのよね。私の行うデータの分析は試験管の中でしか通用しない種類のものだし」

　との事で、『サンドリヨンのフランス語通訳係』として、浜面達についていく事になった。

　そして。

　浜面達がルームシェアしているマンションでは、絹きぬ旗はた最さい愛あいが部屋の片づけをしていた。

「私だけです!!　なんだかんだで超仕事しているのは私だけ！　暗部絡がらみの調査を麦むぎ野のにバトンタッチしたとはいえ、年に一度の学校行事の最中に超何やってんですか私の几き帳ちよう面めんーっ!!」

「……ねえ絹きぬ旗はた。誰だれもいない部屋で何ブツブツ言ってんの？　そういう癖くせなの？」

　ストレスから絶叫していた絹旗の動きが止まり、ゆっくりと振り返り、そこに浜はま面づらの顔を発見すると無言で飛びかかってきた。得え体たいのしれないプロレス技でコテンパンにされる。

　サンドリヨンは無視してキッチンスペースに向かった。

　段ボール箱に乱暴に突っ込んであった機材を一つ一つ取り出していく。

「あった。これよ」

「本当にこんなのから人の体が作れるの？　解体新書の訳者が化けて出てきそうなぐらいぶっ飛んでいるんだけど」

　芳よし川かわは怪け訝げんな目で、調理台の上に並べられていく物品に目をやっている。

　小刻みに痙けい攣れんする浜面の頰ほおを人差し指でつついていた滝たき壺つぼ理り后こうが、質問を飛ばしてきた。

「何をすれば良い？」

　芳川がフランス語に訳すと、サンドリヨンはこう答えた。

「指示通りの分量で作ってもらえば良い。……脳のう漿しようの素となる余った食材をこねて、怪物が狙ねらう、特定の人物と良く似た構造のペーストを一部分でも完成させれば良いらしい」

「あら」

　訳す前に、芳川が簡単な調子で言った。

「それならやっぱり私が適任じゃない。あの子の構造は良く知っている訳だし」

　日本語とフランス語を操りながら、彼女は携帯電話を親指で操作する。知り合いに向けて『作戦』をメールで送っているのだ。ただ、打ち止めラストオーダーには届いたが、地下道に向かった一方通行アクセラレータの方にまでは届いていなかったのだが。

「……良く分からんが、それも上かみ条じようの指示なのか？　その脳みそ料理を喰くわせればあの女は止まるって……」

　浜面が若じやつ干かん青い顔で呟つぶやくが、サンドリヨンはこれを否定した。

「私の知った事ではないけど、下手へたに完かん璧ぺき過ぎるレプリカを喰わせて、エミュレーター的に駆動条件が満たされても困るようね。ペーストはあくまでも写真のネガ。それを参考に、さらに菓子作りの材料で二つ目のレプリカを作る。実際に喰わせるのは一〇〇％ただの洋菓子だよ」







　出来上がった何かを透明な袋に詰め、浜面仕し上あげは多層陸橋を目指す。

　傍かたわらにいる滝壺がこんな事を尋ねてきた。

「はまづら、本当にこれで何とかなると思う？」

「さあな。だが勝算がねえとも思えねえ。かなり強引だが、一応の筋は通りそうだし」

　まともに見るのも不ぶ気き味みな一品だが、これがフロイライン＝クロイトゥーネとやらを救い出し、フレメアが『友達』を失わなくても済む可能性を秘めているのは間違いなさそうだった。

　つまり。

　フロイライン＝クロイトゥーネには何としても打ち止めラストオーダーの脳を捕食する『機能』がある。それは頭でやるやらないと判断するのではなく、ただ善悪のない平等な０と１の積み重ねで徹てつ底てい的てきに追跡して獲物を狙ねらい続けてしまう。

　では、その『機能』を逆手に取ってはどうか？

　彼女がターゲットとして個人識別している『脳』……それと極きわめて酷こく似じしているものの、実際には何の役にも立たない模造品を食べさせたら。

　空あいた穴が埋うまるまで、フロイライン＝クロイトゥーネは永遠にコマンドを実行し続ける。

　しかし、その穴を別の何かで埋めてしまったら？

　間違った情報によって満足してしまった彼女の『機能』は、もう目覚める事はなくなる。

　フロイライン＝クロイトゥーネは何に怯おびえる必要もなく、『友達』の前に立つ事ができる。

「見せ場も何もあったもんじゃねえ裏方だが」

　浜はま面づらは口の中で呟つぶやく。

　しかしその顔には小さな笑みがある。

「損な役回りだからって手を抜く訳にもいかねえか!!」




　それが、上かみ条じよう当とう麻まが最後の最後の土ど壇たん場ばで摑つかんだ『可能性』だった。

　人から人へと繫つながる細い糸を辿たどるように、様々な力が働いて。

　全すべては最後の一いつ瞬しゆんへと繫がっていく。

　たった一つの。

　本当の意味での、勝利のために。
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　そして。

　時間は現在に戻る。

「にゃあ。もう大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「怖い人はみんないなくなったみたいだね、ってミサカもミサカも答えてみたり」

　その言葉を受けて、フロイライン＝クロイトゥーネはビクリと震ふるえた。

　自分の、グチャグチャに汚よごれてしまった両手を、改めて見る。

　たとえ、それが良く似せた模造品だったとしても。

　誰だれを犠ぎ牲せいにした訳ではなかったとしても。

　結局は、捕食という行為を止められなかった自分自身が、ひどく醜みにくい生き物であると認識しているような顔だった。その醜い結果を、本来食べられていたであろう誰だれかに正面から見据えられてしまった事実が、何か決定的な破は滅めつを示しているかのようだった。

　例えば、推理ドラマにおいて、決定的な証拠のない犯人を騙だまして、公衆の面前で犯人しか知り得ない情報を引き出そうとする、そんなシーンの直後のような。

　でも違う。

　ここはそんな場面じゃない。

　誰かを糾きゆう弾だんするような場所じゃない。

「でも、私は、結局は、止められっ、何も、こうして、食べ」

「確かに、あなたは大量の情報を取得する事で『羽う化か』する生き物なのかもしれない、ってミサカはミサカは推論を言ってみる。それは誰にも変える事はできないし、変えてしまう事が美しい事なんかじゃないんだと思う、ってミサカはミサカは繰くり返してみたり。その最短ルートとしてミサカの頭を食べて、ネットワークからたくさんの情報を一気に手に入れるための『機能』だって抱えていたのかもしれない、ってミサカはミサカはすらすらと言ってみたり」

　でも、と。

　打ち止めラストオーダーは、そこに留とどまらない。

「もしもあなたの事情なんか関係なく『機能』があなたの善悪を決定して、『機能』が全部決めてしまうんだとしたら。それは一分前までのあなたの事、ってミサカはミサカは断言してみる。一分後のあなたには、もう当てはまらない。あなたは、何に怯おびえる必要もないし、善悪なんかで悩む必要なんかもない、ってミサカはミサカは説明してみたり。……あなたは、もうミサカ達の『友達』ってだけの生き物になったはずだよ、ってミサカはミサカは宣言してみる」

　そんなに簡単に済ませられるものなのか。

　そんなに美しい結末で終わってくれるのか。

　証明する方法は簡単だ。

「にゃあ！　『機能』だ何だ難しい事は良く分かんないけど、だったら試してみれば良い!!」

　フレメアは背後から打ち止めラストオーダーの肩へ腕を回し、そのまま二人一いつ緒しよになってフロイライン＝クロイトゥーネの胸へと突とつ撃げきしていった。

　ぼすっ、という柔らかい音が聞こえた。

　それだけだった。

　あれほど彼女の行動を決定づけていたターゲットが、頭ず蓋がいが、脳が、目の前にあるのは分かっていても。もう、彼女の『機能』は全すべてを支配しない。誰を傷つける事もなく、ただフロイライン＝クロイトゥーネは自分の『友達』を抱き締しめる事ができる。

　ガチリ、という小さな音が身の内から響ひびく。

　何かが蠢うごめいている。おそらくはピンク色の模造品が体内に収まった事で、初めて見る『情報』を取り込んだ事で、フロイライン＝クロイトゥーネの中の何かが反応を示しているのだろう。得え体たいのしれない音は続き、彼女は彼女も知らない何かへと、間違い探しのように少しずつ変化していっているのだろう。

　何が起こるかは、彼女自身にも分からない。

　でも、考えてみればそれは当たり前の事。

　人間は努力をする事ができても、それがどんな風に自分を伸ばすかまでは決められない生き物だ。

　ただし。

　これだけは言える。




　過去の自分に何かを積み重ねた結果、彼女は違う方向へ進む権利を獲得した。

　誰だれかの頭にかじりつき、その脳を捕食してしまうような道の外へと、大きく。




「あ、ああ」

　彼女は、生まれて初めて、誰かを抱き締しめた。

『友達』の背中に回した手に、その指に、ゆっくりと、少しずつ力を込めていく。

「ああああああああ!!　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　その泣き声を聞いて、誰かが、そっと笑った。

　一歩後ろへ下がるように、足を動かす。

　もう大だい丈じよう夫ぶだと。

　この問題は終わったんだと。

　確信が、間合いという言葉に意味をなくす。戦場という言葉が失われた事で、彼らを留とどめていたものもまたなくなっていく。

　上かみ条じよう当とう麻まという少年を取り巻く環境は複雑で、人間関係の全すべてが友好で結ばれている訳ではない。中にはほぼ敵対状態にある者や、知り合いの知り合いなんて希き薄はくな糸でしか結びついていない者などもいる。

　しかし、それでも。

　彼らは誰かの危機に対して自然と一ヵ所に集つどい、それが解決できれば再びどこかへと去っていく。

　各おの々おのの道へと進み、自みずからの居場所へと帰るために。








第八章　この世で最も単純な構図　One_on_One.
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「よお」

　雷神トールはそう声をかけた。

　学園都市の第一一学区、陸路における物流基地として機能している場所だった。すでに夕暮れになっていて、あちこちに山積みされた大型コンテナの群れもまたオレンジ一色に染め上げられている。

「悪いな。お見送りまでしてもらっちまってよ」

　彼が声をかけているのは上かみ条じよう当とう麻まだ。脇わき腹ばらを撃うたれた状態でレイヴィニア＝バードウェイとの激戦を経ており、本来であれば一刻も早く病院のベッドに戻らなくてはならないはずだった。そんな少年が、当面の問題を解決した後もなお活動を続けているのには理由がある。

　つまり、

「……アンタ達がきちんと『外』に出たのを確認しないと、おちおち眠ってもいられないよ」

「ハハッ、そうだな」

　雷神トールは軽い調子で笑う。

「マリアン＝スリンゲナイヤーと『投擲の槌ミヨルニル』ならもう『外』へ抜けてるよ。こういう時、殿しんがりを務めるのは直接的な戦せん闘とう能力を持ったヤツって相場が決まってる。だからまあ、こうして寄り道をしていられるんだが」

「こんな所から出入りしていたのか」

「なんだかんだ言って基本ってのは大事だよ。一番モノの出入りが激しい場所だから割り込む事だってできる。ファーストクラスのチケット取って第二三学区の空路を使えれば快適なフライトを楽しめる訳だが、コケた時のリスクが高すぎるし」

　彼は肩をすくめて、

「おまけに物流の最適化、高速化を目指してこの学区は数人のエンジニア以外は全部自動化されてやがる。学園都市の『外』からやってきた運転手は装置をレンタルしてトラックの電子系に張り付ければ、後は学区の端はしの休きゆう憩けい所じよでコーヒー飲んで新聞読んでいる間に勝手に荷下ろしを済ませてくれる仕組みらしい。学園都市内部側の運転手も以下略だな。ま、そんな仕組みだから生身の人間の目がない。一色ってのはオカルトが潜もぐり込むにはもってこいなんだ」

　海に囲まれた国の、さらに壁に囲まれた街。

　それだけで、ここは侵入に関して世界でも屈指の難易度を誇ほこるはずだ。それを難なくこなすほどには、彼ら『グレムリン』は様々な国境を乗り越え、世界の各地を歩いて回っているのだろう。

　それは凄すごい技術なのかもしれない。

　でも、一切の安息から切り離はなされたものでしかない。

「フロイライン＝クロイトゥーネは学園都市に残しておく。妙なもんを喰くっちまったせいで体質っつーか、条件っつーか、属性っつーか……とにかくそういうもんが歪ゆがんじまったみたいだしな。あれはもう『グレムリン』にとって価値あるものじゃねえ。学園都市にとってはどうだろうな。『羽う化か』の心配がなくなった以上、ヤツらにとっても邪じや魔まにはならん。捕まえて閉じ込める必要性はなくなった訳だが」

「それでも実行されたら？」

「『窓のないビル』に傷はつけたが、実際にぶっ壊こわしたのはフロイライン＝クロイトゥーネ自身だ。そしてあいつはすでに外の世界に興味を持ってる。無理に閉じ込めたって、今度は自分の内から湧わき上がるものに従って脱出するさ。そんな無む駄だな事を繰くり返して事件を頻ひん発ぱつさせて注目を集める方が面めん倒どう臭くさい結果を招く。多分、あー、何だ。打ち止めラストオーダーだのフレメアだのの周りで自由に行動させておくだろ」

　何より、と雷神トールは呟つぶやいて、

「……無理に引き離して世界の果てに連れていくより、そっちの方が『救い』ってヤツに相応ふさわしい終わり方だろうよ」

「そっか」

　上かみ条じようはゆっくりとした調子で息を吐はいた。

　それから、改めて質問する。

「お前はこれで良かったのか？　『槍やり』とかの完成ってのは、『グレムリン』を束ねる魔ま神じんオティヌスの悲願なんだろ。こんな顚てん末まついつまでも隠しておける保証はないし、隠しておいたとしても、レールから外れたオティヌスがどう動くかは全く見えない」

「どうにかするさ」

　簡単な声で雷神トールは言う。

　絶対に簡単には済まない事は分かっているだろうに、躊ちゆう躇ちよせず。

　小さく笑うと、彼は話題を切り替えるように、こう告げた。

「さて。これでフロイライン＝クロイトゥーネに関する問題は概おおむね解決した。『グレムリン』だのオッレルス側だのの怪物集団も手を引く事になった。学園都市暗部は……ま、正直分かんねえが、さっきも言った通りこれ以上騒さわぎを大きくさせようとは考えねえだろ。これでパズルゲームみたいに山積みされた問題は全部取り除く事ができたって訳だ」

「トール？　何を……」

「だからさ」

　にっこりと。

　これまでなかったほど大きく雷神トールは笑って、




「そろそろ本題に入ろうっつってんだよ、上かみ条じよう当とう麻ま」




　ボン!!　という爆音が炸さく裂れつした。

　雷神トールの右手から、その五指から、溶断ブレードが勢い良く飛び出した音だった。

「トール！　どういう事だ!?」

「どうも何もねえよ。前に言ったろ。テメェの周りは悲ひ惨さんだって。どいつもこいつも猿回しみてえにその右手を都合良く操ろうとしていて、いろんなもんがこんがらがってる。……だから最初に裏切るっつったろ。俺は俺の理由でアンタと戦わせてもらう。こいつは『グレムリン』抜きだ!!」

　その言葉に、上条は自分の言語機能がおかしくなったのかと思った。

　だが違う。

　そもそもにおいて、大前提の部分から間違っていたのか。

　雷神トールは問題を解決するために命を懸かけて戦いに身を投じていたのではない。命を懸けた戦いで利益を得るために、厄やつ介かいで面めん倒どう臭くさい問題を解決しようとしていただけだったのか。

　ようやくそれを理解して。

　しかし、上条は首を横に振る。

「俺にはお前と戦う理由がない。お前がいなけりゃフロイライン＝クロイトゥーネは助けられなかったんだ！　何もなければ恩人で終わってた。なのに何でこうなる!?」

「駄だ目めだぜ上条ちゃん。殴なぐり合うきっかけは怒いかりや憎にくしみからだけじゃねえ。悪人だけが拳こぶしを握って殴りかかるんでもねえ。そいつをよぉーく知ってるアンタに言われたって止まれねえよ。何よりさ、俺は最高に温まっちまってんだ。エンジンに火が点ついちまってんだよ。アンタの話を初めて聞いたその時からな」

　ビュゥン、と。

　片手を振り、その溶断ブレードの切っ先で上条を指差しながら雷神トールは笑う。

　とことん笑う。

「馬ば鹿かデカい力と力をぶつけ合っちまえば、大抵ろくでもねえ被害が周りへ広がっちまう。俺のケンカが戦争なんてろくでもねえ言葉で表現されるようにな。だが上条ちゃんよ、アンタが持ってる『それ』は何だ？　ただの高校生でありながら多くの人を助け出し！　しまいにゃ第三次世界大戦まで終結させて!!　『グレムリン』との戦せん闘とうでも勝ち残ってきた!!　そんな凄すさまじい力の正体が『打ち消すもの』だとよ！　ああ、楽しみだ。やっとやっと俺も『次の成長』が見えてきた!!　ひりつくような緊きん張ちようの中、本当に勝敗の行方が分からねえほどの戦いってのをやって、なおかつ馬鹿デカい力と打ち消す力の激突なら被害もそんなに広がらねえ!!　こんなに便利で稼ぎ時な戦いが他ほかにあるかよ上かみ条じようちゃん!!」

　だから、なのか。

　ファストフード店で雷神トールが激げき怒どし、上条を殴なぐりつけたのはそういう理由だったのか。

　ずっとずっと温存してきた対戦相手が、たった一人の女性を助け出す事さえ即答できなかった不ふ甲が斐いなさに思わずブチ切れてしまったのか。

　自分の敵は。

　一体いつの間に、こんなに小さくなってしまったのかと。

「しょーじき、初めて見た時はかなりガッカリな出来だったがな。アンタが土ど壇たん場ばで盛り返さなきゃハンバーガーと一いつ緒しよに消し炭にしていたかもしれねえ。でもまあ、今は良い目だよ。アンタは良い目を取り戻してる。それでこそ俺の敵だ。勝っても負けても満足できる戦いってヤツが、やっとここで見えてきた。そうでなきゃ得られるものも得られねえ」

「何でだ……？」

　上条は、掠かすれるような声で問いかけた。

　それはすぐに大きな叫びになった。

「アンタはフロイライン＝クロイトゥーネの境遇について本気で怒おこっていただろう!?　傷を負って苦しむ辛つらさから解き放とうって本気で思って行動していただろう！　なのに何でここで利益なんてのが出てきて努力を弄もてあそぶ？　必要もないのに殴り合おうとするんだ!?」

「そんな上等な人間じゃねえよ。俺だって『グレムリン』だ」

　雷神トールは自みずからを嘲あざけるように、しかし即答した。

「結局さ、力が欲しいんだ。自己鍛たん錬れんだけじゃ限界があり、だがここまで上り詰めるとまともに殴り合えるヤツにも限りが出てくる。……いいや俺より強いヤツにはいくつか心当たりがあるが、その激突で街を国をぶっ壊こわしちまったら後味悪いしよ。なかなか条件に見合った『ステップ』ってのを探すのも大変なんだぜ」

「……、」

「誰だれかを助けたくて力を求めたのか、力があるから誰かを助ける気になったのか。その辺はもう自分でもグッチャグチャで答えは出せねえがな、俺の本質ってのはつまりそれだ。より強い『力』を求めるためにサイクルを回し、その過程で助けられるもんには手を差し伸べる。……『特殊』ではあるものの分かりやすい『力』もねえのに誰かに手を差し伸べ続け、やがてそれが強い『力』へと積み上げられていったアンタとは随ずい分ぶんと違うもんだよ」

　しかし、だからこそ、なのか。

　似ていながらも嚙かみ合わない誰かを、最適な好敵手と判断してしまったのか。

「トー……」

　思わず言いかけて、そこで上かみ条じようの言葉がいきなり途切れた。

　ぐらり、と体が揺れる。

　脇わき腹ばらで、忘れかけていた傷が再び痛みを爆発させる。

「……そうかそうか。結構順調に解決していったとは思っちゃいたが、それについては純じゆん粋すいに減点だよな。はっきり言って邪じや魔まで無ぶ粋すいだ。戦闘の経験値が減っちまう要因だが、無視する訳にもいかねえしよ」

　仕切り直しの可能性が、上条の頭にチラついた。

　勝負は銃弾の怪け我がが治ってからになるのでは、と。

　しかし、違う。

　雷神トールは溶断ブレードを生み出すのとは反対の手を、無造作に後ろへ回す。ズボンのベルトに挟はさんでいた物を引き抜く。

　金属というよりは、プラスチックのような質感の何か。

　人殺しのための道具。

　拳けん銃じゆう。
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「さっきそこで税関のエンジニアからかっぱらってきたもんだ。正直、銃ってそんなに詳しくねえんだが、口径ってこれで合ってるよな？」

「まさ、か……待てトール!!　それは……ッッッ!!」

　慌あわてて拳けん銃じゆうを取り上げるには、距きよ離りがあり過ぎた。

　その間に。




　雷神トールは、自分の脇わき腹ばらに銃口を押し付けたまま、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。




　パァン!!　という乾いた音が炸さく裂れつした。

　赤黒い液体が上半身の一点で生じ、それはやがて彼の衣服へ広がって汚よごしていく。ぐらりとよろめいた雷神トールだったが、倒れはしない。必要のなくなった拳銃を適当に放り捨て、改めて上かみ条じようを見据える。

　楽しそうに。

　笑う。

「お、おーおー……すげえなこりゃ。急所は外したつもりだが、それでも体の芯しんがガクガク震ふるえてやがる。アンタ、こんなの抱えて良くあれだけの戦場を走っていたもんだ。ただ者じゃないようで何よりだぜ」

「トール……馬ば鹿か野郎!!」

　平等もクソもない。

　上条は脇腹を撃うたれていたとはいえ、病院で手術は受けていたし、サンドリヨンの手で応急的な止血もしてもらっている。いつ傷が再び開くか分からない状態だが、撃たれてそのまんまの雷神トールに比べればずっと楽なはずだった。

　だとしても、雷神トールとしては構わないのか。

　彼の言う『成長』の法則は不明だが、順当に経験値を獲得するためなら、命の危機すら顧みないのか。

「そうだ上条ちゃん。俺は戦うつもりはないから拳こぶしは握らないとか、お前の気が済むまで殴なぐらせてやるとか、そういうつまんねえのはやめようぜ」

　雷神トールは、左手からも溶断ブレードを飛び出させる。

　十指から噴き出す閃せん光こうを翼つばさのように広げて宣言する。

「どうしても理由が欲しいってんなら、俺の傷を言い訳にしてくれよ。早く手当てしないと死んじまう、だから泣く泣く本気で戦うしかなくなったってさあ!!」

『グレムリン』の直接戦せん闘とう担当、雷神トールとの最後の戦いが始まる。

　あるいは。

　こんな風にしか世界と向き合えないからこそ、彼は直接戦闘担当にしかなれなかったのか。




　　　　２




　第一一学区。

　学園都市東側外周に面する学区であり、陸路を使った物流基地として機能していた。上かみ条じようと雷神トールのいる場所は大型トレーラー用の細長いコンテナが山のように積まれていて、普ふ段だんは積み荷の合法性や安全性を確認するための税関や、学園都市内の道路事情に合わせた中型、小型コンテナへの積み替えなどが行われているはずだった。

　その一角が、戦場と化す。

　街中と違って無関係な人命を奪う危険性がなくなったせいか、雷神トールはいきなり声こわ高だかに宣言する。

「ハハッ！　『投擲の槌ミヨルニル』！　接続の最終確認、終了次第供給開始!!」

　爆音が炸さく裂れつした。

　十指から伸びる溶断ブレードが、一気に二〇メートル以上に伸長する。それだけで空気が膨張し、烈風のようなものが撒き散らされる。

　雷神トールは。

　無造作に、右腕を水平に振るう。

　ゴッ!!!!!!　と。横合いに積まれていたコンテナの山を紙くずのように切り裂いて、上条の側面から襲いかかる。

　しかし基部を失った無数のコンテナが、谷を埋うめるように崩れてくるのを心配している暇ひまなどなかった。

（くそ……ッ!!）

　上条は内心で毒づき、痛み始めた脇わき腹ばらの傷を押して、どうにか右みぎ拳こぶしを握り締しめる。すでに雷神トールの右手を連動する五本の溶断ブレードは間近に迫っていた。あの強化溶断ブレードは完全に打ち消せるかどうか。できなければ焼かれる事はなくても、圧倒的な速度で拳を弾はじかれ、肩の関節を外されかねない。

（なら回かい避ひす……ッ!!）

　思う余裕もなかった。

　身を屈めてくぐり抜けようとする上条を追うように、雷神トールは左手を上から下へと斜めに振り下ろす。さらにコンテナの山を切り崩しながら、縦に横にと一〇の溶断ブレードが迫り来る。

　となると、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　水平に振るわれる右手側の溶断ブレードは身を屈めてやり過ごし、追撃の左手側を幻想殺しイマジンブレイカーの拳で受け止める。

　そして激突の瞬しゆん間かん、重たい衝しよう撃げきが手首の骨をずらしにかかる。虫歯を治ち療りようするために歯を削るものと似た、鋭するどい痛みが走り抜けた。溶断ブレードは、消えない。単純に雷神トールだけの力とも思えない。直前に叫んだのが正しければ、彼は別の何かから永続的な力の供給を受けている。

（『魔女狩りの王イノケンテイウス』みたいなもんか!!）

　上かみ条じようが歯は嚙がみした時には、すでに雷神トールは目の前から消えていた。

　爆音が炸裂した。

　真上から、笑い声が聞こえる。

「ハハッ」

　トランプのピラミッドを下の段から崩すように、今まさに上条の頭上へ降り注ごうとしていたコンテナの一つ。そこへ、束つかの間ま、逆さに張り付く影があった。

　雷神トール。

　上条の右手に弾はじかれる流れを殺さず、さらに溶断ブレードが空気を膨張させる力を移動に利用しているのだろう。勢い良く上条の真上へ跳んだのだ。そして谷を埋うめる土ど砂しや崩くずれのように迫るコンテナの裏側へと張り付いた。

「ははははははははは!!　ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!　すっげえなオイ。やっぱすげえよアンタ！　俺の初撃に耐えておきながら、アンタは何にも壊してねえ!!」

　雷神トールが逆さまのまま回転する。

　それはほとんど出来損ないのねずみ花火のようで、回転の軸も安定していなかった。つまり破は壊かいの刃は四方八方を強引に切り裂さいていく。土砂崩れのように迫ろうとしていた空中のコンテナ群を、切り裂き、溶かし、ひしゃげ、串くし刺ざしにしたものを遠くへ投げ飛ばし、次々に破壊する。

　あれは俺の獲物だと。

　他の何も傷つける事は許さない、と。

　そう宣言しているようにも見えるが、二〇メートルもの刃は地上にまで軽々と届く。上条をも巻き込むコースだった。回転の軸が安定していないせいか、刃の『密度』のようなものが薄うすくなったその隙すき間まを潜くぐるように、上条は必死に飛び込んで抜けていく。

（くそ!!　そもそも射程が違って、移動の自由度も違って、威力も違う！　右手で受け止めてもこっちの手首が痛めつけられるだけ、しかもそれ以外に対処法が見つからない!!　これでどうやってトールを止めろっていうんだ!?）

　ふっ、と。

　破は壊かいの回転が止まった。

　だが安あん堵どに繫つながるようなものは何もない。

　空中のコンテナ群をあらかた片づけた雷神トールは動きを止め、上かみ条じようを見据えていた。それは逃げる小動物を追う猛もう禽きんの瞳ひとみだった。そして自分が張り付いていたコンテナの裏側を、靴くつ底ぞこで蹴ける。

　落ちる。

　一〇の溶断ブレードを携たずさえたまま、正確に上条へと突とつ撃げきしていく。

「ちくしょう!!」

　あの速度で真上から迫る溶断ブレードを受け止めたら、こちらの動きが封じられる。次の一手で両断されてしまう。

　ほとんど地面に倒れ込むように、必死に回かい避ひへ移る。

　その十本指は、紙を貼はっていない団扇うちわに近かった。手首を中心に、扇状に広がった溶断ブレードが躊ちゆう躇ちよなく地面を引き裂さく。

　隙すき間まに潜もぐり込めたのは、ほとんど奇跡に等しかった。

　むしろ、簡単な決着を望まない雷神トールが、わざと見逃したのではないかと疑いたくなるほどに。

　立ち上がるのももどかしく、転がるように雷神トールから距きよ離りを取りながら、上条は必死に考える。

（どうする？　防戦一方じゃ追い詰められるだけだ。こっちから攻めるための、この拳こぶしを届かせるための何かがないとじり貧で削り取られる!!）

　右手首の、熱を持った痛みも広がりつつあった。あと何回、雷神トールの攻撃に対処できるかは不明だ。いつボキリという音と共に骨が折れたり関節が外れたりしてもおかしくない状況だった。

「どうした上条ちゃん」

　雷神トールは薄うすく薄く笑いながら、改めて溶断ブレードを備えた両手を構え直す。

「右方のフィアンマはこんなもんだったか？　カーテナ＝オリジナルを持ったキャーリサは？　俺は過大評価ってのは好きじゃなくてね。正直、こんな程度なら連中の方がまだまだ上なんじゃあないのか？」

「……、」

　上条が何か言いかけた時だった。

　パキリ、という乾いた音が聞こえた。

　雷神トールの方から、プラスチックの薄い板に亀き裂れつが入るような、妙な音が鳴る。不定期に、二回、三回と鳴るものの正体を、やがて上条は知る。

「お前……まさか……ッ!?」

「あん？　体中の関節がゴキゴキ鳴ってんのがそんなに不思議かよ。指鳴らしたり首鳴らしたりって別に自じ慢まんするようなもんでもねえと思うけど」

「自分の移動の負荷に、いいやブレードの出力に体が追い着いていないのか!?　だとしたら……ッ!!」

「あのなあ。トールさんは別に『聖人』だの『世界を救う力』だのアホみたいなもん抱えた特別製じゃねえってのよ。オティヌスと違って『魔ま神じん』って訳でもねえし。言っておくが、俺は、ただの、魔ま術じゆつ師しだ。それで世界のランカーと渡り合おうっつってんだからよ。どっかで無む茶ちやしなくっちゃならねえのは当然だろ」

　手足にブースターをつければコンテナの山のてっぺんまで一息でジャンプはできる。

　多分、まともに制御もできずに振り回されるのが大半だろうが、推力のベクトルさえ正しく管理できれば、理論上は可能のはずだ。

　だが。

　あくまでも強力な推力を与えているのは、手足の先だけだ。凄すさまじい力を繊せん細さいに操って高速に鋭えい角かくに移動すれば、肩や太ふと股ももの関節へもろに悪あく影えい響きようが生じる。それ以外にも、停止からいきなり跳躍すれば、単純に全身の血管や内臓だって悲鳴を上げる事だろう。

　元から肉体が強きよう靭じんだったなんて、馬ば鹿かげた解決策があった訳ではない。

　何かしらの霊れい装そうや耐Ｇスーツなどのトリックで難題を突破していた訳でもない。

　いいや、あったとしても。

　安全性が完かん璧ぺきに確保されていない。それどころか、メリットを優先するためにデメリットやリスクを無視している節さえ見え隠れしている。

「痛み？　気にすんなよ上かみ条じようちゃん。俺って生き物は、楽しくなっちまうとそういうのはどうでも良くなっちまうんだ」

「何で……そこまでして……ッ!!」

「手が届いたからさ」

　関節か、あるいは軟骨にでも不具合が生じているのか、妙な音を続けながら首を傾かしげる。

　何な故ぜ、そんな質問をする気になったのか理解できないと言っているように。

「どうしようもなく遠いものなら諦あきらめられた。でも、俺の場合は違った。一つ一つを積み重ねていったら、夜空の星を摑つかめる所まで来ちまった。多少は危険が伴うが、そんなのは台の上に乗って、背伸びをするようなもんだ。戸棚の上に手が届くんだ。わざわざ親を呼んで取ってもらうまでもねえだろ？」

　だから、と雷神トールは続ける。

　彼は左右の腕を水平に広げ、

「さらに一〇倍」

　ゴッ!!　と、溶断ブレードが不ぶ気き味みな音を発する。

「まだ届く。さらに一〇倍」

　コンテナの山積みされたこの場において、もはや上かみ条じようの肉眼では確認できないほど巨大な変化が生じる。左右十本指の溶断ブレード、その長さが、ざっと二キロほどにまで拡張される。

「分かるかい、上条当とう麻ま。これが俺だ。個人のケンカが戦争の域にまで達するとされる俺はここまで届いちまってる。届くってのは素す敵てきだぜ。別にそこがゴールじゃねえ。何しろ今は届かねえ、ゴールと思っていた場所の『先』が見えてくるんだからな」

　わずか腕の一振りで、学区の一つを破は壊かいし尽くすほどの力。

　個人の力で体現される戦争。

　直接戦せん闘とう担当。

　威力も増したであろうそれをまざまざと見せつけ、核心を突くようにトールは語る。

　上条の目線のわずかな動きを、簡単に看破する。

「……お前も手を伸ばせよ。ちょっと大変かもしれないが、台に乗って、背伸びをすれば指先が届く。試してみるだけの価値はあるんじゃねえか？」

「何を、言っている？」

「拳けん銃じゆう」

　一発で、雷神トールは告げた。

「俺が腹を撃うったヤツが近くに転がってるだろ。で、アンタの頭にはこんな考えがチラついてる。あいつの刃は長すぎる。拳こぶしじゃリーチで不利だ。何しろこっちは二キロ、二〇〇〇メートルだ。距きよ離りを無視できる何かが欲しい。極きわめ付きに、俺は体そのものが硬い訳じゃない。鉛なまり弾だまをぶち込めば穴が空あく事は、俺の手で証明している」

「……、」

「しかし一方で、こんな風にも思ってんだろ。拳けん銃じゆうは確実な武器だ。確実過ぎる。これを使えば勝てるかもしれねえが、うっかり俺を殺しちまうかもしれねえ。……ためらったお前は正しいが、抜けてるよ。俺が『グレムリン』ってのを忘れてんじゃねえのか？」

　空気が、冷える。

　束つかの間ま、バゲージシティを漂っていた何かが、上条の鼻を不ぶ気き味みにくすぐる。

「フロイライン＝クロイトゥーネはもう使えない。『槍やり』のピースを使ってオティヌスを揺さぶる事はできねえんだ。目的を失ったあの『魔ま神じん』の行動は予測できねえ。そして何か動けばおしまいだぞ。ハワイ諸島、バゲージシティ、あれはメチャクチャだったが、まだ管理された破は壊かいだった。今度はどうなるかな？　手当たり次第の無差別攻こう撃げきが始まるか。それとも、いつかのF.C.E.を参考にして、アンタの知り合いの顔のいくつかを狙ねらって潰つぶしに行くか」

「……トール」

「俺が最後の鍵かぎだ。それじゃ不満か？」

　雷神トールは、薄うすく薄く笑いながら言う。

　新しい建前を、わざわざ用意する。

「『グレムリン』の本拠地を探るための最後の鍵かぎ。これ以上の犠ぎ牲せいを出さずに済ませるための最後の鍵。……さてどうするね？　個人の事情やモラルで、みすみす逃がしちまうのがお前の正義か？」

「トォぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ───────────────ル!!」

「チャンスは一度だ」

　はっきりと、言葉を覚えたての外国人観光客にゆっくりと言って聞かせるように、雷神トールは告げる。

「ここで巻き返すか、後手に回り続けるか。掛け値なしに、世界の命運ってヤツの分かれ道だ。それでも理由にならないってんなら、アンタは沈む世界の中で、殺される側に回るんだな」

　動く。

　決定的な『流れ』が。




「行くぞ上かみ条じよう当とう麻ま。かつて六〇億人を助けたその決断をもう一度見せてみろ！」




　　　　３




　上条当麻から拳けん銃じゆうまでの距きよ離りはおよそ三メートル。

　地面に倒れるように飛びかかれば、一息に摑つかめる程度の距離でしかない。

　対して、雷神トールの溶断ブレードは二キロに及ぶ。一振りで、上条の体は両断される。共に一アクションが決着に届く。

　しかし。

　そう動くであろうと分かっていれば、先手を打つ事は難しくない。

（残念だ）

　そして雷神トールにはためらう理由がない。

　第一一学区は物流の最適化、高速化を目指して作業のほとんどが自動化された学区だ。税関のエンジニアは事前に昏こん倒とうさせているし、学区の端はしにある運転手用の休きゆう憩けい所じよさえ意識していれば、後は学区を丸ごと水平に刈り取ったって人的被害は拡大しない。雷神トールが最後にこの場所を選んだのも、それが理由だった。

　たった一度しか使えない、純じゆん粋すいな戦せん闘とうの舞台。

　そのとっておきとも言える場所を、オッレルスだの『グレムリン』だの、そんな下した拵ごしらえのために使い潰つぶしたくなかったのだ。

　だからこそ。

　この結末に、軽い失意を覚えてしまう。

　雷神トールは、上かみ条じようにではなく、上条と拳けん銃じゆうまで繫つながるコースの中間地点に向かって溶断ブレードを振り下ろしていく。コンテナの山や遠く離はなれたクレーンを閃せん光こうと共に斬きり飛ばしながら、容よう赦しやなく。

（結局、最後は分かりやすい力に流れちまうか。テメェは、もっと、俺とは違う結論を出してくれるもんだと思っていたんだが）

　そうすれば、こんな分かりやすい決着にはならなかっただろうに。

　最短最速で拳銃へ向かおうとすれば、上条は溶断ブレードに切断される。仮に土ど壇たん場ばで踏ふみ止とどまったとしても、後に続かない。返す刀で切り飛ばされておしまいだ。

　打ち消す力。

　破は壊かいを『生み出す』力とはまた違った何か。

（そんなテメェなら、『グレムリン』に流れちまった俺が見た事もねえような何かを見せてくれると思っていたんだがな!!）

　決着がつく。

　より強い暴力を行使する者が生き残るという、シンプルだがつまらない決着が。

　その寸前だった。




　ギィン!!　と、甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　それは、雷神トールの溶断ブレードを上条の右みぎ拳こぶしが弾はじいた音だった。




「な、ん……？」

　真まっ直すぐ、倒れ込むように拳銃へ向かって右手を伸ばしていれば、割り込んでくる溶断ブレードは絶対に弾けない。

　しかし実際に、莫ばく大だいな溶断ブレードは間近のコンテナどころか学区の一方面を丸ごと削り取る。

　という事は。

　上条当麻が最後に選んだ選せん択たく肢しとは。

「てめ、まさか!!」

　驚おどろきながらも、雷神トールはほぼ反射的に動く。弾かれた右手を無視して、左の五指から伸びる溶断ブレードを叩たたき込んでいく。自動制御で動く大型トラックやフォークリフトを巻き込みながら、横よこ殴なぐりの一いち撃げきは上条の上半身へと襲おそいかかる。

　しかし。

　それもまた。

　甲かん高だかい音と共に、振り回す拳こぶしによって、雷神トールの溶断ブレードが半ば無理矢理に軌道を曲げられていく。

　そのたびに、上かみ条じようの右手首には凄すさまじい負荷がかかっているはずだ。

「拳けん銃じゆうを諦あきらめたのか!?　防戦を継続したとしても、削り取られるのはテメェの方だけだろうによ!!」

「……本当にそうか？」

　ミシミシと音を鳴らす右手を構え直し、上条は静かに笑う。

　改めて、今度こそ、笑ってみせる。

「溶断ブレードの動きはその指先に応じて展開される。でも、それは本当に一方的なものか？　何度か死にもの狂いで受け止めた中で、俺は見たぞ。弾かれる溶断ブレードの動きに合わせて、お前の腕も一緒に弾かれていたのを」

「野郎……」

「元々何でもかんでも切り裂さくブレードだ。こんな風に何かが引っかかる事なんて考えちゃいなかっただろ。金属バットを持って、自分でも制御できないようなスピードでコンクリートの壁を叩たたいちまうのと一いつ緒しよだ。あんな馬ば鹿かげた攻こう撃げきを受け止めてりゃこっちの手首はボロボロになるが、それはアンタだって同じだった！　その手首はもう限界に達してんじゃねえのか!?」

　二〇〇〇メートルのリーチは、こと今回の戦せん闘とうに限っては意味を持たなかった。

　上条と雷神トールは、攻撃を弾はじく弾かれるのたび共に傷を負っていた。

　だとすれば、

「さっき、拳銃を取る理由にはならないかと聞いていたな」

　吐はき捨てるように、上条は言った。

「答えを教えてやる。理由になんかならねえよ。俺だって別に完かん璧ぺきじゃない。特に大それた理由なんかなくても、本当に身の危険を感じりゃ手近に落ちてる銃に思わず手を伸ばそうって考える。でも、今回のこれはそうじゃねえ。アンタとは、どんな理由があろうがフロイライン＝クロイトゥーネを助けるためにあれだけ命を懸かける事ができたアンタとなら！　殺す殺されるなんて方法以外で決着をつける事だってできるはずだ!!」

「……なるほどね」

　雷神トールは笑う。

　ここで戦い始めてからずっと笑っていた彼だったが、それまでとは何か質が変わった。

「面おも白しれえな。やっぱアンタは面白い。夜空の星に手が届く場所に立ったって、きっとアンタは別の答えを見せてくれる。『グレムリン』に流された俺とは違う道に進んでくれる」

「トール？」

「だよなあ!!　やっぱ俺の敵ってのはこういう規模でなくっちゃなあ!!」

　合図はなかった。

　ゴッ!!　と、雷神トールは『風景』というあまりにも漠然としたものを丸ごと巻き込む形で、無造作に溶断ブレードを上かみ条じようへ振るう。ひたすらに防御するだけではなく、雷神トールの手首にどう痛みが返るのかを念頭に、上条は拳こぶしを使って溶断ブレードに横から衝しよう撃げきを叩たたき込んでいく。ブレードとブレードが激突し、勢いがわずかに損なった所へ、さらに踏ふみ込んで右手をぶつける。

　ミシミシという音が上条の内側で不ぶ気き味みに軋きしむ。

　それは雷神トールも同じだろう。

「ッ!!」

　表面上を細かい細工が支配しても、場の趨すう勢せいを技術や機転が押し合っているように見えても、実際に上条と雷神トールの勝敗を決定づけるのは何か違うものだ。一撃一撃を経るたびに倍増していく痛みが、どこで限界を迎えるか。どちらの手首が先に崩ほう壊かいしてしまうか。その一点に尽きる。他の全すべてが圧倒していたとしても、ここが覆くつがえされれば全てを失ってしまう、それだけの勝負。

　五回、一〇回で上条の右手が明らかな異音を発した。

　二〇回までは届かなかった。

　ピシィ!!　と。決定的な音と共に、突とつ如じよとして上条の五本の指から力が抜ける。そもそも頭から送ったはずの命令が届かず、骨格の構造を無視してだらんと揺れる。

　関節が。

　外れた。

「は、は」

　雷神トールの笑い声が響ひびく。

　上条の右手首の異変に応じるように、その攻撃が、止やんでいた。

「はははは。はははははははは」

　勝負は決まった。

　上条当とう麻まの右手に宿る『幻想殺しイマジンブレイカー』は、関節が外れたかどうかなど関係なく機能するとは思う。が、関節が外れた状態であんな凄すさまじい衝撃を何度も受けようとしたら、手首を中心に肉が潰つぶれ、ひしゃげて、やがては分ぶん離りしてしまうかもしれない。

　それは単なる解かい剖ぼう学がく的てきな話。……もっと単純に、関節の外れた手首に衝撃なんか走ったら、メチャクチャな激痛が走るはずだ。それを繰くり返したら、掛け値なしで気絶してもおかしくない。

　だが、

「……やりやがったな」

「ああ」

「やだね。てっきりこれでチェックメイトだと思ったんだが……。やっぱ、どうも、俺ってヤツはニンジンを目の前にぶら下げられると他が見えなくなっちまうらしい。ま、そもそもの術式からしてそういうもんなんだが」

　肩をすくめるように、雷神トールは両手を翼つばさのように広げる。

　その翼が、折れていた。

　より正確には、雷神トールの両手首が。

　ネオン管が寿命を迎えたように、雷神トールを彩いろどっていた溶断ブレードが何度か瞬またたくと、空気に溶けるように消えてしまった。

　雷神トールの限界が、どこまでなのか上かみ条じようは知らない。ひょっとしたら両足からも溶断ブレードは飛び出すかもしれない。

　だから尋ねる。

「どうする？」

「続行に決まってんだろ」

「だよな」

　上条は、関節の外れた右手をだらりと下げたまま、しかし、雷神トールに向けて一歩踏ふみ出す。ゆっくりと、確実に歩いていく。

「きちんと、決着つけないとな」

　それはやがて歩くから走るへ。

　走るから全速力へ。

　ツンツン頭のその少年は、『幻想殺しイマジンブレイカー』があったから戦いに身を投じていた訳ではない。右手が使えなくても左手が、右足が、左足だって残っている。だからまだ戦える。雷神トールが用意した馬ば鹿かげた戦いを一刻も早く終わらせて、脇わき腹ばらに空あいた銃じゆう創そうの手当てをするため、上条は魔ま術じゆつ師しの懐ふところへと飛び込んでいく。

「……悪い、上条ちゃん」

　その時だった。

　ぽつりと、雷神トールが何かを呟つぶやいた。

　しかしもう、上条は決定的に雷神トールの懐へと踏み込んでいた。どんな攻こう撃げきを放ったって届く、至近距きよ離りにまで入っていた。

　だから、




「トールってのはさ、たかが雷神如きで収まる器じゃねえんだわ」




　もう遅い。

　ゴッ!!　という鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　宙に浮いた上かみ条じようの体が、勢い良く地面へ叩たたきつけられた。




　　　　４




　意識が。

　朦もう朧ろうとしていた。ぼんやりと揺らぐ景色が、夕暮れのオレンジで埋うまっている。上条は、自分が仰あお向むけに倒れたのだと気づくまでにかなり長い時間を必要とした。

「……トールっていうのはな」

　どこかで声が聞こえた。

　少なくとも、上条の視界で捉とらえられる範囲の外からだった。

「今でこそ北欧神話のナンバー２、雷を司つかさどる軍神なんて呼ばれちゃいるが、初期の伝承では違った側面を見せていたんだ。なんつーかな、どっちかっていうと農耕とか金属の精せい錬れんとか、そっち方面か。文明を支える生産、製造を助ける神様っつーか」

　自分はどうなった？

　最後の瞬しゆん間かん、何を受けた？

　必死に情報をかき集めようとする上条だが、上手うまくいかない。完全に頭が揺さぶられていて、思考の根幹となる柱さえ把は握あくできない状態が続いている。

「まー結局は人の都合ってヤツさ。農民や製造業を守る神様より、軍人を守る戦争の神が一番てっぺんにいてくれた方が色々統治も簡単なんだ。一番偉い神様のお墨すみ付つき、ってのは大きな意味を持つからな。だから、トールはその時点で雷神になった。元々は雷に限らず、ありとあらゆる気象や季節や天候や災害を司っていたはずだったけど、チープな破は壊かい力りよく自じ慢まんだけの神様にされちまったって訳だ」

　雷神トールの言葉だけが続く。

「分かるかい、上条当麻」

　悠ゆう々ゆうと、ただ続く。

「その名を本来通りの意味で冠する程度には、俺も一つの道を究めていたって訳だ。あの女が、自分の片目を引っこ抜いて首をくくってでも『知識』を手に入れようなんて馬ば鹿かげた行動に走らなけりゃ、俺が『グレムリン』の頂点に据えられていたであろう程度にはな」

　思考がまとまらない。

　結論を出せない。

　そんな上条に向けて、雷神トールはそっと語る。




「お前は雷神としてのトールになら勝った。……が、そこ止まりだ。全能としてのトールにまでは及ばなかった、って所かな」




　負けた。

　敗北した。

　改めて他人の口から言われて、ようやく、上かみ条じようは自分が陥おちいった状況を自覚した。

　両手首が折れて、溶断ブレードも使い物にならなくなって、なお上条を軽々と叩たたきのめした怪物は、気軽な調子でこう告げた。

「……ま、でも、後については心配すんな。さっきは『槍やり』の完成ルートを潰つぶされた魔ま神じんオティヌスがこの先どう出るか分かんねえとか煽あおったが、実は、考えがない訳でもねえんだ。勝った以上は勝った責任ってのを取ってやる。……正直さ、お前は頑張り過ぎてるよ。世界ってのをちょっと一人で守り過ぎてる。ここらで一丁骨休みして、じっくり疲れを取るんだな」

　上条は、ぼんやりとした目をどこかに向けた。

　オレンジに染まる視界のどこにも、彼を見つける事はできない。

「……トー、る……？」

　呟つぶやきに、答える声はなかった。

　いつの間にか、彼はどこかに消えていて。

　上条当とう麻まの意識も、そこでブツリと途切れてしまった。








終章　次の喧嘩を始めましょう　Next_Batter_Circle.









　結末と呼ばれるものは、一つとは限らない。

　事件に関かかわった人間によって、関わった数だけ派生していく。

　その内のいくつかを紹介しよう。

「徒労だよ、全くの徒労」

　学園都市外周を囲う『壁』を突破した所で、『聖人』のシルビアは頭を搔かきながら、わざと人に聞こえる大声でぼやいていた。

　夕暮れを越えて、夜の闇やみが広がっていた。日本の首都と呼ばれる東京はむしろここからが本番だとばかりに活気づき、数々の電灯やネオンによって馬ば鹿かみたいな夜景を広げているが、シルビア達はそんな中でも埋うめる事のできない、隙すき間まのような闇を縫ぬって移動している。

「メッチャクチャ後味の悪い戦いを強しいられたってのに、得られた成果はまるでなし。フロイライン＝クロイトゥーネも回収できず。……あれがあるのとないのとじゃ、『グレムリン』側への対抗策が大分変わったはずだったんだけどねえ」

「手に入らなかったものは仕方がない」

　答えたのは、レイヴィニア＝バードウェイ。

　幼さが残るものの冷たい端たん整せいさを誇ほこっていたはずの容よう貌ぼう。それを台無しにするように、頰ほおには腫はれがあった。しかし何かしらの信条があるのか、氷を当てたりといった手当ての様子は全くない。それが余計に彼女の不ふ機き嫌げんさを際きわ立だせている。

「今から取って返した所で、すでにフロイライン＝クロイトゥーネは魔ま神じんオティヌスが求めていたものとは別の形に変わっている。あれでは揺さぶりには使えん」

「何だー？　まだ気にしてんのか。身内と戦う羽は目めになっちまったのを。ただ世の中は結果が全すべてよ。アンタにとっちゃ納得のいかない決着でも、理解のできん坊ぼうやの理論だとしても、負けた方が文句を言っちゃいかんよ」

「……ぶん殴なぐって欲しいのか？」

「つーかねお嬢じようちゃん。日本には面おも白しろい定説があるが知っているか。いわく、本物の妹を持つ者は理想の妹とやらを思い浮かべる事はできないんだそうよ」

「……？」

「逆に言えば、だ。妹はいるが上の兄姉はいないバードウェイちゃんてば実は理想のお兄ちゃん属性なんじゃねえの？　だからまあ、何でも言う事聞いてくれて困った時には頼たよりになる誰だれかさんに叱しかられたからってブー垂たれるな。あれだけ一方的にやらかしておいて、まだ向こうから会話を試みてもらえているんだ。アンタ達はきっちり繫つながってるよ」

「ようし覚悟は良いな。大アルカナのフルセットでおもてなししてやる」

「結局それも使わなかったよなー。つか象徴武器シンボリツクウエポンの四属性ってタロットで言えば小アルカナじゃん。きちんと大アルカナ二二枚使って愚ぐ者しやから世界まで一直線にコンボ決めれば、一時的にパラメータをブーストして音速挙動もできただろうにニヤニヤ」

「それよりも」

　生き真ま面じ目めな調子で、しかし無ぶ遠えん慮りよに割り込んだのはブリュンヒルド＝エイクトベルだ。

「オッレルスの方はどうなった？　確か、以前は準備中とかいう返答だったが」

「あれね。フロイライン＝クロイトゥーネとは別枠の……本命」

　シルビアは首をコキコキ鳴らしながら、あっさりと答える。

「準備は終わったとさ」







　奇き麗れいに整備された学園都市にだって、いろんな怖い噂うわさがある。

　先生の言う事を聞かない悪い子を連れて行ってしまう『黒い清掃車』。マンホールの中から聞こえる呻うめき声の正体を調べようとしてはいけない『実験体五〇二号』。検索エンジンにある人名を入力したら、その人物の手で殺されてしまう『禁じ手の名前』。学園都市にとって都合の悪い人間が行方不明になると街中の道路で増殖するといわれる『人骨色のタイル』に、実は多くの噂自体が街中に広がるＡＩＭ拡散力場に一定の法則性を与えて制御するための情報操作政策の一環とする『都市伝説の中の都市伝説』。

　怖い噂はいっぱいあって、例えば学校の帰り道で、本当にそんな怪人と出会ってしまったら、どうして良いかなんて分からない。

　急いで逃げ出しても、全速力で走っても、怪人から逃げ切れるなんて思えない。

　でも、心配する事はない。

　都市伝説の怪人は常に弱点に追い駆けられ続けるものなのだから。

　例えば、一〇〇メートルを三秒で走る女からは誰だれも逃げ切れない、という噂が蔓まん延えんすると、今度はその女はべっこう飴あめやポマードがあれば大だい丈じよう夫ぶだよ、という別の噂が生まれる、といった感じだ。

　もちろん噂は日々形を変えるもので、そんな風に用意された『弱点』が全く通じなくなるとする新説だって浮上する。

　例えば、べっこう飴やポマードが通用するのは最初の一人、オリジナルの女だけで、その女の手で口を裂さかれた『二代目』には通用しない、とか。

　恐怖を煽あおる伝説と恐怖を倒す伝説は常に互いが覆おおい被かぶさるように広まっていき、永遠に決着はつかないように思える。

　そんな噂うわさを一つ。

　話の内容は実に簡単で、ひょっとしたら、それ故ゆえに学園都市の子供達の間で爆発的に流行しそうな『可能性』を秘めた話だ。

　……この街にはいろんな怖い噂が流れているけど、もしも君が、そういった噂の中で語られている怖い怪人と出会ってしまったら、大きな声でこう言えば良い。

　助けてカブトムシさん、と。

　そうすれば、もう大だい丈じよう夫ぶ。




『未元物質ダークマター』を操る学園都市第二位の超能力者レベル５。

『垣かき根ね帝てい督とく』と呼ばれる誰だれかが、きっと助けに来てくれる。







　芳よし川かわ桔き梗きようと打ち止めラストオーダーを連れてマンションへ帰ってきた一方通行アクセラレータは、明かりを消した自室でベッドに身を投げていた。芳川が家主で警備員アンチスキルの黄泉よみ川かわ愛あい穂ほに『今日あった事』を話すかどうかは不明だ。

　第二位の垣根帝督……と呼んで良いかどうかは不明だが、とにかく『敵』は撃げき破はした。

　その過程で一方通行アクセラレータは突き付けられた『難題』を自分なりの方法で突破していくための足掛かりを見つけた。

　誰も失われずに済んだ、上々の結果ではあった。

　ただし、

（……殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない）

　誰かが遺のこした言葉が、それでも第一位の中心に刺さっている。

　その棘とげは小さいが、返しのついた釣り針のように、容易には抜けない。

　人間とは、一〇〇の善なる言葉よりもたった一つの悪の言葉の方が印象に残りやすい生き物なのか。

「何を甘えてやがったンだ、俺は……」

　ミサカネットワーク全体の総意、それを代弁する打ち止めラストオーダーや、悪意の集合体である番外個体ミサカワーストから許された事で、良い気にでもなっていたのか。

　いいや、そもそも許されていたのか。

　結局は、自分にとって都合の良い方へ、痛みの小さな方へと流れていただけではないのか。

　今さら、殺された誰かに許しを請う事はできない。

　死者は喜ばない。

　何な故ぜなら、それを奪うのが殺すという事なのだから。

　死者は怒おこらない。

　何な故ぜなら、それを奪うのが殺すという事なのだから。

　死者は哀かなしまない。

　何故なら、それを奪うのが殺すという事なのだから。

　死者は感謝しない。

　何故なら、それを奪うのが殺すという事なのだから。

　これから先、何をどんな風に生きていこうが、それは結局自己満足以外の何物にもならない。そんな事は分かっている。だが、まだ生きている自分にしかできない事だって確かにあるはずだ。

　そもそもにおいて。

　一万人以上の『妹達シスターズ』を虐ぎやく殺さつするに至ったあの『実験』の真意は何だったのか。

　額面通りに学園都市第一位の超能力者レベル５をその先にあるとされる絶対能力レベル６にまで進化させる事、ではないのはもう分かっている。あの『実験』は失敗する事が前提か、良くても成功しようが失敗しようが元は取れる程度のものでしかなかったはずだ。

　過去の経験で得た情報から、おそらくは残る一万弱の『妹達シスターズ』を全世界の協力機関へばら撒まく事で、ＡＩＭ拡散力場の影えい響きよう力りよくを拡大するのが一つ。

　打ち止めラストオーダーへ干かん渉しようする事で学園都市内に天使のような存在を生じさせた事から、ミサカネットワークが膨ぼう大だいなＡＩＭ拡散力場集合体を操る誘ゆう導どう装置として機能するのが二つ。

　そして、学園都市暗部で活動していた時代に調べていた『ドラゴン』という単語。その奥にいた、エイワスと呼ばれる本物の怪物。過去に見た天使のような何かは、このエイワスを形成するための型枠のようなものに過ぎなかったと、エイワス自身は語っていた。これが三つ。

　では。

　そのエイワスを作ったから、一体何になるのだ？

　確かに戦力としては申し分ない切り札だ。何しろ学園都市第一位の一方通行アクセラレータをほぼ瞬しゆん殺さつするほどの力を持っているのだから。が、その莫ばく大だいな戦力が、実際に第三次世界大戦で行使されたという記録はない。学園都市の命運がかかっていたあの戦争の最中でさえ、エイワスは温存されていたのだ。

　だとすると、単純な兵器開発という訳ではない。

　それ以外の明確な目的がなければおかしいが、その目的とやらが全く見えない。

　エイワスは凄すごいもの、というのは分かるのだが、凄い以外の具体的な利益が読めないのだ。もちろん技術開発というのも『目的』として十分に通用するものではあるのだが、だったらなおの事、広く世界に知らしめて、学園都市の技術の高さを誇こ示じしようとするはずだ。

　宇宙船を使って月面に着陸する計画が、多くの人にとっては生活に直接関係するようなものではなかったものの、その『情報』自体が大きな影響力を示したように。

　エイワスというあれだけの存在を秘して開発し続けた以上、単なる誇示以外の、具体的な使用方法があるはずだ。しかもそれは、秘さなければ誰だれかに止められるような懸け念ねんを持った目的であるはずなのだ。

　エイワス、天使のような存在、ミサカネットワーク、打ち止めラストオーダー、妹達シスターズ、ＡＩＭ拡散力場。

　ピラミッド構造の一番下にあるのは、何の変哲もない学生達だ。学園都市の一般も暗部も関係なく、ただ学生達が無意識の内に放つＡＩＭ拡散力場がすでにエイワスにまで繫つながっている。

　学園都市の根幹。

　科学的な超能力開発。

　もしもどこかの誰かが、その制度をたまたま利用して横よこ槍やりを入れたのではなく。

　一番最初の時点から、エイワスに手を伸ばすためのステップとしてそんなプロジェクトを始動させたのだとしたら。




　そもそも、そもそもだ。

　学園都市で謳うたわれている『超能力』とは、一体何なのだ？

　どこから始まって、どういう終わりに向かうための『プラン』なのだ？




「……、」

　ここに来て。

　ようやく、一方通行アクセラレータは何か大きな『闇やみ』の、その端はしを摑つかんだような気がした。全すべてを吞のみ込む巨大な罠わなの一いつ端たん。普ふ段だんはあまりにも大きすぎて全容を把は握あくする事のできない巨大な顎あごの一端。『妹達シスターズ』を、クローン人間を、かつて殺された誰かを、逃れる事のできない真っ黒な穴へと引きずり込んだ、そもそもの元げん凶きようの一端を。

　こんなものを暴いて糾きゆう弾だんした所で、いつの間にか一方通行アクセラレータの罪が消えている、なんて都合の良い展開はありえない。

　ただ、もしも、だ。

　かつて殺された誰かが、その境遇を心の底から呪のろっていたとしたら。

　直接的に手を下した第一位は元より、彼の殺人を手助けしていた全てを呪っていたとしたら。

　そんな人物が。

　自分が殺された事で『順調に進んだ』何らかの計画が、こうしている今も着々と次のステップに向けて続行されていると知ったら……どう思うだろうか。

　殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない。

　生きている人間がそれを安易に語る事は、自分自身の利益のために死者の気持ちとやらをねじ曲げてしまう事にも繫がりかねない。

　ただ。

　まだ生きている人間がすでに死んでいる人間を想おもって行動する事はできる。

　自分は何がしたい？

　一方通行アクセラレータは自問自答する。

　すでに失われた命のために何かができるとして、一体何を選びたい？

　多分、第一位は地じ獄ごくに落ちる。それがものの例えか宗教的な表現に踏ふみ込むかはさておいて、ろくな最後を迎えないのは間違いない。が、その地獄に到達するより前に、何かできる事があるとすれば。それは一体何だ。

「……、」

　刺さった棘とげは小さいが、簡単には抜けない。

　その小さな痛みは、彼を悪意と闘とう争そうの道へと確実に引きずり込んでいく。

　まるで、示し合わせたように。

　誰だれかの手によって差し込まれた、作為的なコードのようだと、一方通行アクセラレータ自身は気づいていただろうか。

　ある道から、別の道へと切り替えるための。

　一方通行アクセラレータは、ベッドの上から無言で起き上がる。その視線が、さまよう。ピタリと止まったのは、部屋の窓だった。夜の闇やみによって真っ黒に染まったその先が、おそらく別の道へ繫つながる第一歩だ。

　踏ふみ出せば今持っているものの全てを失うが、ここにいるだけでは手に入らないものを獲得できるチャンスが出てくる。

　そんな風に思った一方通行アクセラレータが、真剣な顔で現代的なデザインの杖つえを手探りで探した時だった。

　唐とう突とつに、部屋のドアがノックされた。

　返事も待たずにドアノブが回る。

　入ってきたのは、小柄な影。

　打ち止めラストオーダーと呼ばれる少女のはずだった。

　そうでなければ、おかしかった。




「やあ一方通行アクセラレータ/return。そろそろ面めん倒どう臭くさくなってきたから横よこ槍やりを入れさせてもらうわよ/return」




　何かが。

　おかしい。

　棒立ちで口をぱくぱくと開閉させる少女を見て、一方通行アクセラレータの背せ筋すじに何か冷たいものが走り抜けた。過去にあった、ウィルスか何かを使った強制的な干かん渉しようをイメージしたのだ。

　しかし違う。

「元来、『ミサカ』はネットワーク内を満たすものであって、その外側へ干渉する技術は各個体に任せている/return。だから会話の対応能力は期待しないで/return。メールみたいなものと思ってちょうだい/return。質問しても独り言で終わるから注意してね/return」

　ミサカネットワークの中にいるもの。

　司令塔である打ち止めラストオーダーをさらに凌りよう駕がするもの。

　システム上ありえない。

　番外個体ミサカワーストが関かかわっている第三次製造計画とやらが嚙かんでいるのかとも邪じや推すいした第一位だが、そこで別の可能性を思いつく。返事はないと前置きされているにも拘かかわらず、彼は思わず歯嚙みするように言葉を放つ。

「ミサカネットワークの……総体としての意思か!?」

　天使のような存在とも、エイワスとも違う……しかし学園都市が生んだ何か。

　人と呼んでも良いかどうかで悩むモノ。

　第三の存在、とでも呼ぶべきか。

「大体、事件が終わった辺りから妙な空気を醸かもし出しているとは思ったんだけどね/return」

　録音された音声をただ垂たれ流すように、少女の口は誰だれかの声を放つ。

「ひょっとして一方通行アクセラレータ、アンタは今のある程度安定した生活に終止符を打って、学園都市の秘密に迫るための戦いに身を投じれば、何かしらの善に近づけると思ってる？/escape　それとも、自分が地じ獄ごくに落ちるのは全すべてを片付けてからだとか考えてる？/escape　だとすりゃそりゃ全部誘ゆう導どうされた意見だから気にすんな/return。ていうか別に格好良くも何ともないよそれ/return」

「何を……」

「何を言ってやがるー的な反応あるかな？/escape　やめやめ/backspace、余計な問答は省こう一方通行アクセラレータ/return。その照れ隠しは普ふ段だんなら可愛かわいらしいが/backspace、今この場においては邪じや魔まよ/return」

　そして、と誰かは言う。

「核心を言っておこうか/return。アンタは今、こう思っているはずよ/return。自分は楽な所に落ち着いた、本来やるべき事を放ほう棄きして/return。……だが/backspaceそんな訳あるか/return。考え方がまるで逆なのよ/return。第一位の怪物であるアンタにとって楽な方ってのは、安易な闘とう争そうに安易な暴力、後は安易な勝利ってトコかしら？/escape　だってそうよね/return。アンタはそういう怪物になるように開発されたんだから/return。誰かの思惑をなぞってやりやすい方へ流れたら、自然と流血と惨さん事じの続く道をひた走ろうとしてしまうものよね？/escape」

「……、」

「だから逆だって言っているのよ/return。一方通行アクセラレータ、アンタは確かに今、自分の存在そのものに疑問を感じている/return。それは悪い事じゃない/return。でも/backspace、揺さぶられたからって楽な方へ流されるんじゃないわよ/return。こっちはそんな答えを導き出させるために、演算領域を貸している訳じゃない/return」

　少女は軽く肩をすくめた。

　ひどく、似合わない仕草だった。

「あがけ、誰だれかのために/return。あがけ、自分にとって本当に辛つらい方法で/return。……こっちはその気になれば、ネットワーク内に残留している死亡した個体の記き憶おく情報を垂たれ流してイエスかノーかはっきり答える事だってできる/return。でも/backspaceそれをやったら台無しだからしてやんない/return。殺された人間の気持ちは殺された人間にしか分からない程度にしておいてやるわ/return。もしもアンタが楽な方へ逃げて安易な怪物になるってんなら、こっちはアンタが想像している域のさらに二回りくらい大きな地じ獄ごくに叩たたき込んでやるわ/return」

　ぐら、と。

　少女の体が揺れる。

「ていうかさー、打ち止めラストオーダーや番外個体ミサカワーストはそっちに預けるけど、こっちとしちゃアンタより上かみ条じようちゃんの方にちょっかい出したいのよね/return。これ本音/return。あっちもあっちでかなり危なっかしいし/return。貴重な『チケット』をこんな事に使わせないで欲しいなー/return」

　それっきりだった。

『文面』が終わったのか、小柄な少女の体がぽてっと倒れ込む。







　リクルートスーツに白衣の女は、周囲を軽く見回した。

　第三学区にある地下で、先日まで学園都市第二位を格納していた広大な空間だった。しかし今は誰もおらず、彼が無作為に撒まき散らしていた真っ白な『未元物質ダークマター』も奇き麗れいに消えていた。余計な物の一切が除外された空間は、空あき教室のような寂さびしさを演出していた。

「……どうにも慣れませんねえ、こういうの。どんなに些さ細さいなものであっても数値が減ると苛いら立だちを覚えるもんです」

　女の手には細長い、チューインガムの容器程度の大きさの塊かたまりがあった。ＩＣレコーダーである。小型マイクを唇くちびるに寄せて、リクルートスーツに白衣の女は声でメモを取り続ける。

「『未元物質ダークマター』は奇麗に消失。この辺は予想通り。床、壁、天てん井じよう、計四〇ヵ所の表面を剝はく離りしてサンプルを採取し、施設に検査要請。ま、何にも出ないとは思いますけど」

　カリカリカリカカカカカカカ!!　と何かを爪つめで引っかくような小さな音が連続する。リクルートスーツに白衣の女は、内ポケットから定期入れ程度のサイズの機械を取り出した。画面を覗のぞき見ると、ネット上の複数の掲示板やＳＮＳのコメントで、共通する単語が増殖しているとの結果が表示されていた。

「件くだんの第二位に関する都市伝説も確認。自然発生したにしては時間が短過ぎますし、本人……と呼んで良いのやら、とにかく現状の第二位が自みずから流る布ふするとも思えず。どぉーも学園都市の『闇やみ』の中で、誰だれかが新しい第二位に着目しているみたいですねえ。注目度としてイエローのタグを」

　機材を内ポケットにしまい、広い空間をゆっくりと歩きながら、女はさらに呟つぶやく。

「第一位については詳細不明。『悪意』は注入しましたが開花するかどうかは微妙な所ですね。ただ、私見では今のままではもったいないの一言だと。第二位はあれだけ形を変えて楽しませてくれているのに、第一位はなんていうか地味ですねー。『翼つばさ』を中心に、もう少しグロテスクになっていただければ申し分ないんですが」

　その足が、ピタリと止まる。

「……第二位と絡からめて、滝壺理后の経過は極めて良好。ゴールドのタグを」

　広大な空間の中心で立ち止まった女は、真上を見上げて言う。

「フレメア＝セイヴェルンは言うに及ばず。『人的資源アジテートハレーション』の偶発的稼か働どうを確認。あれは無能力者レベル０の新しい可能性としてプラチナのタグ。収穫期に細心の注意を」

　そこまで言って、リクルートスーツに白衣の女は一度ＩＣレコーダーのスイッチを切った。

　しばし考える。

　やがて、頭の中で意見を束ねてからもう一度作動させる。

「フロイライン＝クロイトゥーネは管かん轄かつ外がい。これについては不満あり。……ただ、状況を観察した限り、何をやっても死なない頑丈な体に、『友達』を求める心、個人の信条を無視して操られる可能性と、どうにもＡＩＭ拡散力場の集合体に類似する点が散見される印象です。ひょっとしたら、風かざ斬きり氷ひよう華かのベースラインとして参考にされたのかもしれません。となると、フロイライン＝クロイトゥーネ、風斬氷華、『ドラゴン』と一本で繫つながる訳で……いや、生命維持装置で繫がれた統とう括かつ理事長まで含めるのは深読みかな。でも、そっちの仮説だと、統括理事長と『ドラゴン』のラインもできるのか。とにかく、面おも白しろそうな素材なのは間違いありません」

　スイッチを切る。

　点つける。

　それを何度か繰くり返す。

「学園都市に入り込んだ数名については詳細不明。第三次世界大戦時やバゲージシティなどで目もく撃げきされた現象と類似する点が指摘されます。こちらも管轄外。別働隊とやらの、あるのかないのか分かんないような部隊に任せて私達は引き続き……」

　言いかけて、女はそこで首を傾かしげた。

　しばらく沈ちん黙もくが続く。

　やがて彼女はため息をつくと、ＩＣレコーダーを手放した。

　床に落ちた小型機材を、そのままパンプスで踏ふみ潰つぶす。そして、決して誰にも聞かれてはいけない声で、女はこう呟いた。




「あーあ。こんなのは『木き原はら』らしくねえよなあ……」







　東京湾岸。数ある貨物船の一つに忍び込むため、雷神トール、マリアン＝スリンゲナイヤー、『投擲の槌ミヨルニル』の三人は工業港の敷しき地ち内ないを歩いていた。船で帰る、のではなく、近きん隣りんの警備がザルな国の空港を目指すため、だ。

「簡単に取り逃がしちゃってさー。フロイライン＝クロイトゥーネは『主神の槍グングニル』製造のための最後のピースだっての。全体論の超能力者を確保しない事には話は進まないって言ったろ。どうすんのこれ」

　マリアンの言葉に、ガタゴトという音が続く。ドラム缶型の少女（？）がいつも通り、無意味に賛同しているのだ。

　雷神トールは肩をすくめて、

「役割分担は最初に決めたよな。『投擲の槌ミヨルニル』の力を借りて俺がフロイライン＝クロイトゥーネを押さえ込む。『人間』を改造するお前の手で彼女を『加工』して、暴れられない状態にする。でもって学園都市から荷物を運ぶ。……最初の段階で予想以上に大暴れされたんだから仕方がねえ。直接戦せん闘とう担当の俺がやっても駄だ目めだったんだ。裏方のアンタ達が増援に来たって蹴け散ちらされる」

「旧とはいえ、全能を冠していたアンタでも駄目だったって？」

「フロイライン＝クロイトゥーネだぞ？　それにそもそも、全能なんつっても所しよ詮せんは人に想像できるレベルでの全能に過ぎねえ。本当に飛び越えちまったような魔ま神じんみたいな全能を期待されても困るよ」

　眉まゆをひそめるマリアン＝スリンゲナイヤーに、雷神トールは適当な調子で答える。

　ゴトリという音が聞こえたのはその時だった。

　雷神トールの肩にはクーラーボックスの肩かた紐ひもが食い込んでいた。その四角い箱に自分の腕が当たったのだ。

「それは？」

「ご機き嫌げん取とりってヤツさ。こいつがあれば、まだ『槍』については何とかなるかもしれねえからな」

　詳しく説明しかけた雷神トールの口が、止まった。

　唐とう突とつだった。

　彼が黙だまった事が、ではない。




　魔神オティヌス。

　見た目だけなら一四歳程度の少女が、いつの間にか工業港の闇やみに浮かび上がっていたのだ。

[image: ]




　魔ま女じよのような帽ぼう子しに、片目を覆おおう眼帯。革の装しよう束ぞくの上からさらに羽は織おったマント。この国の中では仮装か何かと間違われそうな格好の少女は、片方しかない瞳ひとみを動かして雷神トールを見た。

　うろたえたのは雷神トール達だ。

「こんな場所まで来て良かったのか？　ここは敵陣の目と鼻の先だぞ」

「距きよ離りに意味はない。見えない事が重要だ」

　それよりも、と魔ま神じんオティヌスはあっさりと話題を切り替え、

「フロイライン＝クロイトゥーネは？」

「成功したように見えるか？」

「私はフロイライン＝クロイトゥーネを持って来いと命じたはずだ」

「やるならやれ」

　雷神トールはつまらなさそうに言って、魔神オティヌスに向けて、クーラーボックスを適当に放り投げた。

　衝しよう撃げきに、蓋ふたを留めていた留め具が強引に外される。

　魔神オティヌスの表情は変わらなかった。そもそも、中など覗のぞいていなかった。

　感心したような顔になったのは、マリアン＝スリンゲナイヤーだ。

「これって？」

「学園都市第二位」

　雷神トールはクーラーボックスの中にしまってあった、いくつかの透明な袋を指差した。……厳密には、パック詰めされた上で、ガチガチに凍結された臓器を。

「その生身のパーツってトコか。これを垣かき根ね帝てい督とくって呼んで良いのかどうかは知らんがね。ただ、頑丈な人間が入り用だったんだろ。だったら、こいつはある意味でフロイライン＝クロイトゥーネ以上だ。全体論の超能力者とやらにも手が届くかもしれねえぞ」

　魔ま神じんオティヌスは黙だまったままだ。

　マリアンが横よこ槍やりを入れるように言う。

「科学にも魔ま術じゆつにも染まっていない人材が必要だったんじゃあ？」

「垣根自身を改造すんのじゃ駄だ目めかもな。でも、これは創造性の象徴だろ。こいつを使って、ゼロから人形を作ればどうだ？」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは魔神オティヌスの方を見た。

『投擲の槌ミヨルニル』は元からマリアンに追従する事しかしない。

　しばらく黙っていたオティヌスは、やがて口を開く。あくまでも、同じように。

「私はフロイライン＝クロイトゥーネを持って来いと命じたはずだ」

「なら自分で取りに行け」

　適当に、肩越しに自分の後ろへ親指を向けて告げる雷神トール。

「だがフロイライン＝クロイトゥーネはもう変質しているぞ。『槍やり』を作るための要因を失っている。今さらさらっても役に立つとは思えねえが」

「マリアン」

　魔神オティヌスが名前を呼んだ。

　それで理論的には行けるかどうか、確認を求められているかと褐かつ色しよくの少女は思った。

　だが違った。




　ダン!!　と。

　鈍にぶい音と共に、いきなり雷神トールの右腕が肩から切断されたのだ。




「が……？」

　痛みの感覚が、遅れているようだった。

　雷神トールの右腕が路面に落ちてから、ようやく彼は叫ぶ。

「がァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「『人間』だけが専門ではないとは言っても、得意ではあるだろう。後で繫つなげてやれ」

　うずくまって激痛を押さえ込もうとする雷神トールを無視して、魔ま神じんオティヌスはクーラーボックスの蓋ふたを足で蹴け飛とばして閉めた。肩かた紐ひもを摑つかんで持ち上げる。

　叫ぶ雷神トールと魔神オティヌスへ交互に目をやっていたマリアン＝スリンゲナイヤーだが、彼女はやがて、意を決するように口を開いた。

「お、オティヌス」

「何だ。私はお得意の馴なれ合いに興じるつもりはない。お前のそれは依存に近い性質がある事に自覚はあるか？」

「違う、オティヌス!!」

　マリアンは慌あわてたように、オティヌスの右肩へ指を差したのだ。

　マントの中で、何かがズ……と形を崩した。

　どう考えても、本来あるべき関節の繫つながりを無視して、腕が落ちようとしていた。

「……チッ。『無限の可能性』とやらが、負の五〇％に傾いたか」

　腕が完全に落ちる前に、オティヌスはマントごともう片方の手で強引に押さえつける。べちゃり、という水っぽい音が続いた。マントの内側ではかなりの出血があるようだが、魔神の顔色に変化はない。そのメチャクチャな傷だって、いつまで傷口が残るかも分かったものではない。

　望むもの全すべてに手が届く存在。

　同時に、何をやっても必ず失敗する可能性を五〇％も抱える存在。

　それがオティヌスであり、だからこそ、彼女の掲げる目的はいたってシンプルなものだった。

　負の五〇％を排除する。

　正の一〇〇％を導き出し、その力を自在に振るう。

　そのために必要な物品こそが、




「最後のピースも出で揃そろった。それでは取りかかるとするか、『槍やり』の製造を」




　魔神オティヌスが立ち去った後、マリアン＝スリンゲナイヤーは落ちた腕を拾い上げて、雷神トールの元へと向かっていた。

「……自分でやるよ」

　傷口を反射的に押さえつけたためか、血まみれになった手で、切断された腕を取り上げる雷神トール。

「でもさ」

「悪い、一人にしてくれ」

　雷神トールは歯を食いしばりながら、細い声を出す。

「正直に言う、ちょっと泣きそうだ。できればそういうのは見せたくない。ああちくしょう、オティヌスの野郎、相変わらずだな。手ぶらじゃ帰れねえってんで、こっちが命を懸かけて帳ちよう尻じりを合わせたってのがまるで分かってねえ」

「アンタは良くやったよ」

「だが第一希望は叶かなえられなかった。……そうか、泣きそうな理由が分かったぞ。痛いからでも惨みじめだからでもねえ。助かったって。ギリギリで助かったってのが嬉うれしいんだな、俺ってヤツは」

「安心しな。私が同じ場所に立たされたらちびってる」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは指を鳴らすと、ドラム缶型の少女（？）を連れて貨物船の方へと向かっていった。

　誰だれもいなくなったのを確認して、雷神トールは薄うすい息を吐はく。

　静かに思う。




（……狙ねらい通り。これでようやく潜もぐり込めた）




　雷神トールは自分の腕を無造作にくるくると回す。鼻歌でも歌いそうな気軽さで、切断面と切断面をピタリとつける。

　特に何かを詠えい唱しようした訳ではなかった。

　タリスマンや妙薬の力に頼たよった訳でもなかった。

　しかし確かに魔ま術じゆつ的てき現象が発生する。淡い光と共に腕は繫つながる。すでに五本の指は彼の意思に応じて開閉できていた。

　明らかに、雷神トールの保有する魔術ではない。

　いいや、そもそも彼は雷神トールではない。

（……まあ、雷神トールに形を整えるだけじゃ潜り込むのは難しかっただろう。プラス、何かしらの強力なカードを用意する必要があった。それも順当にフロイライン＝クロイトゥーネを持ってくるだけじゃない。まず想定内のプランが破は壊かいされたと知らせる事で揺さぶった後に、思いもよらない代替案を提示する。大きな揺さぶりの中でなら、魔ま神じんオティヌスの判断能力が正常に働かなくなる可能性はあった）

　とはいえ、それだけで魔神オティヌスを騙だます事はできないだろう。

　あれはそもそも、あらゆる不可能を可能にする存在。

　並の魔術師が欺あざむこうとしても、理屈抜きでそれを看破するほどの力がある。

　つまり。

　だから。




『魔神』を騙せるのは、同じ『魔神』の域に片足を突っ込んだ者だけ。

　今、まさに『グレムリン』に潜もぐり込んだ者の正体は、オッレルスだった。




（さて）

　オッレルスはすでに完全に繫つながった右肩の上に、わざわざボロ布を巻きつけていく。

　血まみれの手もそのままに、彼は彼で工業港に停泊している貨物船に向かう。

（……私もこうして潜り込んだ。あれだけの猛も者さ達が集まる中で、極めて強大な力を持った右方のフィアンマが誰にも感知されず自由に行動できる事も証明できた。これで、こちらの下した拵ごしらえも無事に終わった訳だ）

『グレムリン』。

『槍やり』の完成を急ぐ魔ま神じんオティヌスの本拠地へと、案内してもらうために。

（それじゃあそろそろ、反はん撃げき作戦を始めるか。一番近い所で騙だまし合いだ）







　そして、本物の雷神トールは学園都市の『外壁』を越えて、少し進んだ所にある公園のベンチに座り込んでいた。

「……ちくしょう。両方一度に折るもんじゃねえな。これじゃズボンのチャックも動かせねえ」

　その辺に落ちている枝を添え木代わりに、口で布を縛しばって両手を固定していく。腹の銃創もあるし、何にしても回復魔ま術じゆつには準備が必要だった。ここにあるものだけでは行えない。

　とはいえ、雷神トールの顔に不快な色はない。

　上かみ条じよう当とう麻まについては、特に助ける理由もなかったが、殺す理由もまたない。雷神トールの目的は徹てつ頭とう徹てつ尾び、経験値の獲得だ。越えてしまった踏ふみ台には何の価値もないが、それ故ゆえに破は壊かいの方向への執着心も湧わかなくなるものである。

　もっとも。

　あの少年が『次の踏み台』へと成長するのなら、話は変わってくるのだが。

（今いま頃ごろオッレルスは俺に化けて『グレムリン』に潜り込んでいる頃か。学園都市の中で取り引き持ちかけられた時はどうしたもんかと思ったが……）

　どのみち、雷神トールが断っていたとしても、オッレルスは力技で押し通していただろう。その場合、雷神トールは土の中に埋うめられていたかもしれないが。

　彼が取り引きに応じた理由は単純だ。

　ハワイ諸島にバゲージシティ。

　そこでの騒そう乱らんを見て、愛あい想そが尽きたというのが答えである。

（しかしまあ、これからどうしたもんか）

　オッレルスとの取り引きに応じた時点で、もはや彼の所属は『グレムリン』ではない。が、どこに帰るかとか、これからどこへ向かうかとか、そんな事で悩んでいるのではない。

（順当に進めば魔ま神じんオティヌスが殺しに来る。かと言ってここでオッレルスを裏切ればあいつはまあ俺を殺そうとはするだろう）

　一見すると、どっちもどっちの地じ獄ごくのように見える。

　何しろ、どちらも『魔神』の域にいる魔ま術じゆつ師しなのだから。

　だが。

　雷神トールの勘かん定じようになると、少々事情は変わってくる。




（……さて。本当に面おも白しろそうな『次のステップ』はどっちかねえ）




　世界は無限に広がっていて。

　彼に選べる選せん択たく肢しはどうしようもないほど無数に並べられている。







　かつて誰だれかがこう尋ねた。

『テメェの目的は何だ？　俺が協力する事でテメェが得られるものは何なんだ』

　かつて誰かがこう答えた。

『「私」の目的はフロイライン＝クロイトゥーネを助け出す事だよ。君達と同じようにね』

　ある意味において、目的は達せられた。

　しかし完かん璧ぺきだったのは、その初期目標『だけ』だった。







　魔ま王おうを倒す力を持った勇者は幸せだ。自分の持っている力が何のために使われるべきなのかをみんなに教えてもらえるのだから。

　ただ莫ばく大だいな力を持った『魔神』はもはや破は壊かいに理由を求めず。

　なるはずだった何者かは、何のために振るうかで迷走している事すら気づかない。




　これは、そういう物語。








後夜祭









　これで一つの事件が終わったように思える。

　だが最初の命題がまだ解き明かされていない。




「とうま！　その後ろに張り付いている女の子は一体どこの誰だれなんだよ!?」




　一一月の事だった。広場にはインデックスと呼ばれる銀髪碧へき眼がんの白いシスターが仁に王おう立だちしていて、その目の前ではツンツン頭の少年が正座させられているのだった。冷静に考えると上かみ条じようが家主でインデックスが居い候そうろうなのでこの扱いはあんまりにもあんまりではあるのだが、これまでの顚てん末まつを順番になぞっていくとこれでも足りない感じがするから不思議なのだった。

　そして上条当とう麻まは答える。

「い、いえこの子はフロイライン＝クロイトゥーネと言いましてね」

「何で背中にくっついてるの？」

「何だか体が縮んでいるというか幼くなっているのはどうもサンドリヨンの手を借りた『模造品』を食べた影えい響きようが変な形で出たせいで、『機能』が失われると同時に体の構造がちょっぴり変化した的な何かがありましてね！」

「何で背中にくっついてるの？」

「脳を捕食する『機能』がなくなった事を証明した時の行為が『友達』に抱き着く事だったせいか、変な刷り込みがされているのであります!!　いわゆる典型的な抱き着き癖ぐせであって上条さんが専門という訳ではありません！　つい先ほども御坂に抱き着いていたのを確認していますので決してやましい的な何がある訳ではない的なーっ!!」

『機能』がどうのこうの関係なしに頭をやられると感じた上条の必死の弁明。しばらく野犬のような唸うなり声を発していたインデックスだったが、やがて何かを諦あきらめるように、小さな息を吐はいた。

「ま、とうまはいつもとうまなんだねって感じだけど。……一応改めて言っておくんだよ」

「何を？」

「おかえり」

「ただいまでごんす」

　照れて茶ちや化かした直後、今度こそ本気で嚙かみつかれた。








あとがき









　一冊ずつ順番にご購入いただいている皆様はお久しぶり。まとめ買いなあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　聖人、ワルキューレ、魔ま術じゆつ結社のボス、元人間テーブル、超能力者レベル５の第一位、第二位、第三位、第四位（……第五位も？）、雷神に魔ま神じんにフロイライン＝クロイトゥーネと、割とてんこ盛りだった今回のお話、いかがでしたでしょうか。メインに据えられていた彼女の他ほかにも、サンドリヨンから白いカブトムシまで、今回は科学、魔術共に『人間』というものの限界について挑戦するようなテーマになっています。

　また、雷神トールの原動力は、系統としては初期の一方通行アクセラレータに近いはず。あの状態で『一線を踏ふみ外さないまま、順当に成長する』と、あんな風になっていく訳です。

　会話が少なく、一見するとあんまり出番がないような？　と思えるキャラクターが、意外なほどに物語の筋に食い込んでいる箇所がいくつかありますので、お暇ひまな方は探してみてはいかがでしょう。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさんには感謝を。とにかくバトルが頻ひん発ぱつする上、どいつもこいつもギミック満載でひたすら面めん倒どう臭くさかったかと思われます。今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。久々となる学園都市が舞台の物語はどうでしたか。これからもお付き合いいただけると助かります。







　それでは、ここでページを閉じていただいて。

　次回もページを開いていただける事を願いつつ。

　今回は、この辺りで筆を置かせていただきます。




　サンドリヨンが色々使い勝手良さそうな予感


鎌池和馬
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